
平成 12 年 6 月 27 日 
午前 3 時 00 分 
東京都災害対策本部 
 
 
 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について （第１報） 
 
 
 第一回災害対策本部会議において発表された各局等の対応は下記のとおりです。 
 
 
１ 福祉局 
 
 (1) 三宅島内での備蓄食品 
  ①クラッカー ４，９００枚（避難島民２，３００人として２食分） 
  ②毛布    ２，０００枚 
  不足の場合、本土から備蓄品を空輸すること等により対応する。 
 
 (2) 災害弱者対策 
    ①阿古地区内特養ホーム「あじさいの里」５０人について、26 日午後 9 時 40 分、勤労

福祉会館に避難完了。 
    ②視覚・聴覚障害者について、26 日午後 9 時 30 分、福祉局から三宅村に対して、十分

な配慮を行うよう要請をした。 
  (3) 食料品等 
      災害対策本部から要請があれば、自衛隊ヘリコプターによる搬送を依頼する。ヘリコ

プター発着場までの搬送は、東京都トラック協会に依頼する。 
  (4) 避難住民の朝食が現地で調達できない場合は、協定を結んでいる生活協同組合等から

確保し、空輸する予定である。 
 
２ 衛生局 
 
 (1) 救急災害医療課 
  ・２４時間体制を確保する。 
  ・収容病院の確保（災害時後方医療施設） 
  ・災害救急体制の確保（東京消防庁と連絡） 
  ・医療救護班の派遣待機中 
  ・都立病院班の確保（広尾１班、豊島１班） 
  ・必要に応じ、日赤等に医療救護班の派遣を要請 
  ・医薬品、医療資器材の配備 
  ・備蓄医薬品の供給を準備 
 (2) 地域保健課 
  島しょ保健所三宅出張所の対応策検討中 



 (3) 獣医衛生課 
  家畜、ペット等の対応策を検討中 
 
３ 建設局 
 
  三宅支庁土木課職員１５名全員出勤し、情報収集、避難支援、役場の支援を行っている。

本庁についても、総務部を中心に情報収集などに当たっている。 
 
４ 港湾局 
 
 (1) 三宅島にある第四離島港湾工事事務所の所長以下５名の職員は、すでに三宅支庁長の

指揮下に入っている。 
 (2) 三宅島空港は、避難勧告地域にあるため、ヘリコプターの離発着は可能だが、駐機は

難しい状況にある。 
 (3) 港湾施設について、５，０００トン級の船舶が停泊できる港は、三池、阿古の二港で

あり、その他の伊ヶ谷、大久保、湯の花、坪田の四つの漁港については、中小の船舶が

対応可能。 
 
５ 警視庁 
 
    19 時 50 分 本部に甲号総合警備本部を設置 
    23 時 35 分 東京ヘリポートから副総監以下、三宅島へ派遣 
    23 時 55 分 特科車両隊１ヶ中隊木更津から自衛隊ヘリコプターで三宅島へ派遣 
     0 時 16 分 第三機動隊１ヶ中隊東京ヘリポートから三宅島へ派遣 
  現地 署長以下  ２４名 
    派遣 副総監以下１００名 
 
６ 東京消防庁 
 
    派遣準備状況 
    ・ポンプ車隊                 ５隊 
    ・救急車                   ２隊 
    ・スーパーポンパー（遠距離大量送水装備）一式 ２隊 
    ・耐熱救援車                 ２隊 
  ・特別救助隊                 ５隊 
  ・指揮隊                   ３隊 
      計                    １９隊 約１２０名 
 
  この他、可搬ポンプ１０台、ホース２００本、投光器１０台を準備。 
７ 自衛隊 
 
  現在待機中 
  ・双発大型ヘリコプター３機  （木更津） 



  ・単発多用途ヘリコプター２機 （立川）※映像伝送装置装備１機、中継装置装備１機 
  ・小型偵察用ヘリコプター３機 （立川）※うち１機は赤外線映像装置装備 
  ・偵察機１機         （立川） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 27 日 
午前 4 時 00 分 
東京都災害対策本部 
（第２報） 
 
 
                三宅島に関する都民相談、情報提供について (第２報） 
 
  東京都では、三宅島に関する都民相談及び都民への情報提供を下記により実施 
 しています。 
 
                 記 
 
 １ 電話による都民相談については、下記の番号にて２４時間受け付けています。 
 
    電話 ０３（５３２０）７７２２ 
        電話相談は平成 12 年６月 30 日 16 時をもちまして終了しました。 
 
 ２ インターネットによる情報提供を東京都ホームページ上で行っています。 
 
    アドレス http://www.metro.tokyo.jp/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 27 日 
午前 4 時 30 分 
東京都災害対策本部 

 
 
 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について （第３報） 
 
 

救援に係る搬送について 
 
 
 三宅島現地対策本部から、搬送要請がありましたので下記の通り搬送します。 
 
 
                                   記 
 
 
１ 搬送内容（東京消防庁関係） 
    ・ポンプ車隊                 ５隊 
    ・救急車                   ２隊 
    ・スーパーポンパー（遠距離大量送水装備）一式 ２隊 
    ・耐熱救援車                 １隊 
  ・特別救助隊                 ５隊 
  ・指揮隊                   １隊 
    ・防災起動車                                  １隊 
      計                    １７隊 約９２名 
  この他、可搬ポンプ５台、衛星中継車１台。 
 
２  搬送方法 
      海上自衛隊輸送艦さつま（２，０００トン） 
 
３  積出港 
   海上自衛隊横須賀船越Ｆ岸壁（横須賀市船越町７－７３） 
 
４ 出港日時 
  ６月２７日 午前７時００分（予定） 
 
５ その他 
    東京消防庁ヘリコプター２機を派遣中。 
 
 
 



平成 12 年 6 月 27 日 
午前 4 時 50 分 
東京都災害対策本部 
 
 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について （第４報） 
 

医療救護班の派遣について 
 
 
１ 東京都衛生局 
 
 広尾病院、豊島病院の医療救護班２班（各５名）を派遣。 
 ６月２７日東京消防庁の救急車により陸上自衛隊立川駐屯地に向かい、ヘリコプターによ

り現地へ向かう予定。 
 医薬品等７５０人分を同時に搬送。 
 
２ 日本赤十字社東京都支部 
 
 武蔵野赤十字病院、大森赤十字病院の医療救護班２班（各７名）を派遣。 
 自社救急車により陸上自衛隊立川駐屯地に向かい、ヘリコプターにより現地へ向かう予定。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 27 日 
午前 5 時 10 分 
東京都災害対策本部 

 
 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について （第５報） 
 

自衛隊への災害派遣要請について 
 
 
 
 ６月２７日午前４時４５分、東京都知事は陸上自衛隊、海上自衛隊、航空自衛隊に対して

災害派遣要請を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 27 日 
午前 5 時 30 分 
東京都災害対策本部 
 
 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について （第６報） 
 

災害救助法の適用について 
 
 
 三宅島雄山噴火災害の恐れにより、三宅村における避難の状況が災害救助法の基準を越え

た。そのため、東京都知事は６月２６日午後８時４５分、三宅村に災害救助法を適用して必

要な措置を講ずることとした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年６月 27 日 
午前５時４５分 
東京都災害対策本部 
 
 
       三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について （第７報）  
               （水道局関係） 
 
１ 態勢 
  水道局情報連絡態勢 
 (１) 本庁態勢 
    局長、総務部長、総務課長、広報課長、営業部管理課長、調整担当副参事他５名 
   が執務室で情報連絡対応 
 (２) 事業所態勢 
    関係事業所の待機職員が対応 
 
２ 当局の対応状況 
 (１) 水道特別作業隊への指示（第一報） 
    26 日 21 時 40 分 出動待機及び給水車、応急給水用資器材の準備を指示 
 (２) 江東給水所への給水車及び応急給水用資器材の集結 
    27 日 午前２時 船での輸送を想定し、水道特別作業隊へ江東給水所への集結を 
           指示 
       午前２時 45 分現在の江東給水所への集結状況 
         ①給水車（２トン車）×２台（加圧車１台、無圧車１台） 
         ②ウォーターバルーン（容量：１トン） １７個 
         ③ポリタンク ２０リットル １２３個 
                １０リットル  ２９個 
         ④応急給水栓   ５式 
         ⑤ホース （２０ｍ×３本、５ｍ×１本、１ｍ×５本） 
         ⑥エンジンポンプ ２台 
         ⑦対応要員 ９名が待機中 
 
３ 今後の対応 
   状況に応じて、追加対応可能 



平成 12 年 6 月 27 日 
午前 6 時 00 分 
東京都災害対策本部 
 

 
三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について （第８報） 

 
救援物資の搬送について 

 
１ 芝浦ふ頭からの搬送（福祉局備蓄品） 
  簡易トイレ    ２００個（５ヶ×４０箱） 
  カーペット   １，２００枚（２０ヶ×６０箱） 
  毛布           ８００枚（１０ヶ×８０箱） 
 
    福祉局備蓄倉庫から東京都トラック協会のトラックにより東京港に搬送。東京港から 
 は港湾局の要請による民間の船舶により搬送する。 
 
２ 立川駐屯地からの搬送 
  アルファ化米（福祉局備蓄品）  １０，０００食 
    レトルト食品（衛生局備蓄品）  約１，０００食 
 
    立川地域防災センター備蓄倉庫から自衛隊の車両で立川駐屯地に搬送。ヘリコプター 
 により現地へ搬送する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 27 日 
午前 8 時 30 分 
東京都災害対策本部 

 
 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について （第９報） 
 

陸上自衛隊ヘリコプターによる物資の搬送等について 
 
（１）三宅村及び三宅支庁より連絡あり   

坪田・空港前～伊ヶ谷間が交通規制 
 
（２）陸上自衛隊より連絡あり   

大型ヘリコプター１機、医療班４班を乗せ立川を出発 
   （午前５時４３分）、午前６時３７分到着。 
 
（３）陸上自衛隊より連絡あり   

大型ヘリコプター２機、アルファ化米を積載して立川を出発 
   （午前６時５４分） 
 
（４）陸上自衛隊より連絡あり 
  ヘリコプター１機がアルファ化米１万食、レトルト食品千食を積載して立川を午前６

時５２分出発。午前７時４２分到着。 
 
（５）三宅島空港管理事務所より連絡あり   

６月２７日午前９時から三宅島空港の使用を制限する。（緊急発着陸機を除く） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 27 日 
午前 9 時 40 分 
東京都災害対策本部 

 
 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について （第１０報） 
 

三宅村伊ヶ谷地区への避難勧告について 
 
 
 三宅村は、６月２７日午前９時２０分、伊ヶ谷地区の住民に対して避難勧告を出した。 
避難先は三宅保育園。２５０人をバス５台で避難させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 27 日 
午前 11 時 50 分 
東京都災害対策本部 

 
                                              問い合わせ先 

                                              電話 ０３（５３２０）７７２２ 
 
 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について （第１１報） 
 

三宅島阿古地区大鼻沖海水変色域上空の飛行中止について（要請） 
 
 
 三宅島阿古地区大鼻沖で発生している海水変色域は、マグマ水蒸気爆発の恐れもあり 
危険であると、三宅島現地対策本部が判断していることから、マスコミ各社に対しては 
上空の飛行中止を要請します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 27 日 
午後 0 時 40 分 
東京都災害対策本部 

 
 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について （第１２報） 
 

救護所の設置について 
 
 都立病院及び日本赤十字社東京都支部による救護班４班が下記の救護所で、現地の中央 
診療所の医師とともに活動を開始しました。 
  
                    記 
・三宅小学校 
・三宅中学校 
・勤労福祉会館 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 27 日 
午後 3 時 20 分 
東京都災害対策本部 

 
 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について （第１３報） 
 

陸上自衛隊の前方指揮所設置について 
 
 
 
 陸上自衛隊は第１師団幕僚長を指揮官とした前方指揮所を６月２７日午後３時３０分に 
三宅支庁庁舎内に設置の予定。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 27 日 
午後 3 時 20 分 
東京都災害対策本部 

 
 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について （第１４報） 
 

断水及び米の積載ヘリ出発について 
 
 
 
 （１）三宅小・中で断水（原因不明） 
 
 （２）米３ｔを積載した陸上自衛隊のヘリが立川を１５時３０分に出発の予定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 27 日 
午後 1 時 49 分 
東京都災害対策本部 
 

 
三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について （第１５報） 

 
飲料水の搬送について 

 
 
 
 飲料水（１リットルペットボトル）千本を積んだ陸上自衛隊のヘリが、立川を出発。 
 １４時４０分三宅到着 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 27 日 
午後 3 時 30 分 
東京都災害対策本部 

 
 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について （第１６報） 
 

簡易トイレ等輸送船について 
 
 
 
 １２：００  １２６鳳生丸（４９９ｔ）芝浦埠頭離岸  三宅着予定 ２０：００ 
         物資内訳  簡易トイレ    ２００個 
               カーペット  １，２００枚 
               毛布       ８００枚 
 
 １５：００  １１６鳳生丸（４９９ｔ）芝浦埠頭離岸  三宅着予定 ２３：００ 
         物資内訳  カーペット  ３，８００枚 
               毛布     ４，２００枚 
               肌着     ４，０００枚 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 27 日 
午後 3 時 55 分 
東京都災害対策本部 
 

 
三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について （第１７報） 

 
住民の自主的離島について 

 
 
 
 １４：５７  東海汽船「すとれちあ丸」にて、３８２名が離島。 
        ３８２名の内訳（大人３３４名、幼児４８名） 
 
 ２１：００  竹芝到着予定 
 
 
 特に具合の悪い人はいないと思われる。 
 島民の行き先については、特に行政として手配はしていない。（自主的離島） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 27 日 
午後 4 時 10 分 
東京都災害対策本部 
 

 
三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について （第１８報） 

 
保健所活動支援のための先遣隊の派遣について 

 
 
 （１）日時     

６月２７日 午後６時入港（予定） 
 
 （２）輸送手段   

海上保安庁 巡視船「ざおう」 
    晴海埠頭客船ターミナルＫバース発 
 
 （３）派遣職員   

８名  隊長（島しょ保健所総務課長） 
        保健婦   ３名 
        環境監視員 １名 
        食品監視員 １名 
        獣医師   １名 
        事務    １名 
 
 （４）派遣目的   

・避難所における避難住民の健康管理、防疫、食品の安全管理、環境衛生        

の確保、動物愛護等の保健活動に必要な人員や資材などの確認を行うと        

ともに、保健衛生における援助活動の基礎をつくる。 
   ・合わせて、医療救護班の連絡調整を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 27 日 
午後 4 時 30 分 
東京都災害対策本部 

 
 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について （第１９報） 
 

三宅小中学校の給水状況について 
 
 
 
 第１４報（２７日１５時３０分発表）の訂正 
 
 三宅小中学校にて断水発生の情報は、「水が出にくくなっている」の誤り、と判明。 
 
 （村が、「水が出にくくなっている」ことを「水が出ない」と連絡したため。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 27 日 
午後 5 時 30 分 
東京都災害対策本部 

 
 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応等について                             
（第 20 報） 

 
三宅島への応急資器材搬送について（水道局関係） 

 
 
 
６月２７日午後５時現在、横須賀港停泊中の海上自衛隊自衛艦「おじか」に下記の応急資

器材を積載、対応要員９名とともに待機中である。 
 
 ・給水車（２トン車）×２台（加圧車１台、無圧車１台） 
  ・ウォーターバルーン（容量；１トン） １７個 
  ・ポリタンク  ２０リットル １２３個 
                  １０リットル  ２９個 
  ・応急給水栓    ５式 
  ・ホース（２０ｍ×３本、５ｍ×１本、１ｍ×５本）         
  ・エンジンポンプ  ２台 
 
※ 資器材とは資材及び器材の意。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 27 日 
午後 8 時 30 分 
東京都災害対策本部 
                                                               
 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応等について（第 21 報） 
 
避難住民数及び島外自主避難者数について（午後７時３０分現在） 

 
 
１ 避難所別人数 
                   避難住民    職員等 
  三宅小学校（阿古地区住民）    ７７９人   +－－－－－＋ 
                          | ４９人 ｜ 
  三宅中学校（坪田地区住民）    ５１７人   +－－－－－＋ 
                                                                      
  みやけ保育園（伊ヶ谷地区住民）  １７６人      ５人 
                                                                      
  神着老人ホーム（三池地区住民）   ３６人      ２人      
 
                  坪田地区住民 
  勤労福祉会館           ２３２人     １９人 
                  特養ホームあじさいの里入所者 
 
  湯ノ浜漁港（阿古地区住民）     ５０人      ０人 
 
     合    計          １，７９０人     ７５人    総計１，８６５人 
 
  ※職員等には、消防団、警察を含まない。 
 
２ 島外自主避難者数 
 
    島外に避難した住民   ２６０人 
 
  観光客等        １２２人 
 
    合 計                 ３８２人 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 27 日 
午後 10 時 00 分 
東京都災害対策本部 
                                                               
 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応等について（第 22 報） 
 
避難勧告の発令時刻について 

 
 
  三宅村の避難勧告発令時刻は、下記のとおりです。 
 
 

記 
 
 
１ ６月 26 日 午後９時 10 分    阿古地区 
 
２ ６月 26 日 午後９時 39 分    坪田地区（三池を除く） 
 
３ ６月 26 日 午後９時 54 分    三池、沖ヶ平、御子敷 
 
４ ６月 27 日 午前９時 20 分    伊ヶ谷地区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 27 日 
午後９時 30 分 
東京都災害対策本部 
                                                               
 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について（第２３報） 
 

 
東京都災害情報ホームページのアクセス状況について   

 
 
 
１ アクセス件数 
 
   東京都災害対策本部情報          ５，２１５件 
 
   避難情報                   ４２４件 
 
   計                    ５，６３９件 
 
 
 
２ 計測時間 
 
      ６月２７日    午前  ４時００分  ～   午後  ７時００分 
 
 
  ※ 東京都災害対策本部情報の内容 
       報道発表資料･･･東京都災害対策本部の対応について 
                      災害救助法の適用について             
                      三宅島伊ヶ谷地区への避難勧告について  など 
 
  ※ 避難情報の内容 
       避難所の住民数及び職員数など 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 28 日 
午前 10 時３０分 
東京都災害対策本部 
 
 

救援物資等の状況について 
（第２４報） 

 
１ 福祉局 
 
  民間船  第１２６鳳生丸（ほうせいまる） 
  ２７日  ２０：２５分着 
       各避難所に配置中。 
         ・簡易トイレ     ２００ 
         ・カーペット    １２００ 
         ・毛布        ８００ 
 
  民間船  第１１６鳳生丸（ほうせいまる） 
  ２７日  ２３：００分着 
       各避難所に配置中。        
         ・カーペット    ３８００ 
         ・毛布       ４２００ 
         ・肌着       ４０００ 
  民間船   「ゆり丸」 
  ２８日   ６：３０分着 
         ・トイレットペーパー   １０，０００ 
  海上保安庁巡視船「ざおう」 
  ２８日  ７：５０分出港済 晴海埠頭 
      １４：００三宅入港予定 
         ・ペットボトル      ２７，０００ 
         ・テレビ              ８ 
 
   海上自衛隊自衛艦「おじか」 
  ２８日  ６：１５上陸 
       陸上自衛隊 炊事車    ５台２８日昼食から提供 
 
２ 水道局 
   海上自衛隊自衛艦「おじか」 
  ２８日  ６：１５上陸 
       給水車２台（２トン） 
       ウオーターバルーン ４個（１トン） 
       ６：５０支庁着 設置場所については村役場にて協議中 
   海上自衛隊自衛艦「ねむろ」 



  ２８日午後出港予定 
      ポリタンク２０リットル   １２３個 
           １０リットル    ２９個 
      応急給水栓・ホース等 
 
３ 衛生局 
   海上保安庁巡視船「ざおう」 
   ２８日  ７：５０分晴海埠頭出港 
       １４：００三宅入港予定 
           ・島しょ保健所総務課長、保健婦、環境監視員、食品監視員他 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 28 日 
午前１１時００分 
東京都災害対策本部 
 
 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応等について 
                  （第２５報） 
 
東京都災害対策本部関係局長等会議の開催について 
 
１ 開催日時 
  平成１２年６月２８日（水） 
  都議会本会議終了後 
 
２ 開催場所 
  第一本庁舎７階 小会議室 
 
３ 議題 
  （１）関係局等の施策実施状況 
  （２）その他 
 
４ 出席予定者 
  本部長、副本部長、知事が指名する本部委員等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 28 日 
午後３時４０分 
東京都災害対策本部 
 
 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応等について 
                  （第２６報） 
 
三宅島火山活動の被災者に対する緊急融資等について 
 
 平成１２年６月２６日に災害救助法が適用された三宅島火山活動により損失を受けた中 
小企業者に対して、その復旧に要する資金を長期かつ低利で貸付を行い、経営の安定を図 
るため、下記のような緊急融資を実施するとともに、今後、現地相談窓口の開設を予定し 
ておりますので、お知らせいたします。 
 
 
                                        記 
 
Ⅰ 災害復旧資金融資の実施 
 
 １ 融資対象者 
   平成１２年６月２６日に災害救助法が適用された三宅島火山活動により損失を受け 
  た中小企業者 
 
 ２ 融資条件 
   (1) 使  途   運転資金又は設備資金 
   (2) 金  額    １企業（組合）１災害につき５０００万円以内 
   (3) 貸付期間    運転資金 １年以上７年以内（据置期間１年を含む。） 
                   設備資金 １年以上９年以内（据置期間１年を含む。） 
   (4) 貸付利率    年 1.8 パーセント 
 
 ３ 受付期間 
    平成１２年７月５日から平成１２年９月２９日まで 
 
 ４ 受付場所 
     東京都三宅支庁 
     三宅村商工会 
     東京信用保証協会 
   東京都労働経済局商工振興部金融課 
 
Ⅱ 現地相談窓口の開設 
    事態の推移を見つつ、今後、しかるべき時期に、中小企業者や農林水産業者の総合的 
 相談窓口を設置し、事業復旧を支援する予定です。 



平成 12 年 6 月 28 日 
午後６時００分 
東京都災害対策本部 

 
 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応等について 
 （第２７報） 

 
知事の三宅島視察について 
 
 
 
 このたび、東京都災害対策本部長である知事が、三宅島を視察することになりましたの 
で、下記のとおりお知らせします。 
 
                    記 
 
 
    ６月２９日（木）  １２：００  都庁屋上ヘリポート発 
                                              ｜ 
              １３：００  三宅島空港着 
                       ｜ 
                     避難所視察 
                     ・三宅勤労福祉会館 
                     ・三宅小学校 
                     ・三宅中学校 
                       ｜ 
                     三宅支庁（現地災害対策本部）到着 
                       ｜ 
              １５：００  三宅島空港発 
                       ｜ 
              １６：００  都庁屋上ヘリポート着 
 
    なお、日程等は変更の場合があります。 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 28 日 
午後６時４５分 
東京都災害対策本部 
 
 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応等について 
                  （第２８報） 
 
一般都道２１２号線の被害状況について（午後４時現在） 
 
 
 
 阿子－伊ヶ谷間 
 
 小規模な土砂くずれ  ２か所 
 路面亀裂       ３か所 
 路面隆起、亀裂    ２か所 
 
 
  都道の被害状況 
                      平成１２年６月２８日 １６：００現在 
 ＋－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
 ｜ 番号 ｜  被害種別    ｜  被害規模      ｜   摘要   ｜ 
 ＋－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
 ｜  １ ｜  小規模な土砂崩れ｜     －      ｜  処理済み  ｜ 
 ＋－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
 ｜  ２ ｜  路面亀裂    ｜     －      ｜  処理済み  ｜ 
 ＋－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
 ｜  ３ ｜  小規模な土砂崩れ｜ 斜面高さ １５ｍ   ｜ １車線通行可能｜ 
 ｜    ｜          ｜ 延長   １０ｍ   ｜  復旧準備中 ｜ 
 ｜    ｜          ｜ 土砂量  ３０ｍ3   ｜        ｜ 
 ＋－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
 ｜  ４ ｜  路面亀裂    ｜ 亀裂幅 ３～６cm   ｜１車線通行可能 ｜ 
 ｜    ｜          ｜ 延長   ４５ｍ   ｜ 復旧準備中  ｜ 
 ＋－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
 ｜  ５ ｜  路面隆起・亀裂 ｜ 隆起高   ５cm   ｜２車線通行可能 ｜ 
 ｜    ｜          ｜ 亀裂幅 ３～４cm   ｜ 復旧準備中  ｜ 
 ｜    ｜          ｜ 延長   ３０ｍ   ｜        ｜ 
 ＋－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
 ｜  ６ ｜  路面隆起・亀裂 ｜ 隆起高   ５cm   ｜２車線通行可能 ｜ 
 ｜    ｜          ｜ 亀裂幅   ２cm   ｜ 復旧準備中  ｜ 
 ｜    ｜          ｜ 延長   ４０ｍ   ｜        ｜ 
 ＋－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
 ｜  ７ ｜  路面亀裂    ｜ 亀裂幅   ５cm   ｜２車線通行可能 ｜ 
 ｜    ｜          ｜ 延長   ２５ｍ   ｜ 復旧準備中  ｜ 
 ＋－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
 



平成 12 年 6 月 28 日 
午後８時００分 
東京都災害対策本部 
 
 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応等について 
（第２９報） 

 
住民の新たな自主避難について 
 
 
 
 ６月２８日午後２時１０分、東海汽船「すとれちあ丸」にて、新たに７５人が島外に自 
主避難しました。到着予定時刻は午後８時３０分。避難所別内訳については現在のところ 
確認できていません。 
 
    ７５人の内訳 
 
          大人  ６４人 
          幼児  １１人 
 
          ※幼児とは１０歳未満を指す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 29 日 
午前０時１５分 
東京都災害対策本部 
 
 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応等について 
                  （第３０報） 
 
三宅島への支援物資などの搬送予定について 
 
１ 陸上自衛隊ヘリコプター ＣＨ（２機） 
      積載物；米３トン、豚肉（冷凍）１８０キロ、玉ねぎ２，７００個、 
       にんじん９００本、ごぼう９００本、大根４５０本、のり６，０００枚、 
       紙皿１２，０００枚、紙コップ１２，０００個、紙おわん３，０００個、 
       割り箸１２，０００膳、ゴミ袋２，０００枚 
      入間出発予定  ６月２９日 午前７時０５分   
   三宅空港着予定  ６月２９日 午前８時 
 
２ 航空自衛隊輸送機 Ｃ１３０（２機） 
      積載物；可搬型無線基地局（ＮＴＴドコモ） 
      入間出発予定  ６月２９日 午前１１時・午前１１時１０分 
   八丈島着予定  ６月２９日 午前１１時４０分・午前１１時５０分 
          
３ 海上自衛隊輸送艦「さつま」 
   積載装備品（陸上自衛隊）；大型車４台、炊事車１台、中型車１台、小型車１台、 
                水タンク車１台、１トントレーラー（加熱器）２台、 
                大型車（野外入浴セット）５台 
      横須賀市船越出航予定  ６月２９日午後                   
 
４ 新富士丸    
   積載物；水（２リットルペットボトル）６８，４４０本、カップ麺４，０００個、 
       洗面器５００個、大人用紙おむつ３１２枚、ふきん６００枚、 
              粉ミルク６０缶、ほ乳瓶５０本、生理用品１００箱、トイレットペーパー 
       １００箱、扇子１，０００本、入浴剤１００箱、蚊取り線香１０８缶、 
       歯ブラシセット２，５００セット、ボディソープ５００個、 
       エアコン１０機、扇風機２０台、災害対策服上下５箱、 
       警察車両（パトカー１台） 
      出航時間   ６月２８日 午後８時２０分 
   到着予定時間 ６月２９日 午前１１時 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 29 日 
午前 11 時 40 分 
東京都災害対策本部 
 
                                                                                 
              三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について               
                                 （第 31 報）          
 
三宅島への支援物資などの搬送について 
 
三宅島への支援物資搬送が下記のとおり行われました。 
 
１ 航空自衛隊ヘリコプター ＣＨ（２機） 
      積載物；米３トン、豚肉（冷凍）１８０キロ、玉ねぎ２，７００個、 
       にんじん９００本、ごぼう９００本、大根４５０本、のり６，０００枚、 
       紙皿１２，０００枚、紙コップ１２，０００個、紙おわん３，０００個、 
       割り箸１２，０００膳、ゴミ袋２，０００枚 
      入間出発    ６月２９日 午前９時５８分・午前１０時０９分   
   三宅空港着    ６月２９日 午前１０時５５分・午前１１時０５分 
 
２ 航空自衛隊輸送機 Ｃ１３０（２機） 
      積載物；可搬型無線基地局（ＮＴＴドコモ） 
      入間出発  ６月２９日 午前１０時２４分・午前１０時４３分 
   八丈島着  ６月２９日 午前１１時１０分・午前１１時３０分 
 
３ 新富士丸    
   積載物；水（２リットルペットボトル）６８，４４０本、カップ麺４，０００個、 
       洗面器５００個、大人用紙おむつ３１２枚、ふきん６００枚、 
              粉ミルク６０缶、ほ乳瓶５０本、生理用品１００箱、トイレットペーパー 
       １００箱、扇子１，０００本、入浴剤１００箱、蚊取り線香１０８缶、 
       歯ブラシセット２，５００セット、ボディソープ５００個、 
       エアコン１０機、扇風機２０台、災害対策服上下５箱、 
       警察車両（パトカー１台） 
      出航時間   ６月２８日 午後１０時２０分 
   到着時間   ６月２９日 午前１０時１５分 
 
※下線部について、・陸上（第３０報）→航空（第３１報） 
         ・午後８時２０分（第３０報）→午後１０時２０分（第３１報） 
 と訂正します。 
 
 
 



平成 12 年 6 月 29 日 
午前 12 時 10 分 
東京都災害対策本部 
 
                                                                                 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について 
（第 32 報） 

 
医療救護班の搬送について 
 
◆ 現地派遣医療救護班と交代のため、新たに以下の救護班を現地へ派遣した。 
 
  本日 １１時２３分 立川発（警視庁ヘリ） 
 
  津久井赤十字病院班 医 師 １名 
            看護婦 ３名 
            事 務 ３名（連絡調整員１名含む）    以上７名 
 
  国立東京災害医療センター 医 師   １名 
               看護婦・士 ２名 
               事 務   １名          以上４名 
 
 
＊ 現地派遣の日赤医療救護班２班１４名 
 （武蔵野赤十字病院班・大森赤十字病院班）と交代する。 
 
＊ 都立病院班２班は、本日夜の船で交代要員出港予定。 
  現地班は、明日午後の船で戻る予定。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 29 日 
午後 3 時 10 分 
東京都災害対策本部 
 
                                                                                 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について 
（第 33 報） 

 
避難勧告の一部解除について 
 
 本日、東京都三宅村の廣瀬村長は、石原都知事の助言を受け、発動されている避難勧告 
について午後２時３５分、下記のとおり決定したのでお知らせいたします。 
               記 
 ６月２８日午後５時２０分に発表された「三宅島の火山活動に関する火山予知連合会（ 
伊豆部会）」のコメントを考慮し、以下の事項について決定した。 
 
１ 避難勧告地区のうち「噴火の可能性はない」と判断された坪田及び三池地区について 
 は、本日午後４時をもって、避難勧告を解除する。 
２ 「噴火の可能性は現時点では完全には否定できない」とされた阿古及び伊ヶ谷の西部 
 地区については、人命を第一に優先すべきことから、引き続き避難勧告を継続する。 
  なお、坪田及び三池地区への具体的な帰宅手順については、早急に調整し実施する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 29 日 
東京都災害対策本部 
 
                                                                                 
              三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について               
                                                      （第 34 報）              
避難勧告の解除について 
 
 三宅村村長は、廣瀬直行は、６月２９日、「三宅島の火山活動に関する火山噴火予知連絡会 
（伊豆部会）」のコメントを考慮し、都とも相談し、阿古、伊ヶ谷地区に出していた避難勧告 
の解除を決定した。 
 
 住民については、今晩中に安全に帰宅させる。 
 その方法と時間について、直ちに関連機関と協議し実施する。 
 なお、今後、火山活動が再び活発になるなど、変化が生じた場合に備え、一定の警戒態勢

を続行する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 29 日 
午後 10 時 20 分 
東京都災害対策本部 

 
                                                       

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について 
（第 35 報） 

 
特別養護老人ホーム「あじさいの里」利用者の搬送について 
 
 
 
 特別養護老人ホーム「あじさいの里」の利用者を、下記のとおり搬送することとした。 
 
                                     記 
 
１ 日時・搬送者等 
 
  第１回 ６月３０日（金） ８時１０分 三宅島発  利用者 ２名 
              （９時１０分 東京ﾍﾘﾎﾟｰﾄ着） 看護婦 １名 
                             付添人 １名 以上４名 
 
  第２回 ６月３０日（金）１２時１０分 三宅島発  利用者 ２名 
             （１３時００分 東京ﾍﾘﾎﾟｰﾄ着） 付添人 ２名 以上４名 
 
２ 搬送先 
 
  東京都老人医療センター         →  東京都板橋ナーシングホーム 
  （東京都板橋区栄町３５－２）       （同左） 
 
    ※利用者は、東京消防庁のヘリコプターで新木場の東京へリポートに到着後、救急 
  車で東京都老人医療センターに搬送し、診療を行った上で、同一敷地内の東京都板 
  橋ナーシングホームに入所の予定です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 30 日 
午前 7 時 45 分 
東京都災害対策本部 
 
                                                                                 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について 
（第 36 報） 

 
 
特別養護老人ホーム「あじさいの里」利用者搬送の中止について 
 
 
 
 
                                     記 
 
  本日（平成 12 年 6 月 30 日）予定されていた特別養護老人ホーム「あじさいの里」 
利用者４名の搬送については、本日６時過ぎ、中止されることとなりましたので 
お知らせします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 30 日 
午前 8 時 30 分 
東京都災害対策本部 
 
                                                                                 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について 
（第 37 報） 

 
 
現地対策本部の廃止について 
 
 
 避難勧告の解除により、当日中の帰宅を希望する島民が安全に帰宅したことを確認した 
ので、６月２９日午後１０時３０分をもって現地対策本部を廃止した。 
 今後は、東京都災害対策本部三宅地方隊として、三宅村災害対策本部及び各機関と協力 
して対策にあたる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年 6 月 30 日 
午後 4 時 00 分 
東京都災害対策本部 
 
 
                                                                                 

三宅島火山活動に伴う東京都災害対策本部の対応について 
（第 38 報） 

 
東京都災害対策本部の廃止について 
 
 
 三宅島の火山活動に伴い、東京都は６月２７日午前０時１５分より災害対策本部を設置 
し、応急対策に当たって参りましたが、２９日の火山噴火予知連絡会（伊豆部会）の発表 
を考慮して住民への避難勧告が全面解除されたことを受け、３０日午後４時をもって、災 
害対策本部を廃止します。 
 



平成１２年８月２９日                     問い合わせ先 
 東京都災害対策本部                       災害対策部防災計画課   
                                          03-5388-2455 
 
 
 
                    東京都災害対策本部の設置について 
 
  東京都は、８月２９日午前１１時、災害対策本部を設置し、三宅島火山活動 
及び神津島、新島近海の地震活動に対処することとしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年８月２９日 
午後１時３０分       
東京都災害対策本部   
 
                      東京都災害対策本部の対応等について（第１報） 
 
 
第一回東京都災害対策本部会議において決定された都の対応は下記の通りです。 

 
                                  記 
 
１ 降灰及び噴石対策 
  シェルターの増設及び泥流対策について、関係各局に実施を指示。 
２ 緊急受入施設の提供 
  島外避難希望者については、全員受け入れることとし、関係各局に対して、 
    緊急受入施設（食事の提供が可能なところ）の提供を指示。 
３ 都営住宅の受入 
  空き部屋の確保等、なお一層の対応を指示。 
４ 秋川高校への児童・生徒の島外避難 
  ８月３１日避難予定であった児童・生徒の受入については、２９日１５時 
  １０分発の定期船「ストレチア丸」で避難することを決定。 
    到着予定 竹芝桟橋 ８月２９日 ２１時３０分頃 
         バスで秋川高校に移動 
５ 生鮮食料品の確保 
  生鮮食料品及び日用品の確保方策の検討を指示。 
 
設置理由 
 東京都は、三宅島の小・中学校児童生徒等及び高齢者等の島外避難をはじめ、 
三宅島・新島・神津島近海における火山・地震活動への対策を行っている。 
 本日午前４時３０分頃、三宅島の雄山が再噴火し、午前１１時頃には新島・神 
津島で震度５弱の地震が発生している。 
 こうした状況の下で、総合的な災害対策を促進するため、各局の対応を強化す 
る必要がある。 
 このため東京都は、三宅島火山活動および新島・神津島地震災害に対して、本 
日午前１１時に災害対策本部を設置した。 
 
※「総合的な災害対策」とは 
 現在の被害状況が非常に多くの分野にわたるため、各局のより一層の連携と協 
力が必要となる。そのために、 
１ 被災者、被災地への対応 
２ 被災地の復旧対策 
 
 の両面において、各分野から多角的に対策を講じることをいう。 



平成１２年８月２９日 
午後３時３０分       
東京都災害対策本部   
 
 
              東京都災害対策本部の対応等について（第２報） 
 
 
                  三宅村児童・生徒の島外避難について 
 
 
                                  記 
 
 
 三宅村児童・生徒の島外避難については、２９日１５時１０分発の定期船 
「すとれちあ丸」で出航しました。 
 なお、到着時刻が夜間になるため、本日は竹芝桟橋で船中泊とし、秋川高校への 
移動は、明日行うことに変更します。 
 
 到着予定：竹芝桟橋 ８月２９日 ２１時３０分頃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年８月２９日 
午後４時３０分       
東京都災害対策本部   
 
 
    東京都災害対策本部の対応等について（第３報の訂正） 
 
 
      三宅村児童・生徒の島外避難者数について 
 
 
 ２９日１５時１０分発の定期船「すとれちあ丸」で出航した三宅村児童・生徒の 
島外避難者数は下記のとおりです。 
 なお、三宅村児童・生徒の島外避難者関係者を除く三宅島からの乗船者数は 
３２９名です。児童・生徒の保護者の乗船については不明です。 
 
               記 
 
 小学生   ４７名  （内３名については、親類宅に避難） 
 中学生   ３３名 訂正後： ３１名  
 高校生   ５５名  訂正後： ５８名 
 教職員     ９３名  訂正後： ９４名 
 村教育委員会 ７名  訂正後：  ８名（内３名は都の教育委員会職員） 
      計  ２３５名 訂正後：２３８名 
 
   ＊ 秋川高校へは３０日１０時頃バスで移動する予定です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年８月２９日              問い合わせ先 
午後７時３０分                 建設局道路管理部保全課 
東京都災害対策本部               03-5320-5290 
 
       東京都災害対策本部の対応等について(第４報) 
 
 
       都道（三宅島）の通行止めの一部解除について 
 
 
  降灰により通行止めとなっていた都道について、三宅支庁土木課による除去作業が一 
 部で完了し、通行止めを一部解除しましたのでお知らせします。 
 
 
 通行止め解除区間 
┌────────┬───────────────────┬──────────┐ 
│          │                   │          │ 
│ 路 線 名   │   通行止め解除区間及び延長    │   解除日時   │ 
│         │                   │          │ 
├────────┼───────────────────┼──────────┤ 

│         │                   │          │ 
│ 一般都道    │  東京都三宅村              │  ２９日     │ 
│ 三宅循環線   │  神着地内～神着下馬野尾地内    │  １６時３０分  │ 
│  （２１２号線）│  延長  約４．１ｋｍ          │          │ 
│         │                   │          │ 
└────────┴───────────────────┴──────────┘ 
 
 通行止め区間 
┌────────┬───────────────────┬──────────┐ 
│          │                   │          │ 
│  路 線 名 │    通行止め区間及び延長     │  解除見込み日時 │ 
│          │                   │          │ 
├────────┼───────────────────┼──────────┤ 
│         │                   │          │ 
│ 一般都道    │  東京都三宅村            │          │ 
│ 三宅循環線    │   神着下馬野尾地内～坪田三池浜地内  │  未  定    │ 
│  （２１２号線）│    延長   約３．２ｋｍ    │          │ 
│         │                   │          │ 
└────────┴───────────────────┴──────────┘ 
 
 
 



平成１２年８月２９日 
午後１０時１５分   
東京都災害対策本部  
 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第５報） 
 
 

自衛隊への災害派遣要請について 
 

 
 ８月２９日２２時、東京都知事は海上自衛隊に災害派遣要請を行いました。 
要請の内容は、下記のとおりです。 
 
              記 
 
 
１ 緊急時の島民避難のための船舶の確保及び洋上待機 
２ 警視庁の輸送警備車（三宅島住民の避難用）の搬送 
３ 東京消防庁の耐熱救援車等（三宅島住民の避難用）の搬送 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年８月２９日              問い合わせ先 
午後１０時４０分                住宅局管理部管理課 
東京都災害対策本部               03-5320-5003 
 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第６報） 
 
 

三宅島からの避難島民への都営住宅等の提供戸数について 
 
 
 ８月２９日現在、三宅村に提示している受入可能な都営住宅等の数は、１９９戸 
です。８月３０日に、約２７０戸を三宅村に追加提示する予定です。今後も、準備 
が整い次第、暫時、提示していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年８月 29 日              問い合わせ先 
午後 11 時 55 分                高齢者施策推進室高齢政策部総務課 
東京都災害対策本部              03-5320-4573 
 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第７報） 
 

三宅島の高齢者の受け入れについて（第三陣） 
 
 三宅村からの要請により、特別養護老人ホーム「あじさいの里」入所者８名を、第三陣 
として受け入れることとしましたので、お知らせします。 
 
１ 実施日 
  平成１２年８月３０日（水） 
 
２ 移送のスケジュール等（予定） 
  ・移送者   ８名 
   ○第１組 ヘリコプター（東京消防庁） 
     高齢者  ２名 
     看護婦  １名（※） 
 
     １１時００分       三宅島発 
     １２時００分       東京ﾍﾘﾎﾟｰﾄ着  → 直接受入施設へ 
 
   ○第２組 ヘリコプター２台（東京消防庁） 
     高齢者  ６名 
     看護婦  ２名（※） 
 
     １４時００分       三宅島発 
     １５時００分       東京ﾍﾘﾎﾟｰﾄ着  → 直接受入施設へ 
 
    ※２組とも、３０日に現地入りする老人医療センターの看護婦が添乗する予定。 
   （注）この移送計画は予定であり、変更される可能性があります。 
 
３ 受け入れ施設 
  ・晴楓ホーム（品川区）            ２名                     
  ・浄風園  （中野区）            ２名 
  ・大田区立特別養護老人ホーム大森       ２名 
  ・大田区立特別養護老人ホーム蒲田       ２名 
 
４ 累計受入数（第一陣～第三陣まで  累計４０名） 
  ・在宅高齢者等               ２２名 

・ 特別養護老人ホーム「あじさいの里」入所者 １８名 



平成 12 年８月３０日              問い合わせ先 
午前９時２０分                高齢者施策推進室高齢政策部総務課 
東京都災害対策本部              03-5320-4573 

 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第８報） 
 
 

三宅島の高齢者の受け入れについて（第三陣） 
 
 三宅村からの要請により、特別養護老人ホーム「あじさいの里」入所者２名を、第三陣８

名に追加して受け入れることとし、本日、合計で１０名の受け入れを実施することとなりま

したので、お知らせします。 
下線部分が、追加となった分です。 
 
１ 実施日 
  平成１２年８月３０日（水） 
 
２ 移送のスケジュール等（予定） 
  ・移送者１０名 
   ○第１組ヘリコプター（東京消防庁） 
     高齢者２名 
     看護婦１名（※） 
 
     １１時００分三宅島発 
     １２時００分東京ﾍﾘﾎﾟｰﾄ着→直接受入施設へ 
 
   ○第２組（本日追加分）ヘリコプター（東京消防庁） 
     高齢者２名 
     看護婦１名（※） 
 
     １１時３０分三宅島発 
     １２時３０分東京ﾍﾘﾎﾟｰﾄ着→直接受入施設へ 
 
   ○第３組ヘリコプター２台（東京消防庁） 
     高齢者６名 
     看護婦２名（※） 
 
     １４時００分三宅島発 
     １５時００分東京ﾍﾘﾎﾟｰﾄ着→直接受入施設へ 
 
  ※３組とも、３０日に現地入りする老人医療センター又は多摩老人医療センターの 
  看護婦が添乗する予定。 



  （注）この移送計画は予定であり、変更される可能性があります。 
 
３ 受け入れ施設 
  ・清楓ホーム（品川区）第１組２名 
  ・目黒区立特別養護老人ホーム東山第２組２名（本日追加分） 
  ・大田区立特別養護老人ホーム大森第３組２名 
  ・大田区立特別養護老人ホーム蒲田第３組２名 
  ・浄風園（中野区）第３組２名 
 
４ 累計受入数（第一陣～第三陣まで  累計４２名） 
  ・在宅高齢者等               ２２名 
  ・特別養護老人ホーム「あじさいの里」入所者 ２０名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
平成１２年８月３０日 
午前１０時１５分   
東京都災害対策本部  
 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第９報） 
 
 
   警視庁及び消防庁の車両輸送手段の変更について 
 
 
 第５報でお知らせした警視庁及び消防庁の車両輸送手段は、自衛隊船舶での 
輸送から、東京都での輸送に変更になりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年８月３０日   問い合わせ先 
午前１０時４０分     職員共済組合事務局管理部総務課 
東京都災害対策本部    03-5320-7305 
 

 
東京都災害対策本部の対応等について（第１０報） 

 
三宅島からの避難島民の一時受入について 

 
 三宅村からの要請により、島外避難希望者６２名（３７世帯）を下記のとおり 
受け入れることとしました。 
 
               記 
 
１ 受入施設名  東京都職員共済組合「生浜運動場」 
         １７室（和室４～１０人）、８０人収容可能 
 
２ 避難者数   ６２名（３７世帯）、村職員２名 
 
３ 受入期間   概ね１週間（都営住宅等入居先確定までの間） 
 
４ 受入ルート  三宅島発    １４：００（定期船） 
         竹芝桟橋着   ２０：３０ 
         生浜運動場着  ２２：００（借り上げバス） 
 
５ その他    ・「生浜運動場」は、一時受入施設として２週間程度確保し 
          ている。 
         ・食事は提供する。 
 
６ 生浜運動場  ・住所：千葉市緑区鎌取町２８５３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年８月３０日          問い合わせ先 
午後 ０時１５分            住宅局管理部管理課 
東京都災害対策本部           03-5320-5003 
 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第１１報の訂正） 
 
 

三宅島からの島外避難者への都営住宅等の一時提供について 
 
１ 提示戸数 
 
  既提示戸数                    １９９戸 
 
  ８月３０日提示戸数                ２７０戸 
 
  一両日中の提示戸数               約２００戸 
 
  その後概ね１週間以内の提示戸数     約６００～７００戸 
 
          計       約１，３００～１，４００戸 
 
  近県からの提供戸数                ２５８戸 
     ３３             ５２     １３５ 
 （埼玉県３４戸、千葉県３８戸、神奈川県８５戸、静岡県１０１戸） 
 
 ＊提供する住宅には、直ちに使用できるものと補修等のために一定の期間を要 
  するものがある。 
 
２ 現在までの入居決定戸数 
 
  ６６戸 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年８月３０日 
午後０時４０分    
東京都災害対策本部  
 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第１２報） 
 
 

三宅村の避難勧告及び避難指示の状況について 
 
 
 三宅村は、雨による泥流発生の恐れのため、８月３０日午前１１時４５分、 
 
下記のとおり避難勧告及び避難指示を発令しました。 
 
                    記 
 
１ 避難指示地区 
 
  伊ケ谷地区、阿古地区、神着地区、伊豆地区、 
 
  坪田地区の内、三池・沖ヶ平・御子敷 
 
２ 避難勧告地区 
 
  坪田の内避難指示を除く全地域  
 
３ 避難所 
  
  三宅中学校、阿古中学校、阿古小学校、東京都三宅勤労福祉会館、神着老 
 
  人福祉館、三宅小学校、坪田中学校 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年８月３０日              問い合わせ先 
午後３時００分                 福祉局生活福祉部保護課 
東京都災害対策本部                
 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第１３報） 
 

秋川高校への物資提供について 
 
 
 三宅村児童・生徒のための物資を下記の通り秋川高校へ搬送いたしましたのでお知らせし

ます。 
                   記 
 
  ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
  │  物資名  │     数量     │     到着日時     │ 
  ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
  │毛布     │  ６００枚（６０箱） │              │ 
  │アルファ化米 │１，５００食（１５箱） │８月２９日午後 ６時２５分 │ 
  │クラッカー  │  ７００食（１０箱） │              │ 
  ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
  │ カップ麺  │１，５１２食（１２６箱）│８月３０日午前１１時１０分 │ 
  ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年８月３０日               問い合わせ先 
午後３時２０分                  １については 
東京都災害対策本部                教育庁学務部高等学校教育課 
                         03-5320-6743 
                         ２については 
                         住宅局管理部管理課 
                         03-5320-5003 
 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第１４報） 
 

１ 三宅村児童・生徒の新たな島外避難者数について 
 
  小学生  ２名（１名は８月３０日島外避難、自主避難先へ向かう。学校は 
          近隣の小学校。１名は９月２日島外避難予定、秋川高校へ） 
  中学生  １名（９月２日島外避難予定、秋川高校へ） 
  高校生 １３名（１０名は８月３０日島外避難、秋川高校へ。 
           ２名は８月３０日島外避難、親戚宅に立ち寄った後、 
           ９月２日秋川高校へ。 
           １名は９月１日島外避難、秋川高校へ。） 
 
  ８月３０日現在での児童・生徒の避難状況は、８月３０日以前に既に自主避難していた     

児童・生徒も含め次のとおりです。 
 
    小学生   ２０８名  
    中学生   １１９名  
    高校生   １１４名 
         計   ４４１名 
 
２ 都営住宅の一時提供について 
 
  提示戸数については、第１１報でお知らせしたとおり、都内で１，３００～ １，４０ 

０戸提供する予定ですが、これにより、複数世帯の利用を含め約１，５００世帯に提供可能

となりますので改めてお知らせします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年８月３０日                問い合わせ先 
午後４時３０分                   建設局道路管理部保全課 
東京都災害対策部                  03-5320-5290 
 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第１５報） 
 
 

三宅島の避難用シェルターの増設及び泥流対策に対する現地支援体制について 
 
１ 避難用シェルターの増設について 
  理 由 
   東京都は、噴火に伴う噴石から歩行者及び車輌運転手等を守るため、８月２６日よ 
  り避難用シェルターを１８箇所に設置したところですが、その後も噴火が継続してお 
  り、収容可能人数を増やし、さらに避難者の安全性を高めるため、避難用シェルター 
  を増設します。 
 
〔増設概要〕 
 （１） 設置箇所 ： 前回設置箇所（１８箇所） 
 （２） 増  設 ： 既設置シェルターに新たにシェルター１個を継ぎ合わせ、延長 
            を２ｍから４ｍとする。 
 （３） 補強策  ： 頂版上面に土のうのほか鉄板を設置する。 
 （４） 輸  送  
            １）出発 ： 平成１２年８月３０日２１時 
                   芝浦桟橋 東海汽船（定期便） 
            ２）到着 ： 平成１２年８月３１日８時（予定） 
                   三宅島（到着港未定） 
 
２ 泥流対策に対する現地支援体制について 
  理 由  
   ８月３０日午後から３１日朝にかけて、三宅島では大雨が予想されており、泥流の 
  発生が懸念されているため。 
 
  現地への一時支援体制 
   河川部６名、道路管理部４名 
 
 
 
 
 
 

       



平成１２年８月３０日          
午後 ５時３０分            
東京都災害対策本部           
 

東京都災害対策本部の対応等について（第１６報） 
 
 

現地対策会議の開催について 
 
 三宅村では、相次ぐ火山活動による噴石や降灰、泥流発生の危険性があり、島民の安全 
な生活を確保することが急務となっている。 
 このため、東京都災害対策本部は、これからの対応策及び今後の方針等について、三宅 
村及び関係各機関出席のもとに、下記の通り現地対策会議を開催する。 
 
                  記 
 
１ 日 時 平成１２年８月３１日（木） 午前１０時から 
 
２ 場 所 三宅支庁３階会議室 
 
３ 出席者 青山副知事、労働経済局長、建設局長、警視庁、東京消防庁、 
 
      陸上自衛隊、海上自衛隊、海上保安庁、各ライフライン 等 
 
４ 議 題 
 
 (1) 島民の半数以上が島外避難している現状下での島の機能確保について 
 
 (2) 避難体制の確保確認について 
 

(3) その他 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年８月３０日          
午後７時３０分             
東京都災害対策本部           
 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第１７報） 
 

三宅島島外避難者数及び泥流危険による避難者数について（三宅村調べ） 
 
 
１ 三宅島島外避難者数 
 
  ８月３０日現在の三宅島島外避難者数は ２，２５７人です。 
  （８月１日現在住民基本台帳による人口 ３，８５５人） 
 
２ 泥流危険による避難状況（８月３０日午後６時現在） 
 
 (1) 東京都三宅勤労福祉会館   ２１８人 
 
 (2) 三宅小学校           ０人 
 
 (3) 三宅中学校         １３６人 
 
 (4) 阿古中学校         １０６人 
 
 (5) 阿古小学校         １４９人 
 
 (6) 坪田中学校         １６６人 
 
 (7) 神着老人福祉館         ０人 
 
     計            ７７５人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年８月３０日           
午後１１時００分             
東京都災害対策本部            
 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第１８報） 
 
 

三宅島からの避難島民の一時受入について 
 
 
 東京都職員共済組合「生浜運動場」に受け入れることとした避難島民について 
は、２２時４５分に同施設に到着しました。 
                          ２２ 
 なお、当初３７世帯６２名を受け入れる予定でしたが、２０世帯３８名を受け 
入れました。島外避難を希望していたそのほかの島民については、親類宅に身を 
寄せるなど、施設への入所を辞退しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年８月３１日            
午前８時４５分               
東京都災害対策本部             

 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第１９報） 
 
 

現地対策会議の開催について 
 
 
 第１６報でお知らせした現地対策会議は、下記により、予定どおり開催しますのでお知ら

せします。 
 
                 記 
 
１ 日 時 平成１２年８月３１日（木） 午前１０時から 
 
２ 場 所 三宅支庁３階会議室 
 
３ 会議名 三宅島現地対策会議 
 
４ 出席者 青山副知事（座長）、 
      古川建設局長、鈴木総務局災害対策部防災計画課長、 
      井門総務局災害対策部応急対策課長、 
      秋元労働経済局農政部農地緑生課長、宮澤三宅支庁長、 
      石川東京消防庁防災課長、三島警視庁災害対策課長、 
      田崎気象庁三宅測候所長、雨宮ＮＴＴ三宅島営業所長、 
      昭和東京電力三宅島事務所長、 
      長谷川三宅村村長、平松三宅村消防団長、 
      川口東海汽船三宅島支店長、 
      ほか国土庁、陸上自衛隊、海上自衛隊、海上保安庁等 
 
５ 議 題 
 
 (1) 島民の半数以上が島外避難している現状下での島の機能確保について 
 
 (2) 避難体制の確保確認について 
 
 (3) その他 
 
６ その他 
 



 (1) 会議の冒頭、頭撮りが可能です。 
 
 (2) 会議終了後、午前１１時から記者会見を予定しています。 
    出席者は、井門総務局災害対策部応急対策課長、宮澤三宅支庁長、石川東京消防庁防

災課長、三島警視庁災害対策課長の４名です。 
    なお、同時に会議結果についてプレスリリースを予定しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年８月３１日     
午前９時３０分        
東京都災害対策本部      

 
東京都災害対策本部の対応等について（第２０報） 

 
三宅島の泥流危険による避難住民の一時帰宅について 

 
 
 三宅村は都道の通行止めの一時解除（椎取神社～三池キャンプ場３．２㎞を除く） 
に伴い、泥流危険により避難勧告及び避難指示を発令した村民の一時帰宅を午前７時 
４５分実施しました。 
 一時帰宅は午前中いっぱいの予定ですが、降雨の状況により早まる可能性があります。 
 なお、本日午前６時現在、避難状況は次のとおりです。（三宅村調べ） 
 
  東京都三宅勤労福祉会館   ２３０人 
 
  三宅小学校           ０人 
 
  三宅中学校         １４１人 
 
  阿古中学校         １３１人 
 
  阿古小学校         １８１人 
 
  坪田中学校         １９３人 
 
  神着老人福祉館         ０人 
 
     計          ８７６人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年８月３１日  
午前１１時００分   
東京都災害対策本部  
 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第２１報） 
 
 

三宅島現地対策会議の検討内容について 
 
 
 本日午前１０時から行われた三宅島現地対策会議において検討された内容は、 
下記のとおりです。 
 
                  記 
 
 
           三宅島災害への取り組みについて 
 
  ［島の各種機能維持］← 関係者間で確認した。 
 
１ 食料品（肉、野菜、魚）の確保 
 島には農協の３店を含み１９の食料品店があるが、子供や高齢者の島外避難のために 
１０店が一時的に閉店した。その際、残りの店に顧客が殺到し品不足感が蔓延した。そ 
の後、全店舗に意向調査をした結果では、１４店が営業継続の意思を示しており、島全 
体としては、食料品の流通は維持されると考えられる。今後の被災の推移によっては、 
島外へ避難する店舗が増加することも考えられるので、農協３店舗を中心に流通体制を 
維持する。 
（閉店率：坪田３／６、伊ヶ谷１／２、伊豆１／２、神着０／４、阿古０／５） 
 また、飲食店については意向調査の結果、１３店舗中閉店は４店舗にとどまっている。 
民宿については、９８軒のうち５３軒が営業を継続している。 
 
２ ライフラインの確保 
 （１）電気（東京電力）－－－２回線中断線した１回線の復旧も完了。 
               発電車１両、高所作業車３台、電柱・変圧器等復旧資材を 
               備蓄。 
 （２）電話（ＮＴＴ）－－－－三宅島内の光ループについては、片系が土砂崩れで切断さ 
               れていますが、通信への影響はありません。 
               また、緊急通信の確保については、災害対策機器により万 
               全の体制で対応をしています。 
 （３）ＬＰガス－－－－－－－農協、三興商会とも営業を継続している。 
 （４）灯油・ガソリンの供給－供給業者で閉店している店舗はない。 
 （５）金融機関－－－－－－－富士銀行（支庁内）、七島信用組合とも営業継続を決定 



               した。 
 （６）交通－－－－－－－－－道路は各管理者が、島内循環バスは村が維持する。 
 （７）定期航路（東海汽船）－定期便の維持の他、避難用船の手配をする。 
 
３ 医療態勢の維持 
 （１）村の中央診療所（医師４名体制）の堅持 
 （２）被災状況に応じて坪田、阿古の診療所分室の開設 
 （３）救急医療資機材の備蓄 
 （４）都の医療チームも必要に応じて派遣 
 
４ 島外避難者との連絡態勢の確保 
  島外避難者の世話と村役場との連絡窓口として都内（竹芝地区）に村の出張所を開設 
 
５ 復旧態勢の維持 
  島内の建設業者４社との間で、従業員約８０名の常時在島態勢を維持し、調達済みの 
  ペイローダー２５台、ロードスイーパー７台をもって、道路機能の維持を優先するこ 
  とを確認済 
 
  ［避難態勢の確保］← 関係者間で確認した。 
 
１ 全島放送による避難誘導 
 （１）大量の降灰・噴石により屋外に出られない場合は、屋内待機を呼びかける。ま 
    た、屋外にいる場合は、近くの家屋等への避難を呼びかける。 
 （２）降灰・噴石が小康状態になった時、直ちに島の重機（ペイローダー２５台）に 
    よって降灰等を除去し、避難道路の啓開を行い、通行が確保された時点で、速 
    やかに村民に対し避難港（風向き等によって指定する）への避難を呼びかける。 
 
２ 避難の手段－－－－－村営バス１０台を用いる。常に動ける状態を維持する。 
 
３ 避難人数等の確認（村役場） 
 （１）島外避難者の把握（所在場所等のリスト化、島外に出る場合は村に届出ること） 
 （２）在島者の把握（地区別のリスト化とマップ化） 
 （３）在島の災害弱者の把握と島外への避難の促進（高齢者、要介護者、歩行困難者、 
    乳幼児等のリスト化） 
 （４）避難時の避難者の確認 
    １）避難する人数については自治会組織が確認する。 
    ２）避難漏れがないかどうかについては警察と消防団が確認する。 
 
４ 避難態勢の強化 
 （１）避難用車両の強化 
    １）警視庁    輸送警備車１台（定員４５名）が本日到着済み 
    ２）東京消防庁  耐熱救援車・救急車等７台、及び消防隊員２０名の増強済み 
 （２）避難用艦艇の近海待機 



    １）収容船（港湾に接岸） 
      ・海上保安庁－－－おおすみ、あまぎ（沖合待機中）－－－８００名収容 
      ・海上自衛隊－－－しらゆき（沖合待機中）－－－－－－－５００名収容 
      ・海上自衛隊－－－掃海艇あわしま－－－－－－－－－－－１５０名収容 
      ・東海汽船－－－－かめりあ（東京竹芝待機中）－－－－１７６５名収容 
      ・伊豆諸島海運－－えびね（御蔵島定期船、阿古港に接岸） ７０名 
                              計 ３２８５名 
    ２）近隣諸島への避難 
      ・三宅村漁船（５ｔ以上）－－－１８隻×１５名＝２７０名 
      ・神津島漁船（５ｔ以上）－－－７３隻（到着１時間程度） 
      ・新島船－－－－－にしき（定員１２８名、到着４５分程度） 
      ・新島漁船 （５ｔ以上）－－－２０隻（到着１時間程度） 
 
５ 避難態勢の強化 
 （１）避難勧告から避難指示へ、自主避難から避難勧告へ（８／３０日から実施済み） 
    １）避難指示  南西部・阿古地区（全地域）－－－－－－阿古小・中学校 
            西 部・伊ヶ谷地区（全地域）－－－－－三宅中学校 
            北西部・伊豆地区（全地域）－－－－－－三宅小学校 
            北東部・神着地区（全地域）－勤労福祉会館、神着老人福祉館 
            東 部・坪田地区（三池、沖ヶ平、御子敷のみ） 
                         －－－－－－坪田小学校 
    ２）避難勧告  南東部・坪田地区（三池、沖ヶ平、御子敷以外の地域） 
                         －－－－－－坪田小学校 
 （２）夜間・悪天候時の緊急退避勧告 
    島内の比較的堅固な建物のマップ化と村民への周知 ５５ヶ所（宿直者の配置） 
 （３）歩行・走行時の緊急退避所の確保 
    １）既設置の１８ヶ所ボックスカルバート転用のシェルターを２連化 
    ２）新たにコンテナを１０ヶ所設置 
 （４）在島消防団員の維持 
    全員１３７名の在島を村が指示済み 
 （５）停電時対策として発電器と照明装置を配備 
    避難港湾（２港湾・５漁港）、避難バス発着場、島内避難所（自家発電設備のな 
    い場所）、消防団分署や自治会倉庫など 
 （６）気象庁三宅島測候所の速報態勢の強化 
    １）測候所から村・都支庁・警察に対し、１日２回の気象火山情報の提供 
                                 （実施中） 
    ２）有色噴煙が上った時点で直ちに村内報告で周知 
 
 
 
 
 



泥流対策一覧表 
                            平成１２年８月２８日 
＋－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜  ｜       ｜          対策の内容           ｜ 
｜番号｜  渓流名  ＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
｜  ｜       ｜      応急対策      ｜   本復旧   ｜ 
＋－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
｜ １｜間川     ｜ ワイヤーセンサ設置      ｜ ダム設置    ｜ 
＋－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
｜ ２｜川田沢    ｜ ワイヤーセンサ設置      ｜ ダム設置    ｜ 
＋－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
｜ ３｜釜の尻沢   ｜ 既設ダム除石         ｜ ダム設置    ｜ 
｜  ｜       ｜ ワイヤーセンサ設置      ｜ 流路整備等   ｜ 
＋－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
｜ ４｜椎取神社付近 ｜ 大型土のう設置        ｜ 流路整備等   ｜ 
＋－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
｜ ５｜地獄谷    ｜ 大型土のう設置        ｜ 流路整備等   ｜ 
｜  ｜       ｜ 大型コンクリートブロック設置 ｜         ｜ 
＋－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
｜ ６｜三七山付近  ｜ 仮横断水路設置        ｜ ダム設置    ｜ 
｜  ｜       ｜ ふとんかご設置        ｜         ｜ 
｜  ｜       ｜ ワイヤーセンサ設置等     ｜ 流路整備等   ｜ 
＋－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
｜ ７｜仏沢     ｜ 仮横断水路設置        ｜ ダム設置    ｜ 
｜  ｜       ｜ 応急流木止め設置       ｜         ｜ 
｜  ｜       ｜ 大型コンクリートブロック設置 ｜ 流路整備等   ｜ 
＋－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
｜ ８｜御子敷付近  ｜ 大型土のう設置        ｜ ダム設置    ｜ 
｜  ｜（仮称 寺沢）｜                ｜         ｜ 
＋－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
｜ ９｜大沢     ｜ 既設横断水路除石       ｜ ダム設置    ｜ 
｜  ｜       ｜ 応急流木止め設置       ｜         ｜ 
｜  ｜       ｜ ワイヤーセンサ設置等     ｜ 流路整備等   ｜ 
＋－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
｜１０｜三池地区の沢 ｜ ふとんかご設置        ｜ 検討中     ｜ 
｜  ｜       ｜ 応急流木止め設置       ｜         ｜ 
＋－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
｜１１｜とんび沢   ｜ ワイヤーセンサ設置      ｜ ダム設置    ｜ 
｜  ｜       ｜ 既設ダム除石         ｜         ｜ 
｜  ｜       ｜ 土のう設置          ｜ 流路整備等   ｜ 
＋－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
｜１２｜金曽沢    ｜ ワイヤーセンサ設置      ｜   －－－   ｜ 
＋－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 



｜１３｜筑穴沢    ｜ 大型土のう設置        ｜         ｜ 
＋－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋         ｜ 
｜１４｜道の沢    ｜ 大型土のう設置        ｜         ｜ 
＋－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋         ｜ 
｜１５｜タデノ沢   ｜ ワイヤーセンサ設置      ｜         ｜ 
｜  ｜       ｜ 土のう設置          ｜ 検討中     ｜ 
｜  ｜       ｜ ふとんかご設置        ｜（ダム設置及び  ｜ 
＋－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋  流路整備等） ｜ 
｜１６｜榎木沢    ｜ ワイヤーセンサ設置      ｜         ｜ 
｜  ｜       ｜ 既設ダム除石         ｜         ｜ 
｜  ｜       ｜ 応急流木止め設置等      ｜         ｜ 
＋－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋         ｜ 
｜１７｜伊ヶ谷沢   ｜ ワイヤーセンサ設置      ｜         ｜ 
｜  ｜       ｜ 応急流木止め設置       ｜         ｜ 
｜  ｜       ｜ 土のう設置          ｜         ｜ 
＋－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋         ｜ 
｜１８｜伊豆岬への沢 ｜ 大型土のう設置        ｜         ｜ 
＋－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋         ｜ 
｜１９｜伊豆川    ｜ 土のう設置          ｜         ｜ 
＋－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋         ｜ 
｜２０｜西川     ｜ 応急流木止め設置       ｜         ｜ 
＋－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年８月３１日                  問い合わせ先 
午前１２時１０分                   東京都福祉局国民健康保険部 
東京都災害対策本部                  指導課 
                           03-5320-4136 
                           
 

東京都災害対策本部の対応等について（第２２報） 
 
 
三宅島・新島・神津島近海地震等に係る義援金の受付状況について（中間集計） 
 
 
 ８月１４日から受付を行っている三宅島・新島・神津島近海地震等に係る義援金は８月 
３１日現在、下記のとおりです。 
 多くの方々の暖かいお志に深く感謝申し上げます。 
 なお、引き続き９月２９日（金）まで受け付けます。（受付期間は被災の状況により延 
長します。） 
 
     ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
     │ 金 額 │  １００，５８６，５３９円 ｜ 
     ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
     │ 件 数 ｜        ９，５９８件 │ 
     ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 
  (参考) 東京都が受け付けた兵庫県南部地震被災者への義援金は 
     ５０，６３８，４５７円でした。 
 
 義援金の受付窓口 
 ◎郵便振込 
    ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
    ｜ 受付機関名 │      振 込 口 座       │ 
    ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
    │ 東 京 都 │（口座名）東京都島しょ災害義援金口座  │ 
    │       │（口座番号）００１５０－１－１００２２０│ 
    ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
    │日本赤十字社 │（口座名）  日本赤十字社東京都支部  │ 
    │ 東京都支部 │（口座番号） ００１３０－５－７８８３ │ 
    ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
    （注）振込手数料はかかりません。 
 
 ◎銀行振込 
    ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
    ｜ 受付機関名 │      振 込 口 座         │ 



    ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
    │       │（銀行名・支店名）富士銀行・東京都庁出張所 │ 
    │ 東 京 都 │（口座名）   東京都島しょ災害義援金口座 │ 
    │       │（口座番号）    ２３３４１３３     │ 
    ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
    （注）富士銀行本支店における「窓口取扱い」に限り、振込手数料は 
       かかりません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年８月３１日  
午後４時００分     
東京都災害対策本部   
 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第２３報） 
 
 
         東京都災害対策本部会議の開催について 
 
 
 第二回東京都災害対策本部会議を下記のとおり開催します。 
 
               記 
 
 
１ 開催日時 
  平成１２年９月１日（金） 午前１１時４５分から 
 
２ 開催場所 
  都庁第１本庁舎９階災害対策本部室 
 
３ 議題 
  災害対策の取り組みにあたって 
 
４ その他 
 (1)  取材については、会議冒頭のみとさせていただきます。 
 (2) 取材を希望される方は、９階本部室前で受付を済ませ、自社腕章を着用の 
  うえ、取材をお願いします。 
   なお、会場が狭隘なため、三脚の使用はご遠慮願います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年８月３１日        問い合わせ先 
午後４時３０分             東京都教育庁学務部 
東京都災害対策本部           義務教育心身障害教育課 
                    小中学校係   03-5320-6752 
                   
 

東京都災害対策本部の対応等について（第２４報） 
 
 

三宅村児童・生徒の秋川高校への受け入れ者数について 
 

 
 ８月３１日午前１０時３０分現在、秋川高校に受け入れた児童・生徒数は、 
下記のとおりです。 
 
            記 
 
       小学生     ４５名 
       中学生     ３１名 
       高校生     ７４名 
        計     １５０名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年８月３１日 
午後５時１０分    
東京都災害対策本部  
 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第２５報） 
 

三宅島の泥流危険による避難勧告・避難指示の解除について 
 
 
 三宅村は、大雨・洪水注意報が解除されたため、８月３０日午前１１時４５分 
に三宅村全域に発令していた避難勧告及び避難指示を本日午後５時をもって解除 
しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年８月 31 日            問い合わせ先 
午後５時３０分              高齢者施策推進室高齢政策部総務課 
東京都災害対策本部            03-5320-4573 
                    
 

東京都災害対策本部の対応等について（第２６報） 
 
 

三宅島の高齢者の受け入れについて（第四陣） 
 
 
 三宅村からの要請により、特別養護老人ホーム「あじさいの里」に現時点で入所されてい

る２９名全員を、第四陣として受け入れることとしましたので、お知らせします。 
 なお、移送の具体的なスケジュール等については、決まり次第、お知らせします。 
 これにより、今までに三宅村から要請があった要介護高齢者の移送は完了することと 
なります。 
 
１ 実施日 
    平成１２年９月１日（金） 
 
２ 受け入れ施設・人数 
 
  １０施設 ２９名 
  ・至誠キートスホーム（立川市）        ３名 
  ・つきみの園（小金井市）           ３名 
  ・西砂ホーム（立川市）            ３名 
  ・ニューフジホーム（昭島市）         ３名 
  ・足立翔裕園（足立区）            ２名 
  ・サルビア荘（町田市）            ３名 
  ・品川区立荏原特別養護老人ホーム       ３名 
  ・世田谷区立特別養護老人ホーム芦花ホーム   ３名 
  ・豊島区立特別養護老人ホーム山吹の里     ３名 
  ・美郷（町田市）               ３名 
 
３ 累計受入数（第一陣～第四陣まで  累計７１名） 
  ・在宅高齢者等（身体障害者１名を含む）   ２２名 
  ・特別養護老人ホーム「あじさいの里」入所者 ４９名 
 
 
 
 
 



平成１２年８月３１日           問い合わせ先 
午後５時３０分               東京都福祉局生活福祉部保護課 
東京都災害対策本部             ０３―５３２０―４０６１ 
                     
 

東京都災害対策本部の対応等について（第２７報） 
 
 

三宅島噴火災害・新島・神津島近海地震災害に対する支援について 
 
 
  標記の災害により多数の方々が避難している状況の下、災害救助法の適用内容等に関す

る厚生省との協議等を踏まえ、都は、下記のとおり生活必需品の給与及び生活福祉資金の特

例措置を行うこととしましたのでお知らせします。 
 
 
１ 生活必需品の給与等 
  対象品目 被服、寝具、調理用品、食器等の生活必需品 
  相談窓口 三宅村・新島村・神津島村の各村役場、 
       都内各福祉事務所、東京都福祉局生活福祉部保護課 
 
２ 生活福祉資金の特例措置 
 （１）生活福祉資金の貸付内容 
    １）対象者      今回被災された全世帯 
    ２）貸付限度額  １０万円以内 
    ３）無利子（利子３％分については都が助成する） 
    ４）据置期間１年以内 
    ５）償還期限は据置期間経過後４年以内 
 
  (２) 相談窓口 
     区市町村社会福祉協議会、東京都社会福祉協議会、 
     三宅村・新島村・神津島村の各村役場、 

東京都福祉局生活福祉部援護福祉課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年８月３１日             問い合わせ先 
午後６時１５分                  建設局道路管理部保全課 
東京都災害対策本部                  03-5320-5290 
 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第２８報） 
 
 

三宅島都道の通行止めの全面解除について 
 
 降灰により通行止めとなっていた都道について、三宅支庁土木課による除去作業により通

行可能となったため、通行止めを解除しましたのでお知らせします。 
 
 
 
 通行止め解除区間 
┌────────┬───────────────────┬──────────┐   
│              │                                      │                    │   
│  路 線 名  │      通行止め解除区間及び延長      │      解除日時      │   
│              │                                      │                    │   
├────────┼───────────────────┼──────────┤   
│              │                                      │                    │   
│  一般都道     │  東京都三宅村                        │  ３１日            │   
│  三宅循環線  │  神着下馬野尾地内～坪田三池浜地内  │    １７時３０分    │   
│（２１２号線）   │               延長  約３．２ｋｍ      │                    │   
│               │                                      │                    │   
└────────┴───────────────────┴──────────┘   
 
 
 
 
 
 



平成１２年８月３１日         
午後７時４０分            
東京都災害対策本部          

 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第２９報） 
 

三宅島島外自主避難者数について（三宅村調べ） 
 
 
 ８月３１日現在の三宅島自主島外避難者数は ２，３６５人です。 
   （８月１日現在住民基本台帳による人口 ３，８５５人） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月１日              問い合わせ先 
午前９時５０分                 高齢者施策推進室高齢政策部 
東京都災害対策本部               総務課 03-5320-4573 
 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第３０報） 
 

三宅島の高齢者の受け入れについて（第四陣） 
 

 
 三宅村からの要請により、特別養護老人ホーム「あじさいの里」に現時点で入所されて 
いる２９名全員を、第四陣として受け入れることは既にお知らせしましたが、移送の具体 
的なスケジュール等が決まりましたので、お知らせします。 
 これにより、今までに三宅村から要請があった要介護高齢者の移送は完了することとな 
ります。 
 
１ 実施日 
  平成１２年９月１日（金） 
 
２ 移送のスケジュール等（予定） 
 
 ○第１組 ヘリコプター１機（東京消防庁） 
     高齢者  ２名 
     看護婦  １名（※） 
 
     １０時４０分      三宅島発 
     １１時４０分      多摩航空センター着  →直接受入施設へ 
 
 ○第２組 ヘリコプター２機（東京消防庁） 
     高齢者  ６名 
     看護婦  ２名（※） 
 
     １５時２０分      三宅島発 
     １６時２０分      多摩航空センター着  →直接受入施設へ 
 
 
 ○第３組 船（東海汽船） 
 
     高齢者 ２１名 
     医 師  １名  看護士  １名（※） 
 
     １４時１０分      三宅島発 
     ２０時３０分      竹芝着  →直接受入施設へ 



 
   ※３組とも、１日に現地入りする多摩老人医療センターの医師、看護婦（士）が添乗 
    する予定。 
  （注）この移送計画は予定であり、変更される可能性があります。 
 
３ 受け入れ施設・人数 
 
    １０施設 ２９名 
    ・至誠キートスホーム（立川市）        ３名（１組２名、３組１名） 
    ・つきみの園（小金井市）             ３名（２組２名、３組１名） 
  ・西砂ホーム（立川市）            ３名（２組２名、３組１名） 
    ・ニューフジホーム（昭島市）        ３名（２組２名、３組１名） 
  ・足立翔裕園（足立区）            ２名（３組） 
  ・サルビア荘（町田市）            ３名（３組） 
  ・品川区立荏原特別養護老人ホーム       ３名（３組） 
  ・世田谷区立特別養護老人ホーム芦花ホーム   ３名（３組） 
  ・豊島区立特別養護老人ホーム山吹の里     ３名（３組） 
  ・美郷（町田市）               ３名（３組） 
 
４ 累計受入数（第一陣～第四陣まで  累計７１名） 
  ・在宅高齢者等（身体障害者１名を含む）   ２２名 
  ・特別養護老人ホーム「あじさいの里」入所者 ４９名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月１日              問い合わせ先 
午前 １０時３０分               教育庁学務部義務教育心身障害教育課 
東京都災害対策本部                   電話 03-5320-6741 
                        教育庁学務部高等学校教育課 
                           電話 03-5320-6751 
 
 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第３１報） 
 

自主避難した三宅村児童・生徒の都立秋川高等学校への受入等について 
 
 
 自主避難した児童・生徒の受入は下記のとおり行います。 
 
 
                   記 
 
１ 自主避難した三宅村児童・生徒の都立秋川高等学校への受入 
（１） 日時   平成１２年９月２日（土）午後１時から３時まで 
 
（２） 受付場所 都立秋川高等学校玉成寮 
        （正門及び食堂に案内板有り） 
 
（３） 連絡先  三宅村教育委員会  仮設電話 ０４２―５５０―９１４９ 
             〃     仮設電話 ０４２―５５０―９１６２ 
             〃     仮設電話 ０４２―５５０―９１６５ 
         三宅高等学校    仮設電話 ０４２―５５０―９１６８ 
 
（４） 最寄り駅 ＪＲ五日市線秋川駅徒歩１５分 
 
２ 三宅村公立学校の授業再開について 
（１）授業再開について 
   平成１２年９月４日（月） ９時（予定） 都立秋川高等学校内 
（２）内容 
   小学校、中学校及び高校が合同で始業式を行う予定です。 
３ 三宅村の８月３１日現在の児童・生徒数は４４４名で、その内、秋川高校に自主避難 
  している児童・生徒数は１５０名です。 
 
 
 



平成１２年９月１日 
午後０時３０分 
東京都災害対策本部 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第３２報） 
 
 

石原都知事の現地視察等について 
 
 
 このことについて、以下のとおり日程が決まりましたのでお知らせします。 
 
１ 目的 
  三宅島・神津島・新島の現地視察及び村役場との意見交換 
 
２ 日時 
  平成１２年９月２日（土） 午後０時３０分～午後５時３０分 
 
３ 使用機種 
  東京消防庁 １機 
 
４ 派遣職員（合計９名） 
 （１）石 原 慎太郎  東京都知事 
 （２）濱 渦 武 生  東京都副知事 
 （３）高 井 英 樹  政務担当特別秘書 
 （４）大 関 東支夫  総務局長 
 （５）浪 越 勝 海  労働経済局長 
 （６）白 谷 祐 二  東京消防庁救急部長  等 
 
５ 行程 
  12:30 東京ヘリポート発→13:30 三宅島空港着→14:30 神津島ヘリポート着 
  →15:30 新島・若郷桟橋着→16:15 新島空港着→17:30 東京都庁第一本庁舎 
  屋上ヘリポート着（※なお、この行程は天候等の事情により変更になること 
  があります。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月１日 
午後１時１５分 
東京都災害対策本部 
 
 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第３３報） 
 
 

第２回災害対策本部会議決定事項について 
 
 
                  記 
 
 
１ 昨夜の火山噴火予知連絡会の見解も踏まえ、防災関係及びライフライン等の 
 要員を除く三宅村民が、両３日以内に島から避難することが適当である。 
 
２ 東京都は、船舶など輸送手段、一時受入施設、食料・日用品の支給など、受 
 け入れ態勢の確保に至急とりかかる。 
 
３ このため、青山副知事を本日現地に派遣する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月１日                問い合わせ先 
午後２時００分                   建設局道路管理部保全課 
東京都災害対策本部                  03-5320-5290 
 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第３４報） 
 

火砕流対策シェルターの設置について 
 

 
 東京都は、噴火に伴う火砕流から歩行者及び車輌運転手等を守るため、９月 1 日より、 
都道沿い３０カ所に火砕流対策シェルターを設置します。設置場所は、現地確認の上、 
決定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月１日 
午後３時３０分 
東京都災害対策本部 
 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第３５報） 
 

現地対策会議の開催について 
 
 
 本日開催した東京都災害対策本部会議での決定を受けて、下記のとおり現地対策会議を開

催します。 
 
                                      記 
 
１ 日 時  平成１２年９月１日 午後４時００分～ 
 
２ 場 所  三宅支庁 ３階 会議室 
 
３ 出席者  青山副本部長、三宅支庁長、三宅村長、現地ライフライン関係機関、東 
       京消防庁、警視庁等 
       国土庁、内閣官房、警察庁、防衛庁、資源エネルギー庁、海上保安庁、 
       気象庁、郵政省、建設省、自治省消防庁 
 
４ 議 題 
 
    (1) 避難の手順 
  (2) 避難者漏れの確認 
  (3) 受け入れ先の概況 
  (4) 残留各防災機関の機能維持すべき人数とその役割分担の明確化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月１日 
午後５時３０分 
東京都災害対策本部 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第３６報） 
 

現地対策会議の検討内容について 
 
 本日午後４時から行われた三宅島現地対策会議において検討された内容は、下記のとおり

です。 
 
 
平成１２年９月１日 三宅支庁 
 
          三宅島現地対策会議 
 
平成１２年９月１日 三宅支庁３階会議室 
 
（出席者） 
 １東京都 青山東京都副知事（現地本部長）、宮澤三宅支庁長（現地副本部長）、 
      総務局（総務部、災害対策部、行政部）、東京消防庁、警視庁三宅島警察署 
 ２三宅村 長谷川村長、平松消防団長 
 ３国土庁                    ＋－－－－－－－－－－－－＋ 
 ４内閣官房                   ｜いつでも島に帰ってこれる｜ 
 ５自治省、自治省消防庁             ｜ように島の生活機能を維持｜ 
 ６通産省                    ｜することを目的とした要員｜ 
 ７建設省資源エネルギー庁            ｜を残留させる。     ｜ 
 ８郵政省、現地郵便局代表            ＋－－－－－－－－－－－－＋ 
 ９警察庁 
 １０防衛庁、自衛隊第一師団、海上自衛隊     ＋－－－－－－－－－－－－－＋ 
 １１海上保安庁                 ｜焦点の議論        ｜ 
 １２気象庁、田崎三宅島測候所長         ｜１残留者の連絡通信の一元化｜ 
 １３東京電力                  ｜             ｜ 
 １４ＮＴＴ東日本、ＮＴＴＭＥ          ｜ 観測監視体制と情報連絡体｜ 
 １５東海汽船                  ｜制の維持          ｜ 
 １６三宅島建設業協会会長            ｜             ｜ 
 １７島内運送業界代表              ｜２三宅島経由で御蔵島の生活｜ 
 １８三宅島農協                 ｜は維持されているので、御蔵｜ 
 １９三宅島漁協                 ｜島への輸送機能を維持   ｜ 
                         ＋－－－－－－－－－－－－－＋ 
 
議題 
 



１ 避難手順（※比較的困難度の高い作業）→この考えでほぼ了解される。 
 
 (1) 避難準備 
  ※1)自治会単位で避難者リストを作成して、村役場（出張所）に報告 
    避難者の氏名、年齢、家族構成、行き先が決まっていればその場所、連絡先 
   2)集合時間の周知（村営放送） 
   3)地区毎に村営バス１０台を派遣 
   4)バスに乗車したかどうかの確認（自治会） 
   5)三池又は錆ヶ浜港に接岸待機している東海汽船専用船（かめりあ丸）に集合 
   6)乗船名簿と避難者リストの突き合わせ（村役場職員） 
   7)乗船 
 
 (2) 避難場所の割振り 
   1)あらかじめ乗船している都職員に避難者リストを村から渡す（コピーは村に） 
  ※2)乗船している都職員と随伴している村職員で各避難者の行き先について調整 
   3)行き先別リストを作成 
   4)乗船している都職員の誘導で行き先別にまとまって下船してバスに乗車 
    →下船の際に乗船者数と下船者数を照合 
   5)避難施設に到着して、都職員から行き先別リストを施設管理者に渡す 
 
２ 避難者漏れの確認（村役場、消防団、警察） 
 
 (1) 避難者リストの集約 
 (2) 消防団、警察、村役場の３者による各家の調査（避難シールの貼付） 
 (3) 避難者漏れがいた場合、島外に避難させる 
 (4) 調査結果に基づく在島者の確定と在島者リストの作成 
 
３ 残留公共機関の島内機能維持人数とその役割分担の明確化（案） 
  →この案でほぼ確認 
  →詳細は専門部会で検討 
  →ライフライン系・防災系・観測系を組織的に整理する 
  →観測・安全確保・情報連絡・緊急避難のルール化の態勢を構築 
 (1) 警 察 現状 ３５名 
  避難時に１個中隊（４０名）を派遣するも避難後に帰隊するので交代体制で３５ 
  名を維持し、防犯、発災時の残留部隊の避難誘導 
 (2) 消防庁 現状 ２０名 
  耐熱救援車・救急車等７台、消防隊２０名を維持し発災時の残留部隊の避難支援 
  及び負傷者の救助 
 (3) 消防団 現状１３７名 
  建設業従事者である場合も多く、交代で、防火を始めとする集落の維持管理に従 
  事するに必要な要員を確保する 
  (4) 気象庁三宅島測候所 現状 １０名 
  災害情報発信の要であるので、交代体制で現状１０名維持 



 (5) 東海汽船 現状 １９名 
  今後の定期客船の運行の推移によっては規模縮小が考えられる。但し、残留者の 
  ための物資輸送のため貨物便の維持と復旧用資機材の搬入や残留部隊の食料等生活 
  用品の搬入に必要な最小限の船舶荷揚げ機能だけは最低維持する必要がある 
 (6) 東京電力 現状 １７名 
  電気が全てのライフライン機能維持の要となる。従って、現況送電機能を維持す 
  る要員は交代で確保。災害観測機器の電力供給（昼夜） 
 (7) ＮＴＴ 現状 ９名 
  現況通信機能を維持する要員は交代で確保 
 (8) 郵便局 現状５局・２９名（代表伊ヶ谷郵便局長 高松秀直） 
  局数を減らして残留部隊の郵政機能を維持する要員を確保→１局に減る 
 (9) 建設会社 現状１７３名 
  災害復旧重機のオペレーター要員を中心に交代で常時在島従事者７０名態勢を維 
  持バックホー２８台、ペイローダー２２台、ダンプトラック３０台 
 (10)島内運送業界 ５名←態勢を維持 （代表三宅島運輸 長谷川一也） 
  東海汽船からの復旧用資機材の搬入や残留部隊の食料等生活用品の搬入に必要な 
  最小限の機能だけは維持する必要がある（ヤマト便の維持） 
 (11)三宅島農協 
  食品流通機能は無くなったので、農協施設の維持管理を目的とする要員のみを確保 
 (12)三宅島漁協 
  漁船はほとんど他島に退避するので、漁協施設の維持管理を目的とする要員のみ 
  を確保 
 (13)学校 
  学校の校舎の維持管理を目的に、交代で態勢を維持 
 (14)東京都 
  支庁５５名を含む在島の各都事業所１０７名は、子供の随伴で都内に移動する者 
  を除き残留 
 (15)村役場 
  現況は、都内に子供の随伴で移動している者を除き１２５名在島している。今後 
  東京に村の出張所を開設することに伴い、かなりの人数が都内に移動する。残った 
  人数で、水道など村の諸施設の防災管理を行う 
 (16)自衛隊 
  村役場に連絡員として６名（海自２名＋陸自４名）維持 
 
４ 今後の課題 
 
 (1) 残留者の生活維持－－基本は各機関の自給自足 
  1)食料－－生鮮三品（肉、野菜、魚）→都災害対策部経由で送付を検討 
  2)燃料－－ＬＰガス、ガソリン、灯油→都災害対策部経由で送付を検討 
  3)金融－－金融機関閉鎖に伴う郵便書留・郵貯ＡＴＭ 
  4)交通－－東海汽船を１週間に何度か就航 
  5)医療－－周辺船舶をホテルシップとして用いることも検討 
  6)自動車修理工場をいかに確保するか 



        － 参 考 － 
 
１ 現在の在島人口・世帯、離島人口・世帯（８／３１現在） 
 
 (1) 人口３８５５名中、１１４５名（約３割）が在島、２７１０名（約７割）が離島 
     男１９３４名中、 ７５９名（約４割）が在島、１１７５名（約６割）が離島 

女１９２１名中、 ３６８名（約２割）が在島、１５５３名（約８割）が離島 
     ※概数 
 (2) 世帯１９７２世帯中、８１３世帯（約４割）が在島、１１５９世帯（約６割）が 
  離島 
 
２ 本日９／１東海汽船での離島者 １８９名（内幼児２名） 
 
３ 小中学高校生の避難 
   小中学高校生４４４名は本日２時をもって残りの３名を含め全員島外へ避難 
 
４ 在宅要介護者の避難 
  １０４名中１０２名が島外避難済、残り２名 
   女性 ６１歳 家族夫のみ 介護度３ 杖を利用     最後まで残留希望 
   女性 ６６歳 家族夫のみ 介護度３ 関節リュウマチ  状況をみて東京に 
  高齢者施策推進室に受け入れを要請中 
 
５ 特別養護老人ホーム「あじさいの里」入所者 
  ４９名全員が本日９／１で避難済 
 
６ ７０歳以上の島内残留者 
  男２４名、女５８名 計８２名 
  高齢者施策推進室に受け入れを要請中 
 
７ 乳幼児 
  ２０７名中１９４名が避難済（９／１現在） 
  在島１５名については、本日、村内放送で支庁に届出るように放送済 
  福祉局には受け入れを要請中 
 
８ 離島者への公的住宅の手当て 
  ８／３０までの提示戸数４６９戸、その後９／７頃までに約８００～９００戸を提 
  示する予定。近県からの提示戸数２５８戸（埼玉県３３戸、千葉県３８戸、神奈川県 
  ５２戸、静岡県１３５戸）を加えると、合計１５００戸～１６００戸 
 
 



平成１２年９月１日 
午後８時００分 
東京都災害対策本部 
                                           問い合わせ先 
                                           環境局環境評価部広域監視課 
                                           03-5388-3567 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第３７報） 
 

三宅島における二酸化硫黄の測定結果(速報値)について 
 
 平成１２年８月３１日午前１１時から開始した、三宅島における二酸化硫黄濃度の 
測定結果は、下記のとおりです。 
 
 
三宅島における二酸化硫黄の測定結果について（速報値） 
 
 東京都では、三宅島において、平成 12 年８月 31 日午前 11 時から二酸化硫黄濃度の測 
定を開始しましたので、お知らせします。 
 
１ 定点測定(連続自動分析)の結果 
 
  測定地点 三宅島伊豆１００４(衛生局島しょ保健所三宅主張所) 
注）： ８月３１日 午前８時１５分に白色の噴煙が３０００ｍまで上がっているこ 
       とを三宅観測所で確認 
＜参考＞： ８月２８日以降、関東地方を中心に高い二酸化硫黄濃度が観測され、八 
       王子市片倉測定局では、８月２８日午後２時に 0.935ppmを記録 
 
２ 移動測定の結果 
  測定方法  検知管法 
  調査年月日 平成 12 年８月 31 日 
 
検知管法とは：検知管内に大気を吸引し、対象物質と検知剤との化学反応で発色した 
              長さや色調から濃度を算出する方法で、二酸化硫黄の濃度が 0.04ppm, 
              硫化水素の濃度が 0.05ppmを超えないと検知されない。 
 
 
三宅島における二酸化硫黄の測定結果について（速報値） 
 
 東京都では、三宅島において、平成 12 年８月 31 日午前 11 時から二酸化硫黄濃度の測定 
を開始しましたので、お知らせします。 
 
１ 定点測定(連続自動分析)の結果 



  測定地点 三宅島伊豆１００４(衛生局島しょ保健所三宅主張所) 

 
注）： ８月３１日 午前８時１５分に白色の噴煙が３０００ｍまで上がっていることを 
     三宅観測所で確認 
 
＜参考＞： ８月２８日以降、関東地方を中心に高い二酸化硫黄濃度が観測され、八王子 
       市片倉測定局では、８月２８日午後２時に 0.935ppm を記録 
 
２ 移動測定の結果 
  測定方法  検知管法 
  調査年月日 平成 12 年８月 31 日 

 
 
検知管法とは：検知管内に大気を吸引し、対象物質と検知剤との化学反応で発色した長さ 
              や色調から濃度を算出する方法で、二酸化硫黄の濃度が 0.04ppm,硫化水素 
       の濃度が 0.05ppm を超えないと検知されない。 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月１日 
午後８時００分 
東京都災害対策本部 
 
                東京都災害対策本部の対応等について（第３８報） 
 
 
                   三宅島島外自主避難者の一時帰宅について 
 
 三宅村は、避難指示発令後であっても、下記のとおり一時帰島を認めることになり 
ましたので、お知らせします。 
 
                               記 
 
１ 期 間  ９月２日（土）～９月４日（月）の３日間 
２ 対象者  島外に避難している三宅村民 
３ 理 由    家屋の立ち入り等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月１日 
午後８時００分 
東京都災害対策本部 
 
            東京都災害対策本部の対応等について（第３９報） 
 
 
                 三宅島避難村民の一時受入先について 
 
 東京都は、三宅島避難村民の一時受入先について、文部省に要請を行いましたが、 
下記のとおり承諾していただきました。 
 
                               記 
 
１ 場  所  国立オリンピック記念青少年総合センター 
        東京都渋谷区代々木神園町３番１号 
 
２ 期  間  ９月３日（日）～９月１１日（月）頃まで 
 
３ 受入人員  ３００～１，５００名程度 
 
４ 対  象    三宅島避難島民及び三宅村職員等 
 
５ 宿泊料    無料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月１日 
午後８時００分 
東京都災害対策本部 
 
             東京都災害対策本部の対応等について（第４０報） 
 
 
                     現地対策会議の開催について 
 
 三宅島現地対策会議を下記のとおり開催します。 
 
                              記 
 
１ 日 時  平成１２年９月２日（土） 午前９時００分～ 
２ 場 所  三宅支庁 ３階 会議室 
３ 議 題    避難状況について 
４ その他  会議終了後、支庁長の会見と報道課長から知事視察日程についてお知 
            らせがあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月１日 
午後８時００分 
東京都災害対策本部 
                                             問い合わせ先 
                                             衛生局医療計画部救急災害医療課 
                                                03-5320-4436 
 
                 東京都災害対策本部の対応等について（第４１報） 
 
 
                    島民避難に伴う医療チームの派遣について 
 
      三宅村住民の島外避難に伴い、船中における住民の健康管理を行うため、都立 
    病院から医療チームを派遣することとしたのでお知らせします。 
 
   １  派遣期間及び病院 
     (1) 第１班（広尾病院）  平成１２年９月１日（金）～２日（土） 
                                 （９月２日 14 時 10 分三宅発 20 時 30 分竹芝着） 
     (2)  第２班（豊島病院）   平成１２年９月２日（土）～３日（日） 
                                 （９月３日 14 時 10 分三宅発 20 時 30 分竹芝着） 
     (3)  第３班（大久保病院） 平成１２年９月３日（日）～４日（月） 
                                 （９月４日 14 時 10 分三宅発 20 時 30 分竹芝着） 
 
   ２ 体  制 
       １班あたり  医師、看護婦、事務各１名の計３名 
 
   ３ 業 務 
       船室１室を救護所とし、健康相談等を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月１日 
午後８時００分 
東京都災害対策本部 
                                             問い合わせ先 
                                             衛生局医療計画部救急災害医療課 
                                                03-5320-4436 
 
                 東京都災害対策本部の対応等について（第４２報） 
 
 
                    避難島民に対する健康相談等の実施について 
 
      三宅村住民の島外避難に伴い、一時受入施設において下記のとおり、健康相談 
    等を実施するのでお知らせします。 
 
   １  開始日 
   平成１２年９月３日（日）から９日（土）まで 
 
   ２ 場 所 
     一時受入れ施設 
   国立オリンピック記念青少年総合センター内 
 
   ３ 業 務 
     医師（精神科を含む）、看護婦、保健婦等が同センター内で健康相談等を行う。 
  なお、診療等に必要な医薬品等は手配済みである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年９月１日 
午後９時５０分 
東京都災害対策本部 
                                      問い合わせ先 
                                      住宅局管理部管理課 
                                      03-5320-5003 
 
         東京都災害対策本部の対応について（第４３報） 
 
 
     三宅島からの避難島民への都営住宅等の提供戸数について 
 
 避難島民の受け入れ可能な都営住宅について、本日、下記のとおり追加提示 
しました。今後も準備が整い次第、順次、提示していきます。 
 
 
                                      記 
  １ 村への既提示戸数        ６６９戸 
  ２ 今回提示する戸数        ２０８戸 
       計            ８７７戸 
 
  今後、おおむね１週間以内に提示する戸数 
              ４００ ～ ５００戸（選定作業中） 
 
     総   計   約１，３００ ～ １，４００戸 
 
 この他に近県の公営住宅３１０戸の提供が可能となっております。 
 （埼玉県３３戸・千葉県３８戸・神奈川県５２戸・静岡県１８７戸） 
 
 なお、秋川高校に入寮している７６人の小学生、中学生の保護者について 
は、比較的近くにある村山アパート（都営住宅）等を優先して利用してもら 
うよう、村にお願いしております。 
 
 現在までの入居決定戸数 １２３戸 
 
 
 
 
 
 
 

 



平成１２年９月１日 
午後  ９時 ５０分 
東京都災害対策本部 
                                             問い合わせ先 
                                             衛生局生活環境部獣医衛生課 
                                              03-5320-4410 
 
 
                 東京都災害対策本部の対応等について（第４４報） 
 
                    島民避難時における犬・猫への対応について 
 
 都では、飼育している犬・猫を連れて島外へ避難する方に対して、次のような支援を 
行うこととしましたので、お知らせします。 
 
 
１ 収容ケージの貸出 

犬や猫をつれて船で避難する際に必要な収容ケージを貸し出す。 
 
２ 避難中の都による飼育管理 

避難先の事情により犬や猫を飼育することができない場合、都の動物保護相談センター

において飼育管理を行う。 
 
３ 職員の派遣 
    都における飼育管理の受付等のため、獣医師の派遣を行う。 

衛生局獣医衛生課職員２名・動物保護相談センター２名 
 
４ 住民への広報 
  下記により村内放送等で周知を図る。 
 
                記 
 
                          犬・猫の飼い主の方へ 
 
1 飼い犬・飼い猫は、飼い主が責任をもって管理し避難をして下さい。 
 
2 犬・猫を連れて避難する際の収容ケージの貸出しを行います。なお、避難先の事情に 
 より犬・猫が飼えない場合は、希望により、東京都において一時的に無料で飼育管理を 
 行います。 
 
3 収容ケージにより、輸送する際の動物の船賃は各自負担となります。 
 
4 東京都で行う飼育管理の受付等については、窓口を設けて、ケージの貸出しとともに 



 相談を行います。 
 
5 受付は１０時から１３時３０分まで、三宅村役場で行います。 



平成１２年９月１日 
午後１０時２０分 
東京都災害対策本部 
                                      問い合わせ先 
                                      東京都福祉局生活福祉部保護課 
                                      電  話  ０３－５３２０－４０６１ 
 
              東京都災害対策本部の対応等について（第４５報） 
 
      三宅島噴火災害、新島・神津島近海地震災害により島外へ 
      避難している方々に対する緊急相談窓口の開設について 
 
 
 標記の災害により、島外へ避難されている方々に対する緊急相談窓口を下記のと 
おり開設しましたので、お知らせします。 
 
１ 緊急相談窓口 
  東京都福祉局生活福祉部 災害援護担当 
  電 話  ０３－５３２０－４００７（直通） 
    ＦＡＸ    ０３－５３８８－１４０３ 
 
２ 取扱内容 
  (1) 生活必需品の給与に関すること。 
 (2) 生活福祉資金の特例措置に関すること。 
 
３ 開設期間等 
  (1)  期  間 
     平成１２年９月１日から平成１２年９月２９日まで（予定） 
  (2) 開設時間等 
      午前９時から午後６時まで（月曜日～金曜日） 
 
    ただし、９月２日（土）・３日（日）については、相談を受け付けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月２日 
午前９時００分 
東京都災害対策本部 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第４６報） 
 
 
        三宅村の島外避難指示の発令について 
 
 三宅村は、本日午前 7 時に、防災、生活維持関係要員を除き、住民の島外避難指示 
を発令しました。 
 
 １ 避難方法 
   ９月２日（土）から４日（月）までに、定期船「すとれちあ丸」により避難する。 
 
 ２ その他 
   村営バスが各地区をまわり、住民を港まで移送する。 
   詳細は、下記「島外避難計画」のとおり。 
 
 
                  記 
 
平成１２年９月１日 
三宅村災害対策本部 
 
             島 外 避 難 計 画 
 
 三宅島災害に伴う島外避難の計画を次のとおり定める。 
 
 １ 避難の方法 
   （１）９月２日から４日までの間に、防災・ライフライン関係要員（約６００名） 
     を除く全島民を島外に速やかに避難させる。 
   （２）高齢者、要援護者等を最優先して避難させる。 
   （３）各当日に希望する者を対象として実施する。ただし、９月４日は残りの全員 
     を対象とする。 
   （４）自主避難から一時帰島した者も対象とする。 
   （５）海上輸送は、東海汽船（株）の定期船により輸送する。 
   （６）村役場職員が随伴する。 
 
 ２ 避難の手順 
   （１）避難準備 
      １）避難者の氏名、年齢、性別、現住所、避難先等の避難者リストを避難用 
       バスの乗車時に記入し作成する。 



            ２）避難者リストを３部作成し、東海汽船（株）三宅島支店、随伴する村役 
       場職員、三宅村災害対策本部に渡す。 
            ３）避難用バス１０台を配車し、各停留所で避難者を乗車させて出帆港へ輸 
       送する。 
            ４）避難用バスの配車時間、その他の注意事項を防災行政無線で周知する。 
      ５）避難者には、目印になるリボンを目立つところに付けて乗船してもらう。 
      ６）ペットは、各日９時３０分までに港に連れていき担当者に預ける。 
 
   （２）避難場所の割振り 
      １）高齢者、要援護者等を優先して割振りを行う。 
      ２）三宅村災害対策本部は、避難者リストを調整し行き先別リストを作成し 
       てファックス等により都職員に渡す。 
            ３）避難施設に到着後、都職員から行き先別リストを施設管理者に渡す。 
 
 ３ 避難者漏れ等の確認 
   （１）漁船で避難した者は、漁協のリストにより確認する。 
   （２）自主避難から一時帰島者のリストを島嶼町村会の協力を得て作成し、各家の 
     調査の際の参考資料として活用する。 
      （３）消防団、三宅村、警察により、９月２日及び３日の晩に各家の調査を実施し、 
     残留者（９月３日及び４日希望者）リストを作成する。また、各家の調査の際、 
     既に島外に避難して留守の家に目印をつける。 
      （４）消防団、三宅村、警察により、９月４日の朝から残留者の個別訪問を実施する。 
   （５）島外避難を拒む者がいた場合は、警察官の協力により島外に避難させる。 
   （６）残留公共機関等は、９月４日１５時の在島者の確定をし在島者リストを作成 
     して三宅村災害対策本部に報告する。移動があった場合は、随時報告する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月２日 
午前１０時５０分 
東京都災害対策本部 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第４７報） 
 
 
        現地対策会議の検討内容について 
 
 本日午前９時から行われた三宅島現地対策会議において検討された内容は、下記のとおり

です。 
 
 
                  記 
 
平成１２年９月２日 
東京都三宅支庁 
 
          三宅島災害 東京都現地災害対策会議 
 
［出席者］（１）東京都  青山副知事（座長）、総務局（三宅支庁、総務部、災害対策部、

行政部） 
     （２）三宅村  長谷川村長、消防団長／ （３）国土庁／ （４）内閣官房 
     （５）自治省消防庁、東京消防庁／ （６）通産省資源エネルギー庁  

（７）建設省 
     （８）郵政省、現地郵便局代表／ （９）警察庁、警視庁三宅島警察署 
     （１０）防衛庁、自衛隊第一師団、海上自衛隊／ （１１）海上保安庁 
     （１２）気象庁、田崎三宅島測候所長／ （１３）東京電力／ 
     （１４）ＮＴＴ東日本、ＮＴＴＭＥ、ＮＴＴドコモ／ （１５）東海汽船 
     （１６）三宅島建設業協会会長／ （１７）島内運送業界代表／  

（１８）三宅島農協 
     （１９）三宅島漁協 
 
 
 
   （２）避難や観測設備の設置 
      １）赤外線暗視カメラの支庁・村役場への設置 
      ２）建設業者の従事にはコンテナシェルター、水、エアボンベ、大ハンマーの 

設置 
      ３）退避用シェルター（マップ化して周知） 
        ・比較的堅固な建物          ５５ヶ所（使用可能な状態か実

査） 
        ・ボックスカルバート２連式シェルター １８ヶ所 



        ・コンテナ式シェルター        ３０ヶ所（火砕流対策の原則） 
      ４）屋外作業には退避用の車両を随伴すること 
   （３）観測態勢の強化 
      航空機による上空からの監視及び機器等による観測により得た火山の活動に関 

する情報に基づき、気象庁は避難に必要な情報を現地本部に伝達する。 
   （４）行動計画の事前提出と在島者数の把握 
      各機関は前日に翌日の行動場所、行動内容、行動者等を記載した行動計画書を 

現地本部に提出してこれに基づき行動する（報道機関を含む）。在島者数のメール

交換。 
   （５）救急医療体制 
      現地医療機関（中央診療所）、東京消防庁、都衛生局の連携により迅速な対応を

図る。 
 
 ３ 防災土木－－－－別添付資料のとおり（掲載省略） 
 
 ４ 現地の広報体制－－－－国＝国土庁職員／都＝報道課職員／村＝総務課職員 
 
 ５ 現地残留者への生活支援 
   （１）ホテルシップの運用 
      ９月４日夕刻以降、原則としてホテルシップを運用するものとし、食事等の提

供態勢を整備する。 
   （２）以下の夜間島内当直者（必要最小限の要員）との速報態勢の確立 
 
＋－－－－－－－－－－－残 留 者 の 残 留 目 的－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜(1)気象庁、火山噴火予知連の情報により帰島が可能になった場合、島民が帰島した際に｜ 
｜生活が速やかに再開できるように緊急泥流対策を行い、道路、交通、ライフラインの機｜ 
｜能を維持する。                                ｜ 
｜(2)火山活動の観測態勢を維持する。                       ｜ 
｜(3)島外の住民に島の様子を適宜伝えられるように島内の状況を把握する。      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 
確認すべき事項 
 １ 現地災害対策本部を東京都三宅支庁内に設置する。 
 ２ 残留者の泥流・火砕流退避対策 
   （１）速報体制の確立 
      １）残留各機関が同報周波数受信機を携行する。 
      ２）各機関のパソコンネットワーク化 
      ３）三宅支庁にも同報無線発進装置を設置 
＋－－－－－－＋－－－－－＋    ＋－－－－＋    ＋→村内放送塔からサイレン 
｜三宅島測候所｜火山活動の｜－－＋→｜三宅支庁｜－－＋ ｜ 
｜      ｜異常の通報｜  ｜ ＋－－－－＋  ＋－＋→村内放送塔からの通報 
＋－－－－－－＋－－－－－＋  ＋→｜三宅村 ｜－－＋ ｜ 
    ↑             ＋－－－－＋     ＋→携行受信機からの通報 



  現地での種々の異変を確認 
   （２）避難や観測設備の設置 
      １）赤外線暗視カメラの支庁・村役場への設置 
      ２）建設業者の従事にはコンテナシェルター、水、エアボンベ、大ハンマーの

設置 
      ３）退避用シェルター（マップ化して周知） 
       ・比較的堅固な建物          ５５ヶ所（使用可能な状態か実査） 
       ・ボックスカルバート２連式シェルター １８ヶ所 
       ・コンテナ式シェルター        ３０ヶ所（火砕流対策の原則） 
      ４）屋外作業には退避用の車両を随伴すること 
   （３）観測態勢の強化 
      航空機による上空からの監視及び機器等による観測により得た火山の活動に関

する情報に基づき、気象庁は避難に必要な情報を現地本部に伝達する。 
   （４）行動計画の事前提出と在島者数の把握 
      各機関は前日に翌日の行動場所、行動内容、行動者等を記載した行動計画書を

現地本部に提出してこれに基づき行動する（報道機関を含む）。在島者数のメー

ル交換。 
   （５）救急医療体制 
      現地医療機関（中央診療所）、東京消防庁、都衛生局の連携により迅速な対応を

図る。 
 
 ３ 防災土木－－－－別添付資料のとおり（掲載省略） 
 
 ４ 現地の広報体制－－－－国＝国土庁職員／都＝報道課職員／村＝総務課職員 
 
 ５ 現地残留者への生活支援 
   （１）ホテルシップの運用 
      ９月４日夕刻以降、原則としてホテルシップを運用するものとし、食事等の提

供態勢を整備する。 
   （２）以下の夜間島内当直者（必要最小限の要員）との速報態勢の確立 

 
      ＋－－－＋   ＋－－－－－－＋   ＋→ ホテルシップ 
      ｜気象庁｜－－－｜現地本部  ｜－－－｜→ 三宅島警察署 
      ＋－－－＋   ｜ 都三宅支庁｜   ｜→ 三宅村役場 
              ＋－－－－－－＋   ｜→ 東京消防庁三宅島派遣隊 
                         ＋→ 東京電力 

 
 

   （３）ガソリン、ＬＰガス、灯油の調達 
      各機関が独自に調達するが、一定の安全な場所に集積保管する。 
   （４）車両の調達 
      各機関が独自に輸送船で搬入する（相互に協力しあう） 
   （５）生活物資の調達 



      各機関が独自に輸送船で搬入する。 
 
 ６ 残留機関の役割分担の確認 
＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜  班     ｜現状人数｜残留要員｜主な任務                ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜（１）火山活動観測班                                                            ｜               
＋＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋

｜｜気象庁三宅島測候所｜１０名｜１０名｜災害観測、災害予報、発災情報の発信   ｜

｜｜－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜｜海保、警察、消防、自衛隊｜（後述）  ｜観測用航空機の提供           ｜ 
＋＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜（２）ライフライン維持班                            ｜ 
＋＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜｜東京電力   ｜ １７名｜ １１名｜電気が全てのライフライン機能維持の要と ｜ 
｜｜       ｜    ｜    ｜なることから、９月４日までは現行体制を ｜ 
｜｜       ｜    ｜    ｜維持し、以降は発電所の運転要員、保安要 ｜ 
｜｜        ｜    ｜    ｜員を確保し送電を維持する。       ｜ 
｜｜－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜｜ＮＴＴ・ＮＴＴ｜ １６名｜  ７名｜９月５日以降も電話回線の機能を維持する ｜ 
｜｜    ＭＥ ｜    ｜    ｜ 。このため要員が待機するとともに作業、｜ 
｜｜        ｜    ｜    ｜修繕を行っていく。           ｜ 
｜｜－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜｜東海汽船   ｜ １０名｜ １９名｜（１）ホテルシップの提供（９／４以降） ｜ 
｜｜（伊豆諸島    ｜    ｜    ｜（２）残留者への物資輸送・復旧用資機材 ｜ 
｜｜海運を含む） ｜    ｜    ｜  の搬入用の貨物便と船舶荷揚げ機能の ｜ 
｜｜        ｜    ｜    ｜  維持                ｜ 
｜｜       ｜    ｜    ｜（３）御蔵島への定期船・定期貨物船の中 ｜ 
｜｜        ｜    ｜    ｜  継基地としての機能維持       ｜ 
＋＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜（３）防災班                                                                  ｜ 
＋＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜｜東京都三宅支庁 他｜１０７名｜ ７０名｜（１）泥流災害防止工事        ｜ 
｜｜在島東京都事業所 ｜     ｜    ｜（２）現地災害対策本部的機能を果たす。 ｜ 
｜｜         ｜     ｜    ｜（３）空港・港湾機能の維持       ｜ 
｜｜－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜｜警視庁三宅島警察署｜ ３５名｜  ３５名｜防犯、発災時の残留部隊の避難誘導   ｜ 
｜｜－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜｜東京消防庁      ｜ ２０名｜ ２０名｜発災時の残留部隊の避難支援及び負傷者 ｜ 
｜｜ 三宅島派遣隊   ｜    ｜    ｜の救助搬送（耐熱救援車・救急車等７台）  ｜ 
｜｜－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜｜三宅島消防団  ｜１３７名｜ ５０名｜警察署とともに村内を巡回し異常を確認  ｜ 
｜｜－－－－－－－－－－－－－（未定）－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋



｜｜島内建設会社    ｜１７３名｜７０名｜泥流災害等の災害復旧重機のオペレーター ｜ 
｜｜４社       ｜    ｜    ｜要員を中心に交代で在島        ｜ 
｜｜        ｜    ｜    ｜（バックホー２８台、ペイローダー２２台 ｜ 
｜｜           ｜    ｜    ｜ダンプ３０台）            ｜ 
｜｜－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜｜自衛隊     ｜  ６名｜  ６名｜災害派遣連絡員（海自２名＋陸自４名）  ｜ 
｜｜－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜｜海上保安庁    ｜   ０名｜  ３名｜緊急救援連絡体制の維持         ｜ 
｜｜－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜｜運輸省航空局    ｜     名｜   名｜空港管制機能の維持           ｜ 
＋＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜（４）生活維持班                                ｜ 
＋＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜｜三宅村役場   ｜１２５名｜ ９０名｜（１）東京に村の出張所を開設し、村の情 ｜ 
｜｜         ｜    ｜（未定） ｜ 報を島外避難者に周知        ｜ 
｜｜        ｜    ｜    ｜（２）残留部隊は水道や廃棄物処理場など ｜ 
｜｜          ｜    ｜    ｜  の村営施設の施設維持        ｜ 
｜｜－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜｜島内運送業界   ｜未確認 ｜   ５名｜ヤマト便の維持            ｜ 
｜｜－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜｜郵便局       ｜５局   ｜ １局 ｜９月２日～４日は５局体制を維持し、以降｜ 
｜｜         ｜２９名  ｜３～５名｜は、残留機関への対応のため坪田１局を維｜ 
｜｜         ｜    ｜    ｜し、ＡＴＭ（送金預金等）郵便窓口を確保 ｜ 
＋＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜（５）指定防災協力機関の指名（今後）                       ｜ 
＋＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜｜○ガソリンスタンド｜  社｜  社｜ガソリンと灯油供給の維持について打診中 ｜ 
｜｜○ＬＰガス供給者 ｜   社｜  社｜ＬＰガス供給機能の維持を      〃 ｜ 
｜｜○自動車修理工場 ｜   社｜   社｜各機関車両や建設機械の修理機能維持を〃 ｜ 
｜｜○タクシー会社  ｜   社｜   社｜報道機関等来島者の交通手段提供を  〃 ｜ 
＋＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜計         ｜700 名｜4 00 名｜（応援部隊をいれると最大で約 600 名）  ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 
（参考） 
 
１ 三宅島火山活動災害の経過 
  （１）６／２６     緊急火山情報－－－６／２９避難勧告解除、群発地震開始 
  （２）７／７～８    台風３号で第１回土砂崩落（大規模） 
  （３）７／８      第１回噴火（噴煙８００ｍ）＝降灰なし 
  （４）７／１４～１５  第２回噴火（噴煙１５００ｍ）＝第１回降灰被害（北東部・

中規模） 
  （５）７／２６～２７  豪雨で第１回泥流・土石流被害（大規模） 



  （６）７／３０     震度６弱地震＝雨と泥流で軟化した地盤が第２回土砂崩落（小

規模） 
  （７）８／１０     第３回噴火（噴煙３０００ｍ）＝降灰なし 
  （８）８／１２～１３  台風９号で第２回泥流被害（小規模） 
  （９）８／１３     第４回噴火（噴煙３０００ｍ）＝第２回降灰被害（南西部・

中規模） 
  （９）８／１８     第５回噴火（噴煙８０００ｍ）＝第３回降灰被害（全島・大

規模） 
  （９）８／２９     第６回噴火（噴煙３０００ｍ）＝第４回降灰被害（北部・大

規模） 
                            ＝第１回火砕流被害発生（北

部・大規模） 
 
２ 現在の在島人口・世帯・離島人口・世帯（９／１時点） 
（１）人口３８５５名中、９５６名（約２５％）が在島、２８９９名（約７５％）が離 

 島 
（２）９／１東海汽船での離島者 １８９名（内幼児２名） 
 
３ 小中学高校生の退避 
  小中学高校生４４４名は９／１午後２時をもって残りの３名を含め全員島外へ避難 
 
４ 在宅要介護者の避難 
  １０４名中１０２名が島外避難済、残り２名、高齢者施策推進室が受入れ予定 
 
５ 特別養護老人ホーム「あじさいの里」入所者－－－－－４９名全員が９／１で避難済 
 
６ ７０歳以上の島内残留者（８／３１時点） 
  男２４名、女５８名、計８２名、高齢者施策推進室に受入れ予定 
 
７ 乳幼児 
  ２０７名中１９４名が避難済（９／１現在） 
  在島１３名については、９／１村内放送で支庁に届け出るように放送済 
  福祉局は受入れ予定 
 
８ 離島者への公的住宅の手当て 
  ９／１までの提示戸数８７７戸、その後９／７頃までに約４００～５００戸を提示  

する予定。近県からの提示戸数３１０戸（埼玉県３３戸、千葉県３８戸、神奈川県５２戸、 
 静岡県１８７戸）を加えると、合計約１６００戸。 
 
 
             島 外 避 難 計 画 
 
 三宅島災害に伴う島外避難の計画を次のとおり定める。 



 
 １ 避難の方法 
   （１）９月２日から４日までの間に、防災・ライフライン関係要員（約６００名） 
     を除く全島民を島外に速やかに避難させる。 
   （２）高齢者、要援護者等を最優先して避難させる。 
   （３）各当日に希望する者を対象として実施する。ただし、９月４日は残りの全員 
     を対象とする。 
   （４）自主避難から一時帰島した者も対象とする。 
   （５）海上輸送は、東海汽船（株）の定期船により輸送する。 
   （６）村役場職員が随伴する。 
 
 ２ 避難の手順 
   （１）避難準備 
      １）避難者の氏名、年齢、性別、現住所、避難先等の避難者リストを避難用 
       バスの乗車時に記入し作成する。（村役場） 
            ２）避難者リストを３部作成し、東海汽船（株）三宅島支店、随伴する村役 
       場職員、三宅村災害対策本部に渡す。 
            ３）避難用バス１０台を配車し、各停留所で避難者を乗車させて出帆港へ輸 
       送する。 
            ４）避難用バスの配車時間、その他の注意事項を防災行政無線で周知する。 
      ５）避難者には、目印になるリボンを目立つところに付けて乗船してもらう。 
      ６）ペットは、各日９時３０分までに港に連れていき担当者に預ける。 
 
   （２）避難場所の割振り 
      １）高齢者、要援護者等を優先して割振りを行う。 
      ２）三宅村災害対策本部は、避難者リストを調整し行き先別リストを作成し 
       てファックス等により都職員に渡す。 
            ３）避難施設に到着後、都職員から行き先別リストを施設管理者に渡す。 
 
 ３ 避難者漏れ等の確認 
   （１）漁船で避難した者は、漁協のリストにより確認する。 
   （２）自主避難から一時帰島者のリストを島嶼町村会の協力を得て作成し、各家の 
     調査の際の参考資料として活用する。 
      （３）消防団、三宅村、警察により、９月２日及び３日の晩に各家の調査を実施し、 
     残留者（９月３日及び４日希望者）リストを作成する。また、各家の調査の際、 
     既に島外に避難して留守の家に目印をつける。 
      （４）消防団、三宅村、警察により、９月４日の朝から残留者の個別訪問を実施する。 
   （５）島外避難を拒む者がいた場合は、警察官の協力により島外に避難させる。 
   （６）残留公共機関等は、９月４日１５時の在島者の確定をし在島者リストを作成 
     して三宅村災害対策本部に報告する。移動があった場合は、随時報告する。 
 
 



平成１２年９月２日 
午前１２時４０分 
東京都災害対策本部 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第４８報） 
 

９月２日の「すとれちあ丸」の運行時間について 
 
 下記のとおり変更になりました。 
 
 
                  記 
 
 
            変更前       変更後 
 
三宅島出発時刻     午後２時      午後３時 
 
竹芝到着時刻      午後８時３０分   午後９時３０分 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月２日 
午後 ２時３０分 
東京都災害対策本部 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第４９報） 
 
 
        各機関の対応について（９月２日正午現在） 
 
１ 警視庁     
 (1) 三宅島署員３０名 
 (2) 応援部隊等４０名派遣 
 (3) 投光車１台、警戒車２台、大型警戒車１台、警戒用自動二輪車１台 
    搬送済 
 
２ 東京消防庁 
 (1) 一次派遣隊（８月３０日） 
   ・隊員２０名を東京消防庁ヘリで派遣 
   ・救急車両等７台を民間貨物船で搬送 
 (2) 二次派遣隊（９月２日７時発） 
   ・隊員１０名（資機材を含む）を海上自衛隊掃海艇「さくしま」で派遣 
    （到着時間：９月２日午後１２時４５分） 
 (3) 竹芝桟橋待機（９月２日定期船到着予定時間：午後９時３０分） 
   ・救急隊等、５隊１９名を待機 
 
３ 陸上自衛隊    
  連絡調整及び情報収集のため、隊員５名を派遣 
 
４ 海上自衛隊    
 (1) 連絡官２名を三宅村災害対策本部に派遣 
 (2) 護衛鑑「はつゆき」、掃海艇「あわしま」洋上待機中 
 (3) 輸送艦「ねむろ」９月３日午後９時２２分三宅沖到着予定 
 
５ 海上保安庁 
  巡視船「おおすみ」、「するが」を三宅島周辺海域に配備、緊急時に備え、 
 高速巡視艇２隻、下田港等にて即応待機中。 
  三宅村災害対策本部に連絡員３名を派遣。 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月２日 
午後 ６時００分 
東京都災害対策本部 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第５０報） 
 
三宅村民の一時受入先等について（９月２日到着分） 
 
 
１ 場  所   国立オリンピック記念青少年総合センター 
         東京都渋谷区代々木神園町３番１号 
 
２ 受入人員   １２９名（うち随行の村職員７名） 
 
 
３ 到着予定   ９月２日午後９時３０分（「すとれちあ丸」） 
 
 
４ 今後の日程   ９月２日      船中泊（「かめりあ丸」に移動） 
          ９月３日 ９：３０ 竹芝桟橋出発（都営バス） 
              １０：１５ センター到着             
              １１：００ 鈴木文部総括政務次官、福永副知事激励 
                    挨拶 
 
５ その他     ※９月２日「すとれちあ丸」による到着人数は２９１名。 
           １２９名は国立オリンピック記念青少年総合センターへ 
           １６２名は縁故者宅等へ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月３日                連絡先 
午後 １時００分                 東京都三宅支庁総務課 
東京都災害対策本部                電話 ０４９９４－２－１３１１ 
 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第５１報） 
 
     島外に避難した三宅村民のためのホームページの開設について 
 
 東京都は、三宅村と共同して、島外に避難した三宅村民の皆様のためのホームページを開

設しました。 
 現地の最新の状況や、支庁、村からのお知らせ、避難した方々からのお便りなどを、きめ

細かくお伝えしていきます。 
 
１ ホームページのアドレス 
 
  http://www.islands-net.metro.tokyo.jp/miyakejima/ 
 
            
２ 開設日時 
 
  平成１２年９月３日（日）午前１１時 
 
３ その他 
 
  村民の皆様からのご意見やご要望は、下記のメールアドレスで受け付けています。 
 
  tomiyake@orion.ocn.ne.jp 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月３日 
午後６時００分 
東京都災害対策本部 
 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第５２報） 
 
       三宅村民の一時受入等について（９月３日到着分） 
 
 
１ 場    所   国立オリンピック記念青少年総合センター 
           東京都渋谷区代々木神園町３番１号 
 
２ 受入予定人員   ２７５名（うち随行の村職員４名） 
 
 
３ 到着予定       ９月３日午後９時２０分（「すとれちあ丸」） 
 
 
４ 今後の日程     ９月３日      船中泊（「さるびあ丸」に移動） 
            ９月４日 ９：３０ 竹芝桟橋出発（都営バス） 
                １０：１５ センター到着             
                         
５ そ  の  他    ・９月３日「すとれちあ丸」による到着予定人数は５９１名 
            ２７５名は国立オリンピック記念青少年総合センターへ 
            ３１６名は縁故者宅等へ  
           ・「すとれちあ丸」による東京への避難者のほか、以下の避難者 
            （いずれも縁故避難） 
            御蔵島 １、八丈島 ３、大島 １、静岡県下田市 ８ 
            （→本日の避難者 合計 ６０４名） 
           ・９月３日のセンターにおける受入人数は１０１名（うち随行の 
                村職員７名） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月３日 
午後６時４０分 
東京都災害対策本部 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第５３報） 
 
 
         東京都現地災害対策本部会議の開催について 
 
 
１ 日時 ９月４日（月） 午後４時３０分～ 
 
２ 場所 現地ホテルシップ「かとれあ丸」内 
 
３ 議題 島民避難後の安全確保と島の機能維持について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月４日 
午前１０時５０分 
東京都災害対策本部 
 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第５４報） 
 
      ９月４日の「すとれちあ丸」の運航時間等について 
 
 
１ 運航時間 
  
  三宅出航時間：午後２時５０分予定 
 
  竹芝桟橋着：午後９時を予定 
 
２ 出航予定港 
    
  阿古港 
 
３ 三宅島でのホテルシップ「かとれあ丸」停泊位置 
 
  現時点では阿古港の予定 
 
   ＊「かとれあ丸」は９月４日９時５５分に竹芝桟橋出航 
 
     三宅島着は午後４時３０分の予定 
 
 なお、いずれも、今後の気象状況等により変更となる可能性があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月４日                連絡先 
午後 ４時１０分                 東京都労働経済局労政部計画課 
東京都災害対策本部                03-5320-4642 
 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第５５報） 
 
 
   三宅島の避難村民及び新島・神津島における労働関係緊急相談・ 
   あっせん窓口の設置について 
 
 労働経済局では、ハローワークや労働基準監督署を所管する東京労働局（労働省）と連 
携し、下記のとおり労働相談・あっせん窓口を設置しますので、お知らせいたします。 
 
１ 三宅島からの避難村民を対象とした労働相談 
   場 所  国立オリンピック記念青少年総合センター内 
   日 時  平成 12 年９月５日（火）～９月８日（金） 
        午前９時～午後５時 
 
２ 新島・神津島における現地巡回労働相談 
  （新 島） 
    日 時  平成 12 年９月６日（水）午前９時～午後５時 
    場 所  新島村商工会 
  （神津島） 
    日 時  平成 12 年９月７日（木）午前 10 時～午後５時 
    場 所  神津島村福祉センター 
 
３ 主な相談事項 
  ・雇用労働に関する総合相談 
  ・雇用契約や賃金の支払いに関する相談 
  ・雇用保険の給付や求職・あっせん相談 
  ・雇用調整助成金等各種給付金に関する相談等 
 
４ その他 
   なお、下記の事務所において常時労働相談を受け付けていますので、お気軽にご利 
  用ください。 
 ○中央労政事務所（総合労働相談）         電話０３－３５２３－３５２１ 
 ○飯田橋公共職業安定所（雇用保険、求人・求職等） 電話０３－３８１２－８６０９ 
 ○中央労働基準監督署（労働基準法・労働保険関係） 電話０３－３５１１－２１６２ 
 
 
 
 



平成 12 年９月４日                      連絡先 
午後４時１０分                       住宅局管理部管理課 
東京都災害対策本部                     03-5320-5003 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第５６報） 
 
 
        三宅島からの避難島民への区市町村住宅及び 
        都市基盤整備公団住宅の一時提供について 
 
 避難島民の受け入れ可能な住宅について、区市町村及び都市基盤整備公団にお願いしま 
したところ、下記のとおり一時提供していただけることになりましたので、お知らせします。 
 
                   記 
  １ 区市町村住宅           ４３戸 
  ２ 都市基盤整備公団住宅      １００戸 
 
 
 
   （参考） 平成 12 年９月３日までの状況 
    ＋－－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
    ｜        │ 都営住宅等 │ 近 県 等 ｜ 
    ＋－－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
    │既提示住宅戸数 │  ８７７戸 │  ５２３戸 │ 
    ＋－－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
    │使用申込件数  │  ４１３件 │    ３件 │ 
    ＋－－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
    │使用決定戸数  ｜  ３８２戸 │    ２戸 │ 
    ＋－－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
    （近県等の内訳 茨城県 110 戸、栃木県 39 戸、群馬県 47 戸、埼玉県 40 戸、 
     千葉県 38 戸、神奈川県 62 戸、静岡県 187 戸） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月４日                     連絡先 
午後５時３０分                       三宅村東京事務所 
東京都災害対策本部                     03-3435-7141 
                              三宅村総務課 
                              04994-6-1112 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第５７報） 
 
    三宅村東京事務所の開設について 
 
 島外避難した住民の生活の安定を図るため、下記のとおり三宅村東京事務所を開設しま 
す。 
                    記 
 
 １ 開設日   平成１２年９月５日（火）午前８時３０分から 
 
 ２ 業務時間  午前８時３０分から午後８時まで 
         土日も業務を行います。 
 
 ３ 業務内容  当分の間次の業務を行います。 
          住民票の発行 
          印鑑登録証明書の発行（登録のカードを持参した方のみ） 
          各種税証明書の発行 
          各種相談 
 
 ４ 場  所  東京都港区海岸一丁目１３番１７号 
         東京都公文書館内４階 
 
         電話  ０３－３４３５－７１４１（代表） 
         ＦＡＸ ０３－３４３５－７１４０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月４日  
午後６時１５分    
東京都災害対策本部  
 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第５８報） 
 
       三宅村民の一時受入先等について（９月４日到着分） 
 
 
１ 場  所   国立オリンピック記念青少年総合センター 
         東京都渋谷区代々木神園町３番１号 
 
２ 受入人員   ２３７名（うち随行の村職員１３名） 
 
３ 受入累計   ９月２日   １０１名（うち随行の村職員 ７名） 
         ９月３日   ２７８名（うち随行の村職員 ６名） 
           累計   ３７９名（うち随行の村職員１３名） 
 
４ 到着予定   ９月４日午後９時００分（「すとれちあ丸」） 
 
５ 今後の日程  ９月４日      船中泊（「さるびあ丸」に移動） 
         ９月５日１０：００ 竹芝桟橋出発（都営バス） 
             １１：００ センター到着 
 
６ その他    ※９月４日「すとれちあ丸」による到着人数は４１９名。 
          ２３７名は国立オリンピック記念青少年総合センターへ 
          １８２名は縁故者宅等へ 
         ※９月４日「すとれちあ丸」による島外避難者の他、漁船によ 
          る島外避難者数は１２名（避難先：下田漁港） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月４日                     連絡先 
午後８時００分                       御蔵島村総務課 
東京都災害対策本部                     04994-8-2121（代表） 
 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第５９報） 
 
     御蔵島就航の定期船航路の変更について 
 
 これまで、三宅島・御蔵島間を「えびね丸」等が就航していましたが、今後は下記のと 
おり変更になります。 
 これにより、三宅島・御蔵島間を就航する船は、火曜日の「すとれちあ丸」のみとなり 
ます。 
 
                    記 
 
 ＋－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 ｜曜 日｜ 船    名 ｜  航路                   ｜ 
 ＋－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 ｜ 日 ｜ えびね丸   ｜ 新島～御蔵島～大島             ｜ 
 ＋－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 ｜ 月 ｜ ゆり丸    ｜ 大島～御蔵島～大島             ｜ 
 ＋－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 ｜ 火 ｜ すとれちあ丸 ｜ 従来どおり（東京～三宅島～御蔵島～八丈島） ｜ 
 ＋－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 ｜ 水 ｜ えびね丸   ｜ 新島～御蔵島～大島             ｜ 
 ＋－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 ｜ 木 ｜ ゆり丸    ｜ 大島～御蔵島～大島             ｜ 
 ＋－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 ｜ 金 ｜ えびね丸   ｜ 新島～御蔵島～大島             ｜ 
 ＋－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 ｜ 土 ｜ えびね丸   ｜ 新島～御蔵島～大島             ｜ 
 ＋－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 
運航時間 
 えびね丸   新島－－－－－－－御蔵島－－－－－－－大島 
       発９：３０   着１１：４０ 
               発１２：００    着１５：４０ 
 
 ゆり丸    大島－－－－－－－御蔵島－－－－－－－大島 
       発７：００   着１２：００ 
               発１３：００    着１８：００ 
 



 運賃 
  新島～御蔵島  大人 ２，１２０円  小人 １，０６０円 
  大島～御蔵島  大人 ３，４３０円  小人 １，７２０円 
 
 ☆その他 
  ○えびね丸の母港は式根島野伏漁港となります。 
  ○新島・大島の接岸港は東海汽船接岸港となります。 
  ○乗船手続き等は東海汽船待合所となります。 
  ○ゆり丸上り便は、大島より先の連絡便がありません。 
  ○その他ご不明な点は、村役場まで問い合わせ下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月４日 
午後９時１５分 
東京都災害対策本部 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第６０報） 
 
 
         現地災害対策本部会議の決定事項について 
 
 
 ９月４日午後４時５５分から開催した現地災害対策本部会議での決定事項は下記のとお 
りです。 
 
 
                    記 
 
１ 緊急時の避難方法について 
  別紙のとおり 
 
２ 立入禁止区域の設定 
  三宅村は原則として都道の内側（山側）を立入禁止区域とした。 
 
３ 三宅島残留防災関係機関者数について 
  ４１７人 
   内訳 船中泊 ３１２人 
      島内泊 １０５人 
       島内泊の主な関係機関：三宅支庁５名、三宅村役場１１名、警視庁２５名 
                  東京消防庁３０名、消防団２名、東京電力１５名 
                  建設関係２名 
 
 
（別紙） 
 
  緊急時の避難方法について 
 
１ 行動に当たっての徹底事項 
   グループでまとまって、あらかじめ現地対策本部に提出した行動計画に従い行動す 
  ること。単独行動は、厳禁します。 
   行動する前には、必ず避難場所（避難マップ参照（掲載省略））を確認しておいて下さ

い。 
 
２ 現地対策本部は、測候所からの異常通報があった場合、次の方法により避難を指示し 
 ます。 



 （１）村の同報無線を通じて「サイレン」を鳴らします。 
 （２）村の同報無線を通じて「避難指示」の放送をします。 
 （３）村の同報無線を受信できる受信機を必ず携帯してください。受信機は、ホテル 
   シップ下船時に、各行動グループ毎に渡します。 
 
３ 通報を受けたときは、次のように行動して下さい。 
 （１）直ちに最寄りのコンテナシェルターか堅固な建物内に避難して下さい。 
    コンテナシェルター内には、エアーボンベ、水、懐中電灯、大ハンマー、軍手を 
   装備してあります。 
 （２）村の同報無線を通じて「行動再開」の情報を得た上で退避行動に移って下さい。 
 
４ 退避は、次のように行動して下さい。 
 （１）降灰や火砕流等火山活動が収まった段階で、人員を確認後、現地対策本部に電話 
   や防災無線で連絡して下さい。 
 （２）現地対策本部の指示に従い行動して下さい。 
 （３）漁港に避難、移動した場合は、避難者がいることを示す「白旗」を見やすい場所 
   に掲げて、最寄りのコンテナシェルターや堅固な建物で待機して下さい。 
   ★救助船が旗を確認し、すぐに救助に向かう場合は、「白色灯の点滅」 
   ★救助船が旗を確認し、状況が悪くしばらく待っていただく場合は、 
                           「赤色灯の点滅」 
 （４）救助船または救援ヘリコプターが到着したら、速やかに乗船または搭乗して下さ 
   い。 
 （５）各グループは、避難用車両（行動用の車両）を必ず随伴して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月５日 
午後０時００分 
東京都災害対策本部 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第６１報） 
 
 
         三宅支庁・三宅村職員の島外避難について 
 
  
 三宅村住民の島外避難が終了したため、三宅村長の避難指示に基づき、三宅支庁及び三宅 
村職員が下記のとおり島外避難することとなりました。 
  なお、職員の一部はオリンピックセンターでの避難住民対応に当たる予定です。 
 
                   記 
 
 
１ 避難者数 
  三宅村職員   ３９人 
  三宅支庁職員  ２１人 
 
２ 避難先別内訳 
  ・オリンピックセンター   
    三宅村職員   ３９人 
    三宅支庁職員   ６人 
  ・縁故者宅等 
    三宅村職員    ０人 
    三宅支庁職員  １５人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月５日                 連絡先 
午後１時００分                   東京都建設局河川部防災課 
東京都災害対策本部                     電話 03-5320-5430 
                          東京都総務局三宅支庁土木課 
                              電話 04994-2-1313 
 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第６２報） 
 
          三宅島の泥流発生及び同監視状況について 
 
１ 泥流発生状況 
 本日、午前１１時現在、次の３カ所で泥流の発生が確認されました。 
 （１）新澪池付近 
 （２）椎取神社付近 
 （３）阿古～伊ケ谷の中間付近 
 
２ 泥流監視状況 
 東京都では、三宅島の泥流対策の一環として、昨日、島内５渓流６カ所に泥流発生警報 
装置（ワイヤーセンサー）を設置したところですが、このうち本日午前１１時現在、４渓 
流５カ所でワイヤーセンサーの切断信号が確認されました。 
 この装置は、泥流発生の恐れのある渓流にワイヤーを張り、泥流によりワイヤーが切断 
されると無線電波により三宅村役場及び都三宅支庁に送信するものです。 
 
 ＜参考＞ 
 ワイヤーセンサー設置個所 
 三宅島東部（５渓流６カ所）  センサー切断箇所＝● 
 ○ 間川  ●川田沢 ●釜の尻沢（２カ所） ●とんび沢 ●金曽沢  
 今後の設置予定箇所（５渓流５カ所） 
 ○ 大沢 ○三七沢（仮称） ○伊ケ谷 ○榎木沢 ○タデノ沢  
 なお、本日の作業については、昨日からの降雨により中止しております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月５日 
午後２時００分 
東京都災害対策本部 
 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第６３報） 
 
     オリンピックセンターの一時受入者数等について（９月５日現在） 
 
 
１ 場  所   国立オリンピック記念青少年総合センター 
           東京都渋谷区代々木神園町３番１号 
 
２ 受入人員   ９月４日到着分２２４名（うち随行の村職員１３名） 
 
３ 受入累計   ９月４日まで ３９０名（うち随行の村職員１１名） 
         ９月５日入所 ２２４名（うち随行の村職員１３名） 
          累  計  ６１４名（うち随行の村職員２４名） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月５日 
午後４時３０分 
東京都災害対策本部 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第６４報） 
 
 
         三宅村に対する災害対策用車両の提供について 
 
 三宅島雄山の噴火による降灰により、三宅村の公用車が多数被害を受けたため、都内各 
区市町村が所有する車両の提供を依頼したところ、本日までに、下記の団体から提供の申 
し出がありました。 
 第１回目の三宅村への車両引き渡しは９月６日（水）を予定しておりますが、今後は、 
三宅村の災害対策用車両の不足状況を見極めながら、適宜、車両の引き渡しを行います。 
 
                    記 
 
 ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 │提供区市名│    車      種           │台  数│ 
 ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 │中 央 区│ トヨタクラウン               │  １ │ 
 ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 │港   区│ 日産セドリック               │  １ │ 
 ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 │文 京 区│ 日産セドリック               │  １ │ 
 ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 │台 東 区│ 日産セドリック、トヨタクラウン       │  ２ │ 
 ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 │墨 田 区│ 日産セドリック               │  １ │ 
 ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 │目 黒 区│ 三菱デリカ（ステーションワゴン）      │  １ │ 
 ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 │世田谷区 │ 三菱ミニキャブ（軽貨物）          │  １ │ 
 ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 │中 野 区│ 日産キャラバン（ステーションワゴン）    │  １ │ 
 ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 │板 橋 区│ トヨタカローラ               │  １ │ 
 ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 │八王子市 │ トヨタ患者輸送車（特殊仕様車）       │  １ │ 
 ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 │立 川 市│ マツダボンゴ（貨物）            │  １ │ 
 ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 │武蔵野市 │ 日野塵芥車、三菱塵芥車           │  ２ │ 



 ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 │三 鷹 市│ トヨタクラウン（ステーションワゴン）    │  １ │ 
 ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 │青 梅 市│ 三菱ミニキャブ（軽貨物）          │  １ │ 
 ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 │町 田 市│ トヨタハイエース（ステーションワゴン）   │  １ │ 
 ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 │多 摩 市│ トヨタカローラ（貨物）           │  １ │ 
 ＋＝＝＝＝＝＋＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＋＝＝＝＝＋ 
 │９区７市 │                       │ １８ │ 
 ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月５日 
午後６時００分 
東京都災害対策本部 
 
 
          東京都災害対策本部の対応等について（第６５報） 
              本日の乗船者数について 
 
 
 本日の「すとれちあ丸」の乗船者数は、１３２名との連絡がありましたのでお知らせ 
します。内訳は下記のとおりです。 
 
                     記 
 
 
１ 三宅村職員      ３９人 
 
２ 三宅支庁職員     ２４人 
 
３ 東京電力職員     １０人 
 
４ ＮＴＴ職員       ２人 
 
５ 国土庁職員       １人 
 
６ 東大地震研究所職員   ３人 
 
７ その他        ５３人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月５日              問い合わせ先 
午後７時２０分                衛生局医療計画部救急災害医療課 
東京都災害対策本部              03-5320-4436 
 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第６６報） 
オリンピック記念青少年総合センターでの健康相談等の実績 

 
 
   9 月 3 日より実施している健康相談等について、5 日までの実績をお知らせします。 
 
          内科健康相談  メンタル   保健相談   合  計 
                   ヘルスケア 
      9 月 3 日     ８名    １名    １０名    １９名 
      9 月 4 日    ２１名    ３名    ３８名    ６２名 
      9 月 5 日    ３１名    ２名    ７６名   １０９名 
      累  計    ６０名    ６名   １２４名   １９０名 
 
   なお、健康相談等は、9 月 9 日まで実施予定です。 
 
 
   【参 考】 
    健康相談等実施体制 
     内科健康相談   ： 医師１，看護婦１～２，事務１ 
     メンタルヘルスケア： 医師１，相談員１，事務１ 
     保健相談     ： 保健婦５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月５日 
午後９時１５分 
東京都災害対策本部 
 
      東京都災害対策本部の対応等について（第６７報） 
 
       ９月５日の防災関係機関の残留者数について 
 
 ９月５日の防災関係機関の残留者数は３４０名となります。内訳は下記の 
とおりとなります。 
 
                 記 
 
１ 船中泊  
                          ２１７名 
 
２ 島内泊                     １２３名 
   島内泊の主な関係機関：東京都関係        ２８名 
              三宅村役場         ５名 
              警視庁          ２６名 
              東京消防庁        ３０名 
              消防団           １名 
              東京電力         １６名 
              建設関係          ２名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月５日 
午後１０時１５分 
東京都災害対策本部 
 
              東京都災害対策本部の対応等について（第６８報） 
 
               ９月５日の現地対策本部会議の内容について 
 
  本日の会議で報告された事項は下記のとおりです。 
 
                記 
 
１ 状況報告 
 (1)島内残留者数 
  下記のとおり 
 
 (2)電話設備 
  ＮＴＴ自家発電の燃料が９月７日までしかない。発電が停止すると、三宅島のみで 
 なく、御蔵島村、青ヶ島村、神津島村のＮＴＴ電話及び携帯電話も不通となる。島に 
 備蓄してある燃料を搬送する等、手段を講ずる。 
 
 (3)地震計・空振計の設置 
  三宅支庁庁舎に地震計と空振計を明日設置する。 
 
２ 明日の予定 
  三宅支庁は、晴天になれば、泥流対策工事を行う。 
  三宅村は、島内の給水とゴミ処理を行う。 
 

記 
 
ホテルシップ利用者数及び島内残留者数調 

平成１２年９月５日現在 
┌────────┬──────────┬────────┬──────────┐ 
│ 機 関 名  │ホテルシップ利用者数│ 島内残留者数 │   合   計  │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│三宅村役場   │    ５５    │    ５   │     ６０   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│三宅村議会   │     １    │        │      １   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│都三宅支庁外都機関│    ３６    │   ２８   │     ６４   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│都総務局外   │     ５    │        │      ５   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 



│東京消防庁   │          │   ３０   │     ３０   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│三宅島警察署  │     ２    │   ２６   │     ２８   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│三宅村消防本部 │    １５    │    １   │     １６   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│三宅島消防団  │    １１    │        │     １１   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│特養老人ホームあじさいの里│     １    │        │      １   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│三宅島測候所  │     ７    │        │      ７   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│自衛隊     │     ３    │    ３   │      ６   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│海上保安庁   │     １    │    １   │      ２   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│国土庁     │          │        │          │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│運輸省航空局  │     ５    │        │      ５   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│東京電力    │          │   １６   │     １６   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│ＮＴＴグループ │     ５    │        │      ５   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│東海汽船    │     ６    │    ９   │     １５   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│郵便局     │     ４    │        │      ４   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│建設会社    │    ３８    │    ２   │     ４０   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│運送会社    │     ４    │        │      ４   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│農協      │     １    │        │      １   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│富士銀行    │     ２    │        │      ２   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│平善産業（ごみ） │     ４    │        │      ４   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│今関商会（ガソリン）│     ２    │        │      ２   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│七島商事（ガソリン）│     ４    │        │      ４   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│三宅島サービス工場（車修理）│     ２    │        │      ２   │ 



├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│平成モータース（車修理）│     ２    │        │      ２   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│アイランドフォート（写真）│     １    │        │      １   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│アジア航測   │          │    ２   │      ２   │ 
├────────┼──────────┼────────┼──────────┤ 
│  合  計  │   ２１７    │  １２３   │    ３４０   │ 
└────────┴──────────┴────────┴──────────┘ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 



平成１２年９月６日 
午前１０時１５分 
東京都災害対策本部 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第６９報） 
 
         三宅島電力供給の復旧と本日の作業予定等について 
 
 昨日から続いていた三宅島島内の停電は、下記のとおり一部復旧しました。また、本日 
の作業予定は下記のとおりです。 
 
                    記 
 
１ 電力の復旧状況 
  午前６時１３分 神着地区・坪田地区 復旧 
  午前６時１６分 伊豆地区 復旧 
  伊ケ谷地区・阿古地区は現在も停電中（伊ケ谷地区の送電施設の影響による） 
  これにより、伊豆・坪田地区のＮＴＴは、復旧しました。 
  阿古地区の２箇所のＮＴＴは自家発電中ですが、１週間程度機能の維持が可能。 
 
２ 泥流の発生状況 
  角屋敷バス停付近（泥流除去作業８時から開始） 
   厚さ１ｍ４０～５０cm 長さ２００ｍ 
  伊ケ谷地区（泥流除去作業７時３６分から開始） 
   厚さ４０～５０cm 長さ４０ｍ 
  神着地区 
   未確認 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月６日 
午前１１時１５分 
東京都災害対策本部 
 
                  東京都災害対策本部の対応等について（第７０報） 
 
           オリンピックセンターの一時受入者数等について（９月６日現在） 
 
 
１ 場    所   国立オリンピック記念青少年総合センター 
           東京都渋谷区代々木神園町３番１号 
 
２ 受入人員       ９月３日入所  １０６名 
           ９月４日入所  ２８０名 
                      ９月５日入所  ２０７名 
              計    ５９３名（男性３３５名・女性２５８名） 
                      ※三宅村役場・三宅支庁職員を除く 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月６日 
午後２時４０分 
東京都災害対策本部 
                                                          問い合わせ先  
                                                          住宅局管理部管理課 
                                                          03-5320-5003 
    
               東京都災害対策本部の対応について（第７１報）                                      
             三宅島からの避難住民の都営住宅等への移動について 
 
 三宅島からオリンピック記念青少年総合センターへ一時避難している住民のうち、障 
害者、高齢者、乳幼児のいる方、病弱者などで自力での移動が困難な方を対象に、下記 
によりバスでの移動を行うこととしましたのでお知らせします。 
 
                                      記 
 
１ 期 間  ９月６日から９月８日まで  
       午前１０時 オリンピック記念青少年総合センターＤ棟前出発 
       午前中に終了する予定 
 
２ 台 数  ４台 
 
３ 移動先  １台（マイクロバス）新宿駅南口まで 
             ３台（大型バス）  東京都住宅供給公社窓口センター 
                 （鍵の引き取り場所）まで。 
                 ただし、障害者の場合は当該団地まで。 
 
４ 移動ルート 乗車する方の移動先を見ながら前日の夕方に決定する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月６日 
午後３時００分 
東京都災害対策本部 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第７２報） 
 
           泥流の発生状況について 
 
 
 １ 椎取神社 
 
 ２ 三七沢 幅１４．５ｍ×深さ２．４ｍ×長さ７ｍ 通行止め 
 
 ３ 平成モーターズ前 幅８ｍ×深さ０．３ｍ×長さ７０ｍ 通行止め 
 
 ４ 大沢 路肩決壊 
 
 ５ 御笏神社 幅１０ｍ×深さ１．５ｍ×長さ１００ｍ 通行止め 
   幅７ｍ×深さ１ｍ×長さ３０ｍ 通行止め 
 
 ６ アカコッコ館前 幅７ｍ×深さ０．３ｍ×長さ１００ｍ 
 
 ７ 角屋敷バス停付近 幅７ｍ×深さ１．４ｍ×長さ２００ｍ 
 
 ８ 三宅建設前 幅１．５ｋｍ×深さ０．１～０．５ｍ 
 
 ９ 空栗（からくり）橋 橋脚上危険 
 
１０ 空栗（からくり）橋～平山橋 幅２ｋｍ×深さ０．２ｍ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月６日 
午後５時３０分 
東京都災害対策本部 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第７３報） 
 
              本日の乗船者数等について 
 
 
 本日の「すとれちあ丸」で三宅村からの乗船者数は、下記のとおり４８名との連絡があ 
りましたのでお知らせします。 
 
 
                    記 
 
 １ 村に住所のある防災関係者 ２９名 
   （うち１８名がオリンピックセンターに向かいます。） 
 
 
 ２ その他 １９名 
 
 
 なお、島外に避難している三宅支庁職員は、都庁内に開設される東京都三宅支庁臨時連 
絡所において、三宅島の復旧に関わる本庁との連絡調整等の対応にあたります。 
 
  場 所 ： 第一本庁舎４１階南 
  電 話 ： 03-5320-5712 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月６日               連絡先 
午後６時００分                 教育庁三宅出張所（秋川高校内） 
東京都災害対策本部               042-550-9159 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第７４報） 
        三宅島児童生徒に対するヘアカットボランティアについて 
 
 美容師のボランティア団体「さくらグループ」より、三宅島から都立秋川高等学校に避 
難している児童生徒に対して、ヘアカットのボランティアの申し入れがありましたのでお 
知らせします。 
 
１ 実施日   平成１２年９月１２日（火） 
        平成１２年９月２６日（火） 
 
２ 実施時間  両日とも１４時００分～１６時３０分 
 
３ 場  所  都立秋川高校武道館 
 
４ 対象者   都立秋川高校に避難している男女児童生徒全員 
        （９月５日現在 ３５８人） 
 
５ ボランティア人数    両日とも約５０人ずつ 
 
６ ボランティア代表者   八矢 孝子 氏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年９月６日                      連絡先 
午後６時３０分                       住宅局管理部管理課 
東京都災害対策本部                     03-5320-5003 
 
 
         東京都災害対策本部の対応について（第７５報） 
     三宅島からの避難島民への都営住宅等のあっせん状況について 
 
 ９月３日から５日までオリンピック記念青少年総合センターで実施した、避難島民への 
都営住宅等のあっせん状況について、お知らせします。 
 
                   記 
 
  平成 12 年９月５日までの状況（速報値） 
  ＋－－－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－＋－－－－＋－－－－＋－－－－－＋ 
  │         │都営住宅等│区 市 │公 団 │他 県 │ 合 計 │ 
  ＋－－－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－＋－－－－＋－－－－＋－－－－－＋ 
  │使用申込件数   │     │    │    │    │     │ 
  │（累計）     │ ６８１件│ ４３件│ ２０件│ １５件│ ７５９件│ 
  ＋－－－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－＋－－－－＋－－－－＋－－－－－＋ 
  │三宅村でのあっせん│     │    │    │    │     │ 
  │戸数       │ ３２９戸│  ０戸│  ０戸│  ０戸│ ３２９戸│ 
  │(8/25～ 9/2)    │     │    │    │    │     │ 
  ＋－－－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－＋－－－－＋－－－－＋－－－－－＋ 
  │オリンピックセンタ│     │    │    │    │     │ 
  │ーでのあっせん戸数│ ３５２戸│ ４３戸│ ２０戸│ １１戸│ ４２６戸│ 
  │(9/3～9/5)     │     │    │    │    │     │ 
  ＋－－－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－＋－－－－＋－－－－＋－－－－－＋ 
  │         │     │    │    │    │     │ 
  │  合  計   │ ６８１戸│ ４３戸│ ２０戸│ １１戸│ ７５５戸│ 
  ＋－－－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－＋－－－－＋－－－－＋－－－－－＋ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年９月６日                   連絡先 
午後６時３０分                    住宅局管理部管理課 
東京都災害対策本部                  03-5320-5003 
                           福祉局生活福祉部保護課 
                           03-5320-4061 
                           労働経済局総務部総務課 
                           03-5320-4615 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第７６報） 
 
    三宅島からの避難住民に対する都営住宅申込み等についての 
    臨時窓口の設置について 
 
 三宅島からの避難住民に対する都営住宅申込み等についての臨時窓口を、下記のように 
設置することとしましたのでお知らせします。 
 
                   記 
 
１ 設置場所 
  都庁第二本庁舎 ２階北側展示コーナー 
 
２ 受付内容 
 （１）都営住宅等の申込み（住宅局） 
 （２）生活必需品の給与（福祉局） 
 （３）労働・経営相談（労働経済局） 
 
３ 設置期間 
  平成１２年９月７日（木）及び８日（金） 
  いずれも午前９時から午後５時まで 
  電話番号  ０３－５３２０－４１００ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年９月６日 
午後６時４０分 
東京都災害対策本部 
 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第７７報） 
 
             三宅村民の避難について 
 
 
 ９月６日１５：３５巡回中の消防本部及び消防団は、阿古夕景地区で民家にいた男性一 
人を発見。この男性は、６５歳の一人暮らしで、数匹の猫を飼っているのと東京に不慣れ 
なため残っていたと言っている。本部では説得の上、明日の定期船で東京へ避難させる方 
針。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月６日               連絡先 
午後７時２０分                 衛生局医療計画部救急災害医療課 
東京都災害対策本部               03-5320-4436 
 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第７８報） 
 
     オリンピック記念青少年総合センターでの健康相談の実績について 
 
 
    ９月 3 日より実施している健康相談等について、本日及びこれまでの実績は、 
    以下のとおりです。 
   ＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
   │     │内科健康相談│メンタル  │ 保健相談 │ 合  計 │ 
   ｜     ｜      ｜ ヘルスケア｜      ｜      ｜ 
   ＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
   │ ９月６日│   ４０名│    ５名│   ６０名│  １０５名│ 
   ＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
   │ ９月５日│   ３１名│    ２名│   ７６名│  １０９名│ 
   │ ９月４日│   ２１名│    ３名│   ３８名│   ６２名│ 
   │ ９月３日│    ８名│    １名│   １０名│   １９名│ 
   ＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
   │ 累  計│  １００名│   １１名│  １８４名│  ２９５名│ 
   ＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 
【参考】 
健康相談等実施体制 
 
内科健康相談   ： 医師１，看護婦１～２，事務１ 
メンタルヘルスケア： 医師１，相談員１，事務１ 
保健相談     ： 保健婦５，栄養士１ 
実施時間      午前９時から午後５時まで 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月 ６日                  連絡先 
午後７時３０分                     福祉局生活福祉部保護課 
東京都災害対策本部                   03-5320-4061 
 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第７９報） 
 
       オリンピックセンターでの対応状況について（９月６日現在） 
 
 １ 受入人員及び退所者数・在所者数 
 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │ 月  日 │センター入所者 │  退所者  │在所者数（累計） │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │ ９月３日 │   １０６名 │  －－－  │    １０６名 │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │ ９月４日 │   ２８０名 │    ２名 │    ３８４名 │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │ ９月５日 │   ２０７名 │  －－－  │    ５９１名 │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │ ９月６日 │   －－－  │  １０４名 │    ４８７名 │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │ 合  計 │   ５９３名 │  １０６名 │         │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
  注）三宅村役場・三宅支庁職員を除く。 
 
 
 ２ 生活必需品支給状況 
 
 ＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋ 
 │ 月  日 │支給世帯数│ 寝 具 │ 衣 類 │ 什器類 │電化製品 │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋ 
 │ ９月１日 │   －－│   －－│   －－│   －－│   －－│ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋ 
 │ ９月２日 │   ４３│   －－│   －－│   ４０│   ３７│ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋ 
 │ ９月３日 │   ４５│  １１６│   ９９│   －－│   －－│ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋ 
 │ ９月４日 │   ４１│   －－│   －－│   ３３│   ３５│ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋ 
 │ ９月５日 │   ４２│   ７８│   ８４│   －－│   －－│ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋ 
 │ ９月６日 │  １２５│  ３２０│  ２９３│  １１７│  １２０│ 



 ＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋ 
 │ 合  計 │  ２９６│  ５１４│  ４７６│  １９０│  １９２│ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋ 
  注）寝具・衣類は支給数。什器類・電化製品は支給世帯数。 
 
 ３ 緊急相談件数 
 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
 │ 月  日 │    生活物資    │   生活福祉資金   │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
 │ ９月１日 │   －－－－－－   │   －－－－－－   │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
 │ ９月２日 │ －－－  （ ８０件）│ －－－  （ １０件）│ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
 │ ９月３日 │  ７２件 （１５４件）│ －－－  （  ８件）│ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
 │ ９月４日 │ １４２件 （３７２件）│ －－－  （ １５件）│ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
 │ ９月５日 │ １６２件 （４１８件）│ －－－  （ １０件）│ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
 │ ９月６日 │  ７９件 （３２５件）│  ８４件 （ ９１件）│ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
 │ 合  計 │ ４５５件（１３４９件）│  ８４件 （１３４件）│ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
  ※（ ）内は都庁窓口分を含んだ件数。センターの生活福祉資金相談は、６日から開 
   始。相談件数は延べ件数。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
平成 12 年９月６日 
午後７時４５分 
東京都災害対策本部 
 
 
          東京都災害対策本部の対応について（第８０報） 
 
          ９月６日の防災関係機関の残留者数について 
 
 
 ９月６日の防災関係機関の残留者数は３３８名となります。内訳は下記のとおりです。 
 
 
 
   ホテルシップ利用者数及び島内残留者数調（９／６分） 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │   機  関  名    │ホテルシップ利用者数│島内残留者数│ 合 計│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │三宅島測候所        │         ４│     ０│   ４│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │東京電力          │         ０│    １６│  １６│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │ＮＴＴグループ       │         ５│     ０│   ５│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │東海汽船          │         ６│     ９│  １５│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │三宅支庁外都機関      │        ２８│    ２９│  ５７│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │都総務局外         │         ６│     ０│   ６│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │三宅島警察署        │         ８│    ２０│  ２８│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │東京消防庁         │         ０│    ２３│  ２３│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │三宅島消防団        │        １５│     １│  １６│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │建設会社          │        ４０│     ０│  ４０│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │自衛隊           │         ３│     ２│   ５│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │海上保安庁         │         １│     ０│   １│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 



 │郵便局           │         ３│     ０│   ３│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │三宅村役場         │        ２７│    １１│  ３８│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │運送会社          │         ５│     ０│   ５│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │国土庁内閣官房       │          │      │    │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │農協            │         １│     ０│   １│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │運輸省航空局        │         ４│     ０│   ４│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │富士銀行          │         ２│     ０│   ２│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │平善産業（ごみ）      │         ３│     ０│   ３│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │今関商会（ガソリン）    │         ２│     ０│   ２│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │七島商事（ガソリン）    │         ４│     ０│   ４│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │三宅島サービス工場（車修理）│         ２│     ０│   ２│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │平成モータース（車修理）  │         ２│     ０│   ２│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │アイランドフォート（写真） │         １│     ０│   １│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │特養老人ホームあじさいの里 │         １│     ０│   １│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │三宅村議会         │         １│     ０│   １│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │アジア航測         │         ０│     ２│   ２│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │三宅村消防本部       │        １１│     ０│  １１│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │              │          │      │    │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │合       計     │       １８５│   １１３│ ２９８│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │報道関係          │        ４０│      │  ４０│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 
 │              │       ２２５│      │ ３３８│ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－＋ 



平成１２年９月６日 
午後９時５０分 
東京都災害対策本部 
 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第８１報） 
 
          ９月６日の現地対策本部の会議の内容について 
 
 
 本日の会議で報告された事項は下記のとおりです。 
 
 １．状況報告 
   （１）島内残留者数について＜第８０報のとおり＞ 
      ホテルシップ利用者  ２２５名（防災機関等１８５名） 
      島内残留者数     １１３名 
 
   （２）電力の復旧について＜第６９報のとおり＞ 
 
   （３）泥流除去作業について 
      １５時から阿古～伊ケ谷～神着間が四輪駆動車による片側交互通行が可能と 
     なる。 
      阿古～坪田間、坪田～神着間の車両の通行確保は明日以降となる。 
 
   （４）船内の節水協力について 
      ホテルシップ「かとれあ丸」船内での節水への協力が要請された。 
 
   （５）郵便物のホテルシップ内での配達について 
      ２日ぶりに船内で郵便物の配達が行われた。 
 
   （６）気象庁からの報告 
      災害の発生に留意し、安全確保のうえに作業を進めてほしい。 
 
 ２．明日の行動予定 
   引き続き泥流除去に取り組む。とりわけ、空栗橋付近の除去に重点的に取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月７日                連絡先 
午前１０時４５分                  建設局道路管理部保全課 
東京都災害対策本部                 03-5320-5290 
                          東京都三宅支庁土木課 
                          04994-2-1313 
 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第８２報） 
 
            泥流による都道の被災状況について 
 
 
１ 平山橋 堆土、転石多数 
 
２ 空栗橋 堆土 幅７～８ｍ×深さ０．６ｍ×長さ１００ｍ 流木多数 
 
３ すみすり 堆土 幅８ｍ×深さ０．６ｍ×長さ１００ｍ 
 
４ 立根（たつね）（１） 堆土 幅８ｍ×深さ０．２ｍ×長さ５０ｍ 
 
５ 立根（たつね）（２） 堆土 幅８ｍ×深さ１ｍ×長さ８０ｍ 
 
６ 立根（たつね）（３） 堆土 幅８ｍ×深さ１．２ｍ×長さ１００～１５０ｍ 
           道路損壊・電柱体倒壊・ケーブル切断 
 
 現在、阿古～坪田間走行不能 
 神着～坪田間の状況調査中 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月７日                  連絡先 
午前１１時１５分                    東京都出納長室総務課 
東京都災害対策本部                   03-5320-5910 
 
       東京都災害対策本部の対策等について（第８３報） 
 
        東京都三宅出納事務所の移転（臨時）について 
 
  三宅支庁臨時連絡所の開設に伴い、当該事務所の会計事務の利便性を図るため、東京都三 
宅出納事務所を、平成１２年９月１１日（月）から当分の間、下記の場所に移転し業務を行 
います。 
 
                 記 
 
 
        場所： 東京都新宿区西新宿二丁目８番１号 
                   東京都庁第一本庁舎４１階南側         
                         03-5320-4090 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月７日                連絡先 
午後１時１５分                   衛生局生活環境部獣医衛生課 
東京都災害対策本部                  03-5320-4410 
 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第８４報） 
 
          島外避難に伴うペットの受入実績等について 
 
 
    都では、島外避難に伴い、住民のペットを一時預かりして飼育管理を行ってい 
   ます。９月２日から４日までの間の受入実績は以下のとおりです。 
    また、(社)東京都獣医師会でも、同様に一時預かりを行っており、その受入実 
   績についても併せてお知らせします。 
 
   ＋－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
   │    │ ９月 ２日 ｜ ９月 ３日 │ ９月 ４日 │  合 計  │ 
   │    ＋－－＋－－－－＋－－＋－－－－＋－－＋－－－－＋－－＋－－－－＋ 
   │    │都 │獣医師会│都 │獣医師会│都 │獣医師会│都 │獣医師会│ 
   ＋－－－－＋－－＋－－－－＋－－＋－－－－＋－－＋－－－－＋－－＋－－－－＋ 
   │ 犬  │ １│  １１│１９│  １１│ ５│  １６│２５│  ３８│ 
   │ 猫  │ ７│  １８│４０│  １６│ １│  ６８│４８│ １０２│ 
   │※その他│  │    │  │   １│ １│  ３８│ １│  ３９│ 
   ＋－－－－＋－－＋－－－－＋－－＋－－－－＋－－＋－－－－＋－－＋－－－－＋ 
   │ 合計 │ ８│  ２９│５９│  ２８│ ７│ １２２│７４│ １７９│ 
   ＋－－－－＋－－＋－－－－＋－－＊－－－－＋－－＋－－－－＋－－－－－－－＋ 
              ※ その他動物は、ウサギ、チャボ、ハムスターなど 
    受入施設 
     都   ： 動物保護相談センター  ４支所 
     獣医師会： 動物病院等    約 ８０施設  
 
                                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月７日                連絡先 
午後２時４０分                  職員共済組合事務局 
東京都災害対策本部                管理部総務課 
                         03-5320-7305 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第８５報） 
 
         三宅島からの避難住民の一時受入施設について 
 
 
 三宅村からの要請により、一時受入施設として確保している東京都職員共済組合 
「生浜運動場」の入退所状況は下記のとおりです。 
 
 
                記 
 
１ 入所状況 
  ８月３０日 ２２世帯 ３８名 
 
２ 退所状況 
  ８月３１日  ４世帯  ７名 
  ９月 １日  １世帯  １名 
  ９月 ２日  １世帯  ２名 
  ９月 ３日  １世帯  ２名 
  ９月 ４日  ８世帯 １４名 
  ９月 ５日  ５世帯  ８名 
  ９月 ６日  ２世帯  ４名 
  ※９月６日正午現在、この施設の避難住民は全員退所しています。 
 
３ その他 
  なお、施設は、当面９月１４日宿泊分まで一時受入施設として確保していま 
 す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年９月７日                連絡先 
午後２時４０分                 住宅局管理部財産管理課 
東京都災害対策本部               03-5320-5040 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第８６報） 
 
 
        三宅島からの避難島民へ一時提供する都営住宅等、 
        区市町村住宅及び都市基盤整備公団住宅の追加について 
 
 避難島民へ一時提供する都営住宅等を追加します。また、区市町村、都市基盤整備公団か

らも一時提供していただける住宅の追加の申し出がありましたので、お知らせします。戸数

等は下記のとおりです。 
                 記 
 
  １ 都営住宅等           １９９戸 
  ２ 区市町村住宅            ９戸 
  ３ 都市基盤整備公団住宅       ２１戸 
 
＋－－－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋ 
│         │都営住宅等│ 区市町村│ 公 団 │ 他 県 │ 合 計 │ 
＋－－－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋ 
│これまでの提供戸数│     │     │     │     │     │ 
│         │ 877戸 │ 43戸  │  100戸 │ 523戸 │     1,543│ 
＋－－－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋ 
│今回の提供戸数  │     │     │     │     │     │ 
│         │ 199 戸 │  9 戸   │ 21 戸   │        │    229 戸│ 
＋－－－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋ 
│         │     │     │     │     │     │ 
│  合  計   │ 1,076 戸 │ 52 戸  │   121 戸 │  523 戸 │  1,772 戸│
＋－－－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋ 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年９月７日                 
午後２時４０分                  
東京都災害対策本部                
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第８７報） 
 
三宅島の火山活動及び新島・神津島地域（以下「三宅島等」という。）において、島外避難

した住民が新たに区部及び多摩地区で都営水道を使用した場合の水道料金及び下水道料金の

納期限を、次のとおり取扱うこととしましたので、お知らせします。 
 
＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│ 対象者  │  災害救助法の適用に伴い、三宅島等から島外に避難し、新たに給 │ 
│      │ 水契約を締結したお客さまとする。               │ 
＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│ 取扱内容  │  水道料金及び下水道料金の請求にかかる納期限を、それぞれ４か │ 
│      │ 月間延長する。                        │ 
│       │  ただし、避難勧告・避難指示等が最終的に解除（以下「終息日」 │ 
│      │ という。）された場合の取扱いは、最大３か月間の延長とする。    │ 
＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│ 適用対象  │  給水契約日の属する月分から、終息日の属する月分及びその後の │ 
│ 月  分  │ ３か月分までとする。                      │ 
＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│ 受付方法  │  三宅島等から島外に避難し、新たに給水契約を締結したお客さま │ 
│      │ からの申し出による。                     │ 
＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│ 申出先   │  区  部：最寄りの水道局営業所               │ 
│      │  多摩地区：各市の水道課（多摩ニュータウン地区の場合は多摩  │ 
│      │       ニュータウン水道事務所）             │ 
＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│ 周知方法  │  総務局、住宅局、三宅村東京事務所等の関係行政機関を通じて周 │ 
│      │  する。                           │ 
＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 
なお、生活扶助、児童扶養手当等を既に受けている方及び新たに受けられる方については、

水道料金及び下水道料金の基本料金を免除します。 
 
【参考 災害救助法適用日】 
 
    三宅村 ：平成１２年６月２６日   区部の問い合わせ先 
    神津島村： 同  年７月 １日   東京都水道局 
    新島村 ： 同  年７月１５日   営業部業務課 
      03－5320－6425、6427 
        



      多摩地区の問い合わせ先 
      東京都水道局多摩水道対策本部 
      調整部業務指導課 
      042－527－2382、3308 
                                



平成１２年９月７日              連絡先 
午後３時３０分                教育庁三宅出張所（秋川高校内） 
東京都災害対策本部              042-550-9159 
                       学務部義務教育心身障害教育課 
                       03-5320-6751 
                       学務部高等学校教育課 
                       03-5320-6741 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第８８報） 
 
 
     三宅島児童・生徒の都立秋川高等学校避難者数等について 
           （平成１２年９月７日１０時現在） 
 
 三宅島から都立秋川高等学校に避難している児童生徒数等について変更がありましたので 
お知らせします。 
 
１ 児童生徒数 ３５９名 
     （内 訳） 
      小学生  １４０名（避難前在籍生徒数 ２０９名） 

中学生  １０６名（避難前在籍生徒数 １２０名） 
高校生  １１３名（避難前在籍生徒数 １１５名） 

 
２ 教職員数 １２５名 
     （内 訳） 
       小学校教員 ３９名 
       中学生教員 ４３名 
       高校生教員 ４３名 
 
３ 事務局職員 １２名 
      （内 訳） 
        三宅村教育委員会職員    ６名 
        東京都教育庁三宅出張所職員 ６名 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年９月７日             連絡先 
午後４時００分              東京都労働経済局商工振興部金融課 
東京都災害対策本部            03-5320-4771 
                     東京都労働経済局農林水産部農政課 
                     03-5320-4812 
 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第８９報） 
 
    中小企業者及び農林漁業者に対する都並びに政府系金融機関の 
   災害復旧のための貸付について 
 
 
 労働経済局では三宅島火山活動及び新島・神津島近海の地震等により被害を受けた中 
小企業者及び農林漁業者に対する都並びに政府系金融機関の災害復旧のための貸付につ 
いて、借受者の金利負担の軽減を図るため、以下のとおりの措置を講じることとしまし 
た。この結果、借受者の負担は無利子となります。 
 なお、この措置は、それぞれの資金貸付を既に受けている方にも遡及して適用いたし 
ます。 
 
 １ 借受者の利子の軽減措置 
 
 (1) 都の災害復旧資金融資 
   都が既に実施している災害復旧資金融資に対する、1,000 万円を限度とした現行 
  の利子補給を、村と連携して拡大する。 
   ・ 無利子   利子 1.8％分については、都 1.2 ％､ 村 0.6 ％の割合で利子補 
           給を行う。 
   ・ 適用期間 （中小企業者） 
           運転資金 貸付後７年  設備資金 貸付後９年 
          （農林漁業者） 
           運転資金 貸付後５年  設備資金 貸付後 15 年 
   ・ 受付期間  平成 13 年 3 月 30 日まで 
   ・ 対象者   被害を受けている中小企業者及び農林漁業者 
   ・ 対象限度額 １，０００万円まで 
 
 (2)政府系金融機関の災害復旧貸付 
   政府系金融機関の借受者のうち、特に著しい被害を受けている者に対し、国及び 
  村と連携して利子補給を行う。 
 
   （国民生活金融公庫、中小企業金融公庫及び商工組合中央金庫） 
   ・ 無利子    利子 2.0％分については、国 0.7％､ 都 0.7％､ 村 0.6％の 
            割合で利子補給を行う。 
   ・ 適用期間   貸付後 3 年間 



   ・ 受付期間   平成 13 年 3 月 30 日まで 
   ・ 対象者    直前 2 ヶ月の売上若しくは受注額が前年同期に比して 5 割以 
            上減少した中小企業者 
   ・ 対象限度額  １，０００万円まで 
 
 
   （農林漁業金融公庫） 
   ・ 無利子    利子 2.0％分については、国 0.7％､ 都 0.7％､ 村 0.6％の割 
            合で利子補給を行う。 
   ・ 適用期間   貸付後 3 年間 
   ・ 受付期間   平成 13 年 3 月 30 日まで 
   ・ 対象者    被災期間又は被害発生後 2 ヶ月以内の期間に発生した農林水産 
            物の損害が、当該期間に相当する平年の農林水産業収入の 5 割 
            程度に及んでいる者 
   ・ 対象限度額  農林漁業金融公庫の本対象資金限度額まで 
    
２ 都の災害復旧資金融資等の受付期間の延長 
  中小企業者を対象とした都の災害復旧資金融資及び農林漁業者を対象とした都の災 
 害復旧資金の受付期間を平成 13 年 3 月 30 日まで延長する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月 ７日 
午後６時００分 
東京都災害対策本部 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第９０報） 
 
    オリンピックセンターの入退所状況について（９月７日午後５時現在） 
 
 受入人員及び退所者数・在所者数 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
 │ 月  日 │センター入所者│ 退 所 者 │在所者数（累計）│ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
 │ ９月３日 │  １０６名 │   －   │  １０６名  │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
 │ ９月４日 │  ２８０名 │    ２名 │  ３８４名  │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
 │ ９月５日 │  ２０７名 │   －   │  ５９１名  │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
 │ ９月６日 │   －   │  １０４名 │  ４８７名  │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
 │ ９月７日 │   －   │  １０６名 │  ３８１名  │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
 │ 合  計 ｜  ５９３名  │  ２１２名 │        │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
   注）三宅村役場・三宅支庁職員を除く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月７日               連絡先 
午後６時３０分                 衛生局医療計画部救急災害医療課 
東京都災害対策本部               03-5320-4436 
 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第９１報） 
     オリンピック記念青少年総合センターでの健康相談の実績について 
 
 
    ９月３日より実施している健康相談等について、本日及びこれまでの実績は、 
    以下のとおりです。 
   ＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
   │    │内科健康相談│メンタル  │ 保健相談 │ 合  計 │ 
   ｜    ｜      ｜ ヘルスケア｜      ｜      ｜ 
   ＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
   │９月７日│   １４名│    ２名│   ４４名│   ６０名│ 
   ＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
   │９月６日│   ４０名│    ５名│   ６０名│  １０５名│ 
   │９月５日│   ３１名│    ２名│   ７６名│  １０９名│ 
   │９月４日│   ２１名│    ３名│   ３８名│   ６２名│ 
   │９月３日│    ８名│    １名│   １０名│   １９名│ 
   ＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
   │累  計│  １１４名│   １３名│  ２２８名│  ３５５名│ 
   ＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 
【参考】 
健康相談等実施体制 
 
内科健康相談   ： 医師１，看護婦１～２，事務１ 
メンタルヘルスケア： 医師１，相談員１，事務１ 
保健相談     ： 保健婦５，栄養士１ 
実施時間      午前９時から午後５時まで 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月７日              連絡先 
午後７時００分                三宅村東京事務所 
東京都災害対策本部              03-3435-7141 
                       （受付時間 8:30～20:00） 
                       三宅島・坪田郵便局臨時出張所 
                       0120-380-646（フリーダイヤル） 
                       （受付時間 月～土 9:00～17:00） 
 
       東京都災害対策本部の対応について（第９２報） 
 
          島外避難者への連絡について 
 
 三宅村東京事務所より、島外に避難している三宅村民へ下記の事項について周知する 
よう依頼がありましたので、お知らせします。 
 
               記 
 
１ 避難先の連絡について 
  現在、三宅村東京事務所では、避難している三宅村民相互の所在確認の問い合わせが 
 多くなっておりますが、自主避難者の多くは所在が不明であることなどから、所在先を 
 お答えすることができません。 
  避難先が決まりましたら、速やかに三宅村東京事務所へご連絡ください。 
  
２ 郵便物転送届の提出について 
  東京郵政局から、「避難先への郵便物転送届」の提出に関する協力依頼がありました。 
  上記届出を、最寄りの郵便局又はポストにお出しいただくことにより、旧三宅村住所 
 で避難先への郵便物の転送が可能となります。（転送届は、最寄りの郵便局にあります。） 
  ついては、島外避難者相互が安心で確実に連絡することができるよう、速やかに届出 
 を行っていただきますようお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年９月７日               連絡先 
午後９時００分                高齢者施策推進室介護保険室推進担当課 
東京都災害対策本部               03-5320-4566 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第９３報） 
 
       三宅村の要介護高齢者等への介護サービス提供に対する 
       区市町村及び近県への協力依頼について 
 
 
 東京都では、三宅村の要介護高齢者等の避難先での介護サービスが適切かつ迅速に確保 
されることを目的に、以下のとおり各区市町村及び近県（神奈川県、千葉県、埼玉県）に 
協力を依頼しましたのでお知らせいたします。 
 
 
１ 要介護認定を受けている要介護高齢者等から居宅介護支援の利用等の相談を受けた場 
 合は、居宅介護支援事業者を紹介するなど適切に対応すること。 
 
２ 居宅サービス計画を作成する際は、三宅村の居宅介護支援事業者から避難先の居宅介 
 護支援事業者へ必要な情報提供を行う等、両者間で十分連携を図るよう指導すること。 
  なお、情報提供が不可能な場合は、避難先の居宅介護支援事業者が独自に居宅サービ 
 ス計画を作成すること。 
 
３ 被保険者証の提示が困難な者から介護サービスの利用等の相談を受けた場合は、受給 
 資格及び要介護状態区分を東京都へ照会すること。 
 
４ 利用者負担については、通常どおり１割負担とすること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月７日                   連絡先 
午後９時００分                     福祉局生活福祉部保護課 
東京都災害対策本部                   03-5320-4061 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第９４報） 
 
        三宅島避難住民への対応状況について（９月７日現在速報値） 
 
 
１  オリンピックセンター受入人員及び在所者数 
＋－ －－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋ 

  │  月 日 │ センター入所者 │ 退 所 者 │  在所者数（累計）│ 
  ＋－ －－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋ 
 │ ９月３日  │  １０６名   │  －－   │   １０６名   │ 
  ＋－ －－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋ 
  │ ９月４日 │   ２８０名   │  ２名   │   ３８４名   │ 
  ＋－ －－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋ 
  │ ９月５日 │   ２０７名   │   －－  │   ５９１名   │ 
 ＋－－－－－ ＋－－－－－  －－－＋－－ － －－－＋－ －－－－－－－－ ＋ 
 │ ９月６日 │    －－    │１０４名   │   ４８７名   │ 
 ＋－－－ －－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋ 
 │ ９月７日 │   －－    │１０６名   │   ３８１名   │ 
  ＋ －－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋ 
  │ 合  計 │  ５９３名   │２１２名   │          │ 
  ＋－ －－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋ 
※ 三宅村役場・三宅支庁職員を除く。 
 
２ 生活必需品支給状況 
＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│月 日 │ 支給世帯数│ 寝 具 │ 衣 類  │ 什器類  │ 電化製品 │ 
＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│９月１日│  －－  │  －－ │  －－  │  －－  │  －－  │ 
＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│９月２日│  ４３  │  －－ │  －－  │  ４０  │  ３７  │ 
＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│９月３日│  ４５  │ １１６ │  ９９  │  －－  │  －－  │ 
＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│９月４日│  ４１  │  －－ │  －－  │  ３３  │  ３５  │ 
＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│９月５日│  ４２  │  ７８ │  ８４  │  －－  │  －－  │ 
＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│９月６日│ １２５  │ ３２０ │ ２９３  │ １１７  │ １２０  │ 
＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 



│９月７日 │ ２３３  │ ６１２ │ ５３０  │ ２３０  │ ２３２  │ 
＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│合  計 │ ５２９  │１１２６ │１００６  │ ４２０  │ ４２４  │ 
＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
※ オリンピックセンター窓口分及び都庁窓口分。 
※ 寝具・衣類は支給数。什器類・電化製品は支給世帯数。 
 
３ 緊急相談件数 
  ┌－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋ 
  │  月  日 │    生活物資   │  生活福祉資金  │ 
  ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋ 
  │ ９月１日  │    －－     │    －－    │ 
  ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋ 
  │ ９月２日  │  －－ （ ８０件）│ －－ （ １０件）│ 
  ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋ 
  │ ９月３日  │ ７２件 （１５４件）│ －－ （  ８件）│ 
  ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋ 
  │ ９月４日  │１４２件 （３７２件）│ －－ （ １５件）│ 
  ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋ 
  │ ９月５日  │１６２件 （４１８件）│ －－ （ １０件）│ 
  ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋ 
  │ ９月６日  │ ７９件 （３２５件）│ ８４件（ ９１件）│ 
  ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋ 
  │ ９月７日  │ ２７件 （３０１件）│ ６９件（ ６９件）│ 
  ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋ 
  │ 合  計  │４８２件（１６５０件）│１５３件（２０３件）│ 
  ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋ 
※ オリンピックセンター窓口分。（ ）内は都庁窓口分を含んだ件数。 
※ オリンピックセンターの生活福祉資金相談は、６日から開始。 相談件数は延べ件数。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年９月７日 
午後９時２０分 
東京都災害対策本部 
 
 
    東京都災害対策本部の対応について（第９５報） 
 
 
     ９月７日の防災関係機関の残留者数について 
 
 ９月７日の防災関係機関の残留者数は３２４名となります。 
 内訳は下記のとおりです。 
 
ホテルシップ利用者数及び島内残留者数調（９／７分） 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│    機 関 名     │ホテルシップ利用者数│島内残留者数│ 合 計 │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│三宅島測候所        │       12 │    0  │    12│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│東京電力          │        0 │    16  │    16│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│ＮＴＴグループ       │        5 │    0  │     5│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│東海汽船          │        6 │    9  │    15│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│三宅支庁外都機関      │       22 │    19  │    41│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│都総務局外         │       10 │    0  │    10│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│三宅島警察署        │       13 │    15  │    28│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│東京消防庁         │       23 │    0  │    23│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│三宅島消防団        │       15 │    1  │    16│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│建設会社          │       40 │    0  │    40│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│自衛隊           │        3 │    2  │     5│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│海上保安庁         │        1 │    0  │     1│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│郵便局           │        3 │    0  │     3│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 



│三宅村役場         │       18 │    10  │    28│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│運送会社          │        5 │    0  │     5│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│国土庁内閣官房       │        1 │    0  │     1│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│農協            │        1 │    0  │     1│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│運輸省航空局        │        3 │    0  │     3│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│富士銀行          │        2 │    0  │     2│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│平善産業（ごみ）      │        3 │    0  │     3│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│今関商会（ガソリン）    │        2 │    0  │     2│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│七島商事（ガソリン）    │        3 │    0  │     3│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│三宅島サービス工場（車修理）│        2 │    0  │     2│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│平成モータース（車修理）  │        2 │    0  │     2│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│アイランドフォート（写真） │        0 │    0  │     0│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│特養老人ホームあじさいの里 │        1 │    0  │     1│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│三宅村議会         │        1 │    0  │     1│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│アジア航測         │        2 │    0  │     2│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│三宅村消防本部       │       11 │    0  │    11│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│三宅村診療所        │        8 │    0  │     8│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│  合   計       │       218 │    72  │    290│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│報道関係          │       34 │    0  │    34│ 
└－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
 
 
 
 
 



平成 12 年９月７日 
午後９時５０分 
東京都災害対策本部 
 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第９６報） 
 

９月７日の現地対策本部会議の内容について 
 
 本日の会議で報告された事項は下記のとおりです。 
 
           記 
 
 １．本日の状況報告 
 
  (1)島内残留者数等について＜第９５報のとおり＞ 
   
  (2)泥流の状況  
     阿古～伊ケ谷～伊豆方面 一部片側通行 
     阿古～坪田 角屋敷付近の泥流などにより通行止め 
     漁船で坪田方面から阿古方面に向かい調査を実施 
 
  (3)気象庁からの報告 
          火山活動については大きな変化はなし 
     午後は高さ約４００m の噴煙があがり、風で流される状況が続く 
 
 ２．明日の予定 
 
  午前７：００～午前８：００ 現地災害対策本部会議 青山副本部長出席 
  噴火の際の避難方法を徹底する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月８日 
午前９時５０分 
東京都災害対策本部 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第９７報） 
 
 
         ９月８日の現地対策本部会議の内容について 
 
 本日午前７時から開催された会議で報告された事項は下記のとおりです。 
 青山現地対策本部長出席。 
 
                 記 
 
 １ 台風接近時の体制 
   下田、熱海、東京へ避難する場合がある。 
   その場合、島に４０～５０人残す。 
   残す場所（支庁、村役場、警視庁、ＮＴＴ、東京電力） 
   残す人（支庁、村役場、警視庁、東京消防庁、東海汽船、東京電力） 
 
 ２ ホテルシップは、水補給のため、一時的に１１時頃三池港へ行く。 
 
 ３ 村役場孤立の場合、支庁内で村内放送を発信可能とする。 
 
 ４ 阿古より三池方面道路復旧作業について 
   ７時から調査開始 
   ９時から作業開始 →９時２０分大雨警報発令のため、作業中止。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月８日                    問い合わせ先 
午前１１時００分                     水道局浄水部浄水課 
東京都災害対策本部                     03-5320-6447 
 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第９８報） 
 
 

三宅島への災害対策用「海水淡水化装置」の搬送等について 
 
 
  本日、水道局では、三宅島において現地災害対策に当たる要員の飲料水等を確保するた 
め、災害対策用「海水淡水化装置」及び応急給水資機材を現地に搬送するとともに、併せ 
て運転要員等を派遣することとしましたので、お知らせします。 
 
１．目  的 
   三宅島現地災害対策要員の飲料水等を確保するため 
 
２．搬送日時 
  （持込時間） ９月８日（金）午後１２時３０分頃 
  （積込場所） 東海汽船貨物ターミナル（港区海岸３－６－４３） 
 
３．搬送資機材等 
  （１）災害対策用「海水淡水化装置」…１式（処理能力５０立方ｍ／日） 
 
  （２）応急給水資機材 ウォーターバルーン（容量１立方ｍ）２０個 
             ポンプ １０セット 
             ホース ４００ｍ など 
 
４．派遣人員 
   装置の運搬取り付け及び運転要員等として、職員５名を派遣する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 12 年９月８日                 連絡先 
午後３時４０分                  住宅局管理部財産管理課 
東京都災害対策本部                03-5320-5040 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第９９報） 
 
      三宅島からの避難住民の都営住宅等への受入状況について 
 
 これまでに都営住宅等への入居を希望した世帯については、下記のとおり、ほぼ住宅の 
あっせんを完了しましたのでお知らせします。 
 
１ 入居決定戸数             ８７２戸 
 （内訳）                    （９月７日現在） 
 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
 │  区 分  │ 提供戸数  │ 申込戸数  │ 決定戸数  │ 
 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
 │都営住宅   │   ８４１ │   ６９２ │   ６９２ │ 
 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
 │公社住宅   │   ２３５ │    ９１ │    ９１ │ 
 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
 │区市町村住宅 │    ５２ │    ４５ │    ４５ │ 
 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
 │近県公営住宅 │   ５２３ │    ２３ │    １７ │ 
 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
 │公団住宅   │   １２１ │    ２７ │    ２７ │ 
 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
 │   計   │ １，７７２ │   ８７８ │   ８７２ │ 
 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
   注１ 都営住宅には、都民住宅を含む。 
   注２ 使用料は免除、期間は３ヶ月間（１回更新可、６ヶ月まで）。 
 
２ あっせんの考え方 
（１）住宅のあっせんにあたっては、できる限り希望を考慮した。 
（２）秋川高校に小中学生がいる世帯で近くを希望する場合には、次の団地を 
  あっせんした｡ 
      都営村山アパート（武蔵村山市）  ５６戸 
 
３ 一時受入施設（オリンピックセンター）からの都営住宅等への入居時期 
   都営住宅等へは、９月９日までの間に入居を予定している｡ 
 
４ 今後の対応  
   入居を希望する世帯には、随時、あっせんを行う。 
 



平成 12 年９月８日 
午後６時００分 
東京都災害対策本部 
                                             問い合わせ先                 
                                              環境局環境評価部広域監視課   
                                              03-5388-3567        
 
      東京都災害対策本部の対応等について（第１００報） 
 
 
     三宅島における二酸化硫黄の測定結果について（速報値） 
 
   東京都では、三宅島において、平成１２年８月３１日から二酸化硫黄濃度を測定してい 
 ます。９月６日の夕方以降濃度が若干高い傾向を示しましたので、これまでの状況をお知 
 らせします。 



 



平成 12 年９月８日 
午後７時００分 
東京都災害対策本部 
 
            東京都災害対策本部の対応等について（第１０１報） 
 
                    三宅島における当面の対応について 
 
 本日午前７時から開催された現地対策本部会議等を踏まえ、今後、下記の対 
応をとることになりました。 
 
                 記 
 
１ 三宅村役場の機能移転 
  現在、坪田地区が孤立している状況に鑑み、村役場の職員が、戸籍簿、出 
 納簿等主要な簿冊とともに、本日の定期船（午後２時３０分発「すとれちあ 
 丸」）で竹芝に移動。村役場の東京事務所（竹芝）で業務を遂行。 
  ただし、防災連絡要員として、現地には村長のもと最小限の村職員が残る。 
 
２ 現地での作業等 
  現在、噴煙の状況を午前９時から午後５時まで東京都が要請した海上自衛 
 隊のＰ３Ｃが上空から監視。 
  これにあわせ、今後船外での作業は午前９時から午後５時の間に限り行う。 
 
３ 台風接近時の体制 
  台風接近の場合は、島への残留者を最小限（２０～３０名程度）に限定。 
 これらの者について危険性が高まった場合は、現在、近海に待機している海 
 上保安庁及び海上自衛隊の船舶等が救助のため出動する。 
  さらに危険な場合は全員をホテルシップに退避させる。ホテルシップにつ 
 いては、船舶運航者と協議し、下田等へ避難させる。 
 
４ 職員のローテーション 
  健康管理の観点から、都、村とも現地職員のローテーションを適切に行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月８日 
午後７時３０分 
東京都災害対策本部 
                             
 
                東京都災害対策本部の対応等について（第１０２報） 
 
                      避難住民への健康相談体制等について 
 
      都では、オリンピック記念青少年総合センターに一時的に避難されている三宅村 
  住民の方々に対し、健康相談等を実施しているところです。 
   この度、区市町村の協力により、既に都内に自主避難されている方々や、今後、 
  青少年総合センターから各地の都営住宅等へ移転される場合でも、移転先の各区市 
  町村、保健所でも健康相談や、乳幼児の健康診査・予防接種等の保健サービス（別 
  紙参照）が受けられることとなりましたのでお知らせします。 
   また、健康診査・予防接種などについては、近県等にも協力を依頼しています。 
   なお、青少年総合センターでは、別添・チラシにより、避難住民の方々にご案内 
    を行っています。 
 
 
 
別紙 
  三宅村避難住民に対する乳幼児健康診査等の保健サービス 
 
 母子健康手帳の交付    妊娠届を区市役所・町村役場に提出したとき交付する。 
                       母子の健康診査や保健指導の結果等を記録する。 
 
 母親学級              妊娠中から産後の健康や育児に関する実際上の知識を普及 
                       するため、妊婦及び乳幼児をもつ母親等を対象に開催。 
 
 妊婦健診・乳幼児健診  妊婦健診、３～４か月児健診、６・９か月児健診、１歳６ 
                       か月児健診、３歳児健診等 
 
 新生児訪問指導        原則として生後２８日未満の新生児を対象に、保健婦や助 
                       産婦が家庭訪問し、病気の予防・発育・栄養・環境・疾病 
                       等について保護者に適切な指導を行う。 
 
 先天性代謝異常等検査  フェニールケトン尿症等の代謝異常及び先天性甲状腺機能 
                       低下症等の早期発見を目的に、新生児を対象に血液検査を 
                       実施する。 
 
 神経芽細胞腫検査      生後６か月の乳児に対し、小児がんの一種である神経芽細 
                       胞腫の早期発見を目的に、尿検査を実施する。 



 
 予防接種              ＢＣＧ      ポリオ     三種混合 
                      風 疹      麻 疹 
 
 
 
チラシ 
        三宅島火山活動により避難されている方々へ 
 
    三宅島火山活動により避難生活をされている方々へ、心から 
   お見舞い申し上げます。 
 
 ６月２６日に「三宅島の噴火の恐れ」による避難勧告がだされてから、すでに２ 
か月が過ぎました。地震、噴火、降灰、泥流等による危険を感じながらの長期間の 
生活で、本当にお疲れのことと思います。また、全島避難の指示がでてからは、落 
ち着くひまもなく島外へでられ、慣れない地域での生活では、身体的にも、精神的 
にも疲労がたまっていらっしゃるのではないでしょうか。 
 
「眠れない」、「疲れがとれない」、「食欲がない」、 
「便秘が続く」、「近くの医療機関を紹介してほしい」、 
「相談できる機関を知っておきたい」、 
お子さまの「夜泣きが続く」、「元気がない」、 
「成長発達について相談したい」、「乳幼児健診や予防接種を受けたい」 
 
などの健康についてのご相談がありましたら、最寄りの保健所または区市 
町村の窓口へご相談ください。 
 
 
 
 
 



平成１２年９月８日 
午後７時３０分 
東京都災害対策本部 
                                      連絡先 
                                        衛生局医療計画部救急災害医療課 
                                               03-5320-4436 
 
                東京都災害対策本部の対応等について（第１０３報） 
 

オリンピック記念青少年総合センターでの 
健康相談の実績について 

 
                 
 ９月３日より実施している健康相談等について、本日及びこれまでの実績は、以下のとお

りです。 
 
＋－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│     │ 内科健康相談 │メンタルヘルスケア│ 保健相談 │ 合 計 │ 
＋－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│９月８日 │    ５名  │     ２名  │  ２５名 │ ３２名 │ 
＋－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│９月７日 │   １４名  │     ２名  │  ４４名 │ ６０名 │ 
│９月６日 │   ４０名  │     ５名  │  ６０名 │１０５名 │ 
│９月５日 │   ３１名  │     ２名  │  ７６名 │１０９名 │ 
│９月４日 │   ２１名  │     ３名  │  ３８名 │ ６２名 │ 
│９月３日 │    ８名  │     １名  │  １０名 │ １９名 │ 
＋－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│ 累  計 │  １１９名  │     １５名  │ ２５３名 │ ３８７名 │ 
＋－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
 
【参考】 
 健康相談等実施体制 
  内科健康相談   ： 医師１、看護婦１～２、事務１ 
  メンタルヘルスケア： 医師、相談員１、事務１ 
  保健相談     ： 保健婦５、栄養士１ 
 実施時間 
  午前 9 時から午後５時まで 
 
 
 
 
 



平成１２年９月８日 
午後７時３０分 
東京都災害対策本部 
                                            連絡先 
                                              島しょ保健所総務課 
                                                   03-5320-4341 
 
                東京都災害対策本部の対応等について（第１０４報） 
 
                  島しょ保健所三宅出張所の移転（臨時）について 
 
   島外避難した三宅村民の方々に対する、保健衛生に係るサービスの提供等を行う 
  ため、平成１２年９月１１日（月）から当分の間、下記の場所に移転して業務を行 
  いますのでお知らせします。 
 
                 記 
 
     １ 場 所 等   東京都公文書館 ３階 
            〒105-0022 東京都港区海岸一丁目１３番１７号 
                電 話 ０３－３４３６－３６５４(代) 
                         ＦＡＸ ０３－３４３６－３６５７ 
 
    ２ 業務時間   午前９時から午後５時まで 
                         （土曜、日曜及び祝日は除く。） 
 
     ３ 業務内容   (1) 各種健康相談（健康診断を除く） 
                  (2) 難病等医療費助成、申請受付 
                  (3) 各種営業許可・免許申請受付 
                  (4) その他 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月８日 
午後７時４０分 
東京都災害対策本部 
                                            連絡先 
                        東京都労働経済局労政部計画課 
                                              03-5320-4642 
 
            東京都災害対策本部の対応等について（第１０５報） 
 
        三宅島の避難村民及び新島・神津島における労働関係等緊急相談の実績 
      及び今後の対応について 
 
    ９月５日から８日まで実施いたしました、国立オリンピック記念青少年総合センター、 
 新島・神津島での労働関係緊急相談及び７日から８日まで都庁第二本庁舎での東京都災害 
 対策本部の臨時窓口設置にともなう労働・経営相談の実績と今後の対応について、お知ら 
 せします。 
 
１ 相談実績 （延べ件数） 
 
＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│       │青少年総合  │新島村商工会│神津島村福│都庁第二庁舎 │ 合   計 │ 
│       │    センター│           │祉センター│労働・経営相談│         │ 
＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│９月５日│      ５６件│           │          │        │ ５６件 │ 
│    ６日│     ４４件│      ２９件│          │           │ ７３件 │ 
│    ７日│      ３０件│           │    １３件│     ７件 │ ５０件 │ 
│    ８日│      １２件│           │          │      ８件 │  ２０件 │ 
│ 合 計 │    １４２件│      ２９件│    １３件│   １５件 │１９９件 │ 
＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 （注）新島村商工会は６日、神津島村福祉センターは７日のみ相談窓口を開設 
 
 
２ 今後の相談窓口 
   ・「総合労働相談窓口」（労働問題全般に関する相談） 
      東京都中央労政事務所   電話 ０３－３５２３－３５２１ 
   ・「雇用相談特別窓口」（雇用保険、求人・求職、各種助成金等に関する相談） 
      飯田橋公共職業安定所    電話 ０３－３８１２－８６０９ 
   ・「労働相談特別窓口」（労働基準法、労働安全衛生法、労働保険等に関する相談） 
       中央労働基準監督署     電話 ０３－３５１１－２１６２ 
   ・ 中小企業者向け貸付に関する相談 
      東京都労働経済局金融課  電話  ０３－５３２０－４７７９ 
   ・ 農林漁業者向けに関する相談 
      東京都労働経済局農政課  電話  ０３－５３２０－４８１４ 



平成１２年９月 ８日               連絡先 
午後７時５０分                  福祉局生活福祉部保護課 
東京都災害対策本部                03-5320-4061 
 
    東京都災害対策本部の対応等について（第１０６報） 
 
   三宅島避難住民への対応状況について（９月８日現在速報値） 
 
１ オリンピックセンター受入人員及び在所者数 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │ 月  日 │ センター入所者 │  退 所 者 │ 在所者数（累計）│ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │ ９月３日 │   １０６名  │  ────  │  １０６名   │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │ ９月４日 │   ２８０名  │    ２名  │  ３８４名   │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │ ９月５日 │   ２０７名  │  ────  │  ５９１名   │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │ ９月６日 │  ────   │  １０４名  │  ４８７名   │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │ ９月７日 │     １名  │  １０９名  │  ３７９名   │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │ ９月８日 │  ────   │  ２４９名  │  １３０名   │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │ 合  計 │   ５９４名  │  ４６４名  │         │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
※ 三宅村役場・三宅支庁職員を除く。 
 
２ 生活必需品支給状況 
＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│月 日 │ 支給世帯数 │ 寝 具  │ 衣 類  │  什器類 │  電化製品 │ 
＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│９月１日│  ─── │ ─── │  ─── │  ─── │  ───  │ 
＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│９月２日│  ４３  │ ─── │  ─── │   ４０ │   ３７  │ 
＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│９月３日│  ４５  │ １１６ │   ９９ │  ─── │  ───  │ 
＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│９月４日│  ４１  │ ─── │  ─── │   ３３ │   ３５  │ 
＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│９月５日│  ４２  │  ７８ │   ８４ │  ─── │  ───  │ 
＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│９月６日│ １２５  │ ３２０ │  ２９３ │  １１７ │  １２０  │ 



＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│９月７日│ ２３３  │ ６１２ │  ５３０ │  ２３０ │  ２３２  │ 
＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│９月８日│ １８３  │ ４５９ │  ４２２ │  １７４ │  １７７  │ 
│合  計│ ７１２  │１５８５ │ １４２８ │  ５９４ │  ６０１  │ 
＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
※ オリンピックセンター窓口分及び都庁窓口分。 
※ 寝具・衣類は支給数。什器類・電化製品は支給世帯数。 
 
３ 緊急相談件数 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 
 │ 月  日 │   生活物資     │   生活福祉資金  │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 
 │ ９月１日 │   ────     │    ────   │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 
 │ ９月２日 │ ───  （ ８０件）│─── （ １０件） │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 
 │ ９月３日 │  ７２件 （１５４件）│─── （  ８件） │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 
 │ ９月４日 │ １４２件 （３７２件）│─── （ １５件） │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 
 │ ９月５日 │ １６２件 （４１８件）│─── （ １０件） │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 
 │ ９月６日 │  ７９件 （３２５件）│ ８４件（ ９１件） │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 
 │ ９月７日 │  ２７件 （３０１件）│ ６９件（ ６９件） │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 
 │ ９月８日 │  ２４件 （２４６件）│ ２６件（ ２６件） │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 
 │ 合  計 │ ５０６件（１８９６件）│１７９件（２２９件） │ 
 ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 
※ オリンピックセンター窓口分。（ ）内は都庁窓口分を含んだ件数。 
※ オリンピックセンターの生活福祉資金相談は、６日から開始。 相談件数は延べ件数。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月 ８日          連絡先 
午後７時５０分             東京都福祉局国民健康保険部指導課 
東京都災害対策本部           03-5320-4163 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１０７報） 
 
   三宅島・新島・神津島近海地震等に係る義援金の受付状況について（中間集計） 
           ～２億円を超えました～ 
 
 ８月１４日から受付を行っている三宅島・新島・神津島近海地震等に係る義援金は９月８

日現在、下記のとおりです。 
 多くの方々の暖かいご支援に深く感謝申し上げます。 
 なお、引き続き９月２９日（金）まで受け付けます。（受付期間は被災の状況により延長し

ます。） 
           ＋－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
           │ 金 額│  ２２８，５２４，０３３円  │ 
           ＋－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
           │ 件 数│       １８，８５１件  │ 
           ＋－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 義援金の受付窓口 
 ◎郵便振込＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
      │ 受付機関名│       振  込  口  座   │ 
      ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
      │ 東 京 都│（口座名）東京都島しょ災害義援金口座  │ 
      │      │（口座番号）００１５０－１－１００２２０│ 
      ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
      │日本赤十字社│（口座名）  日本赤十字社東京都支部  │ 
      │ 東京都支部│（口座番号） ００１３０－５－７８８３ │ 
      ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
      │ 東京都共同│（口座名）東京都共同募金会       │ 
      │  募金会 │（口座番号）００１２０－９－１００２５０│ 
      ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
   （注）振込手数料はかかりません。 
 
 ◎銀行振込＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
      │受付機関名│      振込口座           │ 
      ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
      │     │（銀行名・支店名）富士銀行・東京都庁出張所│ 
      │東 京 都│（口座名）   東京都島しょ災害義援金口座│ 
      │     │（口座番号）    ２３３４１３３    │ 
      ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
   （注）富士銀行本支店における「窓口取扱い」に限り、振込手数 
     料はかかりません。 



平成１２年９月８日 
午後１０時３０分 
東京都災害対策本部 
 
 
             東京都災害対策本部の対応等について（第１０８報） 
 
               ９月８日の現地対策本部会議の内容について 
 
 本日の会議で報告された事項は下記のとおりです。 
 
                                 記 
 
 １ 本日の報告事項 
  (1)島内残留者数等について＜別紙のとおり＞ 
  (2)作業時間について 
       明日以降の作業時間は、午前９時から午後５時までとする。 
  (3)気象庁からの報告 
       火山活動については、２，５００m までの白色噴煙が見えた。 
  (4)道路の損壊状況 
   全壊１箇所   三七山側 
   半壊３箇所   仏沢・伊ケ谷・坪田 
   路肩損壊２箇所 伊ケ谷・坪田 
  (5)明日の気象庁火山調査 
   午前８時３０分から海上保安庁のヘリコプターにより調査に入る。 
 
 ２ その他 
  (1)ホテルシップは午前中まで三池港に停泊予定。その後は気象状況による。 
  (2)三池港に簡易シャワーが設置される予定。（港湾局） 
 
別紙 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│    機関名       │テルシップ利用者数│島内残留者数│  合 計  │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│三宅島測候所        │      １２ │    ０ │    １２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│東京電力          │       １ │   １５ │    １６ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│ＮＴＴグループ       │       ５ │    ０ │     ５ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│東海汽船          │       ６ │    ９ │    １５ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│三宅支庁外都機関      │      １４ │    ８ │    ２２ │ 



＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│都総務局外         │      １０ │    ０ │    １０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│三宅島警察署        │      １３ │   １５ │    ２８ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│東京消防庁         │      ２１ │    ２ │    ２３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│三宅島消防団        │       ６ │    ０ │     ６ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│建設会社          │      ４０ │    ０ │    ４０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│自衛隊           │       ３ │    ２ │     ５ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│海上保安庁         │       １ │    ０ │     １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│郵便局           │       ４ │    ０ │     ４ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│三宅村役場         │      １０ │    ３ │    １３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│運送会社          │       ５ │    ０ │     ５ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│国土庁内閣官房       │       １ │    ０ │     １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│農協            │       １ │    ０ │     １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│運輸省航空局        │       ３ │    ０ │     ３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│富士銀行          │         │      │     ０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│平善産業（ごみ）      │       １ │    ０ │     １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│今関商会（ガソリン）    │       ２ │    ０ │     ２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│七島商事（ガソリン）    │       ３ │    ０ │     ３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│三宅島サービス工場（車修理）│       ２ │    ０ │     ２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│平成モータース（車修理）  │       ２ │    ０ │     ２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│アイランドフォート（写真） │         │    ０ │     ０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│特養老人ホームあじさいの里 │         │    ０ │     ０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 



│三宅村議会         │       １ │    ０ │     １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│アジア航測         │       ２ │    ０ │     ２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│三宅村消防本部       │       ３ │    ０ │     ３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│三宅村診療所        │       ５ │    ０ │     ５ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│計             │     １７７ │   ５４ │   ２３１ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│報道関係          │      ３５ │    ０ │    ３５ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│合計            │     ２１２ │   ５４ │   ２６６ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
 
 
 



平成１２年９月９日 
午前９時４５分 
東京都災害対策本部 
 
 
      東京都災害対策本部の対応等について（第１０９報） 
 
 
       ９月９日の三宅島における行動予定について 
 
 本日の三宅島における各機関の行動予定は下記のとおりです。 
 
                記 
１ 各機関の行動予定 
（１）支庁土木課 
   道路埋没の土砂撤去 
   １）阿古～伊ケ谷 
   ２）阿古～立根 
   ３）坪田～立根 
   ４）三池～三七山 
（２）ＮＴＴ 
   通信設備の維持管理 
（３）消防本部・消防団 
   建物個別調査パトロール 
（４）村役場 
   牛・豚の島外搬送 
   残留動物のエサをホテルシップから運搬 
（５）海上保安庁・陸上自衛隊 
   空からの情報収集 
 
２ その他 
  ホテルシップは現在三池港に停泊中。 
 
 
 



平成１２年９月９日 
午前１１時４５分 
東京都災害対策本部 
 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１１０報） 
 
 
   国立オリンピック記念青少年総合センターにおける一時受入者の退所について 
 
 
 本日オリンピックセンターの入所者（９月８日現在入所者１３０名）は、全員退所しま 
した。 
 これに伴い、９月２日午後７時から設置していた「東京都三宅村避難者一時受入本部」 
は、本日１１時をもって解散しました。 
 
 
 
 



平成１２年９月９日 
午前１１時４５分 
東京都災害対策本部 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１１１報） 
 
 
    オリンピック記念青少年総合センターでの健康相談の実績について 
 
 
   ９月３日より実施してきた健康相談等について、本日及びこれまでの実績は、 
  以下のとおりです。 
 
＋－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│     │ 内科健康相談 │メンタルヘルスケア│ 保健相談 │ 合  計 │ 
＋－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│ ９月８日│     １名 │      ０名 │   １名 │   ２名 │ 
＋－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│ ９月８日│     ５名 │      ２名 │  ２５名 │  ３２名 │ 
│ ９月７日│    １４名 │      ２名 │  ４４名 │  ６０名 │ 
│ ９月６日│    ４０名 │      ５名 │  ６０名 │ １０５名 │ 
│ ９月５日│    ３１名 │      ２名 │  ７６名 │ １０９名 │ 
│ ９月４日│    ２１名 │      ３名 │  ３８名 │  ６２名 │ 
│ ９月３日│     ８名 │      １名 │  １０名 │  １９名 │ 
＋－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│ 累  計│   １２０名 │     １５名 │ ２５４名 │ ３８９名 │ 
＋－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 
      【参 考】 
        健康相談等実施体制 
        内科健康相談   ： 医師１，看護婦１～２，事務１ 
        メンタルヘルスケア： 医師１，相談員１，事務１ 
        保健相談     ： 保健婦５，栄養士１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年９月９日 
午後５時００分 
東京都災害対策本部 
 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１１２報） 
 
 
           三宅島の都道等の復旧作業状況について 
 
 
 本日、作業員３８名により、ホイールローダ１２台等を用いて、道路啓開作業を行いまし 
た。 
 都道三宅循環線（２１２号線）のうち、２１．０km の区間（新澪池から中央診療所まで、 
及びサタドー岬からアカコッコ館）が通行可能となりました。 
 また、林道南戸線のうち、１．５km の区間（阿古集落から小手倉無線中継所まで）の道 
路啓開作業に着手しました。 
 
 



平成１２年９月９日 
午後１０時１０分 
東京都災害対策本部 
 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第１１３報） 
 
 
          ９月９日の現地対策本部会議の内容について 
 
 
 本日の会議で報告された事項は下記のとおりです。 
 
                    記 
 
 １ 島内残留者数等について 
   別表のとおり 
 
 ２ 本日の作業予定 
  (1)三宅支庁土木課 
    神着～坪田間は１１ヶ所で深さ３０～４０ｃｍの泥水がたまっている。 
    立根は土砂を撤去しても通行不可能。 
    明日は伊ケ谷、空栗橋付近とアカコッコ館、音丸置場を中心に作業を行う。 
    各漁港にシェルターを設置予定（現在は伊ケ谷に行けないので、ほかの４つの漁 
   港に設置する。） 
  (2)ＮＴＴ 
    明日、自家発電に燃料を補給 
  (3)本部 
    三池港に海水淡水化装置設置完了、明日、簡易シャワーを設置予定 
  (4)村役場 
    明日、大路池付近の貯水池の調査を行う。 
 
 ３ その他 
  (1) 明日の天気は曇り一時晴れ、夜雨 
  (2) 明日朝の寄港地は未定。 
 
＜別表＞ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜     機 関 名    ｜ホテルシップ利用者数｜島内残留者数｜ 合  計 ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅島測候所        ｜       １８ ｜    ０ ｜   １８ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜東京電力          ｜        ０ ｜   １６ ｜   １６ ｜ 



＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜ＮＴＴグループ       ｜       １１ ｜    ０ ｜   １１ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜東海汽船          ｜        ６ ｜    ７ ｜   １３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅支庁外都機関      ｜       １４ ｜    ７ ｜   ２１ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜都総務局外         ｜        ９ ｜    ０ ｜    ９ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅島警察署        ｜        ７ ｜   ２１ ｜   ２８ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜東京消防庁         ｜       １０ ｜    ０ ｜   １０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅島消防団        ｜        ６ ｜    ０ ｜    ６ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜建設会社          ｜       ４０ ｜    ０ ｜   ４０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜自衛隊           ｜        ３ ｜    ５ ｜    ８ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜海上保安庁         ｜        １ ｜    ０ ｜    １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜郵便局           ｜        ３ ｜    ０ ｜    ３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅村役場         ｜       １０ ｜    ３ ｜   １３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜運送会社          ｜        ４ ｜    ０ ｜    ４ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜国土庁内閣官房       ｜        １ ｜    ０ ｜    １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜農協            ｜        １ ｜    ０ ｜    １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜運輸省航空局        ｜        ３ ｜    ０ ｜    ３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜富士銀行          ｜          ｜      ｜    ０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜平善産業（ごみ）      ｜        １ ｜    ０ ｜    １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜今関商会（ガソリン）    ｜        １ ｜    ０ ｜    １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜七島商事（ガソリン）    ｜        ４ ｜    ０ ｜    ４ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅島サービス工場（車修理）｜        ２ ｜    ０ ｜    ２ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 



｜平成モータース（車修理）  ｜        ２ ｜    ０ ｜    ２ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜アイランドフォート（写真） ｜          ｜      ｜    ０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜特養老人ホームあじさいの里 ｜          ｜      ｜    ０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅村議会         ｜          ｜      ｜    ０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜アジア航測         ｜          ｜      ｜    ０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅村消防本部       ｜        ３ ｜    ０ ｜    ３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅村診療所        ｜        ５ ｜    ０ ｜    ５ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜       計      ｜      １６５ ｜   ５９ ｜  ２２４ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜報道関係          ｜       ３６ ｜    ０ ｜   ３６ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜     合  計     ｜      ２０１ ｜   ５９ ｜  ２６０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 
 
 



平成１２年９月１０日 
午後９時１０分 
東京都災害対策本部 
 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第１１４報） 
 
 
          ９月１０日の現地対策本部会議の内容について 
                                         
 本日の会議（午後８時から８時４０分）で報告された事項は下記のとおりです。 
 
                   記 
 
 １ 島内残留者数等について 
   別紙のとおり 
 
 ２ 本日の作業状況等 
  （１）三宅支庁土木課 
    都道三宅循環線の内、中央診療所から左回りで平成モータースまでの２４㎞区間 
   は通行可能となった。 
    また、避難用シェルターを新たに１４ヶ所設置し、計２０ヶ所となった。 
  （２）ＮＴＴ 
    自家発電用に燃料を補給完了。 
  （３）本部 
    屋外の作業は、午前９時から午後５時までであることを再確認。 
  （４）村役場 
   本日の診療所の受診状況。１１名受診、うち３名都内病院紹介。 
 
 ３ その他 
  （１）気象庁から、今夜半から明後日までに１００～１５０㎜の雨が見込まれるので、 
   泥流発生の危険性があるとの報告。 
  （２）郵便局、明日から、船内で郵便業務を開始。 
 
 
 ＜別紙＞ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜     機 関 名    ｜ホテルシップ利用者数｜島内残留者数｜ 合  計 ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅島測候所        ｜       １０ ｜    ０ ｜   １０ ｜

＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜東京電力          ｜        ０ ｜   １６ ｜   １６ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 



｜ＮＴＴグループ       ｜       １１ ｜    ０ ｜   １１ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜東海汽船          ｜        ７ ｜    ８ ｜   １５ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅支庁外都機関      ｜       １３ ｜    ８ ｜   ２１ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜都総務局外         ｜       ３６ ｜    ０ ｜   ３６ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅島警察署        ｜       １６ ｜   １２ ｜   ２８ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜東京消防庁         ｜       １０ ｜    ０ ｜   １０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅島消防団        ｜        ５ ｜    ０ ｜    ５ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜建設会社          ｜       ４０ ｜    ０ ｜   ４０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜自衛隊           ｜        ３ ｜    ２ ｜    ５ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜海上保安庁         ｜        １ ｜    ０ ｜    １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜郵便局           ｜        ３ ｜    ０ ｜    ３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅村役場         ｜        ９ ｜    ３ ｜   １２ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜運送会社          ｜        ５ ｜    ０ ｜    ５ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜国土庁           ｜        １ ｜    ０ ｜    １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜農協            ｜        １ ｜    ０ ｜    １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜運輸省航空局        ｜        ３ ｜    ０ ｜    ３ ｜

＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜富士銀行          ｜        ０ ｜    ０ ｜    ０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜平善産業（ごみ）      ｜        １ ｜    ０ ｜    １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜今関商会（ガソリン）    ｜        １ ｜    ０ ｜    １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜七島商事（ガソリン）    ｜        ４ ｜    ０ ｜    ４ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅島サービス工場（車修理）｜        ２ ｜    ０ ｜    ２ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜平成モータース（車修理）  ｜        ２ ｜    ０ ｜    ２ ｜ 



＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜アイランドフォート（写真） ｜        ０ ｜    ０ ｜    ０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜特養老人ホームあじさいの里 ｜        ０ ｜    ０ ｜    ０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅村議会         ｜        ０ ｜    ０ ｜    ０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋

｜アジア航測         ｜        ０ ｜    ０ ｜    ０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅村消防本部       ｜        ３ ｜    ０ ｜    ３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅村診療所        ｜        ５ ｜    ０ ｜    ５ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜       計      ｜      １９２ ｜   ４９ ｜  ２４１ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜報道関係          ｜       ３７ ｜    ０ ｜   ３７ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜     合  計     ｜      ２２９ ｜   ４９ ｜  ２７８ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 
 
 
 



平成 12 年９月 11 日                連絡先 
午後４時００分                  労働経済局労政部計画課 
東京都災害対策本部                03-5320-4642 
                         労働経済局総務部企画調査課 
                         03-5320-4606 
 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第１１５報） 
 
        仕事を失った被災者への緊急就労対策等について 
 
 
  労働経済局では三宅島火山活動及び新島・神津島近海地震等により仕事を失った住民 
の方々に就労の場を確保するため、以下のとおりの緊急就労対策を策定しました。具体 
的な事業内容については、別紙のとおりです。 
 
 
１ 全島避難した三宅村の方々に対して、就業のための情報提供、ニーズの調査、相談 
 等を実施します。 
２ さらに具体的な就業を実現するため、就労先の開拓や就業機会の確保を図ります。 
３ また、緊急地域雇用対策基金を活用して、臨時・応急的な雇用を創出し、働く場を 
  確保します。 
４ 地震被害に遭われた新島村、神津島村の方々に対しては、地元の漁業協同組合等の 
 団体による臨時的・応急的な緊急地域雇用対策基金事業を実施し、雇用の場を確保し 
 ます。 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 ｜緊急就労対策事業                        ｜ 
 ｜ １ 避難島民に対する相談・ＰＲ                ｜ 
 ｜  (１)避難島民の就職相  (２)就労等ニーズの把握        ｜ 
 ｜  (３)都立技術専門校の入校案内や相談機関一覧表の送付      ｜ 
 ｜                                ｜ 
 ｜ ２ 仕事のあっせん、就労に向けた事業             ｜ 
 ｜  (１)合同就職相談会の実施  (２)企業に対する求人の要請    ｜ 
 ｜  (３)都や国・区市町村及び外郭団体等へのアルバイト採用依頼   ｜ 
 ｜  (４)シルバー人材センター会員として登録し、就業機会を提供  ｜ 
 ｜  (５)都立技術専門校への入校受入               ｜ 
 ｜                                ｜ 
 ｜ ３ 臨時的・応急的雇用の場の確保               ｜ 
 ｜  (１)都公共施設のクリーンアップ作戦 (２)商工業者の意向調査 ｜ 
 ｜  (３)三宅島島外避難者支援要請キャンペーン           ｜ 
 ｜  (４)新島・神津島被災地海辺(水辺)クリーンアップ作戦      ｜ 
 ｜                                ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 



（別紙）三宅島火山活動及び新島・神津島近海地震等による被災者への緊急就労対策 

 
 



平成１２年９月１１日 
午後９時４０分 
東京都災害対策本部 
 
 
                東京都災害対策本部の対応等について（第１１６報） 
 
 
                  ９月１１日の現地対策本部会議の内容について 
 
 本日の会議（午後８時から８時４０分）で報告された事項は下記のとおりです。 
 
 
                    記 
 
 １ 島内残留者数等について 
   別紙のとおり 
 
 ２ 本日の作業状況等 
  （１）三宅支庁土木課 
    上空からの監視のためのＰ３Ｃが天候不良により飛行不能。よって作業は中止。 
  （２）本部 
     明日の気象庁の予測を受けて、明日は作業予定。 
  （３）東電 
    明日、阿古地区の通電を目指す。 
 
 ３ その他 
  （１）気象庁から、９～１１日にかけて行った観測によると、山頂火口からは５０００ 
   ～１００００ｔ／日程度の二酸化硫黄が放出されていると推測されると報告。 
   また、今夜から明後日まで、雨ははほとんど降らないとの予測。 
  （２）明朝の寄港地は三池港の予定。 
 
 
 ＜別紙＞ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜     機 関 名    ｜ホテルシップ利用者数｜島内残留者数｜ 合  計 ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅島測候所        ｜        ６ ｜    ０ ｜    ６ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜東京電力          ｜        １ ｜   １５ ｜   １６ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜ＮＴＴグループ       ｜       １０ ｜    ０ ｜   １０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜東海汽船          ｜        ５ ｜   １１ ｜   １６ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅支庁外都機関      ｜       １４ ｜    ７ ｜   ２１ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜都総務局外         ｜       ４２ ｜    ０ ｜   ４２ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅島警察署        ｜        ２ ｜   １１ ｜   １３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜東京消防庁         ｜       １０ ｜    ０ ｜   １０ ｜ 



＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅島消防団        ｜        ４ ｜    １ ｜    ５ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜建設会社          ｜       ４３ ｜    ０ ｜   ４３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜自衛隊           ｜        ３ ｜    ２ ｜    ５ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜海上保安庁         ｜        ２ ｜    ０ ｜    ２ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜郵便局           ｜        ４ ｜    ０ ｜    ４ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅村役場         ｜        ９ ｜    ３ ｜   １２ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜運送会社          ｜        ４ ｜    １ ｜    ５ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜国土庁           ｜        １ ｜    ０ ｜    １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜農協            ｜        １ ｜    ０ ｜    １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜運輸省航空局        ｜        ３ ｜    ０ ｜    ３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜富士銀行          ｜        ０ ｜    ０ ｜    ０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜平善産業（ごみ）      ｜        １ ｜    ０ ｜    １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜今関商会（ガソリン）    ｜        １ ｜    ０ ｜    １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜七島商事（ガソリン）    ｜        ３ ｜    ０ ｜    ３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅島サービス工場（車修理）｜        ２ ｜    ０ ｜    ２ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜平成モータース（車修理）  ｜        ２ ｜    ０ ｜    ２ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜アイランドフォート（写真） ｜        １ ｜    ０ ｜    １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜特養老人ホームあじさいの里 ｜        ０ ｜    ０ ｜    ０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅村議会         ｜        ０ ｜    ０ ｜    ０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜アジア航測         ｜        ０ ｜    ０ ｜    ０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅村消防本部       ｜        ３ ｜    ０ ｜    ３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅村診療所        ｜        ５ ｜    ０ ｜    ５ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜       計      ｜      １８２ ｜   ５１ ｜  ２３３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－ 
｜報道関係          ｜       ３６ ｜    ０ ｜   ３６ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜     合  計     ｜      ２１８ ｜   ５１ ｜  ２６９ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 
 
 



平成１２年９月１２日 
午前１０時２０分 
東京都災害対策本部 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１１７報） 
 
 
 ９月１１日に発生した震度５弱の地震による被害状況等は下記のとおりです。 
 
                   記 
 
１ 地震の概要 
    発生時間   ９月１１日午前７時４９分 
    震源地    利島の西約４ｋｍ 
    震源の深さ  約１０ｋｍ 
    地震の規模  Ｍ５．３ 
    各地の震度  利島村震度５弱、式根島震度５弱 
 
２ 利島村の対応 
    利島村：災害対策本部設置（９月１１日午前８時１５分） 
 
３ 被害の状況（９月１２日午前１０時現在） 
  （１）利島村 
    建物損壊：１ヶ所（給食センター屋根の損傷）  
    法面崩壊：１ヶ所（幅約２ｍ） 
    墓石転倒：数基 
  （２）式根島 
    特になし  
 
 
 



平成 12 年９月 12 日                  連絡先 
午前１１時３０分                  東京都労働経済局職業能力開発部 
東京都災害対策本部                 振興課公共訓練係 
                          03-5320-4716 
 
    東京都災害対策本部の対応等について（第１１８報） 
 
   都立技術専門校平成１２年１０月入校生の募集について 
 
 
 都立技術専門校では、三宅島火山活動により被災された島民の方を対象に、平成１２年 
１０月入校生を下記のとおり募集します。 
 
 
                記 
 
 
１ 募集期間    平成１２年９月１１日（月）～平成１２年９月２２日（金） 
 
２ 募集科目    １０月入校生募集科目一覧 
 
 
 
平成１２年１０月入校生募集科目一覧 
 
１ 一般向け訓練（求職中、転職希望の方対象） 
 
（１）昼間のコース 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│科 目│      訓 練 科 目 内 容       │期間│ 募集専門校 │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│溶接 │ 金属素材を使った、日用品、造形品、構造物等の製│  │亀戸・立川  │ 
│   │ 作に関する実技を主体とした知識技能      │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│トレース│ 機械、建築、土木、設備、電気等の製図規格とトレ│  │王子・立川  │ 
│   │ ース及びＣＡＤによる製図の知識技能      │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│ＣＡＤ製図│ 各種図面の基礎知識と製図及びＣＡＤにおける知識│  │大田・足立  │ 
│   │ 技能                     │  │板橋・江戸川 │ 
│   │                        │  │府中     │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│工業デザイン加工│ 各種モデルの製作や工業デザイン加工に必要な機械│  │大田     │ 
│   │ 加工技術やＣＡＤ／ＣＡＭ製作の知識技能    │  │       │ 



＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│金属造形│ 金属の加工・溶接などの接合法、造形基礎、インテ│  │品川     │ 
│   │ リア・エクステリア製品製作等の知識技能    │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│自動販売機│ 自動販売機等のメンテナンス、調整及び管理運営に│  │八王子    │ 
│   │ 必要な技術サービスの知識技能         │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│タイル施工│ 陶磁器質のタイルを素材とした、各種仕上げ工事に│  │足立     │ 
│   │ 必要な知識技能                │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│エクステリア│ アプローチ、門塀を主体とした外構工事及び植栽、│  │武蔵野    │

│   │ 竹垣、石組、添景物等造園に必要な知識技能   │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│配管 │ 給排水、冷暖房設備等の配管工事を中心とした管工│  │品川     │ 
│   │ 事全般の知識技能               │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│電気設備管理│ 建築物における電気設備のサービス（保守・調整・│  │亀戸     │ 
│   │ 管理・点検等）に必要な知識技能        │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│セキュリティー│ 電気の基礎から警備の基本、ビル設備の知識、防犯、│  │府中     │ 
│サービス│ 防災設備工事及び保守管理の知識技能      │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│電気・通信工事│ 電気工事、通信工事（電話・ＬＡＮ工事）の施工、│  │府中     │ 
│   │ 保守管理に必要な知識技能           │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│リフォーム塗装│ 木工塗装または建築塗装に必要な被塗物の基礎構造│    │品川     │
│   │ ・塗装材料・塗装方法・色彩計画等の知識技能  │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│カラーＤＴＰ│ 商業印刷物を作成するために必要なレイアウト、Ｄ│  │赤羽・お茶の水│ 
│   │ ＴＰ編集、色彩等の知識技能          │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│パソコン編集│ ウィンドウズを使用したＤＴＰ組版、社内印刷に必│  │赤羽     │ 
│   │ 要な簡易ＤＴＰの知識技能           │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│デジタル組版│ パソコンによるＤＴＰ組版・編集を中心とする文字│  │中野     │ 
│   │ 組版・画像取り込み等に必要な知識技能     │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│グラフィック企│ 印刷物の企画、デザイン見積もり、原稿整理等の印│  │赤羽     │ 
│画営業│ 刷企画営業に必要な知識技能          │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│財務管理│ パソコンシステムの基礎知識、財務、管理会計等企│  │板橋     │ 
│   │ 業に必要な財務管理の実務的な知識技能     │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 



＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│科 目│      訓 練 科 目 内 容       │期間│ 募集専門校 │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│貿易実務│ タイプ、パソコンによる文章処理、貿易実務、ビジ│  │お茶の水   │ 
│   │ ネス英語、秘書実務、速記等に必要な知識技能  │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│医療事務│ 医療機関での入院、外来の診療報酬明細書作成事務│  │中野・八王子 │ 
│   │ に必要な知識技能               │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│ＯＡソフト管理│ パソコンのＯＳ機能、ファイル設計、管理、各種ソ│  │大田・立川  │ 
│   │ フトの活用、ネットワーク管理等の知識技能   │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│物流システム│ 物流業務に必要な基礎知識と物流機器操作、情報処│  │品川・王子  │ 
│   │ 理技術、物流管理等の知識技能         │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│ファッション│ 洋服、和服等の販売店等でアドバイザーとして必要│  │お茶の水   │ 
│アドバイザー│ な商品知識、販売実務、販売管理等の知識技能  │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│服飾ソーイング│ 婦人服サンプル縫製に必要な全般の知識技能   │６か月│お茶の水   │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│調理 │ 安全でバランスのとれた食事を提供するための給食│  │武蔵野    │ 
│   │ 調理の技術や食品衛生等の知識         │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│福祉調理│ 病院、福祉施設等における対象者別の給食基本調理│  │大田     │ 
│   │ 技術や食品衛生等の知識            │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│介護サービス│ 在宅福祉分野で働くホームヘルパーや福祉施設等で│  │品川・板橋  │ 
│   │ 介護に携わる職員に必要な知識技能       │  │江戸川・八王子│ 
│   │                        │  │府中     │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│ビル衛生管理│ ビルの清掃現場で現場責任者が必要とする知識技能│  │品川     │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│ＤＩＹアドバイザー│ 住宅の補修等ＤＩＹに必要な工具、材料、作業方法│  │品川     │ 
│   │ 及びＤＩＹ用品販売に関する知識技能      │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│パソコン実践│ パソコンによるアプリケーションソフトを中心の訓│３か月│亀戸・中野  │ 
│   │ 練、文書作成、表計算、財務、給与、販売管理等の│  │武蔵野    │ 
│   │ 知識技能                   │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
  ※パソコン実践科は、ハローワークの受講指示を受けた年齢３５歳以上の方(入校時点)   
が対象です。 
 
 



（２）夜間のコース 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│科 目│      訓 練 科 目 内 容       │期間│ 募集専門校 │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│機械製図│ 基礎図から機械図面作成法（ＣＡＤ操作を含む）ま│  │大田     │ 
│   │ での知識技能                 │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│トレース│ 機械、建築、設備等の製図・トレースの知識技能 │  │王子、立川  │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│建築製図│ 建築物の設計・施工の知識技能         │  │亀戸     │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│木工 │ 机、タンス、戸棚等を製作するために必要な知識 │  │足立     │ 
│   │ 技能                     │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│電気工事│ 第２種電気工事士に必要な知識技能       │  │赤羽     │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
 
２ 高年齢者訓練（おおむね５０歳以上の方対象） 
 
（１）昼間のコース 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│科 目│      訓 練 科 目 内 容       │期間│ 募集専門校 │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│エクステリア│ アプローチ、門塀を主体とした外構工事及び植栽、│  │江戸川    │ 
│   │ 竹垣、石組、添景物等造園に必要な知識技能   │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│ハウスサービス│ ジュータン、壁紙、襖等の張り替えなど、住宅内装│  │高年齢者   │ 
│   │ 施工と積算に関する知識技能          │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│室内リフォーム│ マンション・事務所における室内のリフォームに関│  │中野     │ 
│   │ する知識技能                 │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│ビル管理│ 冷暖房・給排水・電気・防災等のビル設備全般の保│  │亀戸・武蔵野 │ 
│   │ 守管理に関する知識技能            │  │高年齢者   │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│電気設備管理│ 建築物における電気設備のサービス（保守・調整・│  │八王子    │ 
│   │ 管理・点検等）に必要な知識技能        │６か月│       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│電気機器管理│ 電気設備の施行、保守管理及び電気機器（エアコン│  │王子     │ 
│   │ 等）の設置調整、故障修理等の知識技能     │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│ビジネス経理│ 簿記会計を中心に社会保険、税務会計、及び OA 機│  │大田・高年齢者│ 
│   │ 器操作等の知識技能              │  │赤羽・足立  │ 



＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│経営管理実務│ 企業における人事管理、社会保険、財務管理、企業│  │高年齢者・府中│ 
│   │ 関係法及び OA 機器操作等に関する知識技能   │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│園芸 │ 造園工として必要な庭園樹木管理、造園施工と草木│  │立川     │ 
│   │ の栽培に関する基礎的な知識技能        │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│ホテル・レストラン│フロント、ウェイター、ウェイトレス、客室整備等、│  │高年齢者   │ 
│サービス│接客サービス等に必要な知識技能         │  │       │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│ビルクリーニング│ ビル等の清掃現場で必要とする知識技能     │３か月│足立     │ 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
 
（２）夜間のコース 
＋－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│科  目│     訓 練 科 目 内 容       │期間│ 募集専門校 │ 
＋－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│ビル│設備│ 冷暖房・給排水の保守管理の知識技能     │  │亀戸     │ 
│管理│コース│                       │  │〔月水金実施〕 │     
│ ＋－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋  ＋－－－－－－－＋ 
│ │電気│ 電灯・受変電設備管理の知識技能       │  │亀戸     │   
│ │コース│                       │  │〔火木実施〕 │ 
＋－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋  ＋－－－－－－－＋ 
│ │床リフォーム│マンション・事務所における室内の床リフォームに│  │中野     │ 
│室内│コース│関する知識技能                │  │〔月水金実施〕│ 
│リフォ＋－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋  ＋－－－－－－－＋ 
│ーム│コーディネー│室内リフォームにおけるインテリアコーディネータ│６か月│中野     │ 
│ │ターコース│ーに関する知識技能              │  │〔火木実施〕 │ 
＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋  ＋－－－－－－－＋ 
│ビジネス経理│ 商業簿記を中心に OA 機器操作等の知識技能  │  │立川     │ 
│    │                       │  │〔月水金実施〕│ 
＋－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│不動産実務│宅建・建物の売買、貸借等を行うのに必要な不動産│  │赤羽     │ 
│    │ 関係法令及び関連する知識技能        │  │〔月水金実施〕│ 
＋－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│不動産調査実務│不動産登記に必要な土地家屋の調査・測量の概要と│  │高年齢者   │ 
│    │不動産の表示登記申請に関する知識技能     │  │〔月水金実施〕│ 
＋－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
 
 
＋－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│科  目│     訓 練 科 目 内 容       │期間│ 募集専門校 │ 
＋－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 



│ │商業│中小企業における商業部門の経営診断に必要な実務│  │高年齢者   │ 
│経営│コース│的な知識技能                 │  │〔月水金実施〕│ 
│診断＋－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋  ＋－－－－－－－＋ 
│実務│工業│中小企業における工業部門の経営診断に必要な実務│  │高年齢者   │

│ │コース│的な知識技能                 │  │〔月火木実施〕│    
＋－＋－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
│ │経理│経理事務の基礎知識              │  │高年齢者   │ 
│経理│コース│                       │  │〔月水金実施〕│ 
│ ＋－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋６か月＋－－－－－－－＋ 
│実務│社会保険労務│社会保険、人事労務に関する知識技能      │  │高年齢者   │ 
│ │コース│                       │  │〔火木実施〕 │ 
＋－＋－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋  ＋－－－－－－－＋ 
│ │法人税│課税標準や税額計算、申告書の書き方の知識技能 │  │高年齢者   │ 
│税務│コース│                       │  │〔月水金実施〕│ 
＋ ＋－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋  ＋－－－－－－－＋ 
│実務│所得税│課税の仕組みから税額の計算、申告書の書き方の知│  │高年齢者   │ 
│ │コース│識技能                    │  │〔月火木実施〕│ 
＋－＋－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋  ＋－－－－－－－＋ 
│ │ボイラー保守│ビル設備を適切安全に管理するために必要な知識技│  │高年齢者   │ 
│ビル│管理コース│能                      │  │〔月水金実施〕│ 
│設備＋－－＋                       │３か月＋－－－－－－－＋ 
│管理│消防設備保守│                       │  │高年齢者   │ 
│ │管理コース│                       │  │〔火木実施〕 │ 
＋－＋－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－＋ 
  ※高年齢者訓練・夜間のコースは、訓練を実施する曜日にご注意下さい。 
 
３ 申込み     入校を希望される方は、東京都労働経済局職業能力開発部に 
         ご相談のうえ、住所地を管轄する公共職業安定所又は各都立 
         技術専門校に申込んでください。 
 
４ 面接相談会日時 平成１２年９月２６日（火）午後１時３０分から 
 
５ 面接相談会場所 入校を希望する技術専門校 
 
６ 入校日     平成１２年１０月２日（月） 
 
・技術専門校等一覧 
               所 在 地 一 覧 
＋－－＋－－－＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│技術専門校│電話番号│住所・もより駅│対│ 募集科目（１０月生）            │ 
│  │   │      │象│                       │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│品川│03(3472)3411│〒140-00品川区東品川│ │金属造形、配管、リフォーム塗装、物流システム │ 



│  │   │３－３１－６│一│介護サービス、ビル衛生管理、ＤＩＹアドバイザー│ 
│  │   ＋－－－－－－＋ │                       │ 
│  │   │京浜急行線・青物横丁│般│                       ｜ 
│  │   │歩１０分  │ │                       ｜ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│大田│03(3744)1013│〒144-00大田区本羽田│一│ＣＡＤ製図、工業デザイン加工、ＯＡソフト管理 ｜ 
│  │   │３－４－３０│般│福祉調理、［夜］機械製図            │ 
│  │   ＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│  │   │京浜急行線・大鳥居│高│ビジネス経理                  │ 
│  │   │歩５分   │年│                       │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│板橋│03(3966)4131│〒174-00板橋区舟渡２－２－１│一│ＣＡＤ製図、財務管理、介護サービス      ｜ 
│  │   ＋－－－－－－┤ │                       │ 
│  │   │ＪＲ埼京線・浮間舟渡 歩３分│般│                       │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│赤羽│03(3909)8333│〒115-00北区西が丘３－７－８│一│カラーＴＤＰ、パソコン編集、グラフィック企画営｜ 
│  │   │      │般│業                      │ 
│  │   │      │ │［夜］電気工事                │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│  │   │都営三田線・板橋本町 歩１２分│高│ビジネス経理、［夜］不動産実務         │ 
│  │   │ＪＲ埼京線・十条 歩１５分│年│                       │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│王子│03(3912)3571│〒114-00北区王子２－１９－１６│一│トレース、物流システム、［夜］トレース      ｜ 
│  │   │      │般│                       │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│  │   │ＪＲ京浜東北線・地下鉄南北線・王子│高│電気機器管理                 ｜ 
│  │   │歩８分   │年│                       │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│亀戸│03(3683)0341│〒136-00江東区亀戸９－６－２７│一│溶接、電気設備管理、［３ヶ月］パソコン実践   ｜ 
│  │   │      │般│（35 歳以上）                 │ 
│  │   │      │ │［夜］建築製図                │ 
│  │   ＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│  │   │ＪＲ総武線・亀戸 歩１８分│高│ビル管理、［夜］ビル管理            │ 
│  │   │都営新宿線・東大島 歩１０分│年│                       │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│戸川│03(5607)3681│〒132-00江戸川区中央２－３１－２７│一│ＣＡＤ製図、介護サービス           ｜ 
│  │   │      │般│                       │ 
│  │   ＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│  │   │ＪＲ総武線・新小岩からバス・春江町│高│エクステリア                 ｜ 
│  │   │（葛西駅）行 大杉小学校前 歩２分│年│                       │ 
 
 
 



 
＋－－＋－－－＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│足立│03(3605)6146│〒120-00足立区綾瀬５－６－１│一│ＣＡＤ製図、タイル施工、［夜］木工       ｜ 
│  │   │      │般│                       │ 
│  │   ＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│  │   │地下鉄千代田線・綾瀬 歩８分│高│ビジネス経理、［３ヶ月］ビルクリーニング    ｜ 
│  │   │      │年│                       │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│台東分校│03(3876)2998│〒111-00台東区橋場１－１－６｜ │                       │ 
│  │   │東京都産業労働会館内│ │                       │ 
│  │   ＋－－－－－ ＋ │    －－－－－－－－－          │ 
│  │   │地下鉄銀座線・浅草からバス・南千住│ │                       │ 
│  │   │（石浜通り行）産業労働会館前 歩４分│ │                       │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│中野│03(3384)9476│〒164-00中野区弥生町２－４１－１７│一│デジタル組版、医療事務、［３ヶ月］パソコン実践 ｜ 
│  │   │      │般│（35 歳以上）                 │ 
│  │   ＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│  │   │地下鉄丸の内線・中野新橋 歩３分│高│室内リフォーム、［夜］室内リフォーム      │ 
│  │   │      │年│                       │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│お茶の水│03(5530)5770│〒135-80江東区有明３－１│ │カラーＤＴＰ、貿易実務、ファッションザ    ｜ 
│  │   │ＴＦＴビル西館５Ｆ│ │アドバイー                  │ 
│  │   ＋－－－－－－┤一│                       │ 
│  │   │ゆりかもめ・国際展示場正門 歩２分│般│服飾ソーイング                │ 
│  │   │臨海副都心線・国際展示場 歩７分│ │                       │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│高年齢者│03(5211)2340│〒102-00千代田区飯田橋 3-10-3│ │ハウスサービス、ビル管理、ビジネス経理、   ｜ 
│  │   │シニアワーク東京 10－12Ｆ│ │経営管理実務、                │ 
│  │   │      │高│ホテル？レストランサービス／［夜］不動産調査実｜ 
│  │   ＋－－－－－－┤ │務、経営診断実務、経理実務、税務実務、    │ 
│  │   │ＪＲ総武線・地下鉄有楽町線・東西線│年│［夜３ヶ月］ビル設備管理           ｜ 
│  │   │・南北線 飯田橋 歩７分│ │                       ｜ 
│  │   │      │ │                       │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│立川│042(522)6151│〒190-00立川市羽衣町３－２９－２６│一│溶接、トレース、ＯＡソフト管理、［夜］トレース ｜ 
│  │   │      │般│                       │ 
│  │   ＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│  │   │ＪＲ南武線・西国立 歩８分│高│園芸、［夜］ビジネス経理            │ 
│  │   │      │年│                       │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│王子│0426(22)8201│〒193-09八王子市台町１－１１－１│一│自動販売機、医療事務、介護サービス      ｜ 
│  │   │      │般│                       │ 
│  │   ＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 



│  │   │ＪＲ中央線・八王子 歩１８分│高│電気機器管理                 │ 
│  │   │      │年│                       │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│武蔵野│0422(53)6700│〒180-00武蔵野市境５－２７－１９│一│エクステリア、調理、［３ヶ月］パソコン実践   ｜ 
│  │   │シニアワーク東京 10－12Ｆ│般│（35 歳以上）                 │ 
│  │   ＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│  │   │ＪＲ中央線・武蔵境、東小金井│高│ビル管理                   │ 
│  │   │歩１５分  │年│                       │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│府中│042(367)8201│〒183-00府中市南町４－３７－２│一│ＣＡＤ製図、電気・通信工事、セキュリティ   ｜ 
│  │   │      │般│サービス介護サービス             │ 
│  │   ＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│  │   │京王線・中河原 歩１０分│高│経営管理実務                 │ 
│  │   │      │年│                       │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│京障害者│042(341)1411│〒187-00小平市小川西町２－３４－１│ │                       │ 
│  │   ＋－－－－－－┤ │    －－－－－－－－－          │ 
│  │   │西武国分寺線・小川 歩５分│ │                       │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－＋－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 
 ・ハローワーク（公共職業安定所）一覧 
＋－－＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│所名│電 話│ 所 在 地 │  も よ り 駅  │   管 轄 区 域  │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│  │   │       │           │ 千代田、中央、文京、 │ 
│飯田橋│03(3812)8609│〒112-8597文京区後楽 1-9-20│JR 飯田橋 歩５分   │            │   
│  │   │       │           │ 島しょ        │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│上野│03(3847)8609│〒110-8609台東区東上野４-１-２│JR 上野 歩５分    │ 台東         │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│  │   │        │ JR田町 歩 17分  │            │ 
│港 │03(3452)8609│〒108-0022港区海岸 3-9-45│ ゆりかもめ     │ 港          │ 
│  │   │       │ 芝浦ふ頭 歩７分  │            │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│五反田│03(3449)8609│〒141-8669品川区上大崎 3-13-26│ JR 五反田 歩７分  │ 品川、目黒      │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│大森│03(5493)8609│〒143-0016大田区大森北 1-32-1│JR 大森 歩６分    │ 大田         │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│渋谷│03(3476)8609│〒150-0041渋谷区神南１－３－５│JR 渋谷 歩 10 分   │ 渋谷、世田谷     │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│  │   │〒163-1523新宿区西新宿│           │            │ 
│新宿│03(5325)9593│１－６－１  │ JR 新宿 歩２分   │ 新宿、中野、杉並   │ 
│  │   │新宿エルタワービル２３Ｆ│           │            │ 



＋－－＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│池袋│03(3987)8609│〒170-8409豊島区東池袋 3-5-13│ JR 池袋 歩 10 分  │ 豊島、板橋、練馬   │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│  │   │       │ 営団地下鉄南北線  │            │ 
│王子│03(5390)8609│〒114-0002北区王子 6-1-17│           │ 北          │ 
│  │   │       │ 王子神谷 歩７分  │            │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│  │   │       │ 京成線       │            │ 
│足立│03(3870)8609│〒120-8530足立区千住河原町│           │ 荒川、足立      │ 
│  │   │５－２０   │ 千住大橋 歩５分  │            │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│  │   │       │ 都営地下鉄     │            │ 
│墨田│03(3625)8609│〒130-8609墨田区東駒形│           │ 墨田、葛飾      │ 
│  │   │４－２２－１５│ 本所吾妻橋 歩３分 │            │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│  │   │       │ 営団地下鉄東西線  │            │ 
│木場│03(3643)8609│〒135-8609江東区木場│           │ 江東、江戸川     │ 
│  │   │２－１３－１９│ 木場 歩３分    │            │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│八王子│0426(22)8609│〒192-0904八王子子安町 1-13-1│ JR 八王子 歩２分  │ 八王子、日野     │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│  │   │       │           │ 立川、昭島、小金井、 │ 
│  │   │       │           │            │ 
│立川│042(525)8609│〒190-8509立川市錦町 1-9-21│ JR 立川 歩７分   │ 小平、東村山、国分寺、│ 
│  │   │       │           │            │ 
│  │   │       │           │ 国立、東大和、武蔵村山│ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│  │   │       │           │ 青梅、福生、あきる野、│ 
│青梅│0428(24)8609│〒198-0042青梅市東青梅│JR 東青梅 歩６分   │            │ 
│  │   │３－１２－１６│           │ 羽村、西多摩郡    │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│  │   │       │           │ 三鷹、武蔵野、田無、 │ 
│三鷹│0422(47)8609│〒181-8517三鷹市下連雀│JR三鷹 歩 14分     │            │ 
│  │   │４－１５－１８│           │ 保谷、清瀬、東久留米 │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│  │   │〒194-0022町田市森野│JR町田 歩 13分   │            │ 
│町田│042(732)8609│２－２８－１４│             │ 町田         │ 
│  │   │町田合同庁舎 │小田急町田 歩 10分  │            │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│  │   │       │           │府中、調布、狛江、多摩、│ 
│府中│042(336)8609│〒183-0045府中市美好町│ 京王線府中 歩７分 │            │ 
│  │   │１－３－１  │           │ 稲城         │ 
＋－－＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 



│東京両立支援│    │〒150-0041渋谷区神南 1-21-1│           │            │ 
│  │03(5489)8609│       │JR 渋谷 歩５分    │             │ 
│ハローワーク│   │日本生命渋谷ビル５Ｆ │                │                │
＋－－＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 



平成１２年９月１２日                連絡先 
午後３時１０分                    東京都福祉局国民健康保険部 
東京都災害対策本部                  指導課 03-5320-4163 
 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第１１９報） 
 
 
   三宅島・新島・神津島近海地震等に係る義援金の受付状況について（中間集計） 
                ～３億円を超えました～ 
 
 ８月１４日から受付を行っている三宅島・新島・神津島近海地震等に係る義援金は９月１
２日現在、下記のとおりです。 
 多くの方々の温かいご支援に深く感謝申し上げます。 
 なお、引き続き９月２９日（金）まで受け付けます。（受付期間は被災の状況により延長し
ます。） 
 
     ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
     │ 金 額 │  ３３７，３１６，１８２円  │ 
     ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
     │ 件 数 ｜       ２５，４００件  │ 
     ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 
 義援金の受付窓口 
 ◎郵便振込 
     ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
     │ 受付機関名 │      振 込 口 座       │ 
     ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
     │ 東 京 都 │（口座名）東京都島しょ災害義援金口座  │ 
     │       │（口座番号）００１５０－１－１００２２０│ 
     ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
     │日本赤十字社 │（口座名）  日本赤十字社東京都支部  │ 
     │  東京都支部│（口座番号） ００１３０－５－７８８３ │ 
     ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
     │ 東京都共同 │（口座名）東京都共同募金会       │ 
     │    募金会│（口座番号）００１２０－９－１００２５０│ 
     ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
       （注）振込手数料はかかりません。 
 ◎銀行振込 
     ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
     │ 受付機関名 │       振 込 口 座       │ 
     ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
     │       │（銀行名・支店名）富士銀行・東京都庁出張所│ 
     │ 東 京 都 │（口座名）   東京都島しょ災害義援金口座│ 
     │       │（口座番号）    ２３３４１３３    │ 
     ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
      （注）富士銀行本支店における「窓口取扱い」に限り、振込手数 
         料はかかりません。 
 
 



平成１２年９月１２日              連絡先 
午後８時２５分                  東京都福祉局生活福祉部保護課 
東京都災害対策本部                 03-5320-4066 
 
 
          東京都災害対策本部の対応について（第１２０報） 
 
 
            災害援護資金の貸付について 
 
 
 福祉局では三宅島火山活動及び新島、神津島近海の地震等により被害を受けた方に対す 
る災害援護資金の貸付（国制度並びに都単独制度）について、被災者の金利負担の軽減を 
図るため、以下のとおりの措置を講じることとしました。 
 この結果、実質的に無利子となり借受者の金利負担はなくなります。 
 
１ 災害援護資金（国制度）の貸付 
 災害により、住居の損壊等の被害を受けた方に対し、被害程度に応じて最高３５０万円 
まで貸付けるものです。 
 先般、３％の貸付利息のうち、２％分を都が利子補給することとしましたが、その後の 
災害被害の拡大等を考慮し、被災者の負担の軽減のため、村と連携の上で支援措置を拡大 
し、３％分全額を都と村で利子補給するものです。 
○ 貸付利子 無利子 
○ 適用期間 貸付後１０年 
○ 対象者 三宅島火山活動及び新島、神津島近海の地震等により被害を受けた島民で、 
      災害援護資金の貸付を受けた者 
○ 対象限度額 ３５０万円まで 
 
２ 災害援護資金（都制度）の貸付 
 災害により、住居の損壊等の被害を受けた方に対し、都が単独で最高１５０万円まで貸 
付けるものです。 
 先般、貸付利息は１％としましたが、その後の災害被害の拡大等を考慮し、被災者の負 
担の軽減のため、村と連携の上で支援措置を拡大し、１％分全額を都と村で利子補給する 
ものです。 
○ 貸付利子 無利子 
○ 適用期間 貸付後１０年 
○ 対象者 三宅島火山活動及び新島、神津島近海の地震等により被害を受けた島民で、 
      災害援護資金の貸付を受けた者 
○ 対象限度額 １５０万円まで 
 
 
 
 



平成１２年９月１２日   
午後１０時００分     
東京都災害対策本部    
 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第１２１報） 
 
 
          ９月１２日の現地対策本部会議の内容について 
 
 
 本日の会議（午後８時から９時２０分）で報告された事項は下記のとおりです。 
 
                    記 
 
 １ 島内残留者数等について 
   別紙のとおり 
 
 ２ 本日の作業状況等 
 （１）本部 
   シャワー１１基・洗濯機と乾燥機８セットを旅客待合所２階テラスに設置。 
 （２）支庁 
   都道は通行可となった。（平成モータース付近は泥土のため、４輪駆動車のみ通行 
   可） 
   避難用シェルター６ヶ所追加設置。 
 （３）警察 
   三池、阿古に昼間の拠点として臨時派出所を設置。 
 （４）東電 
   クリーンセンターへの送電を実施。（冷却水が無いため稼働できず）  
 （５）ＮＴＴ 
   ケーブル復旧のための調査を実施。発電機の潤滑油の補給を実施。 
 （６）気象庁 
   本日の噴煙は２２００メートルで、二酸化硫黄の増加傾向が続いている。 
 
 ３ その他 
 （１）自衛隊の護衛艦「しらゆき」は、明日「はつゆき」に交代。 
 （２）明朝の寄港地は三池港の予定。 
 
 
＜別紙＞ 
ホテルシップ利用者数及び島内残留者数調（９月１２日分） 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜    機  関  名   ｜ホテルシップ利用者数｜島内残留者数｜ 合 計 ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜三宅島測候所        ｜        ６ ｜    ０ ｜   ６ ｜ 



＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜東京電力          ｜        １ ｜   １７ ｜  １８ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜ＮＴＴグループ       ｜       １０ ｜    ０ ｜  １０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜東海汽船          ｜        ６ ｜    ７ ｜  １３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜三宅支庁外都機関      ｜       １３ ｜    ７ ｜  ２０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜都総務局外         ｜       ３２ ｜    ０ ｜   ０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜三宅島警察署        ｜       １９ ｜    ４ ｜  ２３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜東京消防庁         ｜       １０ ｜    ０ ｜  １０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜三宅島消防団        ｜        ４ ｜    １ ｜   ５ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜建設会社          ｜       ４３ ｜    ０ ｜  ４３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜自衛隊           ｜        ３ ｜    ２ ｜   ５ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜海上保安庁         ｜        １ ｜    ０ ｜   １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜郵便局           ｜        ４ ｜    ０ ｜   ４ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜三宅村役場         ｜       １０ ｜    ３ ｜  １３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜運送会社          ｜        ４ ｜    １ ｜   ５ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜国土庁           ｜        １ ｜    ０ ｜   １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜農協            ｜        １ ｜    ０ ｜   １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜運輸省航空局        ｜        １ ｜    ０ ｜   １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜富士銀行          ｜        ０ ｜    ０ ｜   ０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜平善産業（ごみ）      ｜        １ ｜    ０ ｜   １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜今関商会（ガソリン）    ｜        １ ｜    ０ ｜   １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜七島商事（ガソリン）    ｜        ３ ｜    ０ ｜   ３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜三宅島サービス工場（車修理）｜        ２ ｜    ０ ｜   ２ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜平成モータース（車修理）  ｜        ３ ｜    ０ ｜   ３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜アイランドフォート（写真） ｜        １ ｜    ０ ｜   １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜特養老人ホームあじさいの里 ｜        ０ ｜    ０ ｜   ０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜三宅村議会         ｜        ０ ｜    ０ ｜   ０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜アジア航測         ｜        ０ ｜    ０ ｜   ０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜三宅村消防本部       ｜        ３ ｜    ０ ｜   ３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜三宅村診療所         ｜        ５ ｜    ０ ｜   ５ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜      計       ｜      １８８ ｜   ４２ ｜ ２３０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜報道関係          ｜       ３６ ｜    ０ ｜  ３６ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜     合 計      ｜      ２２４ ｜   ４２ ｜ ２６６ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 



平成１２年９月１３日 
午前９時５０分 
東京都災害対策本部 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１２２報） 
 
            三宅島の停電復旧状況について 
 
 
 平成１２年９月１２日の停電復旧状況は以下のとおりです。（午後３時３７分現在） 
 
 
 ●阿古地区の通電が再開。 
 
 ●停電中 
  伊ケ谷地区の伊ケ谷港周辺の３１６件 
   （うち低圧３１５件、高圧１件） 
   ※原因は電柱の倒壊、傾斜による。 
 
 
 
 



平成１２年９月１３日               連絡先 
午後２時３０分                  教育庁学務部高等学校教育課 
東京都災害対策本部                03-5320-6741 
 
      東京都災害対策本部の対応等について（第１２３報） 
 
      「三宅島児童・生徒支援センター」の設置について 
 
 三宅島から都立秋川高等学校に避難している児童・生徒の生活と教育活動への支援を図 
るため、ボランティア活動の拠点として以下のとおり「三宅島児童・生徒支援センター」 
を設置しましたのでお知らせします。 
 
 
 １ 設置者    三宅島社会福祉協議会 
 
 ２ 設置日    平成１２年９月１３日（水） 
 
 ３ 活動開始日  平成１２年９月１４日（木） 
 
 ４ 活動日及び活動時間 
  （１）活動日   毎週月曜日～金曜日（祝日を除く） 
  （２）活動時間  ９時～１７時（１２時～１３時を除く） 
 
 ５ 設置場所   あきる野市下代継２２１ 都立秋川高校「北辰館」内 
          ０４２－５５０－９２６３（９月１４日から） 
 
 ６ 代表等 
        代 表  あきる野市社会福祉協議会 地域福祉推進課長 中村英晴 
        副代表  あきる野青年会議所    理事長      赤井 剛 
 
 ７ 業務 
  （１）ボランティア活動の窓口 
     これまでのボランティア活動申し出の集約及び分野ごとのリスト化 
     新たなボランティア活動の申し出の受け付け 
  （２）物資の管理 
     三宅村教育委員会等に寄贈された物資の整備及び適正管理 
     新たな寄贈等の申し出の受け付け 
  （３）ボランティア活動の受け入れ調整 
     三宅村教育委員会等が要請するボランティア活動についての申し出者との調整 
 
 
 



平成 12 年９月１３日 
午後７時３０分 
東京都災害対策本部 
 
 
            東京都災害対策本部の対応等について（第１２４報） 
 
 
                ９月１３日の防災関係機関の残留者数について 
 
 
 ９月１３日の防災関係機関等の残留者数は２８３名となります。内訳は別紙のとおりです。 
 
 ＜別紙＞ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜     機 関 名    ｜ホテルシップ利用者数｜島内残留者数｜ 合  計 ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅島測候所        ｜       １２ ｜    ０ ｜   １２ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜東京電力          ｜        １ ｜   １７ ｜   １８ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜ＮＴＴグループ       ｜       １５ ｜    ０ ｜   １５ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜東海汽船          ｜        ６ ｜    ７ ｜   １３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅支庁外都機関      ｜       １６ ｜    ７ ｜   ２３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜都総務局外         ｜       ３２ ｜    ２ ｜   ３４ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅島警察署        ｜       １４ ｜    ９ ｜   ２３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜東京消防庁         ｜       １０ ｜    ０ ｜   １０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅島消防団        ｜        ５ ｜    ０ ｜    ５ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜建設会社          ｜       ４３ ｜    ０ ｜   ４３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜自衛隊           ｜        ３ ｜    ２ ｜    ５ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜海上保安庁         ｜        １ ｜    ０ ｜    １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜郵便局           ｜        ３ ｜    ０ ｜    ３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅村役場         ｜        ９ ｜    ３ ｜   １２ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜運送会社          ｜        ４ ｜    １ ｜    ５ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜国土庁           ｜        ３ ｜    ０ ｜    ３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜農協            ｜        １ ｜    ０ ｜    １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜運輸省航空局        ｜        ３ ｜    ０ ｜    ３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜富士銀行          ｜        ０ ｜    ０ ｜    ０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜平善産業（ごみ）      ｜        １ ｜    ０ ｜    １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜今関商会（ガソリン）    ｜        １ ｜    ０ ｜    １ ｜ 



＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜七島商事（ガソリン）    ｜        ３ ｜    ０ ｜    ３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅島サービス工場（車修理）｜        ２ ｜    ０ ｜    ２ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜平成モータース（車修理）  ｜        ２ ｜    ０ ｜    ２ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜アイランドフォート（写真） ｜        １ ｜    ０ ｜    １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜特養老人ホームあじさいの里 ｜        ０ ｜    ０ ｜    ０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅村議会         ｜        ０ ｜    ０ ｜    ０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜アジア航測         ｜        ０ ｜    ０ ｜    ０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅村消防本部       ｜        ３ ｜    ０ ｜    ３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜三宅村診療所        ｜        ５ ｜    ０ ｜    ５ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜       計      ｜      １９９ ｜   ４８ ｜  ２４７ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜報道関係          ｜       ３６ ｜    ０ ｜   ３６ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
｜     合  計     ｜      ２３５ ｜   ４８ ｜  ２８３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 



平成 12 年９月１４日            連絡先 
午前１２時００分             東京都選挙管理委員会事務局選挙課 
東京都災害対策本部             03-5320-6910 
 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第１２５報） 
 
 
          神津島村長選挙等の不在者投票所の設置について 
 
 神津島村長選挙及び村議会議員補欠選挙の執行にあたり、島外に避難している村民に選挙 
の機会を確保するため、下記のとおり、港区内にも不在者投票所を設置することとしました 
のでお知らせします。 
 なお、東京都選挙管理委員会（以下、都選管という）は、職員を派遣し、この不在者投票 
所の管理運営を、支援をすることとしています。 
 
                   記 
 
１ 神津島村長選挙及び村議会議員補欠選挙の概要 
（１）選挙期日等 
 ・告示日   平成１２年９月１９日（火） 
 ・投票日   平成１２年９月２４日（日） 
（２）選挙人名簿の基準日・登録日 
 ・平成１２年９月１８日（月） 
  ＜参考＞・平成１２年９月２日現在の登録者数は、１，７４０人 
      ・島外に避難している村民は推計で約１５０人 
 
２ 島外の不在者投票所の設置 
 ・日時  平成１２年９月１９日（火）から２３日（土）まで 
         午前８時３０分から午後５時まで 
 ・場所  島嶼会館（港区海岸１の４の７） 
 ・不在者投票所の問い合わせ先 
           電話０３（３４３２）４９６１ 内線３２３ 
 ・インターネットによる情報提供 
      ホームページアドレス http://www.senkyo.metro.tokyo.jp 
 
 
 
 



平成１２年９月１４日                    連絡先 
午後３時３０分                        三宅村東京事務所 
東京都災害対策本部                      03-3435-7141 
                               三宅村立川事務所 
                               042-529-1051 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１２６報） 
 
 
    三宅村立川事務所の開設及び三宅村東京事務所の業務時間の変更について 
 
 
 東京都西部に避難した村民の生活の安定と利便を図るため、下記のとおり三宅村立川事 
務所を開設します。 
 なお、立川事務所開設に伴い、三宅村東京事務所の業務時間を下記のとおり変更します。 
 
 
                  記 
 
１ 三宅村立川事務所の開設 
  （１） 開設日    平成１２年９月１９日（火） 
  （２） 業務時間  午前９時から午後５時まで（土日祝日は業務を休みます。）  
  （３） 業務内容  開設時は次のとおり東京事務所と同様の業務を行いますが、段階

的に業務拡大を行います。 
           １）住民票の発行 
           ２）印鑑登録証明書の発行（登録のカードを持参した方のみ） 
           ３）各種税証明書の発行 
           ４）各種相談 
  （４） 場所    東京都立川市緑町３２３３番地の２ 
            東京都立川地域防災センター内４階 
            ・ＪＲ立川駅北口から立川バス２番「立川警察署前」下車徒歩１  
             分 
            ・多摩モノレール高松駅下車徒歩２０分  
             電 話 ０４２－５２９－１０５１ 
             ＦＡＸ ０４２－５２９－１０８０ 
 
２ 三宅村東京事務所の業務時間の変更  
  （１） 実施日   平成１２年９月１９日（火）から 
  （２） 業務時間  午前９時から午後５時まで（土日祝日は業務を休みます。） 
 



平成 12 年９月１４日 
午後４時４０分 
東京都災害対策本部 
                                         連絡先                           
                                         住宅局管理部財産管理課  
                                         03-5320-5040 
          
                                                  
            東京都災害対策本部の対応について（第１２７報） 
 
            三宅島からの避難島民へ一時提供する都営住宅等の 
                      区市町村別入居決定戸数について 
 
 避難島民へ一時提供した都営住宅等の入居決定戸数について、９月１３日 
現在の速報数値が下記のとおりまとまりましたので、お知らせします。 
 
                             記 
  １ 都営住宅等           ７４８戸 
  ２ 区市町村住宅           ４６戸 
  ３ 都市基盤整備公団住宅       ２６戸 
  ４ 近県の公営住宅          ２６戸 
      計             ８４６戸 
 
  
 なお、再申込等による重複を除いたため、以前に発表した決定戸数より減 
少しております。 
 
 



平成１２年９月 14 日                連絡先 
午後７時１０分                  衛生局医療計画部救急災害医療課 
東京都災害対策本部                03-5320-4436 
 
 
      東京都災害対策本部の対応等について（第１２８報） 
 
     三宅島診療所への都立病院医療チームの派遣等について 
 
 
   三宅島島内残留者の健康管理については、現地中央診療所医師等が交代で対応し 
  ています。 
   現地医療活動も長期にわたっており、都では、医薬品等の提供など必要な支援を 
  行ってきたところですが、この度、現地医療班の疲労回復など勤務態勢緩和の観点 
  から、都立病院医療チームを派遣して支援を行うこととしたのでお知らせします。 
 
                 記 
     医療チームの派遣 
     第１班 ： 平成 12 年９月１４日～９月１８日 
            都立大塚病院（医師１,看護婦１,事務１） 
     第２班 ： 平成 12 年９月１７日～９月２０日 
            都立墨東病院（医師１,看護婦１,事務１） 
       第３班以降については、現在調整中です。 
 
   参 考 
    医薬品等の提供（９月６日から順次実施中） 
     ・胃腸薬、風邪薬、高血圧薬、湿布薬等の医薬品 
     ・腰痛ベルト、血圧計、聴診器等の医療器材 
 
   ※ 医療チーム及び追加医薬品とも、本日竹芝発の「すとれちあ丸」で派遣の 
    予定です。 
 
 



平成 12 年９月１４日 
午後８時３０分 
東京都災害対策本部 
 
 
          東京都災害対策本部の対応等について（第１２９報） 
 
           ９月１４日の防災関係機関の残留者数について 
 
 
 ９月１４日の防災関係機関等の残留者数は３０７名となります。内訳は別紙のとおりです。 
 
 ホテルシップ利用者数及び島内残留者数調（9 月 14 日分） 
 
＜別紙＞ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│  機関名     │ホテルシップ利用者数│ 島内残留者数 │  合  計  │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│三宅島測候所    │        １０│       ０│      １０│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│東京電力      │         １│      １７│      １８│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│ＮＴＴグループ   │        ２９│       ０│      ２９│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│東海汽船      │         ６│       ７│      １３│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│三宅支庁外都機関  │        １４│       ９│      ２３│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│都総務局外     │        ３６│       ２│      ３８│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│三宅島警察署    │        １７│       ６│      ２３│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│東京消防庁     │        １０│       ０│      １０│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│三宅島消防団    │         ５│       ０│       ５│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│建設会社      │        ４３│       ０│      ４３│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│自衛隊       │         ４│       ５│       ９│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│海上保安庁     │         １│       ０│       １│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│郵便局       │         ３│       ０│       ３│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│三宅村役場     │        １２│       ４│      １６│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│運送会社      │         ３│       １│       ４│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│国土庁       │         ２│       ０│       ２│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│農協        │         １│       ０│       １│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│運輸省航空局    │         ３│       ０│       ３│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│富士銀行      │         ０│       ０│       ０│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│平善産業（ゴミ）  │         １│       ０│       １│ 



＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│今関商会（ガソリン）│         １│       ０│       １│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│七島商事（ガソリン）│         ３│       ０│       ３│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│三宅島サービス工場（車修理）│         ２│       ０│       ２│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│平成モータース（車修理）│         ２│       ０│       ２│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│アイランドフォート（写真）│         １│       ０│       １│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│特養老人ホームアジサイノ里│         ０│       ０│       ０│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│三宅村議会     │         ０│       ０│       ０│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│アジア航測     │         ０│       ０│       ０│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│三宅村消防本部   │         ３│       ０│       ３│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│三宅村診療所    │         ４│       ０│       ４│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│計         │       ２１７│      ５１│     ２６８│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│報道関係      │        ３９│       ０│      ３９│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│合計        │       ２５６│      ５１│     ３０７│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
 
 



平成１２年９月１５日 
午後４時３０分 
東京都災害対策本部 
 
 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第１３０報） 
 
 
 
         ９月１５日の防災関係機関の残留者数について 
 
 
 
 ９月１５日の防災関係機関等の残留者数は２７２名となります。内訳は別紙のとおりです。 
 
＜別紙＞ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│   機関名       │ホテルシップ利用者数│島内残留者数│  合 計  │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│三宅島測候所       │        ８ │    ０ │     ８ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│東京電力         │        １ │   １７ │    １８ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│ＮＴＴグループ      │       ２９ │    ０ │    ２９ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│東海汽船         │        ６ │    ７ │    １３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│三宅支庁外都機関     │       １７ │    ９ │    ２６ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│都総務局外        │        ９ │    ０ │     ９ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│三宅島警察署       │       １７ │    ７ │    ２４ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│東京消防庁        │       １０ │    ０ │    １０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│三宅島消防団       │        ５ │    ０ │     ５ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│建設会社         │       ４４ │    ０ │    ４４ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│自衛隊          │        ４ │    ２ │     ６ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│海上保安庁        │        ２ │    ０ │     ２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│郵便局          │        ３ │    ０ │     ３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│三宅村役場        │        ７ │    ４ │    １１ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│運送会社         │        ４ │    １ │     ５ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│国土庁          │        ０ │    ０ │     ０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│農協           │        １ │    ０ │     １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│運輸省航空局       │        ３ │    ０ │     ３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 



│富士銀行         │        ０ │    ０ │     ０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│平善産業（ごみ）     │        ２ │    ０ │     ２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│今関商会（ガソリン）   │        １ │    ０ │     １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│七島商事（ガソリン）   │        ３ │    ０ │     ３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│三宅島サービス工場（車修理）│        ２ │    ０ │     ２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│平成モータース（車修理） │        ２ │    ０ │     ２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│アイランドフォート（写真） │        ０ │    ０ │     ０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│特養老人ホームあじさいの里│        ０ │    ０ │     ０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│三宅村議会        │        ０ │    ０ │     ０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│アジア航測        │        ０ │    ０ │     ０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│三宅村消防本部      │        ３ │    ０ │     ３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│三宅村診療所       │        ７ │    ０ │     ７ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│計            │      １９０ │   ４７ │   ２３７ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│報道関係         │       ３５ │    ０ │    ３５ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│合計           │      ２２５ │   ４７ │   ２７２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
 
 



平成１２年９月１６日 
午前１１時１５分 
東京都災害対策本部 
 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１３１報） 
 
 
 
       台風１７号接近に伴う「かとれあ丸」の一時避難について 
 
 
 
 台風１７号が接近しているため、東京都災害対策本部は三宅村長と協議し、本日１１時１

５分、安全確保のため一時避難することを決定しました。 
 １２時に島内で活動中の全員を「かとれあ丸」に収容し、東京港へ向け１５時に離岸しま

す。 
 なお、警戒要員についても島内の安全確認がとれ次第「かとれあ丸」で同時に避難します。 
 
 一時避難する「かとれあ丸」は台風が通過次第、速やかに三宅島に戻り、ライフライン維

持等の作業を再開します。（遅くとも１８日帰島、１９日作業再開目途） 
 
 



平成１２年９月１６日 
午後２時４５分 
東京都災害対策本部 
 
 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第１３２報） 
 
 
 
             「かとれあ丸」の出航について 
 
 
 
 「かとれあ丸」は、当初予定された午後３時を午後２時２２分に繰り上げ、三宅島三池港

を出港しました。 
 乗船者数は２９８名となります。（内訳は別紙のとおり） 
 なお、竹芝桟橋到着は、９月１６日午後９時を予定しています。 
 
＜別紙＞ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│    機関名      │ホテルシップ利用者数│島内残留者数│  合 計  │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│三宅島測候所       │       １７ │    ０ │    １７ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│東京電力         │       １８ │    ０ ｜    １８ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│ＮＴＴグループ      │       ２９ │    ０ │    ２９ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│東海汽船         │       １１ │    ０ │    １１ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│三宅支庁外都機関     │       ２７ │    ０ │    ２７ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│都総務局外        │       １３ │    ０ │    １３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│三宅島警察署       │       ３４ │    ０ │    ３４ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│東京消防庁        │       １６ │    ０ │    １６ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│三宅島消防団       │        ７ │    ０ │     ７ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│建設会社         │       ３８ │    ０ │    ３８ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│自衛隊          │        ５ │    ０ │     ５ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│海上保安庁        │        ２ │    ０ │     ２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│郵便局          │        ４ │    ０ │     ４ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│三宅村役場        │       １１ │    ０ │    １１ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│運送会社         │        ４ │    ０ │     ４ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│国土庁          │        ０ │    ０ │     ０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 



│農協           │        １ │    ０ │     １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│運輸省航空局       │        １ │    ０ │     １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│富士銀行         │        ０ │    ０ │     ０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│平善産業（ごみ）     │        ３ │    ０ │     ３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│今関商会（ガソリン）    │        １ │    ０ │     １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│七島商事（ガソリン）    │        ３ │    ０ │     ３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│三宅島サービス工場（車修理）│        ３ │    ０ │     ３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│平成モータース（車修理）  │        ２ │    ０ │     ２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│アイランドフォート（写真） │        ０ │    ０ │     ０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│特養老人ホームあじさいの里│        ０ │    ０ │     ０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│三宅村議会        │        ０ │    ０ │     ０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│アジア航測        │        ０ │    ０ │     ０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│三宅村消防本部      │        ６ │    ０ │     ６ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│三宅村診療所       │        ６ │    ０ │     ６ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│計            │      ２６２ │    ０ │   ２６２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│報道関係         │       ３６ │    ０ │    ３６ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
│合計           │      ２９８ │    ０ │   ２９８ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
 



平成１２年９月１８日               連絡先 
午後２時４０分                   労働経済局労政部就業推進課 
東京都災害対策本部                 03-5320-4661 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１３３報） 
 
 
         三宅村シルバー人材センター都内での活動開始 
      －第１弾として東村山市・都営住宅の草刈り作業を実施－ 
 
 
 三宅村シルバー人材センターは、避難直後より東京臨時事務所（千代田区飯田橋３－１ 
０－３シニアワーク東京２階）を設置し、都内での活動再開を目指してきましたが、この 
ほど第一弾の取り組みとして、東村山市・都営住宅の草刈り作業を実施することになりま 
した。 
 なお、この仕事は、都営住宅自治会から「三宅村避難民の支援のために」と提供された 
ものであり、この申し入れを受けた三宅村シルバー人材センターが地元の東村山シルバー 
人材センターの全面的な協力を得て行うものです。 
 三宅村シルバー人材センターとしては、今後もこうした仕事の提供があれば、積極的に 
取り組みを進めて行く予定にしており、各方面からの仕事の申し入れを期待しています。 
 
 
  １ 場  所  東村山恩田二丁目アパート（都営住宅）自治会 
  ２ 期  間  平成１２年９月２０日より５日間程度 
  ３ 人  員  ６名 
  ４ 作業内容  団地内の除草 
 
  ※上記内容に関する問い合わせ先 
   三宅村シルバー人材センター臨時事務所 
   千代田区飯田橋３－１０－３ シニアワーク東京２階 
   電話 03-3239-4343（直通） FAX 03-3512-3477 
 
 
 



平成 12年９月 18日                      都立大学教養部教務課 
午後４時３０分                        0426(77)2394 
東京都災害対策本部                      0426(77)2415 
 
      東京都災害対策本部の対応等について（第１３４報） 
 
         三宅島からの避難住民の方への支援について 
 
 都立大学では、三宅島から避難している住民の方々に、情報発信の場等を提供するため、 
以下の支援を行いますので、お知らせします。 
 
１ 支援内容 
 （１）電子メールアドレスの付与 
 （２）ホームページ作成場所の貸与（ディスク容量５０ＭＢ） 
 （３）ダイヤルアップ接続によるホームページ閲覧 
  ＊プロバイダーの接続料金は不要となります。ただし、電話料金がかかります。 
 
２ 期間 
  原則として避難指示が解除されるまで 
 
３ 申込先 
  都立大学教養部教務課電算係 
  電話０４２６（７７）２４１５（ダイヤルイン） 
 
＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│パソコン提供のお願い                           │  
│ 三宅島から避難している住民の方々のために、パソコンを提供してくださる方は│  
│上記申込先まで、ご連絡ください。当面、八王子周辺の避難者相談所等への設置を│  
│予定しています。詳しくは、都立大学のホームページをご覧下さい。      │  
│都立大学ホームページアドレス：http://www.metro-u.ac.jp/           │  
＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 
 



平成１２年９月１８日                       
午後６時３０分                         
東京都災害対策本部                       
 
      東京都災害対策本部の対応等について（第１３５報） 
 
         三宅島での作業再開について 
 
 
１ 「かとれあ丸」出航時間及び集合場所 
  ９月１８日２２時集合（集合場所：竹芝桟橋客室待合所） 
  ９月１９日０時に竹芝桟橋を出航 
 
２ 「かとれあ丸」到着時間 
  １９日９時に三池港到着の予定 

＊ なお、この予定は気象状況等により変更されることがあります。 
 
３ 作業再開時間 
  泥流、火山性ガス、ライフラインの状況等について調査し、安全性を確認後、ライフラ

イン復旧・維持作業再開の予定 
 
 



平成１２年９月１８日 
２２時００分 
東京都災害対策本部 
                                                連絡先 
                                                環境局環境評価部広域監視課 
                                                03-5388-3567 
                                                                                 
            東京都災害対策本部の対応等について（第１３６報） 
                                         
                                         
                三宅島への環境測定の実施に伴う職員の派遣 
 
 
 三宅島でのライフライン維持・復旧作業再開に際し、安全性の確保の観点から二酸化 
硫黄等の濃度を測定するため、職員等６名（委託会社職員２名を含む。）を派遣するこ 
とにしましたのでお知らせします。 
 
 現地における測定内容等 
 １ 検知管法による移動測定 
  (1)期間 
     平成１２年９月１９日から３日程度 
    (2)測定項目 
     二酸化硫黄、硫化水素、塩化水素 
    (3)測定地点 
     作業予定場所数か所 
 
  ２ 連続自動測定機の保守点検 
  (1)期日 
      平成１２年９月１９日 
  (2)測定項目 
      二酸化硫黄 
  (3)設置場所 
      衛生局島しょ保健所三宅出張所（三宅島伊豆１００４） 
 
 



平成１２年９月１８日 
２２時００分 
東京都災害対策本部 
                                                連絡先 
                                                環境局環境評価部広域監視課 
                                                03-5388-3567 
                                                                                 
            東京都災害対策本部の対応等について（第１３６報） 
                                         
                                         
                三宅島への環境測定の実施に伴う職員の派遣 
 
 
 三宅島でのライフライン維持・復旧作業再開に際し、安全性の確保の観点から二酸化 
硫黄等の濃度を測定するため、職員等６名（委託会社職員２名を含む。）を派遣するこ 
とにしましたのでお知らせします。 
 
 現地における測定内容等 
 １ 検知管法による移動測定 
  (1)期間 
     平成１２年９月１９日から３日程度 
    (2)測定項目 
     二酸化硫黄、硫化水素、塩化水素 
    (3)測定地点 
     作業予定場所数か所 
 
  ２ 連続自動測定機の保守点検 
  (1)期日 
      平成１２年９月１９日 
  (2)測定項目 
      二酸化硫黄 
  (3)設置場所 
      衛生局島しょ保健所三宅出張所（三宅島伊豆１００４） 
 
 



平成１２年９月１９日 
午前９時１０分 
東京都災害対策本部 
 
      東京都災害対策本部の対応等について（第１３７報） 
 
          「かとれあ丸」の乗船者数について 
 
 「かとれあ」丸は、９月１９日８時４０分に三池港に接岸しました。乗船者数は１７５ 
名で、内訳は別紙のとおりです。 
 
 
（別紙） 
 
  かとれあ丸乗船者数（9 月 18 日） 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜機関名           ｜乗船者数 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜三宅島測候所        ｜   ７ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜東京電力          ｜   ２ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜ＮＴＴグループ       ｜  １２ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜東海汽船          ｜  １５ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜三宅支庁外都機関      ｜  ２４ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜都総務局外         ｜  １４ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜三宅島警察署        ｜  ２５ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜東京消防庁         ｜  １０ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜三宅島消防団        ｜   ０ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜建設会社          ｜  ２１ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜自衛隊           ｜   ９ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜海上保安庁         ｜   １ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜郵便局           ｜   ３ ｜ 



 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜三宅村役場         ｜   ７ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜運送会社          ｜   ４ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜国土庁           ｜   １ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜農協            ｜   １ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜運輸省航空局        ｜   １ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜富士銀行          ｜   ０ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜平善産業（ごみ）      ｜   ２ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜今関商会（ガソリン）    ｜   １ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜七島商事（ガソリン）    ｜   ４ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜三宅島サービス工場（車修理）｜   ３ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜平成モータース（車修理）  ｜   ２ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜アイランドフォート（写真） ｜   ０ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜特養老人ホームあじさいの里 ｜   ０ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜三宅村議会         ｜   ０ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜アジア航測         ｜   ０ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜三宅村消防本部       ｜   ０ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜三宅村診療所        ｜   ６ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜ 計            ｜ １７５ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜報道関係          ｜  ３０ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 ｜合  計          ｜ ２０５ ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 
 



平成１２年９月１９日            連絡先 
午後５時１５分                衛生局医療計画部救急災害医療課 
東京都災害対策本部               03-5320-4436 
                       高齢者施策推進室施設事業部管理課 
                        03-5320-4581 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１３８報） 
 
 
     三宅島診療所への都立病院医療チームの派遣について（その２） 
 
 
 三宅島島内残留者の健康管理については、現地診療所医師等が交代で対応しており、都 
は、医薬品等の提供などのほか、現地医療班の疲労回復など勤務態勢緩和の観点から、都 
立病院医療チームを派遣して支援を行っています。 
 ９月 14 日からの第１班（大塚病院）、同月 18 日からの第２班（墨東病院）に続き、下記 
のとおり継続して医療チームを派遣しますのでお知らせします。 
 
                    記 
   派遣医療チーム 
    第３班  駒込病院  ：平成１２年９月１９日～９月２３日 
    第４班  府中病院  ：平成１２年９月２２日～９月２６日 
    第５班  多摩老人医療センター：平成１２年９月２５日～９月２９日 
    第６班  老人医療センター  ：平成１２年９月２８日～１０月２日 
 
 
     ※ 各医療チームは、医師１，看護婦１の計２名です。 
     ※ 各医療チームは、派遣開始日に竹芝発の定期船で派遣の予定です。 
 
 
 



平成１２年９月１９日 
午後１０時３０分 
東京都災害対策本部 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１３９報） 
 
 
          三宅島における本日の主な活動状況について 
 
 
１ ＮＴＴ 
  自家発電装置への給油作業 
２ 東京電力 
  発電所の安全確認（送電再開は、送電線の安全確認後の予定） 
３ 東京消防庁 
  各機関活動場所における安全確保（ガス検知等） 
４ 東京都環境局 
  各機関活動場所等における火山性ガス発生状況調査及び島しょ保健所三宅出張所に設 
 置した連続自動測定機のデータ収集 
５ 三宅支庁土木課 
  泥流発生状況の確認及び都道の応急復旧作業（都道上６カ所で泥流を確認、応急復旧 
 作業により都道は島内全域で通行可能） 
 
 なお、風向き等により火山性ガス発生状況の確認に数日を要するため、三宅島在島者全 
員をホテルシップ「かとれあ丸」内に収容し、１７時００分離岸しました。（乗船者数・ 
内訳は別紙のとおり） 
 
＜別紙＞かとれあ丸乗船者数（９月１９日） 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│    機関名       │ 乗 船 者 数 │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│三宅島測候所        │       ６ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│東京電力          │      １２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│ＮＴＴグループ       │      １２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│東海汽船          │      １５ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│三宅支庁外都機関      │      ２４ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│都総務局外         │      １２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│三宅島警察署        │      ３０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│東京消防庁         │      １０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│三宅島消防団        │       ０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 



│建設会社          │      ２１ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│自衛隊           │      １０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│海上保安庁         │       １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│郵便局           │       ３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│三宅村役場         │       ７ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│運送会社          │       ４ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│国土庁           │       １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│農協            │       １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│運輸省航空局        │       １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│富士銀行          │       ０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│平善産業（ごみ）      │       ４ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│今関商会（ガソリン）    │       １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│七島商事（ガソリン）    │       ４ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│三宅島サービス工場（車修理）│       ３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│平成モータース（車修理）  │       ２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│アイランドフォート（写真） │       ０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│特養老人ホームあじさいの里 │       ０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│三宅村議会         │       ０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│アジア航測         │       ０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│三宅村消防本部       │       ０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│三宅村診療所        │       ６ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│計             │     １９０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│報道関係          │      ２３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│合計            │     ２１３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 
 
 



平成１２年９月２０日 
午前１１時１５分 
東京都災害対策本部 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１４０報） 
 
 
          本日の「かとれあ丸」の停泊地等について 
 
 
 「かとれあ丸」は、気象条件により三宅島三池港及び阿古港への接岸が困難であるた 
め、本日１３時に大島元町港に到着予定。 
 大島元町において、定期船「すとれちあ丸」からの荷物の積み替え及び交代要員等の 
乗り換え等の作業を行う予定。 
 
 



平成１２年９月２０日 
午後１時４５分 
東京都災害対策本部 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１４１報） 
 
 
         ９月２１日の「かとれあ丸」の運航時間について 
 
 下記のとおりとなります。 
 
  ９月２１日 ６時３０分 大島元町港出航 
  ９月２１日 ９時３０分 三宅島着（寄港地は未定） 
 
 
 ＊なお、今後の気象条件等により変更になる可能性があります。 
 
 
 



平成１２年９月２０日              連絡先 
午後２時２０分                  環境局環境評価部広域監視課 
東京都災害対策本部                03-5388-3567 
 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第１４２報） 
 
          三宅島における環境測定の結果について 
 
 東京都では、三宅島でのライフライン維持・復旧作業再開に際し、安全性確保の観点か 
ら二酸化硫黄等の環境の濃度を測定したのでお知らせします。 
 
１ 検知管法による測定 
 （１）測定日時 
   平成１２年９月１９日 ９時３０分～１５時３０分 
 （２）測定項目 
   二酸化硫黄、硫化水素、塩化水素など 
 （３）測定地点 
   作業場所９地点及び島しょ保健所三宅出張所 
 （４）測定結果 
   ・サタドー岬～平山の８地点における測定 
     二酸化硫黄、硫化水素ともに不検出 
       測定地点：サタドー岬（9:45）、三七山（10:00）、三宅空港（10:30）、 
            阿古港（11:15）、阿古北側（11:40）、三宅支庁（14:15）、 
            大久保町（14:40）、平山（15:00） 
   ・三池港及び島しょ保健所三宅出張所における測定 
     三池港（二酸化硫黄～アンモニアは 9:30 及び 15:30 に実施) 
     二酸化硫黄０．０５ｐｐｍ（9:30)、０．０１ｐｐｍ（15:30) 
     硫化水素は不検出 
    島しょ保健所三宅出張所（11:30～12:00） 
     二酸化硫黄０．０５ｐｐｍ、窒素酸化物０．０４ｐｐｍ 
     塩化水素、硫化水素、フッ化水素、アンモニアは不検出 
 
２ 二酸化硫黄自動測定機の測定結果 
 （１）測定期間 
    平成１２年９月７日１３時～１５日２１時 
 （２）設置場所 
    島しょ保健所三宅出張所（三宅島伊豆１００４） 
 （３）測定結果 
    この期間の最高濃度１．８４ｐｐｍ（９月７日１５時、８月３１日測定開始以来 
    の最高濃度） 
   〈環境基準：１時間値０．１ｐｐｍ〉 
 
【参考】 
 ・検知管法とは：検知管内に大気を吸引し、対象物質と検知剤との化学反応で発色し 
 た長さや色調から濃度を算出する方法。この方法では、一定濃度以下は不検出となる。 
 ・二酸化硫黄自動測定機は、停電期間中は測定不能である。 
 
 



平成１２年９月２０日                連絡先 
午後４時４０分                   労働経済局労政部計画課 
東京都災害対策本部                  03-5320-4642 
                               労政部就業推進課 
                           03-5320-4661 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第１４３報） 
 
 
       緊急就労対策による今後の事業実施予定について  
 
 
 労働経済局は東京労働局と連携して、三宅島火山活動及び新島・神津島近海地震等によ 
り仕事を失った住民の方々に就労の場を確保するため、先般発表した「緊急就労対策」を 
鋭意進めているところですが、このうち下記の日程が決まりましたのでお知らせします。 
 
                   記 
 
１ 三宅島等避難者合同就職相談会の実施について 
（１） 実施日時・場所 
   多摩会場  平成１２年９月２８日（木）１３時～１６時 
         立川市泉市民体育館 立川市泉町７８６番地の１１ 
   特別区会場  平成１２年９月２９日（金）１３時～１６時 
          港区スポーツセンター 港区芝浦三丁目１番１９号 
（２） 対象者について 
   三宅島火山活動及び新島・神津島近海地震等により避難して来られた方であれ 
  ば、どなたでも参加いただけます。 
（３） 求人及び当日に参加していただける企業の募集について 
   都内各ハローワーク及び東京都高年齢者就業相談所で受付ています。 
   なお、相談会の出席に付きましては、会場の都合で予定企業数に達した段階で 
  締切りますが、出席の有無にかかわらず、お申し込みいただいた求人については、 
  各ハローワーク、高年齢者就業相談所において相談会終了後も紹介を行います。 
（４） 問い合わせ 
   東京都労働経済局労政部就業推進課（03-5320-4662） 
   東京労働局職業安定部職業安定課（03-3818-8905）又は最寄りの各ハローワーク 
 
２ 避難者の方々に対する緊急アンケート、情報提供の実施 
（１） 内  容 
  ・仕事に関する緊急アンケート（就労意向等の調査） 
  ・合同就職相談会の案内 
  ・求人情報の概要 
  ・都や国の支援策及び各種問い合わせ窓口等 
（２） 実施時期・対象 
   平成 12 年９月 21 日（木）以降 
   避難先住所が確認できた方から順次発送し、9 月中の回収を予定。 
 
 
 
 



平成１２年９月２１日                 連絡先 
午後１時３０分                     総務局統計部人口統計課 
東京都災害対策本部                   03-5388-2530 
 
 
              東京都災害対策本部の対応等について（第１４４報） 
 
 
            三宅村における平成１２年国勢調査の実施方法について 
 
 １０月１日に予定されている平成１２年国勢調査（総務庁所管・指定統計第１号）につ 
いて、三宅村民が避難指示を受けている現状から判断し、その実施方法について、下記の 
とおり、三宅村及び総務庁と協議が整ったのでお知らせします。 
 
                                    記 
 
 １ １０月１日現在で、三宅村内に住んでいる人はその場所で、三宅村外に避難してい 
    る人はその住んでいる避難先で調査を行う。 
 
 ２ 三宅村からの避難者について正確な調査を期するとともに、今後の復興対策や災害 
  対策に必要な資料を得るため、総務庁において、三宅村からの避難者に係る集計を別 
  途行う。 
   なお、東京都と三宅村は、避難指示の解除により三宅村の島外避難者が島に戻った 
  段階で、三宅村の行政需要の基礎となる人口を確定するため、自治体実施による人口 
  調査（指定統計）を行うことを検討する。 
 
 
 
 
 



平成１２年９月２１日 
午後３時３０分 
東京都災害対策本部 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１４５報） 
 
          石原都知事と三宅村長との会見について 
 
 
 長谷川三宅村長は、下記の日程で石原東京都知事を訪問いたしますのでお知らせします。 
 
                   記 
 
１ 訪問日時 
  平成１２年９月２２日（金） １３時～ 
 
２ 場所 
  知事室特別応接室 
 
 



平成１２年９月２１日          連絡先 
１８時３０分              環境局環境評価部広域監視課 
東京都災害対策本部           03-5388-3567 
                             
     東京都災害対策本部の対応等について（第１４６報） 
 
       三宅島における環境測定の結果について 
 
 東京都では、三宅島において検知管法により二酸化硫黄・硫化水素の濃度を測定した 
のでお知らせします。 
 
 １ 測定日時 
    平成１２年９月２１日  ８時５０分～１２時５０分 
  ２ 測定項目 
    二酸化硫黄、硫化水素  
 ３ 測定結果 
 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 │ 時刻    │  地点     │二酸化硫黄     │ 硫化水素 │ 
 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 │8:50～9:35  │ 船上９回（伊豆岬│０．２～０．３ ppm │ 不検出  │ 
 │       │   ～阿古漁港）│          │      │ 
 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 │10:45     │ 阿古桟橋    │ 不検出      │ 不検出  │ 
 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 │11:00     │ 阿古郵便局   │ 不検出      │ 不検出  │ 
 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 │11:10     │ 富賀神社    │ ３．２ ppm    │０．５ ppm │ 
 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 │11:20     │ しんみょう池  │ 不検出      │ 不検出  │ 
 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 │11:25     │ 坪田郵便局   │ 不検出      │ 不検出  │ 
 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 │11:30     │ 坪田学校    │ 不検出      │ 不検出  │ 
 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 │11:35     │ 三宅空港    │ 不検出      │ 不検出  │ 
 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 │11:40     │ 村役場     │ 不検出      │ 不検出  │ 
 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 │11:55     │ 湯浜漁港    │ 不検出      │ 不検出  │ 
 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 │12:00     │ 三宅支庁    │ 不検出      │ 不検出  │ 
 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 │11:25     │ からくり橋   │ 不検出      │ 不検出  │ 



 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 │11:40     │ 泉崎      │ 不検出      │ 不検出  │ 
 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 │11:47     │ ＮＮＴ建物   │ 不検出      │ 不検出  │ 
 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 │12:00     │ 東電建物    │ 不検出      │ 不検出  │ 
 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 │12:45     │ 角屋敷     │ 不検出      │ 不検出  │ 
 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 │12:50     │ 富賀神社    │ １．０ ppm    │ ０．２ ppm│ 
 ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 
【参考】 
 ・平成１２年９月２０日測定結果 
   三宅島から約３ｋｍ沖合のカトレア丸船上（一周８地点） 
 
＋－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋＋－－－－－－－－－－＋ 
│  時 刻│地 点│二酸化硫黄   │硫化水素    ││作業判断の基準（暫定） │ 
＋－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋│二酸化硫黄２ｐｐｍ │ 
│ ９：３０│大鼻沖│ ０．５ｐｐｍ │ 不検出    ││硫化水素 １０ｐｐｍ│ 
＋－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋＋－－－－－－－－－－＋ 
│ ９：３５│   │ ０．９  〃 │ ０．１５ｐｐｍ│ 
＋－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│ ９：４０│阿古沖│ １．０  〃 │ ０．２  〃 │ 
＋－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│ ９：４５│   │ ０．５  〃 │ 不検出    │ 
＋－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│ ９：５０│   │ ０．４  〃 │ 不検出    │ 
＋－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│１０：００│立根沖│ ０．５  〃 │ 不検出    │ 
＋－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│１０：１０│   │ ０．３  〃 │ 不検出    │ 
＋－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
│１０：２０│   │ ０．３  〃 │ 不検出    │ 
＋－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
 ・検知管法とは：検知管内に大気を吸引し、対象物質と検知剤との化学反応で発色 

  した長さや色調から濃度を算出する方法。この方法では、一定濃度以下は不検出と 
  なる。 
 
 



平成１２年９月２１日 
１８時５０分 
東京都災害対策本部 
 
     東京都災害対策本部の対応等について（第１４７報） 
 
      ９月２１日の「かとれあ丸」の停泊地等について 
 
 
１ 「かとれあ丸」の運航予定時間 
  ９月２１日 １６時４５分 三宅島錆ヶ浜港出航 
  ９月２１日 １９時００分 神津島着（停泊港は未定） 
               船中泊 
  ９月２２日  ７時００分 神津島出航 
  ９月２２日  ９時００分 三宅島着（停泊港は未定） 
  ９月２２日 １９時００分 神津島着（停泊港は未定） 
 
２ 「かとれあ丸」への乗り継ぎについて 
  ９月２１日２２時００分竹芝桟橋発の定期船「さるびあ丸」が、２２日９時２０分に 
 神津島到着予定です。 
 
 ＊なお、いずれも今後の気象条件等により変更になる可能性があります。 
 
 



平成１２年９月２２日                連絡先 総務局学事部学事第一課  
午後２時００分                      03-5388-2561 
東京都災害対策本部                    03-5388-2565 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第１４８報） 
 
     大学等入学準備金の貸付及び東京都育英資金の特例貸付について 
 
 総務局では、三宅島噴火災害、新島・神津島近海地震災害によって被害を受けた世帯に対

して下記のとおり入学準備金の貸付けを行います。また、東京都育英資金の特例貸付も行い

ます。 
 
                      記 
 
１ 大学等入学準備金の貸付 
（１）貸付対象者 
   災害救助法適用日現在、三宅村、新島村、神津島村に住所を有し、大学・短大、専修

学校及び各種学校への進学を希望する高校３年生の扶養者。 
（２）貸付額と利息 
   １０万円、３０万円、５０万円、１００万円の内から、借受希望者が選択。無利息。 
（３）交付時期 
  １） 貸付決定日以後の指定日に、貸付額のうち１０万円を一時金として交付。 
  ２） 合格通知等で入学することが確認できた時点で残金を交付。 
（４）返還方法 
   貸付決定日から１年間の据置期間後、貸付額により４年～１０年以内に均等割で返還。 
２ 東京都育英資金の特例貸付 
（１）貸付対象者 
   三宅島噴火災害等により修学の継続が困難になった生徒で、都内に住所を有し、都内

の高等学校、高等専門学校、専修学校（高等課程、専門課程）に在学している者。 
（２）貸付額と利息 
   月額１４，０００円～４６，０００円（学種、公私立による）を卒業まで貸付。無利

息。 
（３）返還方法 
   貸付終了後、６ヶ月間の据置期間後、貸付額により一定の期間内に均等割で返還。 
３ 今後の取組 
（１）三宅島噴火災害等被害者に対する入学準備金 
   10 月中旬から申請受付開始。受付場所は、都庁、支庁、村役場等。 
   10 月下旬に入学準備金の貸付交付（第１回目）予定。 
（２）三宅島噴火災害等被害者に対する東京都育英資金の特例募集 
   10 月上旬から申請受付開始。申請は在学校まで。 11 月上旬に学資金の貸付開始。 
（参考）対象地域に所在する高等学校の３年生の生徒数 (12 年 5月 1 日現在、教育庁資料に
よる) 
      三宅高校 ４２ 、 神津高校 ２３ 、 新島高校 ２７ 、 計９２名 



平成１２年９月２２日 
１７時００分 
東京都災害対策本部 
                                           連絡先 
                                            環境局環境評価部広域監視課 
                                             03-5388-3567 
 
              東京都災害対策本部の対応等について（第１４９報 ） 
                                       
                    三宅島における環境測定の結果について 
 
 東京都では、三宅島において検知管法により二酸化硫黄・硫化水素の濃度を測定した 
のでお知らせします。 
 
 １ 測定日時 
    平成１２年９月２２日  ８時４５分～１２時００分 
  ２ 測定項目 
    二酸化硫黄、硫化水素  
 ３ 測定結果 
   ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-＋ 
   │ 時刻 │地点       │二酸化硫黄│硫化水素│          
   │ 8:45 │船上（阿古漁港沖）│0.8ppm  │不検出 │          
   │ 9:10 │船上（阿古漁港沖）│不検出  │不検出 │          
   │10:15 │村役場      │不検出  │不検出 │          
   │10:35 │三宅支庁     │不検出  │不検出 │          
   │10:45 │東電       │不検出  │不検出 │          
   │11:25 │伊豆岬      │不検出  │不検出 │          
   │10:20 │三宅空港     │不検出  │不検出 │          
   │10:30 │富賀神社     │不検出  │不検出 │          
   │11:10 │ＮＴＴ      │2.0ppm  │ 0.2ppm│          
   │11:40 │伊ケ谷郵便局   │不検出  │不検出 │          
   │11:50 │阿古下      │1.0ppm  │ 0.5ppm│          
   │12:00 │阿古漁港     │不検出  │不検出  │          
   ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-＋ 
【参考】 
・ 作業判断の基準（暫定） 
  二酸化硫黄  ２ｐｐｍ 
  硫化水素  １０ｐｐｍ 
・ 検知管法とは：検知管内に大気を吸引し、対象物質と検知剤との化学反応で発色 
  した長さや色調から濃度を算出する方法。この方法では、一定濃度以下は不検出 
  となる。 
 
 



平成１２年９月２２日                 連絡先 
午後６時３０分                     福祉局国民健康保険部指導課 
東京都災害対策本部                   03-5320-4163 
 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１５０報） 
 
      三宅島・新島・神津島近海地震等に係る義援金募集の延長について 
 
 三宅島･新島・神津島近海の地震は終息しつつあるようですが、三宅島雄山の噴火は依然 
として継続しており、三宅島島民の島外避難も続いております。 
 つきましては、「三宅島･新島・神津島近海地震等に係る義援金」の募集期間を当分の間 
延長いたします。 
 また 9 月 22 日現在の義援金の状況は下記のとおりです。 
 多くの方々の温かいご支援に深く感謝申し上げます。 
 
                   記 
 
１ 募集期間  地震・火山活動に終息の見通しがたつまでの当分の間  
 
２ 義援金の受け付け状況 
    （９月２２日現在） 
   ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
   │ 金 額 │  ６１８，４９８，２３８円  │ 
   ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
   │ 件 数 │       ３４，３１５件  │ 
   ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 
３ 義援金の受付窓口 
 ◎郵便振込 
  ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
  │ 受付機関名 │      振 込 口 座       │ 
  ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
  │ 東 京 都 │（口座名）東京都島しょ災害義援金口座  │ 
  │       │（口座番号）００１５０－１－１００２２０│ 
  ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
  │日本赤十字社 │（口座名）  日本赤十字社東京都支部  │ 
  │ 東京都支部 │（口座番号） ００１３０－５－７８８３ │ 
  ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
  │東京都共同  │（口座名）東京都共同募金会       │ 
  │   募金会 │（口座番号）００１２０－９－１００２５０│ 
  ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 



      （注）振込手数料はかかりません。 
 ◎銀行振込 
  ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
  │ 受付機関名 │       振 込 口 座       │ 
  ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
  │       │（銀行名・支店名）富士銀行・東京都庁出張所│ 
  │ 東 京 都 │（口座名）   東京都島しょ災害義援金口座│ 
  │       │（口座番号）    ２３３４１３３    │ 
  ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
  （注）富士銀行本支店における「窓口取扱い」に限り、振込手数 
     料はかかりません。 
 
 
 



平成１２年９月２２日 
午後７時１０分 
東京都災害対策本部 
 
                東京都災害対策本部の対応等について（第１５１報） 
 
        かとれあ丸の停泊港及び定期船「すとれちあ丸」の運航経路について 
 
 本日、三宅島現地災害対策本部のホテルシップかとれあ丸は、神津島に停泊します。こ 
れに伴い、東海汽船の定期船すとれちあ丸（竹芝～三宅島～八丈島）は、下記のとおり運 
航経路を変更することになりました。 
 なお、今後、かとれあ丸が神津島に停泊する場合については、すとれちあ丸は同様の運 
航経路変更を行います。これにより、現地要員の交替を神津島で行うことが可能となりま 
す。 
 
                                      記 
 
      東京（竹芝） －－－→ 神津島 －－－－－→ 八丈島  
           ２２：３０発  ４：５０着 ５：０５発      ９：３０着 
                              ｜ 
            東京（竹芝）                  ↓ 
              ２０：３０着 ←－－－－－－－－－－－－ １０：１０発 
 
           ※曜日により御蔵島に寄港するため、発着時間が変わります。 
 
 
 



平成１２年９月２３日 
午前６時３０分 
東京都災害対策本部 
 
                東京都災害対策本部の対応等について（第１５２報） 
 
                    ２３・２４日の三宅島での作業中止について 
 
 ９月２３・２４日の両日は、緊急に対応すべき作業が終了したことや三宅島の天候状況 
 
などから、現地での作業は中止とします。 
 
 両日とも「かとれあ丸」は、神津島に停泊します。 
 
 



平成１２年９月２３日 
午後５時００分 
東京都災害対策本部 
 
                東京都災害対策本部の対応等について（第１５３報） 
 
                    かとれあ丸に接続する定期船の運航について 
 
 ９月２３・２４日の両日「かとれあ丸」は、神津島に停泊します。（第１５２報） 
 東京からの定期船「すとれちあ丸」は、２２時３０分竹芝を出港、翌日０４時５０分神 
津島に入港する予定です。（第１５１報） 
 ※本日９月２３日の竹芝出港は、予定どおり。 
 
 なお、９月２５日（月）２２時３０分発の「すとれちあ丸」は、御蔵島に寄港するため 
神津島には入港しません。 
 このため、要員の交代は、「さるびあ丸」（２２時００分竹芝発、翌日０９時２０分神津 
島着、「かとれあ丸」乗船可能時刻１９時００分）など、他の便によることとなります。 
 
 



平成１２年９月２５日 
午後２時００分 
東京都災害対策本部 
 
                東京都災害対策本部の対応等について（第１５４報） 
 
            ＮＴＴ阿古中継所自家発電装置のエンジントラブルについて 
 
 平成１２年９月２５日１１時０６分、ＮＴＴ阿古中継所自家発電装置にエンジントラブ 
ルが発生した。即時にバッテリーに切り替わったが、２６日５時００分までしか運用でき 
ないため、かとれあ丸を神津島多幸湾に停め、以下のとおり復旧作業を行っている。 
  
 作業人員  ＮＴＴ職員     ５名 
              警視庁職員     ３名（警戒要員） 
              東京消防庁職員 ３名（警戒要員） 
                    計      １１名 
 
  作業行程  １２時３０分  神津島多幸湾から漁船にて出航 
                                  ↓ 
                              安全確認後、三宅島大久保浜着、機材を三宅営業所に取 
               りに行く 
                                  ↓ 
                              漁船にて大久保浜発 
                                  ↓ 
                              阿古港着 
                                  ↓ 
                              阿古営業所にて復旧作業 
 
 



平成１２年９月２５日 
午後２時２０分 
東京都災害対策本部 
                                               連絡先 
                                               環境局環境評価部広域監視課 
                                               5388-3567 
 
            東京都災害対策本部の対応等について（第１５５報） 
 
                    三宅島における環境測定の結果について 
 
 東京都では、三宅島において検知管法により二酸化硫黄・硫化水素の濃度を測定した 
のでお知らせします。 
 
 １ 測定日時 
    平成１２年９月２５日  ８時４０分～１０時３７分 
  ２ 測定項目 
    二酸化硫黄、硫化水素、塩化水素  
 ３ 測定結果 
     ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
     │ 時刻     │ 地点               │ 二酸化硫黄│ 硫化水素   │ 塩化水素 │ 
     ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
     │  8:40   │ 船上（三宅島北側） │  不検出    │ 不検出     │ 不検出   │ 
     │  8:50    │ 船上（三池港沖 1km）│  0.6ppm    │  0.2ppm    │ 不検出   │ 
     │  9:20    │ 船上（三池港沖 1km）│  2.0ppm    │  0.2ppm    │ ー       │ 
     │ 10:37    │ 船上（三池港沖 1km）│  3.0ppm    │  0.2ppm    │ 不検出   │ 
     ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
       
【参考】 
 ・ 作業判断の基準（暫定） 
    二酸化硫黄  ２ｐｐｍ 
    硫化水素    １０ｐｐｍ 
 ・検知管法とは：検知管内に大気を吸引し、対象物質と検知剤との化学反応で発色   
   した長さや色調から濃度を算出する方法。この方法では、一定濃度以下は不検出 
   となる。 
 
 



平成１２年９月２５日 
午後２時２０分 
東京都災害対策本部 
                                   連絡先   
                     高齢者施策推進室介護保険室推進担当課 
                      03-5320-4566（直通） 
 
                東京都災害対策本部の対応等について（第１５６報） 
 
                      三宅村の要介護認定の取扱いについて 
 
 東京都では、三宅村の要介護認定が円滑に実施されることを目的に、以下のとおり各区 
市町村及び近県（神奈川県、千葉県、埼玉県、静岡県）に協力を依頼しましたのでお知ら 
せいたします。 
 
 
１ 要介護認定の申請書の受付について 
  要介護認定の申請書の受付について、三宅村立川事務所及び三宅村東京事務所で行う 
 こととした。申請書等は三宅村の各事務所に用意してあるので、避難者から相談を受け 
 た場合は、三宅村の各事務所へ連絡するよう伝えること。 
 
２ 認定調査について 
  認定調査については、基本的に三宅村の居宅介護支援事業者が対応する。ただし、三 
 宅村から依頼を受けた場合は、認定調査を行う居宅介護支援事業者を紹介すること。 
 
３ 主治医意見書について 
  避難先において主治医のいない要介護高齢者等の主治医意見書の作成について、三宅 
 村から依頼を受けた場合は、避難先区市町村の指定医を紹介すること。 
 
４ 要介護認定の有効期間が過ぎている要介護高齢者等へのサービス提供について 
  要介護認定の有効期間が過ぎている要介護高齢者等へのサービス提供について、居宅 
 介護支援事業者等から問い合わせを受けた場合は、三宅村の各事務所へ相談し、サービ 
 ス提供を行うよう指導すること。また、当該サービス提供に係る介護給付費については、 
 正式な認定結果がでた後に、請求するよう指導すること。 
 
 



平成１２年９月２５日 
午後６時２５分 
東京都災害対策本部 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１５７報） 
 
      ＮＴＴ阿古中継所自家発電装置のエンジントラブルについて 
 
 本日発生したＮＴＴ阿古中継所自家発電装置のエンジントラブル復旧のため、ＮＴＴ職 
員５名、警視庁職員３名、東京消防庁職員３名を派遣したが、復旧に至らなかった。 
 
 
・本日の作業内容  応急対策として移動電源車に接続、１７時３０分に作業を終了。 
          １７時３５分に阿古港を出港。 
 
・中継所の稼働時間 中継所は移動電源車のみで２６日１２時００分まで稼働可能。 
          さらに東京電力が通電を行うことにより、同１６時３０分まで稼働 
          可能であり、現在調整中である。 
 
 なお、中継所自家発電装置の不具合の原因は不明である。 
 
 
 



平成１２年９月２５日 
午後９時４５分 
東京都災害対策本部 
 
 
      東京都災害対策本部の対応等について（第１５８報） 
 
 
         ９月２５日現地対策本部検討内容について 
 
 
 本日の会議で検討された２６日の主な作業は以下のとおりです。 
 
 ・ＮＴＴ阿古中継所自家発電装置復旧のため、ＮＴＴ職員、警視庁職員、東京消防庁職 
  員を漁船で阿古港まで派遣する。（7:00 出航） 
 
 ・ＮＴＴ阿古中継所への通電作業のため、東京電力職員、警視庁職員、東京消防庁職員 
  を漁船で大久保港まで派遣する。（7:00 出航） 
 
 なお、９月２５日の防災関係機関等乗船者数は２１１名となります。内訳は別紙のとお 
りです。 
 
 
（別紙） 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │    機関名       │ 乗 船 者 数 │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │三宅支庁          │      １６ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │港湾事務所         │       ３ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │都総務局          │       ６ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │都政策報道室        │       ２ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │都水道局          │       ６ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │都環境局          │       ２ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │警視庁           │      １６ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │東京消防庁         │      １０ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │三宅村役場         │       ８ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │中央診療所         │       ５ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │国土庁           │       １ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │気象庁           │       ９ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │運輸省航空局        │       １ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 



 │陸上自衛隊         │       ４ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │海上自衛隊         │       １ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │海上保安庁         │       １ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │東海汽船          │      １２ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │東京電力          │      １１ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │ＮＴＴグループ       │      １０ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │郵便局           │       ２ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │農協            │       １ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │佐久間工務店        │       ６ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │音丸建設          │      １３ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │三宅島建設         │      １９ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │平善（建設業）       │       ９ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │三宅島自動車運輸      │       ６ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │平善産業（ごみ）      │       ２ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │今関商会（ガソリン）    │       １ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │三宅島サービス工場（車修理）│       ２ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │平成モータース（車修理）  │       ２ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │七島商事（ガソリン）    │       ３ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │三宅村消防本部       │       ８ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │日本無線          │       ８ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │計             │     ２０６ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │報道関係          │       ５ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │合計            │     ２１１ │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 
 
 



平成１２年９月２６日 
午後３時４０分 
東京都災害対策本部 
 
 
          東京都災害対策本部の対応等について（第１５９報） 
 
 
       ＮＴＴ阿古中継所自家発電装置のエンジン復旧作業等について 
 
 
 ９月２６日の１１：３０をもってＮＴＴ阿古中継所自家発電装置のエンジンは復旧しま 
した。作業の概要は以下のとおりです。 
 
＜ＮＴＴ班＞ 
 
 ８：３０ 阿古港到着、環境調査（二酸化硫黄、硫化水素、塩化水素、臭気ともに検出 
      されず） 
 ９：００ 上陸・作業開始 
１１：３０ 阿古中継所自家発電装置のエンジン復旧作業終了 
１２：２１ 漁船にて大久保浜着 
１２：５５ ＮＴＴ三宅営業所着 自家発電装置の点検作業 
１５：００ 点検作業終了 
 
 
＜東京電力班＞ 
 
 ８：３７ 大久保浜到着、環境調査（二酸化硫黄、硫化水素、塩化水素、臭気ともに検 
      出されず） 
 ９：００ 通電作業開始 
１０：１３ 全島への通電開始 
１５：１５ 通電終了 
 
 
 



平成１２年９月２６日 
午後６時４０分 
東京都災害対策本部 
 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１６０報） 
 
 
 
          本日の「かとれあ丸」乗船者数について 
 
 
 
 ９月２６日の防災関係機関等乗船者数は１８７名となります。内訳は別紙のとおりです。 
 
＜別紙＞ 
かとれあ丸乗船者数（９月２６日） 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│    機関名       │ 乗船者数 │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│三宅支庁          │   １５ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│港湾事務所         │    ３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│都総務局          │    ４ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│都政策報道室        │    ２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│都水道局          │    ２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│都環境局          │    ２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│警視庁           │   １６ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│東京消防庁         │   １０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│三宅村役場         │    ７ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│中央診療所         │    ５ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│国土庁           │    １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│気象庁           │    ６ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│建設省国土地理院      │    ３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│運輸省航空局        │    １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│陸上自衛隊         │    ４ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│海上自衛隊         │    １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│海上保安庁         │    １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│東海汽船          │   １４ │ 



＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│東京電力          │   １１ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│ＮＴＴグループ       │   １２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│郵便局           │    ３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│農協            │    １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│佐久間工務店        │    １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│音丸建設          │   １３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│三宅島建設         │    １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│平善（建設業）       │   １１ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│三宅島自動車運輸      │    ６ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│平善産業（ごみ）      │    ２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│今関商会（ガソリン）    │    １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│三宅島サービス工場（車修理）│    ２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│平成モータース（車修理）  │    ２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│七島商事（ガソリン）    │    ４ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│三宅村消防本部       │    ８ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋  
│日本無線          │    ７ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│計             │  １８２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│報道関係          │    ５ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│合計            │  １８７ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 
 



平成１２年９月２７日 
午前１１時５０分 
東京都災害対策本部 
 
 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第１６１報） 
 
 
              本日の三宅島の作業について 
 
 
 本日、ガス測定を実施した結果、ガスが検出されなかったため、１０時１２分に「かと 
れあ丸」が三宅島阿古港に着岸し、各機関が作業を開始しました。 
 また、「かとれあ丸」とは別に、東京消防庁、警視庁、環境局、三宅支庁が９時４５分 
に漁船で大久保浜に上陸し、作業を開始しています。 
 各機関の主な作業内容は下記のとおりです。 
 
                    記 
 
１ ＮＴＴ 
  小手倉無線中継所のエンジンオイル交換及び阿古局無線中継所の設備点検 
２ 三宅支庁 
  都道の被災状況調査及び防災行政無線用の燃料補給 
３ 東京消防庁 
  ガス環境測定 
４ 環境局 
  大気ガス自動測定器のメンテナンス 
 
 なお、作業終了は、１６時３０分の予定です。 
 
 
 



平成１２年９月２７日                連絡先 
午後２時３０分                    環境局環境評価部広域監視課 
東京都災害対策本部                  03-5388-3567 
 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１６２報） 
 
 
      三宅島雄山の噴火の影響による都内の二酸化硫黄濃度について 
 
 三宅島雄山の噴火の影響をうけ、８月２８日から都内の測定局において環境基準（１時 
間値で０．１ｐｐｍ）を超える二酸化硫黄の濃度が観測されています。今回、これまでの 
結果を取りまとめましたのでお知らせします。 
 
１ 二酸化硫黄の濃度が上昇した原因 
  ８月２５日以来、三宅島の上空では、南よりの風が継続することが多くなった。この 
 ため、三宅島の雄山の噴火に伴い、上空に吹き上げられた二酸化硫黄が南よりの風に乗 
 って関東地方に運ばれ、関東上空で、下降流、空気の対流などで地表面に下降し、高濃 
 度を記録したものと考えられる。 
 
２ 二酸化硫黄濃度が環境基準を超えた状況（区部・多摩部） 
  ８月２８日は、多摩部で、８月２９日、９月１７日は、区部及び多摩部で広範囲に環 
 境基準を超える値が観測された。特に、２８日、２９日は、高濃度が観測されている。 
（１）環境基準を超えた日数：７日 
  環境基準を超えた日数は、８月が３日、９月が４日の合計７日である。 
（２）環境基準を超えた総局数：１９局 
  環境基準を超えた局数は、２０局中１９局（江戸川区鹿骨測定局は、環境基準を超過 
 しなかった）である。 
（３）環境基準を超えた総時間数：９５時間 
  環境基準を超えた時間数は、８月２８、２９日で全体の約７割を占めている。 
（４）最高濃度 
   ０．９３５ｐｐｍ（８月２８日１４時八王子市片倉測定局）  
   過去の二酸化硫黄濃度の最高値は、昭和４２年１月、糀谷保健所測定局の０．６８ 
  ｐｐｍである。 
＋－－－－－－－－＋－－＋－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋ 
│        │局数│延時間数│  時間帯   │最高濃度（局名）：ｐｐｍ │ 
＋－－－－－－－－＋－－＋－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋ 
│８月２８日（月）│ ８│ ２６ │１１～１６   │０．９３５（八王子市片倉）｜ 
＋－－－－－－－－＋－－＋－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋ 
│  ２９日（火）│１４│ ４１ │１、２、７～１４│０．６００（福生市本町） │ 
＋－－－－－－－－＋－－＋－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋ 
│  ３０日（水）│ ２│  ２ │１４、１５   │０．１４２（世田谷世田谷）｜ 



＋－－－－－－－－＋－－＋－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋ 
│９月 ９日（土）│ ４│  ４ │１３～１５   │０．１２４（中野区若宮） │ 
＋－－－－－－－－＋－－＋－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋ 
│  １１日（月）│ ４│  ８ │５～８     │０．２０５（大田区東糀谷）｜ 
＋－－－－－－－－＋－－＋－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋ 
│  １６日（土）│ ３│  ３ │１５、１７、２３│０．１１２（町田市中町） │ 
＋－－－－－－－－＋－－＋－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋ 
│  １７日（日）│１０│ １１ │８～１２    │０．２００（中野区若宮） │ 
＋－－－－－－－－＋－－＋－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋ 
 
３ 健康影響への対応 
  現時点の二酸化硫黄濃度では、急性の健康影響が問題となるレベルではないと考えられ

るが、環境基準を超える濃度が連日観測される場合は、念のために次の事項に注意する必

要がある。 
   ・外出はなるべく控える。 
   ・外から戻ったときは、目を洗ったり、うがいをする。 
   ・屋外運動はさし控える。 
   ・目の刺激を感じたり、咳が出たりした場合は、医療機関か最寄りの保健所に相談 
    する。 
  特に、喘息など呼吸器系の疾患を持つ方が、外出中に硫黄臭などを感じたときは、近 
 くの建物の中に入るか、タオル等を水で濡らし、口や鼻を覆うなどの対応をとることも 
 有効である。 
 
４ 今後の予想 
 夏季は、太平洋高気圧が日本付近に張り出している場合が多いため、伊豆諸島付近の上 
空は、南よりの風が多い。秋季は、移動性高気圧と低気圧が１週間程度のサイクルで日本 
付近を通過するようになり、移動性高気圧の後面に伊豆諸島が入ると上空は南よりの風と 
なるが、夏季より回数は、減るものと思われる。 
 従って、今後、関東地方で硫黄臭や卵の腐った臭いが発生する可能性は残るが、その頻 
度は、減少するものと考えられる。 
 
 



平成１２年９月２７日 
午後５時３０分 
東京都災害対策本部 
 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第１６３報） 
 
 
            三宅島の現地災害対策本部について 
 
 東京都は、これまでチャーター船「かとれあ丸」を使用して三宅島におけるライフライン 
等の維持管理を行ってきました。しかし、９月 15 日以降、主として二酸化硫黄などの火山
ガスの発生量が著しく増加し始めたため、「かとれあ丸」の着岸と三宅島での作業が困難にな 
ってきました。 
 このため、火山活動による火山ガス等の危険が去るまでの間、ホテルシップ（かとれあ丸 
）によるライフライン等維持作業を中断し、新たに神津島村に設置する現地対策本部を拠点 
として、電話通信施設、観測機器など必要最小限の基盤の維持作業を行うこととします。 
 
                     記 
 
１ 現地対策本部の神津島村への設置時期 
  平成 12 年 10 月初旬 
 
２ 本部設置候補地 
  神津島村営ロッジ（予定） 
 
３ 現地参加予定機関等 
  東京都、警視庁、東京消防庁、三宅村、国土庁、気象庁他政府機関、海上保安庁、 
 自衛隊、東京電力株式会社、東日本電信電話株式会社、その他関係機関 
 
 
 
 



平成１２年９月２７日 
午後７時３０分 
東京都災害対策本部 
 
      東京都災害対策本部の対応等について（第１６４報） 
 
         本日の「かとれあ丸」乗船者数等について 
 
 
 ９月２７日１６時１５分に予定の作業を終了し、「かとれあ丸」は、１６時４５分に三宅 
島・錆ヶ浜を出航、１８時２５分に神津島・神津島港に到着しました。 
 なお、防災関係機関等乗船者数は２１８名となります。内訳は別紙のとおりです。 
 
＜別紙＞ 
かとれあ丸乗船者数（９月２７日） 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│    機関名       │ 乗船者数 │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│三宅支庁          │   １９ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│港湾事務所         │    ３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│都総務局          │    ４ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│都政策報道室        │    ２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│都水道局          │    ２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│都環境局          │    ８ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│警視庁           │   １６ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│東京消防庁         │   １０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│三宅村役場         │    ７ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│中央診療所         │    ５ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│国土庁           │    １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│気象庁           │    ３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│建設省国土地理院      │    ３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│運輸省航空局        │    １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│陸上自衛隊         │    ４ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│海上自衛隊         │    １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│海上保安庁         │    １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│東海汽船          │   １４ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│東京電力          │    ９ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│ＮＴＴグループ       │   １６ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 



│郵便局           │    ３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│農協            │    １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│佐久間工務店        │    ８ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│音丸建設          │   １４ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│三宅島建設         │   １６ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│平善（建設業）       │   １１ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│三宅島自動車運輸      │    ６ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│平善産業（ごみ）      │    ２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│今関商会（ガソリン）    │    １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│三宅島サービス工場（車修理）│    ２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│平成モータース（車修理）  │    ２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│七島商事（ガソリン）    │    ３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│三宅村消防本部       │    ８ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│日本無線          │    ８ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│計             │  ２１４ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│報道関係          │    ４ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│合計            │  ２１８ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 
 
 



平成１２年９月２８日 
１１時４０分 
東京都災害対策本部 
 
                東京都災害対策本部の対応等について（第１６５報） 
 
                          本日の三宅島の作業について 
 
  本日、ガス測定を実施した結果、ガスが検出されなかったため、１０時４５分に「かと 
れあ丸」が三宅島阿古港に着岸し、各機関が作業を開始しました。 
  また、「かとれあ丸」とは別に、三宅村役場が９時４５分に漁船で三池港に上陸し、作 
業を開始しています。（三池港、三宅村役場、三宅村消防署のガス測定の結果、ガス・臭 
気とも検知されず。） 
 各機関の主な作業内容は下記のとおりです。 
 
                                      記 
 
１ 三宅村 
  村役場の書類等搬出 
２  三宅支庁・東京航空局・（有）七島商事 
  自家発電機の燃料補給等 
３ 警視庁 
  三宅島本署の書類等搬出・警戒作業 
４ 東京消防庁 
  警戒作業 
５ 都水道局 
  海水淡水化装置解体等 
６ 東京電力 
  無線中継所・発電所への燃料補給等 
 
  なお、作業終了は、１６時３０分の予定です。 
 
 



平成 12 年９月 28 日         連絡先 
１７時３０分           東京都労働経済局労政部就業推進課 
東京都災害対策本部        ０３－５３２０－４６６１ 
                 東京労働局職業安定部職業安定課 
                 ０３－３８１８－８３０６ 
 
     東京都災害対策本部の対応等について（第１６６報） 
 
  三宅島等避難者合同相談会（多摩会場）の開催結果（速報）について 
 
 本日、立川市泉市民体育館において開催しました三宅島等避難者合同相談会の開催 
結果（午後４時現在）につきましては、以下のとおりとなっておりますので、お知ら 
せします。 
 
 
１ 来場者数                         １２２人 
 
２ 職業相談・面接関係 
  (1) 求人関係 
    三宅島等避難者向け求人の受付状況  企業数１５１社、求人数１，６０９人 
             （９月 27 日現在） 
     うち本日の相談会参加分      企業数 ４１社、求人数  ７９８人 
 （２）求職者関係 
    来場者数                  ９６人 
 （３）相談・面接等の状況 
     参加企業との面接件数      延べ   ４２件 
     うち採用決定件数（本日決定分）      １４件 
 （４）シルバー人材センター関係 
    相談件数                   
      うち新規登録              １７件 
 
３ その他の相談状況 
    商工関係相談                １件 
    農林漁業関係相談              ２件 
 
（参考） 特別区会場の開催日程 
  日  時  平成 12 年９月 29 日（金） １３：００～１６：００ 
  場  所  港区スポーツセンター 
        港区芝浦３－１－１９（ＪＲ田町駅徒歩５分） 
  参加企業  ５９社（予定） 
 
 



平成１２年９月２８日 
１９時００分 
東京都災害対策本部 
 
 
   東京都災害対策本部の対応等について（第１６７報） 
 
     本日の「かとれあ丸」乗船者数等について 
 
 
 ９月２８日１６時００分に予定の作業を終了し、「かとれあ丸」は、１６時 
２０分に三宅島・錆ヶ浜を出航、１８時２０分に神津島・神津島港に到着しま 
した。 
 なお、防災関係機関等乗船者数は２００名となります。内訳は別紙のとおり 
です。 
 
 
（別紙） 
かとれあ丸乗船者数（9 月 28 日） 
 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜機関名           ｜乗船者数｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜三宅支庁          ｜   11 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜港湾事務所         ｜   3 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜都総務局          ｜   5 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜都政策報道室        ｜   2 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜都水道局          ｜   4 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜都環境局          ｜   4 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜警視庁           ｜   16 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜東京消防庁         ｜   10 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜三宅村役場         ｜   16 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜中央診療所         ｜   5 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜国土庁           ｜   1 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜気象庁           ｜   5 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜運輸省航空局        ｜   5 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜陸上自衛隊         ｜   4 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜海上自衛隊         ｜   1 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜海上保安庁         ｜   1 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜東海汽船          ｜   12 ｜ 



 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜東京電力          ｜   8 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜ＮＴＴグループ       ｜   8 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜郵便局           ｜   2 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜農協             ｜   1 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜佐久間工務店        ｜   6 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜音丸建設          ｜   15 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜三宅島建設         ｜   16 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜平善（建設業）       ｜   10 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜三宅島自動車運輸      ｜   6 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜平善産業（ごみ）      ｜   1 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜今関商会（ガソリン）    ｜   1 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜三宅島サービス工場（車修理）｜   2 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜平成モータース（車修理）  ｜   2 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜七島商事（ガソリン）    ｜   3 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜三宅村消防本部       ｜   8 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜日本無線          ｜   0 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜計             ｜  194 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜報道関係          ｜   6 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 ｜合計            ｜  200 ｜ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 
 



平成１２年９月２９日 
午後１時１５分 
東京都災害対策本部 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１６８報） 
 
                本日の三宅島の作業について 
 
 本日、天候状況により、大型船の着岸は困難との判断から「かとれあ丸」は三宅島に向 
かわず、神津島に停泊します。そのため、漁船２隻により三宅島に向かい作業を実施しま 
す。 
 １隻の漁船は、９時２４分三宅島大久保港に上陸、ＮＴＴ等が９時３０分より作業を開 
始しました。ＮＴＴの作業終了後、阿古港に向かい、建設会社等が作業を行います。 
 また、別の漁船により都水道局等が１０時０２分に三池港へ上陸し、１０時１０分に作 
業を開始しました。 
（三池港、大久保港のガス測定の結果、ガス・臭気とも検知されず。） 
 なお、各機関の主な作業内容は下記のとおりです。 
 
                                      記 
 
１ ＮＴＴ（大久保） 
  通信機器設備の点検、機材の運搬 
 
２ 建設会社（阿古） 
  重機車両の移動 
 
３ 都水道局等（三池） 
  海水淡水化装置解体等 
 
４ 陸上自衛隊（三池） 
  通信機器の搬出 
 
５ 警視庁（全ての作業グループに同行） 
  警戒 
 
６ 東京消防庁（全ての作業グループに同行） 
  警戒、車両整備・点検 
 
 なお、作業終了は、１６時３０分の予定です。 
 
 



平成１２年９月２９日             連絡先 
午後２時００分                東京都労働経済局職業能力開発部 
東京都災害対策本部              03-5320-4716 
 
 
        東京都災害対策本部の対応について（第１６９報） 
 
     三宅島火山活動による避難者の都立技術専門校への入校について 
 
 都立技術専門校では、三宅島火山活動により被災された島民の方を対象に、平成１２年 
１０月入校生を募集いたしました。 
 選考の結果、入校予定は下記のとおりとなりましたのでお知らせします。 
 
                   記 
 
 １ 入校予定者   １４人（応募者同数） 
 
 ２ 入校予定校   中野技術専門校 （パソコン実践科）     ２人 
           八王子技術専門校 （介護サービス科）    ２人 
                     （医療事務科）     １人 
                     （ビジネスサービス科） １人 
                     （リカレントセミナー科）１人 
           王子技術専門校 （電気機器管理科）     １人 
           立川技術専門校 （ビジネス経理科）     １人 
           高年齢者技術専門校 （経営管理実務科）   １人 
           お茶の水技術専門校 （カラーＤＴＰ科）   １人 
           府中技術専門校 （リカレントセミナー科）  １人 
           赤羽技術専門校 （ビジネス経理科）     １人 
           亀戸技術専門校 （パソコン実践科）     １人 
 
 ３ 入校日   平成１２年１０日２日（月） 
 
 
 



平成１２年９月２９日 
午後４時４０分 
東京都災害対策本部 
 
      東京都災害対策本部の対応等について（第１７０報） 
 
         三宅島火山活動検討委員会の開催について 
 
 第１回三宅島火山活動検討委員会を下記のとおり開催します。 
 
                   記 
 
１ 開催日時 
  平成１２年１０月２日（月） １５時３０分から 
 
２ 開催場所 
  都庁第一本庁舎北塔４２階 特別会議室Ｃ 
 
３ 検討テーマ 
 (1) 三宅島火山活動の現状について 
 (2) その他 
 
 



平成１２年９月２９日             連絡先 
午後６時１５分                東京都労働経済局労政部就業推進課 
東京都災害対策本部              03-5320-4661 
                       東京労働局職業安定部職業安定課 
                       03-3818-8306 
 
 
      東京都災害対策本部の対応等について（第１７１報） 
 
 
     三宅島等避難者合同就職相談会の開催結果（速報）について 
 
 ９月２８日立川市泉市民体育館及び、２９日港区スポーツセンターにおいて、東京労働 
局、三宅村と合同で開催いたしました三宅島等避難者合同就職相談会の開催結果（本日午 
後４時現在）につきましては、以下のとおりとなっておりますので、お知らせします。 
 
 
１ 来場者数                        ３００人（１７８人） 
 
２ 職業相談・面接関係 
 （１） 求人関係 
    三宅島等避難者向け求人の受付状況  企業数１５３社、求人数１，６１６人 
             （９月 28 日現在） 
     うち相談会参加          企業数 ９５社、求人数１，６０１人 
                     （企業数 ５４社 求人数  ８０３人） 
 
 （２） 相談・面接等の状況 
    相談受付者数                 ２５４人  （１５８人） 
     うち参加企業との面接件数        延べ ８２件（延べ ４０件） 
      うち採用決定人数（即日決定分）       ２７人   （１３人） 
 
 （３） シルバー人材センター関係 
    相談件数                     ３８件  （１５件） 
     うち新規登録                  ２８人  （１１人） 
 
３ その他の相談状況 
   能力開発関係相談                   ２件 （２件） 
   商工関係相談                     １件 （０件） 
   農林漁業関係相談                   ４件 （２件） 
   福祉関係相談                     １件 （１件） 
 
 （注）（  ）内は本日開催分の数字です。 
 



平成１２年９月２９日 
午後８時２０分 
東京都災害対策本部 
 
            東京都災害対策本部の対応等について（第１７２報） 
 
                  本日の「かとれあ丸」乗船者数等について 
 
 ９月２９日大久保港及び阿古港に向かった漁船は、１５時１０分に予定の作 
業を終了し、同時刻に阿古港を出航、１６時３３分に神津島・神津島港に到着 
しました。 
 また、三池港に向かった漁船は、１５時２０分に予定の作業を終了し、１５ 
時３５分に三池港を出航、１７時３８分に神津島・神津島港に到着しました。 
 なお、防災関係機関等乗船者数は１８３名となります。内訳は下記のとおり 
です。 
 
かとれあ丸乗船者数（９月２９日） 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│    機関名       │ 乗船者数 │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│三宅支庁          │   １１ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│港湾事務所         │    ２ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│都総務局          │    ５ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│都政策報道室        │    ２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│都水道局          │    ３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│都環境局          │    ４ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│警視庁           │   １６ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│東京消防庁         │   １４ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│三宅村役場         │    ７ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│中央診療所         │    ６ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│国土庁           │    １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│気象庁           │    ５ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│運輸省航空局        │    ５ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│陸上自衛隊         │    ８ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│海上自衛隊         │    １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│海上保安庁         │    １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│東海汽船          │     ９ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│東京電力          │    ２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 



│ＮＴＴグループ       │     ８ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│郵便局           │    ３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│農協            │    ０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│佐久間工務店        │    ０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│音丸建設          │   １５ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│三宅島建設         │   １７ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│平善（建設業）       │     ９ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│三宅島自動車運輸      │    ６ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│平善産業（ごみ）      │    １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│今関商会（ガソリン）    │    １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│三宅島サービス工場（車修理）│    ３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│平成モータース（車修理）  │    ２ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│七島商事（ガソリン）    │    ３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│三宅村消防本部       │    ８ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│日本無線          │    ０ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│計             │  １７８ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│報道関係          │    ５ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│合計            │  １８３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 
 



平成１２年１０月２日 
午後１時３０分 
東京都災害対策本部 
 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第１７３報） 
 
         ９月３０日及び１０月１日の三宅島での作業について 
 
 
１ ９月３０日 
  ６：３０ 漁船２隻にて神津島から三宅島へ向けて出航 
       乗船防災機関 東京消防庁・警視庁 
  ８：４５ 坪田港着岸、ガス検査異常なし 
 １０：００ 上陸開始、 
       三宅村役場・三池港ともガス測定数値０ 
       作業内容：坪田郵便局及び三宅村役場からの書類搬出 
            三宅島空港の維持管理作業 
 １２：２０ 作業終了、坪田港より出航 
 １４：４５ 神津島帰島 
 
２ １０月１日 
  気象状況（雨・波浪）により作業中止 
 
３ 「かとれあ丸」の乗船者数（１０月１日） 
  別紙のとおり 
 
 
＜別紙＞ 
かとれあ丸乗船者数（１０月１日） 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜  機  関  名     ｜乗船者数｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜三宅支庁   ｜  １０｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜港湾事務所        ｜   ２｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜都総務局     ｜   ５｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜都政策報道室      ｜   ２｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜都水道局      ｜   ０｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜都環境局       ｜   ２｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜警視庁       ｜   ９｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 



｜東京消防庁       ｜   ９｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜三宅村役場      ｜   ４｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜中央診療所      ｜   ６｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜国土庁      ｜   ０｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜気象庁        ｜   ０｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜運輸省航空局       ｜   ０｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜陸上自衛隊    ｜   ４｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜海上自衛隊     ｜   １｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜海上保安庁     ｜   １｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜東海汽船     ｜   ８｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜東京電力     ｜   ２｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜ＮＴＴグループ     ｜   ８｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜郵便局      ｜   ３｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜農協     ｜   ０｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜佐久間工務店    ｜   ０｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜音丸建設     ｜   ０｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜三宅島建設    ｜   ０｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜平善（建設業）     ｜   ０｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜三宅島自動車運輸   ｜   ３｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜平善産業（ごみ）  ｜   ０｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜今関商会（ガソリン）    ｜   ０｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜三宅島サービス工場（車修理）｜   ０｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜平成モータース（車修理）  ｜   １｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜七島商事（ガソリン）    ｜   ２｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜三宅村消防本部       ｜   ３｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜日本無線        ｜   ０｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜計         ｜  ８５｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜報道関係        ｜   ３｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 
｜合計         ｜  ８８｜ 
＋―――――――――――――――――――＋ 



平成１２年１０月２日 
午後１時３０分 
東京都災害対策本部 
 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第１７４報） 
 
 
             本日の三宅島の作業について 
 
 
 本日は、雨のため三宅島における作業は中止となります。 
 
 
 
 



平成１２年１０月２日 
午後５時４５分 
東京都災害対策本部 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１７５報） 
 
            「かとれあ丸」の一時避難について 
 
 「かとれあ丸」は、本日、夕方から天候悪化が予測されるため、熱海に向けて神津島を 
離岸することを決定しました。なお、今後の予定は下記のとおりです。 
 
                   記 
 
  １０月２日  １７：３０ 神津島発 
 
         ２１：３０ 熱海着 
 
  １０月３日   ８：００ 第１回給油作業開始 
 
          ９：３０ 熱海一時離岸（定期船の発着のため） 
 
         １０：１５ 熱海再接岸 
                ＊この間第２回給油作業等を行う。 
 
         １２：３０ 熱海一時離岸（定期船の発着のため） 
 
         １４：４５ 熱海再接岸 
 
         １６：４０ 熱海出航（大島に向けて回航予定） 
 
 ＊なお、いずれも天候等の状況により変更になる可能性があります。また、第２回給油 
 にて作業が完了した場合には、その時点で大島に回航することになります。 
 
 
 



平成１２年１０月２日 
午後６時３０分 
東京都災害対策本部 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１７６報） 
 
 
         第１回三宅島火山活動検討委員会の内容について 
 
 
 本日行われた第１回三宅島火山活動検討委員会の内容は、別紙のとおりです。 
 
 
 
（別紙） 
       第１回三宅島火山活動検討委員会報告 
 
               日時：平成 12 年 10 月 2 日（月）午後 3:30～午後 5:00 
               場所：東京都庁第一庁舎北側 42 階特別会議室Ｃ 
 
１．座長の互選 
  座長に藤井敏嗣東京大学地震研究所長が互選された。 
  座長あいさつ 
  「火山活動の予測、現状分析は予知連の領域であり、サイエンス側から行政に対する 
  意見はシングル・ボイスの方が混乱を招かないと考える。必ずしも予知連の見解がう 
  まく伝わらない部分に、こうした検討委員会を活用していただければ、行政の判断が 
  やりやすくなるのでないか。 
   三宅島で起きている活動は、学術的にも希有な現象であり、研究者として観測を次 
  世代に残す義務がある。現状では観測を十分に行えていないが、都の協力も得て十分 
  なものになればと思う。」 
 
２．主な発言 
 (1) 委員からの意見 
  ・電源、通信の関係から、観測機器のデータがとれない。 
  ・火山ガスについては、ガス濃度が最悪どれくらいになるかの測定が必要。 
  ・防災にも実際に活動している研究者の意見を採り入れる必要がある。 
  ・火山活動の見通しは、今の段階ではいえないが、やたらに危険とはいえない。 
  ・表面にマグマが見えない状態で、火山ガス（ＳＯ２）が連続して高いレベルで出て 
  いるのは前例がない。 
  ＜・このほか観測体制の強化についての意見が交換された。＞ 
 (2) 都からの発言 
  ・観測体制を維持するためにも道路は維持する。ただし、安全第一である。 



  ・観測体制と電話通信の維持のため、電気は確保する。 
 
３．東京都関係者からの質問とそれに対する回答 
 Ｑ ・火砕流の見通しはどうか。 
 Ａ ・８月２９日の噴火で確認されたので、今後の発生の可能性は捨てきれないという 
    ことである。 
   ・もし火砕流が発生すれば高温のものとなる可能性がある。 
 
４．今後の進め方 
  都として、意見を伺う必要がある時に随時開催する。 
 
 



平成１２年１０月３日 
午前１０時００分 
東京都災害対策本部 
 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第１７７報） 
 
 
           本日の「かとれあ丸」の運航予定について 
 
 
 「かとれあ丸」は、１２：３０分に大島に向けて出航します。到着は１４：３０分の予定 
です。本日の停泊地は天候状況によるために、現時点では未定です。 
 なお、かとれあ丸の乗船者数は別紙のとおりです。 
 
＜別紙＞ 
かとれあ丸乗船者数（１０月２日） 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│    機関名       │ 乗船者数 │神津島滞在者｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│三宅支庁          │    ７ │    ５ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│港湾事務所         │    １ ｜      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│都総務局          │    ７ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│都政策報道室        │    ２ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│財務局通信課        │    ０ │    ４ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│都水道局          │    ０ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│都環境局          │    ２ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│警視庁           │    ９ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│東京消防庁         │    ６ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│三宅村役場         │    ４ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│中央診療所         │    ４ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│国土庁           │    ０ │    １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│気象庁           │    ４ │    ２ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│運輸省航空局        │    ０ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│陸上自衛隊         │    ２ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│海上自衛隊         │    １ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│海上保安庁         │    １ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│東海汽船          │   １２ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│東京電力          │    ２ │      ｜ 



＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│ＮＴＴグループ       │    ３ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│郵便局           │    １ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│農協            │    ０ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│佐久間工務店        │    ０ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│音丸建設          │    ０ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│三宅島建設         │    ０ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│平善（建設業）       │    ０ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│三宅島自動車運輸      │    ３ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│平善産業（ごみ）      │    ０ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│今関商会（ガソリン）    │    ０ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│三宅島サービス工場（車修理）│    ０ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│平成モータース（車修理）  │    ０ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│七島商事（ガソリン）    │    ２ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│三宅村消防本部       │    ３ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│日本無線          │    ０ │      ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│計             │   ７６ │   １２ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│報道関係          │    ２ │    １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│合計            │   ７８ │   １３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋ 
 
 
 



平成１２年１０月３日 
午後１時３０分 
東京都災害対策本部 
 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第１７８報） 
 
 
            本日の「かとれあ丸」の停泊地について 
 
 
 「かとれあ丸」は、本日１２時３０分に神津島に向けて熱海を出航しました。到着は 
１６時３０分の予定です。本日の停泊地は神津島多幸港となります。 
 
 



平成１２年１０月３日 
午後４時３０分 
東京都災害対策本部 
 
 
          東京都災害対策本部の対応等について（第１７９報） 
 
 
            かとれあ丸の停泊地の変更について 
 
 
 本日の「かとれあ丸」の停泊地は気象条件により、神津島多幸湾から神津島港に変更にな 
りました。 
 
 



平成１２年１０月３日 
午後７時１０分 
東京都災害対策本部 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１８０報） 
 
 
            三宅村の避難先別人数について 
 
 
 １０月３日現在、三宅村で把握している避難先別人数は別紙のとおりです。 
なお、三宅村では村民の連絡先の把握に努めています。連絡先は下記のとおりです。 
 
 
 連絡先 
  三宅村東京事務所 電話：０３－３４３５－７１４１ 
          ＦＡＸ：０３－３４３５－７１４０ 
  三宅村立川事務所 電話：０４２－５２９－１０５１ 
          ＦＡＸ：０４２－５２９－１０８０ 
 
 
＜別紙＞ 三宅村民避難先別人数一覧表 
 
＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜区市町村名｜避難者数｜ ｜区市町村名｜避難者数｜ ｜道府県名 ｜避難者数｜ 
＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜千代田区 ｜   ５｜ ｜八王子市 ｜ ６１６｜ ｜北海道  ｜   １｜ 
＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜中央区  ｜  １０｜ ｜立川市  ｜  １６｜ ｜青森県  ｜   １｜ 
＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜港区   ｜ １４７｜ ｜武蔵野市 ｜   １｜ ｜秋田県  ｜   ２｜ 
＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜新宿区  ｜   ７｜ ｜三鷹市  ｜  １２｜ ｜山形県  ｜   １｜ 
＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜文京区  ｜   ４｜ ｜青梅市  ｜   ４｜ ｜茨城県  ｜   ９｜ 
＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜台東区  ｜  １０｜ ｜府中市  ｜  ４９｜ ｜栃木県  ｜   ６｜ 
＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜墨田区  ｜  １６｜ ｜昭島市  ｜  １９｜ ｜群馬県  ｜  １３｜ 
＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜江東区  ｜ １３４｜ ｜調布市  ｜   ７｜ ｜埼玉県  ｜ １１４｜ 
＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ 



｜品川区  ｜  ９９｜ ｜町田市  ｜  ３０｜ ｜千葉県  ｜  ５８｜ 
＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜目黒区  ｜  ２３｜ ｜小金井市 ｜   ３｜ ｜神奈川県 ｜  ９６｜ 
＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜大田区  ｜  ５８｜ ｜小平市  ｜  １２｜ ｜山梨県  ｜   １｜ 
＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜世田谷区 ｜  ４４｜ ｜日野市  ｜   ７｜ ｜長野県  ｜   ２｜ 
＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜渋谷区  ｜  １０｜ ｜東村山市 ｜  ４０｜ ｜静岡県  ｜  ３１｜ 
＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜中野区  ｜  ２０｜ ｜国分寺市 ｜   ４｜ ｜大阪府  ｜   １｜ 
＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜杉並区  ｜  ２０｜ ｜国立市  ｜ １５１｜ ｜岡山県  ｜   ２｜ 
＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜豊島区  ｜  １２｜ ｜田無市  ｜   ７｜ ｜愛媛県  ｜   １｜ 
＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜北区   ｜ ２３４｜ ｜保谷市  ｜   ４｜ ｜都外計  ｜ ３３９｜ 
＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜荒川区  ｜   ２｜ ｜福生市  ｜   ６｜ 
＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜板橋区  ｜  ３５｜ ｜狛江市  ｜   ２｜ ｜総合計  ｜３２２９｜ 
＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜練馬区  ｜  ５２｜ ｜東大和市 ｜  ２７｜ 
＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜足立区  ｜  ９０｜ ｜清瀬市  ｜   ３｜ 
＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜葛飾区  ｜  ３１｜ ｜東久留米市｜  １０｜ 
＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜江戸川区 ｜ １６０｜ ｜武蔵村山市｜ ２３２｜ 
＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜区計   ｜１２２３｜ ｜多摩市  ｜   ２｜ 
＋－－－－－＋－－－－＋ ＋－－－－－＋－－－－＋ 
             ｜稲城市  ｜  ８５｜ 
             ＋－－－－－＋－－－－＋ 
             ｜羽村市  ｜   ０｜ 
             ＋－－－－－＋－－－－＋ 
             ｜あきる野市｜ １２２｜ 
             ＋－－－－－＋－－－－＋ 
             ｜市計   ｜１４７１｜ 
             ＋－－－－－＋－－－－＋ 
 
             ＋－－－－－＋－－－－＋ 
             ｜瑞穂町  ｜   ０｜ 



             ＋－－－－－＋－－－－＋ 
             ｜日の出町 ｜   １｜ 
             ＋－－－－－＋－－－－＋ 
             ｜檜原村  ｜   ０｜ 
             ＋－－－－－＋－－－－＋ 
             ｜奥多摩町 ｜   ０｜ 
             ＋－－－－－＋－－－－＋ 
             ｜郡部計  ｜   １｜ 
             ＋－－－－－＋－－－－＋ 
 
             ＋－－－－－＋－－－－＋ 
             ｜大島町  ｜   ２｜ 
             ＋－－－－－＋－－－－＋ 
             ｜利島村  ｜   ０｜ 
             ＋－－－－－＋－－－－＋ 
             ｜新島村  ｜   ２｜ 
             ＋－－－－－＋－－－－＋ 
             ｜神津島村 ｜   ３｜ 
             ＋－－－－－＋－－－－＋ 
             ｜御蔵島村 ｜   １｜ 
             ＋－－－－－＋－－－－＋ 
             ｜八丈町  ｜  ２６｜ 
             ＋－－－－－＋－－－－＋ 
             ｜青ヶ島村 ｜   ０｜ 
             ＋－－－－－＋－－－－＋ 
             ｜小笠原村 ｜   ０｜ 
             ＋－－－－－＋－－－－＋ 
             ｜島しょ計 ｜  ３４｜ 
             ＋－－－－－＋－－－－＋ 
 
             ＋－－－－－＋－－－－＋ 
             ｜秋川高校 ｜ １４３｜ 
             ＋－－－－－＋－－－－＋ 
 
             ＋－－－－－＋－－－－＋ 
             ｜都内   ｜  １８｜ 
             ＋－－－－－＋－－－－＋ 
 
             ＋－－－－－＋－－－－＋ 
             ｜都内計  ｜２８９０｜ 
             ＋－－－－－＋－－－－＋ 
 
 



平成１２年１０月４日 
午前１１時３０分 
東京都災害対策本部 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第１８１報） 
 
            本日の三宅島での作業内容について 
 
 ガス測定を実施した結果、ガスが検出されなかったため、大久保漁港に着岸し、 
９：００分に作業を開始しました。 
 各機関の主な作業内容は下記のとおりです。 
 
                    記 
 
１ 現地災害対策本部 
 (1) 神津島村営ロッジ開設のための三宅支庁の各種通信機器の点検・補修 
 (2) 勤労福祉会館の機器点検、書類搬出 
 (3) 大久保漁港および湯の浜漁港の岸壁、防波堤の状況確認 
 
２ 気象庁 
  支庁屋上での地震計の無線受診状態の調査 
  三宅測候所での機器補修 
 
３ ＮＴＴ 
  自家発電装置の点検・維持 
 
４ 警視庁 
  警戒 
 
５ 東京消防庁 
  警戒 
 
  なお、作業終了予定は１６：００分の予定です。 
 
 
 



平成１２年１０月４日 
午後５時１５分 
東京都災害対策本部 
 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１８２報） 
 
 
          現地災害対策本部の神津島への移設について 
 
 
 都は、「かとれあ丸」に設置してある三宅島火山活動に係る現地災害対策本部を１０月７日

に神津島に移設することとしました。設置場所は下記のとおりです。 
 今後は、火山ガス等の状況を見ながら、三宅島における電話通信施設、観測機器などの維

持、必要な道路啓開などの土木作業を行うことになります。 
 なお、今後の三宅島・神津島間の交通は小型船舶等にて行う予定です。 
 
 
                    記 
 
 
 設置場所：東京都神津島村字榎が沢 神津島村営ロッジ 
       〒100-0601  
 



平成１２年１０月５日 
午前１１時００分 
東京都災害対策本部 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１８３報） 
 
            本日の三宅島での作業内容について 
 
 「かとれあ丸」は本日７時３０分に神津港を出航し、９時５０分に三宅島三池港に着岸 
しました。 
 また、４７名の作業班が別途、小型船舶４隻で三宅島に出航し、３隻についてはすでに 
上陸し、９時２５分から作業を開始しています。上陸（予定）港は、坪田港、大久保港、 
阿古港、三池港です。 
 各機関の主な作業内容は下記のとおりです。 
 
                   記 
 
１ 現地災害対策本部（大久保港および三池港から上陸） 
 （１）島しょ保健所三宅出張所に設置してある二酸化硫黄測定装置のメンテナンス 
 （２）「かとれあ丸」の着岸支援 
 
２ 三宅村（坪田港から上陸） 
  村役場からの書類の搬出 
 
３ 気象庁（阿古港から上陸） 
  都道沿いの機器の点検・維持 
 
４ 東京航空局（大久保港および坪田港から上陸） 
  三宅島空港等の機器点検、燃料補給 
 
５ 陸上自衛隊（阿古港から上陸） 
  機器の点検および現状確認 
 
６ ＮＴＴ（阿古港から上陸） 
  機器の点検・維持 
 
７ 海上保安庁（大久保港から上陸・別途チャーター船５名） 
  伊豆岬灯台への非常灯および蓄電池等の設置 
 
 なお、いずれの班にも警視庁および東京消防庁が同行し、警戒作業にあたっています。 
 作業終了予定は１６時００分の予定ですが、作業が終了次第、三宅島を離岸する予定です。 
 
 



＋－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜ かとれあ丸乗船者数（１０月４日）｜ 
＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜機関名        ｜乗船者数 ｜ 
＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜三宅支庁       ｜  １２ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜港湾事務所      ｜   １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜都総務局       ｜   ５ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜都政策報道室     ｜   ２ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜都環境局       ｜   ２ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜警視庁        ｜   ９ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜東京消防庁      ｜   ６ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜三宅村役場      ｜   ２ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜国土庁        ｜   １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜気象庁        ｜   ３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜運輸省航空局     ｜   ４ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜陸上自衛隊      ｜   ６ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜海上自衛隊      ｜   １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜海上保安庁      ｜   ２ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜東海汽船       ｜   ５ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜東京電力       ｜   ３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜ＮＴＴグループ    ｜   ３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜七島商事（ガソリン） ｜   １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜三宅村消防本部    ｜   ３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜計          ｜  ７１ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜報道関係       ｜   ２ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
｜合計         ｜  ７３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 
 



平成１２年１０月５日 
１８時００分 
東京都災害対策本部 
 
     東京都災害対策本部の対応等について（第１８４報） 
 
      「すとれちあ丸」の神津島寄港の終了について 
 
 
 「すとれちあ丸」は、１０月７日から神津島に現地災害対策本部が移設される 
ことにともない、１０月６日竹芝桟橋出航の便から、神津島には寄港いたしませ 
んのでお知らせします。 
  従って、１０月５日竹芝桟橋出航便（１０月６日神津島着）が、神津島に寄港 
する最終便になります。 
 
 
 



平成１２年１０月５日           連絡先 
１８時００分               東京都中部総合精神保健福祉ｾﾝﾀｰ 
東京都災害対策本部            広報援助課 
                     ０３－３３０２－７３０４ 
 
     東京都災害対策本部の対応等について（第１８５報） 
 
     三宅島火山活動被災者等へのこころの健康支援について 
     相談専用電話の設置及びホームページへの情報掲載 
 
   衛生局では、三宅島火山活動等により被災された住民の方々の心の健康を支援 
  するため、専用の電話相談窓口を設置します。 
   また、ホームページに災害被害者及びその支援者のための情報を掲載しますの 
  でお知らせします。 
 
  １ こころの健康相談専用電話 
    島しょの災害被災者の方や関係者の方からのこころの健康についての相談窓 
   口で、中部総合精神保健福祉センターに設置します。 
  
    専用電話: ０３－３３０２－７５７９ （平日 9:00～17:00） 
 
  ※ 上記の他、都立の精神保健福祉センター３か所で設置している一般の都民 
   向け電話窓口でも相談をお受けします。（平日 9:00～17:00） 
 
   ・精神保健福祉センター      電話 ０３－３８４２－０９４６ 
   ・中部総合精神保健福祉センター  電話 ０３－３３０２－７７１１ 
   ・多摩総合精神保健福祉センター  電話 ０４２－３７１－５５６０ 
 
  ２ ホームページへの情報掲載 
    衛生局が開設している「東京都のこころの健康センター」ホームページ内に、 
   災害時のこころの健康に関する情報を掲載します。 
 
    内 容 
    (1)「三宅島災害こころの支援コーナー」 
      災害後のこころとからだの健康保持について（被災者向け） 
    (2)「こころの健康ページ」 
      被災者支援のための 基本的な態度と技法について（支援者向け） 
     
    アドレス：http://www.tokyo-eiken.go.jp/seishin/default.htm 
 
３ 運用開始（専用電話及びホームページ） 
 
   平成１２年１０月６日（金曜日） 



平成１２年１０月６日 
午前９時４０分 
東京都災害対策本部 
 
 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第１８６報） 
 
 
 本日は、現地対策本部開設準備のため、三宅島での作業は行いません。 
 １０月５日現在の「かとれあ丸」の乗船者数は別紙のとおりです。なお、「かとれあ丸」

は１１時２０分頃神津島を出航し、１８時２０分頃竹芝桟橋に到着の予定です。 
 
 ＊この「かとれあ丸」の運航予定時間は、気象条件等により変更になる可能性があります。 
 
＜別紙＞かとれあ丸乗船者数（１０月５日） 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
│    機関名   │乗船者数│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
│三宅支庁      │ １２ │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
│港湾事務所     │  １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
│都総務局      │  ５ │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
│都政策報道室    │  ２ │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
│都環境局      │  ２ │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
│警視庁       │ １１ │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
│東京消防庁     │ １０ │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
│三宅村役場     │  ３ │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
│国土庁       │  １ │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
│気象庁       │  ４ │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
│運輸省航空局    │  ４ │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
│陸上自衛隊     │  ８ │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
│海上自衛隊     │  ２ │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
│海上保安庁     │  １ │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
│東海汽船      │ １２ │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
│東京電力      │  ２ │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
│ＮＴＴグループ   │  ３ │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
│三宅島建設     │  ８ │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
│七島商事（ガソリン）│  ３ │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 



│三宅村消防本部   │  ３ │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
│計         │ ９７ │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
│報道関係      │  ２ │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
│合計        │ ９９ │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－＋ 
 
 
 



平成１２年１０月６日 
午後４時００分 
東京都災害対策本部 
 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１８７報） 
 
 
        三宅島島内作業等における火山ガス対策等について 
 
 
 三宅島では、火山活動に伴う火山性ガスが大量に放出されていることから、島内で作業す 
る場合には、厳重な安全対策が必要であり、これまでも関係者に対して必要な対応について 
現地災害対策本部会議等で周知し、注意喚起を行ってきたところです。 
 このたび、最近の火山活動や三宅島島内での作業状況等を踏まえ、明日７日に現地災害 
対策本部を従前の「かとれあ丸」から神津島に移設することになりました。これに際し、都 
および国の関係省庁（国土庁、環境庁、厚生省、気象庁、労働省）において、島内で作業す 
る方々向けに、作業する際の留意事項を記した「三宅島島内作業等における火山ガス対策に 
ついて」、島内での作業環境を測定するための手順を記した「三宅島島内作業における作業 
環境測定実施手順について」をとりまとめ、関係者に周知することとしました。なお、火山 
活動の状況等により臨機応変に対応する必要があり「暫定版」としています。 
 なお、国土庁防災局からも同様の発表がなされます。 
 
平成１２年１０月６日 
 
         三宅島島内作業等における火山ガス対策について 
                  （暫定版） 
                              東京都災害対策本部 
                              政府非常災害対策本部 
                             （事務局国土庁、環境庁、 
                              厚生省、気象庁、労働省） 
 
 
 三宅島では、多量の火山ガスが連続的に噴出しています。 
 三宅島島内での火山ガス（二酸化硫黄Ｓ０2、硫化水素Ｈ2Ｓ）に対する遵守事項等を取り 
まとめましたので、島内で活動する方は、これら事項を熟知し、安全の確保をお願いします。 
 なお、火山ガス以外について、三宅島島内での安全を確保するための遵守事項等が取りま

とめられています（「三宅島で活動する皆さんへ」）ので、島内で活動する方は、それら事項

についても遵守願います。 
 
                    記 
 



１．必ず携行するもの 
１）国家検定に合格した亜硫酸・いおう用防毒マスク（全面形）及び予備の吸収缶（各自） 
２）ガス検知器（各グループで１台以上） 
３）空気呼吸器（各グループで１台以上） 
 
２．現場での活動 
（１）かとれあ丸を出発する前に 
 １）上陸前に火山ガスの影響が無いことを確認する。なお、現地作業の可否については、 
   東京都現地対策本部の指示に従うこと。 
 ２）ガス検知器のスイッチを入れる（バッテリーは大丈夫か、０点調節は大丈夫か。）。 
 ３）防毒マスクの携帯を確認する（きず、ひび割れ、部品の接合部の隙間、汚れがないか。 
   排気弁の気密性が保たれていること。吸収缶が適切にとりつけられているか。吸収缶

が破損又は変形していないこと。）。 
 ４）予備の吸収缶の携帯を確認する（破損又は変形していないこと。）。 
 ５）空気呼吸器の携帯を確認する（圧力指示計により空気が十分あるか。）。 
 ６）取扱い説明書等により亜硫酸・いおう用防毒マスク及び空気呼吸器の装着方法等を確

認する。 
 
（２）現場では（移動中も含む） 
 １）ガス検知器により火山ガスの影響の無いことを、定期的に確認する。 
 ２）ガス検知器がガス濃度の異常を示した場合には、周囲の作業者に知らせるとともに防

毒マスクを装着し、ガス濃度の低い方（通常は、来た道の方向。）にすぐさま退避する。 
 ３）ガス検知器が検知しない場合でも、刺激臭或いは不快臭を感じた場合には、防毒マス

クを装着し、ガス濃度の低い方にすぐさま退避する。 
 ４）噴煙の流れる方向を考慮して、濃度の高い火山ガスが流れてくる可能性があると予想

される場合には、事前に退避する。 
 ５）火山ガスは空気より重いので、無風状態の時等ガスが拡散しにくい気象条件の時には、 
   くぼ地や谷地形等、ガスが溜まりやすい場所には近づかないよう注意すること。 
 ６）立ち入る現場の硫化水素濃度等が不明の場合又は硫化水素濃度等を測定するため現場

に入る場合は、空気呼吸器を使用する。 
 ７）作業中、有害物質により身体に異常を訴えた場合には速やかに医師による緊急時健康

診断を行うこと。 
 
（３）かとれあ丸に帰ったら 
 １）すぐに、手と目を洗い、うがいをする。 
 ２）目に刺激を感じたり、咳がでたりした場合には、医療機関に相談する。 
 ３）防毒マスクを使用した場合は、吸収缶を交換する。 
 ４）空気呼吸器を使用した場合は、圧力指示計により使用可能時間を確認し、必要に応じ

て高圧空気容器を交換する。 
 ５）ガス検知器の充電を行う。 
 
３．その他、特に注意すること 
（１）喘息等の呼吸器系の疾患のある方は、健康な方に比べ極めてわずかな濃度のガスでも



発作を起こし、致命的な事態となることがあります。三宅島への派遣職員等として参加

しないで下さい。 
 
（２）本人が自覚していなくとも、潜在的に喘息等の呼吸器系の疾患のある方もいます。健

康な方も、火山ガスに近づく場合は注意して下さい。 
 
（３）許容濃度等：通常の労働（１日８時間、週４０時間程度で肉体的に激しくない労働）      

で、当該物質（今回の場合は火山ガス）の平均暴露濃度（呼吸保護具を装着していない

状態で吸収するであろう当該物質の濃度）がある数値以下であればほとんどの方に健康

上の悪い影響が見られないと判断される濃度として、許容濃度と呼ばれているものがあ

ります。許容濃度は、日本産業衛生学会（以下、産業衛生学会という。）、ＡＣＧＩＨ 
   （American Conference of Gavernmental Industrial Hygienists ）が勧告していま 
   す。二酸化硫黄及び硫化水素の許容濃度は次のとおりです。 
      二酸化硫黄Ｓ０2 ： 許容濃度 産業衛生学会  （検討中） 
                     ＡＣＧＩＨ    ２ｐｐｍ 
      硫化水素Ｈ2Ｓ  ： 許容濃度 産業衛生学会  １０ｐｐｍ 
                     ＡＣＧＩＨ   １０ｐｐｍ 
 
（４）混合物質の許容濃度：許容濃度の数値は当該物質が単独で空気中に存在する場合のも

のです。２種類以上の物質に暴露される場合には、個々の物質の許容濃度でなく、次式

によって計算されるＩの値が１を越える場合に許容濃度を超える暴露と判断するのが適

当です。 
    Ｉ＝（Ｓ０2 の平均暴露濃度）／２ppm ＋（Ｈ2Ｓの平均暴露濃度）／１０ppm 
 
（５）暴露時間が短い、或いは労働強度が弱い場合でも、許容濃度を超える暴露は避けて下

さい（許容濃度を超えた場合は、すぐさま亜硫酸・いおう用防毒マスクを装着し、避難

して下さい。なお、二酸化硫黄及び硫化水素は水に溶けやすいので短時間であれば濡れ

タオルで鼻と口を覆うのも有効です。）。 
 
（６）火山ガスの特徴等を、別紙（省略）に添付しています（出典：化学物質の危険・有害

便覧、労働省安全衛生部監修、中央労働災害防止協会編）。上記事項も踏まえ、作業時の 
  参考にして下さい。 
 
 
４．その他 
 上記対策に掲げられたものと同等又はそれ以上の特別な安全装備により行われる緊急の

救助活動や火山活動の調査等においては、この限りではありません。 
 
 
 



平成１２年１０月６日 
 
         三宅島島内作業等における火山ガス対策について 
                  （暫定版） 
                              東京都災害対策本部 
                              政府非常災害対策本部 
                             （事務局国土庁、環境庁、 
                              厚生省、気象庁、労働省） 
 
 
 三宅島では、多量の火山ガスが連続的に噴出しています。 
 三宅島島内での火山ガス（二酸化硫黄Ｓ０２、硫化水素Ｈ２Ｓ）に対する遵守事項等を取

り 
まとめましたので、島内で活動する方は、これら事項を熟知し、安全の確保をお願いします。 
 なお、火山ガス以外について、三宅島島内での安全を確保するための遵守事項等が取りま

と 
められています（「三宅島で活動する皆さんへ」）ので、島内で活動する方は、それら事項に 
ついても遵守願います。 
 
                    記 
 
１．必ず携行するもの 
１）国家検定に合格した亜硫酸・いおう用防毒マスク（全面形）及び予備の吸収缶（各自） 
２）ガス検知器（各グループで１台以上） 
３）空気呼吸器（各グループで１台以上） 
 
２．現場での活動 
（１）かとれあ丸を出発する前に 
 １）上陸前に火山ガスの影響が無いことを確認する。なお、現地作業の可否については、 
   東京都現地対策本部の指示に従うこと。 
 ２）ガス検知器のスイッチを入れる（バッテリーは大丈夫か、０点調節は大丈夫か。）。 
 ３）防毒マスクの携帯を確認する（きず、ひび割れ、部品の接合部の隙間、汚れがないか。 
   排気弁の気密性が保たれていること。吸収缶が適切にとりつけられているか。吸収缶

が破損又は変形していないこと。）。 
 ４）予備の吸収缶の携帯を確認する（破損又は変形していないこと。）。 
 ５）空気呼吸器の携帯を確認する（圧力指示計により空気が十分あるか。）。 
 ６）取扱い説明書等により亜硫酸・いおう用防毒マスク及び空気呼吸器の装着方法等を確

認する。 
 
（２）現場では（移動中も含む） 
 １）ガス検知器により火山ガスの影響の無いことを、定期的に確認する。 
 ２）ガス検知器がガス濃度の異常を示した場合には、周囲の作業者に知らせるとともに防

毒マスクを装着し、ガス濃度の低い方（通常は、来た道の方向。）にすぐさま退避する。 



 ３）ガス検知器が検知しない場合でも、刺激臭或いは不快臭を感じた場合には、防毒マス

クを装着し、ガス濃度の低い方にすぐさま退避する。 
 ４）噴煙の流れる方向を考慮して、濃度の高い火山ガスが流れてくる可能性があると予想

される場合には、事前に退避する。 
 ５）火山ガスは空気より重いので、無風状態の時等ガスが拡散しにくい気象条件の時には、 
   くぼ地や谷地形等、ガスが溜まりやすい場所には近づかないよう注意すること。 
 ６）立ち入る現場の硫化水素濃度等が不明の場合又は硫化水素濃度等を測定するため現場

に入る場合は、空気呼吸器を使用する。 
 ７）作業中、有害物質により身体に異常を訴えた場合には速やかに医師による緊急時健康

診断を行うこと。 
 
（３）かとれあ丸に帰ったら 
 １）すぐに、手と目を洗い、うがいをする。 
 ２）目に刺激を感じたり、咳がでたりした場合には、医療機関に相談する。 
 ３）防毒マスクを使用した場合は、吸収缶を交換する。 
 ４）空気呼吸器を使用した場合は、圧力指示計により使用可能時間を確認し、必要に応じ

て高圧空気容器を交換する。 
 ５）ガス検知器の充電を行う。 
 
３．その他、特に注意すること 
（１）喘息等の呼吸器系の疾患のある方は、健康な方に比べ極めてわずかな濃度のガスでも

発作を起こし、致命的な事態となることがあります。三宅島への派遣職員等として参加

しないで下さい。 
 
（２）本人が自覚していなくとも、潜在的に喘息等の呼吸器系の疾患のある方もいます。健

康な方も、火山ガスに近づく場合は注意して下さい。 
 
（３）許容濃度等：通常の労働（１日８時間、週４０時間程度で肉体的に激しくない労働）

で、当該物質（今回の場合は火山ガス）の平均暴露濃度（呼吸保護具を装着していない

状態で吸収するであろう当該物質の濃度）がある数値以下であればほとんどの方に健康

上の悪い影響が見られないと判断される濃度として、許容濃度と呼ばれているものがあ

ります。許容濃度は、日本産業衛生学会（以下、産業衛生学会という。）、ＡＣＧＩＨ 
   （American Conference of Gavernmental Industrial Hygienists ）が勧告していま 
  す。二酸化硫黄及び硫化水素の許容濃度は次のとおりです。 
       二酸化硫黄Ｓ０2： 許容濃度 産業衛生学会  （検討中） 
                     ＡＣＧＩＨ    ２ｐｐｍ 
      硫化水素Ｈ2Ｓ ： 許容濃度 産業衛生学会  １０ｐｐｍ 
                     ＡＣＧＩＨ   １０ｐｐｍ 
 
（４）混合物質の許容濃度：許容濃度の数値は当該物質が単独で空気中に存在する場合のも

のです。２種類以上の物質に暴露される場合には、個々の物質の許容濃度でなく、次式

によって計算されるＩの値が１を越える場合に許容濃度を超える暴露と判断するのが適

当です。 



    Ｉ＝（Ｓ０2 の平均暴露濃度）／２ppm ＋（Ｈ2Ｓの平均暴露濃度）／１０ppm 
 
（５）暴露時間が短い、或いは労働強度が弱い場合でも、許容濃度を超える暴露は避けて下

さい（許容濃度を超えた場合は、すぐさま亜硫酸・いおう用防毒マスクを装着し、避難

して下さい。なお、二酸化硫黄及び硫化水素は水に溶けやすいので短時間であれば濡れ

タオルで鼻と口を覆うのも有効です。）。 
 
（６）火山ガスの特徴等を、別紙（省略）に添付しています（出典：化学物質の危険・有害

便覧、労働省安全衛生部監修、中央労働災害防止協会編）。上記事項も踏まえ、作業時の 
  参考にして下さい。 
 
４．その他 
 上記対策に掲げられたものと同等又はそれ以上の特別な安全装備により行われる緊急の救

助活動や火山活動の調査等においては、この限りではありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年１０月６日 
 
   作業班が三宅島に入島して作業を行う場合の作業環境測定実施手順（暫定） 
                           東京都災害対策本部 
                           政府非常災害対策本部 
                           （事務局国土庁、環境庁、 
                            厚生省、気象庁、労働省） 
 
 
 三宅島では、多量の火山性ガスが噴出し続けています。島内作業を安全に進めるた 
め、以下の手順で環境測定を行い、緊急時に対処することが必要です。これらの事項 
を熟知し、安全の確保をお願いします。作業班には、東京消防庁、警視庁及び東京都 
現地対策本部員が同行することとします。 
 
１ 船舶での入港に際しての手順 
 三宅島への入港場所は、風向、噴煙の方向等を考慮し、できるだけ噴煙の下流方向 
にならない位置を選択する。 
(1)着用物 
 1)防毒マスク（亜硫酸・いおう用の吸収缶を装着したもの） 
 2)その他安全用品（ヘルメット、安全靴、救命胴衣等） 
(2)装備品  
 1)ガス連続モニター[二酸化硫黄、硫化水素、酸素]（乗船前にバッテリの確認を行 
  い、乗船中は連続作動させておく。） 
 2)ガス検知管（二酸化硫黄 5Lb(又は 5Lc)、硫化水素(4LT 及び 4LL)、塩化水素 14Ｌ） 
 3)予備の吸収缶 
(3)測定・対応 
 1)ガス連続モニターの作業基準超過警報発生時(SO2:2ppm,H2S:10ppm)には、全員に 
  対し防毒マスクの装着を徹底し、船舶でそのまま噴煙から離れる方向へ退避する。 
 2)常時、ガス連続モニターを監視し、測定値が上昇傾向を示した場合には、検知管 
  等によるガス濃度測定を行い、作業基準を超過した場合は 1)と同様の措置を行う。 
 3)ガス検知器(ガス連続モニター、ガス検知管等）が検知しない場合でも、強い臭 
  気を感じた場合には 1)と同様の措置を行う。 
 4) 1)～4)で退避を行った場合は、退避後直ちに現地災害対策本部に無線で連絡する。 
 5)入島の可否の状況、行動経過を逐次現地災害対策本部に無線で連絡する。 
 
 
２ 着岸・入島時の手順 
(1)着用物・装備品 
 １と同様とする。 
(2)測定・対応 
 1)着岸時に、ガス検知管でガス濃度を測定し、作業基準を超過した場合は、全員に 
  対し防毒マスクの装着を徹底し、噴煙から離れる方向に船舶で沖へ退避する。 
 2)ガス連続モニターの作業基準超過警報発生時(SO2:2ppm,H2S:10ppm)にも 1)と同様 



  の措置を行う。 
 3)ガス検知器(ガス連続モニター、ガス検知管等）が検知しない場合でも、強い臭気 
  を感じた場合には 1)と同様の措置を行う。 
 4) 1)～3)で退避を行った場合は、退避後直ちに現地災害対策本部に無線で連絡する。 
 5)入島時のガス濃度測定結果、行動経過を逐次現地災害対策本部に無線で連絡する。 
 
３ 作業場所への移動手順 
(1)着用物 
 1)防毒マスク（亜硫酸・いおう用の吸収缶を装着したもの） 
 2)その他安全用品（ヘルメット、ゴーグル、安全靴等） 
(2)装備品  
 1)ガス連続モニター[二酸化硫黄、硫化水素、酸素]（測定状態にしておく。） 
 2)ガス検知管（二酸化硫黄 5Lb(又は 5Lc)、硫化水素(4LT 及び 4LL)、塩化水素 14Ｌ） 
 3)空気呼吸器 
 4)予備の吸収缶、ボンベ 
 5)水（ペットボトル） 
(3)測定・対応 
 1)作業場所への移動は、風向等を考慮し、噴煙の下流部を通過しない方向を選ぶ。 
 2)移動中は、ガス連続モニターを車の窓際に置いて監視を続ける。 
 3)ガス連続モニターの作業基準超過警報発生時(SO2:2ppm,H2S:10ppm)には、全員に 
  対し防毒マスクの装着を徹底し、噴煙から離れる方向へ退避する。 
 4)常時、ガス連続モニターを監視し、移動中に測定値が上昇傾向を示した場合には、 
  検知管等によるガス濃度測定を行い、作業基準を超過した場合は 3)と同様の措置を行 
  う。 
 5)ガス検知器(ガス連続モニター、ガス検知管等）が検知しない場合でも、強い臭気を感じ 
  た場合には 3)と同様の措置を行う。 
 6) 4)～6)で退避を行った場合は、避難後直ちに災害対策本部に無線で連絡する。 
 7)検知管での測定時には、時刻、位置、濃度(検知管の種類、吸引回数、読み)を記録する。 
 8)ガス濃度の測定結果、行動経過を逐次現地災害対策本部に無線で連絡する。 
 
 
４ 作業中の手順 
 作業中は各作業毎に環境測定の責任者を置き、安全を確認しながら作業を行う。なお、労 
働安全の面から、安全責任者は、｢酸素欠乏危険作業主任者｣及び｢特定化学物質等作業主任者｣ 
の資格を有することが必要となっている。 
(1)安全責任者の装備品 
 1)ガス連続モニター[二酸化硫黄、硫化水素、酸素]（作業中は連続作動させておく。） 
 2)ガス検知管（二酸化硫黄 5Lb(又は 5Lc)、硫化水素(4LT 及び 4LL)、塩化水素 14Ｌ） 
 3)防毒マスク（携行） 
 4)空気呼吸器（作業前にボンベの圧力等の点検を行うこと） 
 5)その他安全用品（ヘルメット、安全靴等） 
  6)予備の吸収缶、ボンベ 
  7)水（ペットボトル） 



(2)作業員の装備品 
 1)防毒マスク（携行） 
 2)空気呼吸器（作業前にボンベの圧力等の点検を行うこと） 
 3)その他安全用品（ヘルメット、安全靴等） 
  4)予備の吸収缶、ボンベ 
  5)水（ペットボトル） 
(3)安全責任者による測定・対応 
 1)噴煙の方向、風向きを常に意識し、緊急時の避難方向を決定しておく。 
 2)ガス連続モニターの作業基準超過警報発生時(SO2:2ppm,H2S:10ppm,O2:18%)には、 
  直ちに作業者に防毒マスクの装着と避難の指示を行う。  
 3)常時、ガス連続モニターを監視し、測定値が上昇傾向を示した場合には、検知管等によ

るガス濃度測定を行い、作業基準を超過した場合は、直ちに 2)と同様の措置を行う。 
 4)ガス検知器(ガス連続モニター、ガス検知管等）が検知しない場合でも、強い臭気を感じ 
  た場合にも 2)と同様の措置を行う。 
 5) 2)～5)で避難が完了したら、直ちに災害対策本部に状況を無線で報告する。 
 6)ガス濃度の測定結果、作業経過を逐次現地災害対策本部に無線で連絡する。 
(4)作業上の注意 
 1)噴煙の方向、風向きを意識し、ガス濃度の上昇を予知する。 
 2)窪地や谷部は無風時にガスが溜まりやすいので注意する。 
 3)上陸前に防毒マスク及び空気呼吸器の装着方法等を確認する。 
 
 
５ その他 
 上記対策に掲げられたものと同等又はそれ以上の特別な安全装備により行われる緊急の救 
助活動や火山活動の調査等においては、この限りではない。 
 



＜参考＞ 
【ガス検知管による測定方法】 
１ 空気漏れ確認 
  新しい検知管(両端をカットする前のもの)を吸引器に装着しピストンを引き、約１分後
ピストンを９０゜回しピストンが完全に戻ることを確認する。 

２ 測定 
1)検知管の両端を吸引器のカッターで折り、矢印の方向で装着する。 
2)ピストンの[100]の▲印とシリンダの赤線を合わせ、止まるまでシリンダーを引っ張る。 
 （ピストンがロックされる。） 
3)約１分程度経過したら、ピストンを引っ張りながら右へ９０°回し、ピストンが引き戻さ
れない場合には吸引終了とし、引き戻される場合は再びロックししばらく待つ。（新しいタイ 
 プのものは、吸引が完了すると、にぎり部のインジケータの色が変わる） 
4)基準吸引回数が２回以上のものは、ゆっくりピストンを戻し、再度ピストンを引く。 
5)検知管の色が変化しない場合は、説明書の範囲で吸引回数を増すことができる。 
6)基準吸引回数で測定した場合は検知管の変色境界の数値を直読し、基準吸引回数以外で測
定した場合は、説明書に従い補正倍率を掛ける。 
7)検知管の種類、吸引回数、読みを記録する。 
３ 検知管の種類と補正倍率の例 
  ＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 
  ｜対象ガス ｜検知管の種類｜吸引回数 ｜補正倍率 ｜  最 小 目 盛  ｜ 
  ＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 
  ｜硫化水素 ｜ ４ＬＴ  ｜１（基準）｜  １  ｜０．２        ｜ 
  ｜     ｜      ＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 
  ｜     ｜      ｜  ２  ｜ １／２ ｜０．２／２＝０．１  ｜ 
  ＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 
  ｜     ｜ ４ＬＬ  ｜１（基準）｜  １  ｜２．５        ｜ 
  ｜     ｜      ＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 
  ｜     ｜      ｜  ２  ｜ １／２ ｜２．５／２＝１．２５ ｜ 
  ＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 
  ｜二酸化硫黄｜ ５Ｌｂ  ｜２（基準）｜  １  ｜０．２        ｜ 
  ｜     ｜      ＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 
  ｜     ｜      ｜  ４  ｜ １／２ ｜０．２／２＝０．１  ｜ 
  ｜     ｜      ＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 
  ｜     ｜      ｜  ８  ｜ １／４ ｜０．２／４＝０．０５ ｜ 
  ＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 
  ｜     ｜ ５Ｌｃ  ｜２（基準）｜  １  ｜０．５        ｜ 
  ｜     ｜      ＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 
  ｜     ｜      ｜  ４  ｜１／２．５｜０．５／２．５＝０．２｜ 
  ＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 
  ｜塩化水素 ｜ １４Ｌ  ｜１（基準）｜  １  ｜１          ｜ 
  ｜     ｜      ＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 
  ｜     ｜      ｜  ２  ｜ １／２ ｜１／２＝０．５    ｜ 
  ＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 



４ 他のガスによる妨害（干渉） 
 検知管での測定では、他のガスにより＋－の誤差を受ける場合がある。個々の干渉ガスに 
ついては、説明書に記載されている。 
 今回の測定においては、塩化水素（１４Ｌ使用）の測定において、二酸化硫黄の干渉によ 
り＋の誤差が生じる可能性が高いので注意が必要である。 
  ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
  │ 検知管種類：塩化水素測定用（１４Ｌ）               │ 
  │ 干渉ガス ：二酸化硫黄                      │ 
  │ 影響   ：塩化水素の 1/10 以上二酸化硫黄が存在すると、真値よりも │ 
  │       高い値まで変色する。                 │ 
  ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
５ 使用済検知管の処分 
 1)使用後の検知管は、けが防止のため元の容器に戻す。 
 2)硫化水素検知管には無機水銀を含有するので、特別管理産業廃棄物として法令に従って

適正処分する。 
 3)二酸化硫黄､一酸化炭素､二酸化炭素､ふっ化水素､塩化水素検知管は､産業廃棄物の「ガラ 
  ス及び陶磁器くず」として適正処分する。 
 4)その他の検知管については含有物質を説明書で確認し、法令に従って適正処分する。 
 
 
 



平成１２年１０月６日                連絡先 
午後６時３０分                   労働経済局労政部就業推進課 
東京都災害対策本部                     03-5320-4661 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１８８報） 
 
      「仕事に関する緊急アンケート」の中間とりまとめについて 
 
 労働経済局では、９月２０日現在で住所が確認できた三宅島からの避難者の全世帯に向け 
て、現在の就業状態や今後の就業希望などをお伺いする緊急アンケートを実施したところで 
すが、本日までに回収できたものについて、中間的にとりまとめをいたしましたのでお知ら 
せいたします。 
 
＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜○調査の概要                                │ 
│ １ 調査時期   平成 12 年９月 22 日調査票発送              │ 
│ ２ 調査世帯数  避難先住所が確認できた 1,506 世帯             │ 
│          なお、調査票は就業中又は就業を希望している方について、 │ 
│          １人１票ずつ記入していただくこととしています。     │ 
│ ３ 回答数    ４４９票（１０月６日現在）               │ 
│ ４ 主な傾向   (１)回答者の方は高齢者の方の割合が高い         │ 
│          (２)現在何らかの仕事をしている方の割合は２割程度    │ 
│          (３)当面の仕事の紹介を希望している方の割合は約５割   │ 
│ ５ その他    自由記入欄には、                    │ 
│            『都の就業対策への期待』    ３８件       │ 
│            『島の現状等の情報が欲しい』  １９件       │ 
│            『避難生活の長期化に対する不安』１６件       │ 
│          などの記入がみられました。               │ 
│                  （詳細については別紙をご参照ください） │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 
＜別紙＞ 
   三宅島避難者緊急アンケート（中間のとりまとめ）について 
 
 
１ 現在までの集計状況（平成１２年１０月６日現在） 
  配付数１，５０６世帯  回答数４４９件（有効回答） 
 
２ ６５才以上は３割、５５才以上では５割を超える 
 回答を寄せていただいた方々の年齢構成は、６５才以上が３２％、５５才以上でみると 
５７％となり、避難されている人々は高齢の方が多いという傾向がみられました。 
 また、男性は５７％ 、女性は４２％でした。 



 
３ 現在「仕事をしている」人は２割、「仕事をしていない」人は８割にのぼる 
 島にいた時「働いていた」と答えている人は７割を占め、その職業としては、農業、漁業、 
建設業、製造業、小売業、飲食店、ホテル・民宿・旅館業などがあげられています。 
 一方、現在「仕事をしている」人は２０％にとどまり、「仕事をしていない」人は７７％に 
達する結果となっています。また、現在仕事をしている人についても、その大半が公務や災

害対策・ライフライン維持、社協関係の仕事となっています。 
 
４ 「当面仕事の紹介を希望する人」は５割 
 当面のあいだ仕事を紹介してほしいという希望のある方は４９％となっており、半数近い

人が仕事の紹介を希望しています。このうち、現在仕事をしていない人の希望は約６割、ま

た、現在仕事をしている人でも約２割が希望しています。 
 希望する仕事の内容としては、1)建設（含む大工・左官等）土木関係、2)除草・清掃・軽
作業が多く、そのほか 3)調理・飲食関係、4)販売関係、5)ホームヘルパーなど介護・福祉関
係、6)園芸・農業関係、7)運転・警備などがあげられています。 
 また、短時間や、家の近く、家の中でできる仕事という希望もみられます。 
 
５ 困っていることは仕事の探し方や会社の面接の方法がわからないこと。 
  仕事に関して、今お困りのことをきいたところ、「仕事の探し方や会社の面接の方法がわ 
からない」、「仕事のために新しい知識や技能を身につけたいがどうしたらいいかわからない 
」という意見が目立ちました。 
 一方、その他の意見では、今の仕事がいつまであるのか、高齢なので仕事があるかどうか

心配、仕事をしたいが子供や両親の面倒をみなければならないといった不安の声が多くみら

れました。 
 
６ 自由意見では、「長期化による生活不安」「確実な情報が欲しい」との声が多い。 
（１）自由意見欄には、「長期化すると生活が不安」(１６件)など長期化する避難生活 
   に対する不安や、「確実な情報が入りにくい」(１７件)などの声が多くみられました。 
   また、一時帰島を希望する声もありました。 
（２）行政への意見や要望では、長期化してきたところから「就業対策に関する期待」 
   (３８件)が多く、次いで「住宅への要望」(７件)、そのほか保育補助や冬用の衣類、 
   家賃補助など各種の福祉対策(１１件)を望む声が出されています。 
（３）その他の意見としては、「種まきができず来年は無収入」「都内は交通費の負担が 
   大きい」などの声、「行政への感謝」の気持ちなどの記入もみられました。 



 
平成１２年１０月６日 
午後７時３０分 
東京都災害対策本部 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１８９報） 
 
 
           現地災害対策本部会議の開催について 
 
  現地災害対策本部が神津島に移設されたことに伴い、下記のとおり会議を開催いたし 
 ます。 
 
                   記 
 
 １ 日 時  １０月１０日（火） １１時から 
 
 ２ 場 所  現地災害対策本部（神津島ロッジ）内 
 
 ３ 議 題  三宅島の今後の対応策について 
  
 ４ 出席者  青山副知事（現地災害対策本部長）他東京都職員、三宅支庁、三宅村、 
        警視庁、東京消防庁、国土庁、気象庁、自衛隊、海上保安庁、ＮＴＴ等 
  
 
 



平成１２年１０月１０日 
午後１時００分 
東京都災害対策本部 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１９０報） 
 
 
          大雨による神津島村の被害状況について 
 
 
 神津島村からの報告によると、１０月１０日１２時００分現在で把握している被害状況は

下記のとおりです。 
 
                  記 
 
 
１ 人的被害 なし 
 
２ 建物被害 家屋床下浸水  ５軒 
 
３ 道路被害 ２ヶ所     村道１号線片側崩落（復旧作業中・通行止め） 
               村道９号線道路陥没（復旧済み） 
 
  その他、ぼら沢・よたね・上の山・平たん沢地区から土砂流失 
      ゲートボール場石垣崩落 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年１０月１０日 
午後１時００分 
東京都災害対策本部 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１９１報） 
 
         １０月７日からの三宅島での作業内容について 
 
 
１ １０月７日（土） 
  ガス臭気があるため、上陸中止 
 
２ １０月８日（日） 
  作業なし 
 
３ １０月９日（月） 
  大雨警報発令（５時１０分発表）のため作業中止 
 
４ １０月１０日（火） 
    天候不良のため、待機中 
  
５ 現地災害対策本部の神津島宿泊者数 
  別紙のとおり 
 
＜別紙＞ 
１０月９日現在神津島宿泊者数 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│    機関名       │ 滞在者 ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│三宅支庁          │   ９ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│港湾事務所         │   １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│災害対策部         │   ６ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│財務局庁舎管理部      │   ０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│東京消防庁         │   ６ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│環境局           │   ２ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│警視庁           │   ９ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│三宅村役場         │   ２ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│三宅村消防本部       │   ３ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│国土庁           │   １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│気象庁           │  １１ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│第三管区海上保安本部    │   １ ｜ 



＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│陸上自衛隊         │   ８ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│海上自衛隊         │   １ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│東京電力          │   ２ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│ＮＴＴグループ       │   ７ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│七島商事（燃料関係）    │   ０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│東海汽船          │   ０ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│三宅島建設業協会      │   ８ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│              │     ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│合計            │  ７７ ｜ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
 
 
 
 
 
 
 
 









平成１２年１０月１０日                   連絡先 
午後８時１０分                      三宅村立川事務所（総務課） 
東京都災害対策本部                    ０４２－５２９－１０５１ 
 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第１９３報） 
 
         東京都三宅島三宅村の「広報みやけ」の発行について 
 
 三宅村では、平成１２年９月２～４日の防災関係者を除く全島民の島外避難後、はじめて

村の広報紙である「広報みやけ」を１０月１０日発行し、住所の判明している村民に郵送し

たので、お知らせします。 
 なお、三宅村の東京事務所と立川事務所には、このほかに窓口配布用としておくこととし

ています。 
  
○主な内容 
１ 三宅島の現状 
  雄山の火山活動の終息の見通しは、現在のところついていない。 
  このため、島外避難生活の長期化は避けられないと思われる。都道は、泥流により土砂

が堆積した箇所が多い。水道管は随所で寸断された状態になっている。 
 
２ 三宅村からのお知らせ 
 (1) 平成１２年度国勢調査への協力のお願い 
 (2) MＸテレビからの三宅島情報・伝言板の放送 
 (3) 巡回訪問調査について 
 (4) 要介護認定の期間延長について 
 (5) 上下水道の基本料金の免除について 
 (6) 義援金の状況について 
  １）１０月５日現在、総額１億３９２万９，１５０円（３２６件） 
  ２）義援金配分委員会を１０月１日に設置。第１回目の委員会を１０月１０日に開催し、

配分方法等を決定する予定。 
 (7) 村民の居住地情報について 
 (8) ボランティアの窓口について（三宅島社会福祉協議会） 
３ 各機関からのお知らせ 
 (1) 東京都災害対策本部及び現地災害対策本部から 
 (2) 三宅支庁、三宅島警察、教育庁、労働経済局、島しょ保健所から 
４ 関係団体からのお知らせ 
 (1) 三宅島農協及び三宅島漁協から 
 (2) 三宅島観光協会から 
５ 関係機関の連絡場所一覧 
  ※詳細については別紙「広報みやけ１０月号」（掲載省略）をご参照ください。 
 



平成１２年１０月１３日                    連絡先 
午後２時３０分                     労働経済局農林水産部農政課 
東京都災害対策本部                   03-5320-4812 
                            労働経済局商工計画部指導課 
                            03-5320-4755 
 
             東京都災害対策本部の対応等について（第１９４報） 
 
     三宅村被災者の方々への臨時的・応急的雇用の場の確保について 
 
 
 労働経済局では、全島避難した三宅村の方々を対象に臨時的・応急的雇用の場を確保する

ため、緊急地域雇用特別基金を活用して、下記のとおり事業を実施します。 
 就労場所等は、別紙のとおりです。 
                   記 
１ 都公共施設のクリーンアップ事業 
 (1) 内容 
    都公共施設内（農業試験場ほか３カ所）の樹木の剪定、雑草の除去等 
 (2) 実施期間 
    平成１２年１０月２３日から同１１月２２日まで 
 (3) 雇用予定人員 
    計２７名（延べ２９６人日） 
 (4) 申し込み先・募集期間 
    ＪＡ三宅島東京事務所（渋谷区代々木 2-10-12 南新宿ビル４階） 
      電話（０３）３３７０－４２８１、（０３）３３２０－０３２３ 
    平成１２年１０月１６日から同１８日まで 
 
２ 三宅村商工業者の意向調査事業 
 (1) 内 容 
  1) 三宅村商工業者に対し、今後の事業活動の意向等を聴き取り調査する。 
  2) 都内等において事業活動を開始する意向のある事業者のために、空き店舗等を調査

する。 
 (2) 実施期間 
    平成１２年１０月２５日から同１２月２２日まで 
 (3) 雇用予定人員 
    計２６名（延べ２９０人日） 
 (4) 申し込み先・募集期間 
    三宅村商工会仮事務所(立川市錦町 2-2-32 多摩中小企業会館都商工会連合会内） 
      電話（０４２）５４０－３３６３ 
    平成１２年１０月１８日から同２０日まで 
 
３ 三宅島島外避難者支援要請キャンペーン 
 (1) 内容 



    都民や企業等に対して、避難した方々への就労、物資提供などの支援を要請するキ

ャンペーンを実施する。 
    実施方法は、東京都の関連したイベント会場、島の特産品の即売会場、駅頭等にお

いて、要請ビラを配布する。 
 (2) 実施期間 
    平成１２年１０月２５日から同１１月１２日まで 
 (3) 雇用予定人員 
    計１９０名（延べ約３５０人日） 
 (4) 申し込み先・募集期間 
    東京都商工会連合会（立川市錦町 2-2-32 多摩中小企業会館内） 
      電話（０４２）５２５－６８２１ 
    平成１２年１０月１８日から同２０日まで 
 
 
＜別紙１＞ 
 
 
       都公共施設のクリーンアップ事業        
 
１ 就労場所等 
 (1) 東京都農業試験場 
   【立川市富士見町 3-8-1 ℡042-524-3191 最寄駅：青梅線西立川駅】 
    ・雇用期間：10 月 23 日(月)～11 月 6 日(月) [土日休除く] 
    ・実就労日数：１０日間 
    ・募集人員：１０名 
 (2) 東京都農業試験場江戸川分場 
   【江戸川区鹿骨 1-15-22 ℡03-3679-1458 最寄駅：総武線新小岩駅よりバス】 
    ・雇用期間：10 月 23 日(月)～11 月 6 日(月) [土日休除く] 
    ・実就労日数：１０日間 
    ・募集人員：３名 
 (3) 東京都畜産試験場 
   【青梅市新町 6-7-1 ℡0428-31-2171 最寄駅：青梅線小作駅よりバス】 
    ・雇用期間：10 月 23 日(月)～11 月 6 日(月) [土日休除く] 
    ・実就労日数：１０日間 
    ・募集人員：１０名 
 (4) 東京都林業試験場 
   【西多摩郡日の出町平井 2753-1 ℡042-597-6511 最寄駅：青梅線福生駅よりバス 
                            又は五日市線武蔵増戸駅】 
    ・雇用期間：10 月 23 日(月)～11 月 22 日(水)  
    ・実就労日数：ａ １５日間 [土日休除く] (勤務日要相談) 
           ｂ １８日間 [木土日休除く]  
    ・募集人員：各２名 
 



 
 
＜別紙２＞ 
 
          三宅村商工業者の意向調査事業 
 
１ 目  的 
   全島避難した三宅村の方々を対象に臨時的・応急的雇用の場を確保するため、緊急 
  地域雇用特別基金を活用して緊急就労対策を実施します。 
 
２ 事業内容 
   都内等に避難している商工業者が、今後どのような事業活動を希望しているのか、 
  避難島民を調査員として雇用し、聞き取り調査を実施する。 
   また、都内等において事業活動を開始する意向の事業者に対して、希望に添った 
  空き店舗等の調査を行い、事業活動の円滑を図る。 
 
３ 実施方法等 
  （１）意向調査 
    ・原則として、一人１日３事業者を調査し、延べ１３日間実施する。 
    ・募集人員１０名 
  （２）空き店舗等調査 
    ・調査は意向調査の内容を参考に、原則として、二人一組として１日２カ所、延 
     べ１０日間実施する。 
    ・募集人員１４名 
  （３）集計事務・連絡要員 
    ・商工会仮事務所に延べ１０日間勤務 
    ・募集人員２名 
  （４）調査先・勤務日等 
    ・詳細については、雇用時において、委託先である三宅村商工会の指示による。 
  （５）対象事業者数３２８（調査数は留守等の重複を含む。） 
４ その他 
   委託期間は、平成１２年１０月２５日から１２月２２日までですが、調査日につい 
  ては、三宅村商工会の指示による。 
 
 
 
＜別紙３＞ 
 
   三宅島島外避難者支援要請キャンペーン事業 
 
１ 就労場所等 
 [イベント会場］ 
 （１） 江東区民まつり中央まつり 



    【都立木場公園 最寄駅：地下鉄東西線木場駅】 
    ・雇用期間：１０月２８日（土）～１０月２９日（日） 
    ・実就労日数：２日間 
    ・募集人員：２０名 
 （２） アグリ・フェスタ・トウキョウ２９ 
    【明治神宮宝物展前 最寄駅：山手線原宿駅】 
    ・雇用期間：１１月２日(木)～１１月 ３日(金・祝) 
    ・実就労日数：２日間 
    ・募集人員：２０名 
 （３） 東京産業交流展２０００ 
    【東京ビックサイト（東京国際展示場） 最寄駅：ゆりかもめ国際展示場駅前】 
    ・雇用期間：１１月９ 日(木)～１１月１０日 (金) 
    ・実就労日数：２日間 
    ・募集人員：２０名 
 （４) 台東区産業フェア・がんばれ伊豆七島フェア 
    【台東区上野駅自由通路（東西連絡通路）最寄駅：ＪＲ上野駅】 
    ・雇用期間：１１月１１日(土)～１１月１２日 (日)  
    ・実就労日数：２日間 
    ・募集人員：２０名 
 （５） 武蔵村山市３０周年記念第３０回産業まつり 
    【市民会館周辺 最寄駅：西武線玉川上水駅下車バス市役所前】 
    ・雇用期間：１１月１１日(土)～１１月１２日 (日) 
    ・実就労日数：２日間 
    ・募集人員 ２０名 
 （６） 東京都関連イベント 
 [ 駅頭及び商工団体要請 ] 
 （１） ＪＲ八王子駅改札出口通路・八王子商工会議所  １０月２５日（水） 
 （２） ＪＲ立川駅出口通路・立川商工会議所      １１月 ７日（火） 
 （３） ＪＲ東京駅丸の内口通路            １１月 ９日（木） 
    ・実就労日数 各１日、募集人員各２０名 
 
２ 応募人員の不足、警察署の許可状況等により、変更、新たに募集の必要が生じた場合 
 には、応募者に対して連絡いたします。 
 
 
 
 
 



平成１２年１０月１６日         連絡先                     
１１時３０分              ●別紙１についてのお問い合わせは、       
東京都災害対策本部             東京都立産業技術研究所           
                      03-3909-2281 または 2456(直通) 
                    ●別紙２についてのお問い合わせは、       
                      東京都農業試験場経営部           
                      042-524-3191(直通)       
 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第１９５報） 
 
 
     三宅島火山活動に伴う火山灰の分析と今後の取り組みについて 
 
 
 労働経済局では、９月５日に三宅島火山活動に伴う火山灰を東京都農業試験場本場（立川） 
に１ｔ、同江戸川分場に１ｔそれぞれ搬入し、東京都立産業技術研究所及び東京都農業試験

場において火山灰の分析をそれぞれ行い、今後の災害復興対策に役立てるため、別紙１及び

２のとおり各種研究・試験等に取り組むこととしましたのでお知らせします。 
 
 
 
 
（別紙１） 
 
 三宅島火山灰の有効利用について 
 
 
１．三宅島火山灰の分析結果 
 三宅島火山灰の分析結果は以下の表のとおりです。なお、比較のため新島抗火石や普賢岳 
堆積物などのデータも示してあります。 
 
             表 分析結果（ｗｔ％） 
＋－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜   ｜酸 化 珪 素｜酸化アルミニウム｜酸 化 鉄｜酸化カルシウム｜酸 化 硫 黄｜そ の 他｜ 
＋－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜   ｜（ＳｉＯ２） ｜（Ａｌ２Ｏ３） ｜（Ｆｅ２Ｏ３） ｜（ＣａＯ） ｜（ＳＯ３） ｜    ｜ 
＋－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜三宅島火山灰｜ ４７  ｜ １６  ｜ １１  ｜ ９   ｜  ９  ｜  ８ ｜ 
＋－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜普賢岳堆積物｜ ６５  ｜ １７  ｜  ４  ｜ ５   ｜  －  ｜  ９ ｜ 
＋－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜桜島火山灰｜ ５８  ｜ １８  ｜  ７  ｜ ７   ｜  －  ｜ １０ ｜ 



＋－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜新島抗火石｜ ７６  ｜ １２  ｜ １   ｜ １   ｜  －  ｜ １０ ｜ 
＋－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－＋ 
｜石炭灰（海外炭）｜４０～７５｜１５～３５｜ ２～２０｜１～１０ ｜ －   ｜    ｜ 
＋－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－＋ 
          

  ＊三宅島火山灰は酸化物と仮定して蛍光Ｘ線により分析したもので

ある。 
            また、火山灰は８月３０日に伊豆地区で採取したものである。 
           ＊普賢岳及び桜島のデータは土木技術研究所報告書より抜粋。 
           ＊その他の成分にはナトリウム、マグネシウム等が含まれている。 
 
２．三宅島火山灰の特徴 
 三宅島の火山灰を普賢岳堆積物および桜島火山灰と比較した場合、（１）酸化珪素分が少 
ない、（２）鉄やカルシウムの酸化物が多い、（３）他には含まれていない硫黄分が約１割 
存在する、などの特徴があります。 
 
３．有効利用の可能性 
 今回分析した火山灰には約１割の硫黄分が含まれており加工上、また製品化にあたっては 
腐食等の問題点が考えられます。今後火山灰の詳細な分析を行い、用途を特定していく必要 
があります。現段階では次のような用途の可能性が考えられます。 
（１）ガラス原料 
（２）レンガ・タイル等 
（３）セメント・コンクリート用原料 
（４）路盤材など道路建設用 
 
４．今後の対応について 
 当産業技術研究所では引き続き調査・分析・研究を行い、早急に具体的な用途開発を行っ

ていく方針です。 
 
問合せ先   東京都立産業技術研究所 
        東京都北区西ケ丘３－１３－１０ 
          ＴＥＬ：０３－３９０９－２２８１または２４５６（直通） 
          ＦＡＸ：０３－３９０９－２５９０ 
 
 
 
（別紙２） 
 
            三宅島農業災害復興対策 
       ― 三宅島降灰に対する特産農作物栽培試験 ― 
 
 農業試験場では、三宅島火山活動に伴う降灰により多大な影響を受けた農業の復興のため



に、下記の試験研究に至急取組むこととしました。 
 
 
       肥料が吸えない、水はけが悪い火山灰！(当場調べ) 
 
一連の噴火による８地点の火山灰の化学的および物理的特性を調べたところ、 
（１）イオウ分が多く酸性気味、（２）電気伝導度（ＥＣ）が高い、 
（３）Ｃａ、Ｎａ等が多い、（４）粒度が細かい、などの特徴が明らかになった。 
 
 こうした化学的特性は、アシタバやレザーファンなどの栽培にとって生育を抑制 
する負の要素となる。また、火山灰の粒度が細かいので透水性が悪く、固まりやす 
く、根の生育が阻害されるなどの物理的な問題も大きい。 
 
 
○今後の対応 
 
１ 当場のこれまでの調査・試験によれば、火山灰はできる限り除去することが望 
 ましい。 
２ 火山灰を完全に除去することは難しい。現実的には、厚さ１ｃｍ程度の火山灰 
 の影響は、堆肥などの混和により緩和されることが明らかになった。今後、アシ 
 タバなどの栽培法の検討や、適合する農作物の検索をおこなう。 
 
○試験内容 
 
１ 火山灰の厚さが、アシタバ・レザーファンなどの特産農作物の生育・収量に及 
 ぼす影響試験。 
２ 火山灰混和土壌に対する、堆肥などの各種有機物施用の土壌改良効果。 
 
以上のような、復帰後すぐに役立つ研究に取り組む。 
 
○試験実施場所 
 
農業試験場本場（立川市）及び農業試験場江戸川分場 
 
 
問合せ先 東京都農業試験場 経営部 
                 TEL 042-524-3191 FAX 042-523-4285 
 
 
 
 



平成 12 年 10 月 16 日           連絡先 
午後６時３０分             東京都労働経済局労政部就業推進課 
東京都災害対策本部                     03-5320-4661 
                    東京労働局職業安定部職業対策課 
                              03-3818-8307 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１９６報） 
 
      中高年齢者就職面接会及びシルバー人材センターフェアにおける 
      三宅島等避難者就職相談コーナーの設置について 
 
 労働経済局では、これまで、東京労働局と合同で、三宅村等避難者の方々への求人依頼 
や合同就職相談会の開催など各種支援に努めてきたところですが、現在なお１７０社あま 
りの企業から１，１００人を上回る規模の求人が寄せられているほか、三宅村シルバー人 
材センターにも６００人日にのぼる仕事の依頼が来ております。 
 そこで、今般、こうした求人等を基に、高年齢者雇用促進月間にちなんで予定している 
中高年齢者就職面接会やシルバー人材センターフェアの各会場において、まだ就職先が決 
まっていない三宅島等の中高年の方々の就職相談等にお応えするための専用の就職相談コ 
ーナーを設けることとしましたので、お知らせいたします。 
  
 ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 │１ 中高年齢者就職面接会について                     │ 
 │ （１）概  要 これまでに確保した求人内容について、相談や紹介を実施す │ 
 │        るほか、参加企業と直接面接することもできます。      │ 
 │ （２）対  象 概ね４５歳以上の方                   │ 
 │ （３）日  程 １０月１９日～２６日の間に都内４会場にて開催      │ 
 │                                     │ 
 │２ シルバー人材センターフェアについて                  │ 
 │ （１）概  要 都内のシルバー人材センターが活動内容の紹介や会員相互の │ 
 │        交流等を目的に開催。                   │ 
 │        当日は、三宅村シルバー人材センターコーナーを設置し、入会 │ 
 │        相談や就業相談を受け付けるほか、三宅村会員の相互の情報交 │ 
 │        換、近況報告の集いも開催予定。              │ 
 │ （２）対  象 三宅村シルバー人材センター会員及び中高年の方でシルバー │ 
 │        人材センターに関心のある方                │ 
 │ （３）日  程 １０月２７日（金） １０：００～１６：００       │ 
 │                                     │ 
 │３ その他                                │ 
 │  スケジュールに関する詳細につきましては、別紙をご参照ください。    │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 
 



 
 
（別紙） 
 
      中高年齢者就職面接会及びシルバー人材センターフェア 
      の開催スケジュールについて 
 
  １ 中高年齢者就職面接会 
  （１）城東地区会場（主に上野、王子、足立、墨田、木場等の地域での就職を考えて 
    おられる方向け） 
 
    日  時   １０月１９日（木） １３：００～１５：３０ 
    場  所   「すみだリバーサイドホール」（墨田区吾妻橋１－２３－２０） 
    最 寄 駅  都営地下鉄本所吾妻橋駅 徒歩５分 
    参加企業  ４１社（避難者以外の一般向け求人を含む） 
 
 
  （２）多摩地区会場（主に八王子、立川、青梅、三鷹、町田、府中等の地域での就職 
    を考えておられる方向け） 
 
    日  時   １０月１９日（木） １２：００～１４：３０ 
    場  所   「パレスホテル立川」（立川市曙町２－４０－１５） 
    最 寄 駅  ＪＲ立川駅 徒歩５分 
    参加企業   ５２社（避難者以外の一般向け求人を含む） 
 
 
  （３）城南地区会場（主に港、五反田、大森、渋谷等の地域での就職を考えておられ 
    る方向け） 
 
    日  時   １０月２４日（火） １２：３０～１５：００ 
    場  所   「都立産業貿易センター」（港区海岸１－７－８） 
    最 寄 駅  ＪＲ浜松町駅 徒歩８分 
    参加企業   ５９社（避難者以外の一般向け求人を含む） 
 
 
  （４）中央地区会場（主に飯田橋、新宿、池袋等の地域での就職を考えておられる方 
    向け） 
    日  時   １０月２６日（木） １２：００～１５：００ 
    場  所   「新宿ＮＳビル」（新宿区西新宿２－４－１） 
    最 寄 駅  ＪＲ新宿駅西口 徒歩１０分  
    参加企業   ６０社（避難者以外の一般向け求人を含む） 
 
 



  ２ シルバー人材センターフェア 
    日  時   １０月２７日（金） １０：００～１６：００ 
    場  所   「シニアワーク東京」（千代田区飯田橋３－１０－３） 
    最 寄 駅  ＪＲ・地下鉄 飯田橋駅東口 徒歩８分 
    内  容  シルバー体験教室 
          ・パソコンやインターネットに関する簡単な講習 
          ・障子張り教室や手芸教室の開催  など 
          交流広場 
          三宅村シルバー人材センターコーナー 
          ・三宅村シルバー人材センター入会相談 
          ・三宅村シルバー人材センター会員の集い   など 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年１０月１８日          連絡先  福祉局国民健康保険部指導課 
午前１０時３０分                         03-5320-4163 
東京都災害対策本部 
 
      東京都災害対策本部の対応等について（第１９７報） 
 
         東京都義援金募集配分委員会の開催について 
 
 三宅島・新島・神津島近海地震等に係る義援金の「東京都義援金募集配分委員会」を下 
記のとおり開催致しますのでお知らせします。 
 
                   記 
 
１ 日 時 
  平成１２年１０月２０日（金）  １０時００分から 
 
２ 場 所 
  東京都庁第二本庁舎  ３１階  特別会議室２２ 
  （紫色の F バンクエレベーターに御搭乗ください。） 
 
３ 会議の内容 
  義援金の配分について 
 
４ 委員会の要綱及び名簿  別添のとおり 
 
〔参 考〕 
 ○義援金の受付状況 
                     (１０月１５日現在） 
       ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
       │ 金 額  │ １，００９，３３５，８０３ 円│ 
       ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
       │ 件 数  │        ４５，４１４ 件│ 
       ＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 
   (注)上記金額は、東京都、日本赤十字社東京都支部、ＮＨＫ，ＮＨＫ厚生文化 
    事業団及び東京都共同募金会により受け付けた分の合計金額（件数）である。 
  
 ○ 義援金受付期間は、当初８月１４日から９月２９日までであったが、災害の終息を 
  みないので期間を延長し、現在も受け付けている。 
 
 
 
 



 
         東京都義援金募集配分委員会設置要綱 
                               12 福国指第 390 号 
第１ 目 的 
  災害救助法が適用された地震等の災害により、被災した都民に対する義援金等の募 
 集・配分を適正、公平に行うため、「東京都義援金募集配分委員会（以下、「委員会」 
 という。）」を設置する。 
 
第２ 所掌事務 
  委員会は、次の各号に掲げる事務を所掌する。 
 (1) 被災者への義援金等の配分に関すること。 
 (2) 義援金等の受付及び配分に係る広報活動等に関すること。 
 (3) その他必要な事項 
 
第３ 構 成 
 １ 委員会の委員は、11 名以内とする。 
 ２ 委員会は、別表に掲げる者をもって構成する。 
 ３ 委員長は、必要があると認めるときは、委員会に委員以外の者の出席を求めるこ 
  とができる。 
 
第４ 委員長及び副委員長 
 １ 委員会に委員長及び副委員長を置く。 
 ２ 委員長は、委員会を総括し、委員会を代表する。 
 ３ 委員長は、東京都副知事をもって充てる。 
 ４ 副委員長は、福祉局長をもって充てる。 
 ５ 委員長に事故あるときは、副委員長が職務を代理する。 
 
第５ 監 事 
 １ 委員会に監事２名を置く。 
 ２ 監事は、義援金等に関する会計を監査する。 
 
第６ 委員及び監事の任期 
  委員及び監事の任期は、２年とする。ただし、欠員が生じた場合の後任の任期は、 
 前任者の残任期間とする。 
 
第７ 招 集 
  委員長は、委員会を招集する。 
 
第８ 庶 務 
  委員会の庶務は、東京都福祉局国民健康保険部指導課（東京都災害対策本部福祉局 
 義援金等対策部配分計画課）が行う。 
 
第９ その他 



  この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に定 
 めることができる。 
 
  附 則 
 この要綱は、平成１２年８月１日から施行する。 
 
 
       東京都義援金募集配分委員会・監事名簿     
 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│    区   分     │委員数│ 職 名 等   │  委員氏名   ｜ 
＋－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│ │ 特別区長会      │ １ │ 文京区長    │煙 山  力   │ 
｜ ＋－－－－－－－－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│ │ 東京都市町会     │ １ │ 東大和市町   │尾 又  正 則 │ 
｜ ＋－－－－－－－－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│委│ 東京都町村会     │ １ │ 大島町長    │藤 井  静 男 │ 
｜ ＋－－－－－－－－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│ │ 都民代表       │ １ │ 東京都民生児童 │大 澤  義 行 │ 
│ │            │   │ 委員連合会会長 │         │ 
｜ ＋－－－－－－－－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│ │ 日本赤十字社東京都支部│ １ │ 事務局長    │須 藤  尚 議 │ 
｜ ＋－－－－－－－－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│員│ ＮＨＫ        │ １ │ 視聴者総局   │横 里  幸 一 │ 
│ │            │   │ 事業局事業部長 │         │ 
｜ ＋－－－－－－－－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│ │ ＮＨＫ厚生文化事業団 │ １ │ 常務理事    │有 馬  大 造 │ 
｜ ＋－－－－－－－－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│ │ 東京都共同募金会   │ １ │ 常務理事    │佐 藤  次 朗 │ 
｜ ＋－－－－－－－－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│ │ 東京都        │ ２ │ 副知事     │福 永  正 通 │ 
│ │            ＋－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│ │            │   │ 福祉局長    │前 川  燿 男 │ 
＋－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│   委員計        │１０ │         │         │ 
＋－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 
 
＋－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│監│東京都社会福祉協議会  │ １ │ 会長      │金 平  輝 子 │ 
｜ ＋－－－－－－－－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│事│日本公認会計士協会東京会│ １ │ 副 会 長   │繁 田  勝 男 │ 
＋－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│ │ 監事計        │ ２ │         │         │ 
＋－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年１０月１８日 
午後７時３０分 
東京都災害対策本部 
 

東京都災害対策本部の対応等について（第１９８報） 
 

神津島村の避難指示一部解除について 
 
神津島村は、１０月１８日１６時、７月１日に発令された避難指示を１世帯を残して解除

しました。 
 
  解除理由 

１． １０月１１日に開催された地震調査研究推進本部地震調査委員会の評価 
        「６月末から始まった一連の地震活動はほぼ収まったと考えられる」 

２． １０月１７日に開催された伊豆諸島土砂災害検討委員会の検討結果 
３． 関係防災機関との協議 

 
  【参考】 
     解除前                      解除後 
   避難指示対象：１４世帯、３７人    →  避難指示対象：１世帯、２人 
   （河原地区、上の川地区、ついじ地区            （ついじ地区） 
    よたね地区、宮原地区） 
 
 
 



平成１２年１０月２０日         連絡先 福祉局国民健康保険部指導課 
午後３時００分                  ０３－５３２０－４１６３ 
東京都災害対策本部 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第１９９報） 
 
 
       三宅島、新島、神津島近海地震等に係る義援金の 
                        配分の決定について 
 
 １０月２０日に開催された「東京都義援金募集配分委員会」において、三宅島・新島・神 
津島近海地震等に係る義援金の三村の配分方法を下記のとおり決定しましたのでお知らせし 
ます。 
 
     
１．第１回の配分として、総額１０億円を次のように配分する。 
    ＋－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
    │ 村  名 │  配分金額  ｜  配分率  ｜ 
    ＋－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
    │ 三宅村  │ ７億５千万円 │  ７５ ％ ｜ 
    ＋－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
    │ 新島村  │ １億５千万円 │  １５ ％ ｜ 
    ＋－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
    │ 神津島村 │   １億 円 │  １０ ％ ｜ 
    ＋－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
    │ 三村合計 │  １０ 億円 │ １００ ％ ｜ 
    ＋－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
 
【説 明】 
 （１）各村への配分は、世帯数を基準としたが、被災の状況を総合的に勘案して、 
    三宅村については３倍手厚くした。 
 
 （２）新島村、神津島村への配分は、今回の配分総額（１０億円）から三宅村への配 
   分額を差し引いた額を、世帯割合で按分した額とした。 
 
２． 第２回目以降の取扱い 
第２回目以降は、本日決定した配分割合により、適宜配分する。 
 
 



平成１２年１０月２３日             連絡先 
午後４時００分                 労働経済局総務部企画調査課 
東京都災害対策本部               （産業政策担当） 
                        03-5320-4666 
 
 
     東京都災害対策本部の対応等について（第２００報） 
 
       「三宅島民情報ネットワーク」構築について 
 
 
 三宅村、東京都、民間企業団体、大学（都立大学・早稲田大学）などが協力して、パソ 
コンとインターネットを活用した＜三宅島民情報ネットワーク＞を構築していくことにな 
りましたことをお知らせします。 
 
 この情報ネットワークは、１）他のメディアとあわせた当面の連絡網の整備、２）避難 
生活が長期にわたる場合の島民のつながりの維持、３）将来の三宅島復興・再建に向けた 
観光産業、農林水産業などと東京、全国を結ぶ産業振興ネットワーク、の三つの意味で役 
立つものです。 
 本件に関連し、既に、民間企業団体から中古パソコンの提供、都立大学・早稲田大学か 
らはメール・アドレス提供のお申し出を受けています。 
 
 島民の方々のパソコン配布の希望については、三宅村役場が希望調査を行い、民間の提 
供可能パソコン等については労働経済局が民間団体と協力して調査し、各地域での支援体 
制の状況をあわせ考えながら、適切な配布計画を作成し、実施していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成１２年１０月２４日         問い合わせ先 
午後２時００分              水道料金：区部 
東京都災害対策本部             水道局営業部業務課 
                      電話０３－５３２０－６４２６ 
                     水道料金：多摩地区 
                      水道局多摩水道対策本部調整部業務指導課 
                      電話０４２－５２７－２３８２、３３０８ 
                     下水道料金：区部 
                      下水道局業務部業務課 
                      電話０３－５２３０－６５７３ 
                     下水道料金：多摩ニュータウン地区 
                      多摩都市整備本部建設計画部施設整備課 
                      電話０３－５３２０－５１５１ 
 
 
 
          東京都災害対策本部の対応等について（第２０１報） 
 
 
         三宅島被災住民に対する上下水道料金の減免措置について 
 
 
 平成 12 年第 3 回都議会定例会において議決された「三宅島被災住民の水道及び下水道料
金の減免に関する決議」の趣旨を踏まえ、三宅村から避難された方々に対し、区部・多摩地

区の都営水道料金及び区部・多摩ニュータウン地区の下水道料金を下記のとおり減免するこ

ととしましたので、お知らせします。 
 なお、すでに実施している水道料金及び下水道料金の納期限延長については、継続して取

り扱います。 
                      記 
＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│ 区 分 │          内         容            │ 
＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│     │（１） 三宅島からの避難者である給水契約者            │ 
│対象者  │（２） 三宅島からの避難者が親族等の住居へ入居している場合は、当 │ 
│     │   該住居の給水契約者                     ｜ 
＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│減免内容 │  水道料金は基本料金、下水道料金は１月当たり８立方ｍまでの分に │ 
│     ｜  係る料金を免除する。                     │ 
＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│     │（１） 避難指示日の属する月分まで遡及して適用する。       │ 
│適用期間 │（２） 避難指示が解除された日の属する月分及びその後の３か月分ま │ 
│     │  でとする。                          │ 
＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 



│     │  原則として、申請により受け付ける。              │ 
│受付方法 │  なお、三宅村役場から依頼があった場合は、申請があったものと  │ 
│     │ みなす。                            │ 
＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│     │  区  部 ： 最寄りの水道局営業所              │ 
│申出先  │  多摩地区 ： 各市町の水道部・課等（多摩ニュータウン地区の場合│ 
│     │        は多摩ニュータウン水道事務所）          │ 
＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 （注）免除する料金には、消費税相当分を含む。 
 
 
 【参考】島外への避難指示日       
      平成１２年９月２日 
 
    三宅島被災住民の水道及び下水道料金の減免に関する決議 
 
 本年６月下旬に端を発した三宅島の火山活動や一連の地震活動は、３か月以上を経た現在

も依然活発な状況が続いている。特に、三宅島では火砕流や泥流も生じるなど、被害が拡大

する様相を呈している。 
 このような中、三宅村から避難された島民は、この度の全島避難により、慣れない土地で

の生活を余儀なくされ、収入のみちも絶たれ厳しい状況にある。しかも、噴火の終息につい

ての見通しが困難なことから、避難生活の長期化が予想されるため、島民の生活全般に対し

て国や都による万全の対策が求められている。 
 よって、東京都議会は、三宅島島民の生活支援のため、避難生活が解除されるまでの間、

水道及び下水道料金について、以下の措置を講じるよう強く求めるものである。 
１ 避難勧告が解除されるまでの間、料金の減免措置を講じること。 
２ 料金の減免に当たっては、被災者間の負担の公平に十分配慮すること。 
３ 減免に基づく減収分については適切な措置を講じること。 
 以上、決議する。 
  平成１２年１０月４日 
                  東  京  都  議  会 
 
 
 
 
 



平成１２年１０月２６日        連絡先 
午後３時３０分             東京都労働経済局労政部労働福祉課 
東京都災害対策本部            03-5320-4651 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第２０２報） 
 
         勤労福祉会館ボウリング施設の提供について 
 
１ 概  要   三宅島から避難している小中高校生に休養の場を提供する目的で、 
         東京都五日市勤労福祉会館のボウリング施設を無料で開放します。 
 
２ 実施の時期  平成１２年１０月２８日（土）から当分の間 
 
３ 対象者    三宅島の小中高校生及び引率者 
 
４ 利用方法     
（１）個人利用の場合      受付で三宅島の生徒であることを申し出る。 
               ただし、小学生については保護者の同伴が必要です。 
（２）団体貸切り利用の場合   利用日の一週間前に予約をする。 
（３）時  間        （１）、（２）の場合とも中学生・高校生のみの利用は 
                午後５：００までです。 
 
５ 会館所在地   東京都五日市勤労福祉会館 あきる野市五日市１１０－１ 
          ＪＲ五日市線・武蔵五日市駅下車徒歩６分  
          電話 ０４２－５９５－０３９１        
６ 施設概要  
（１）開館時間              午前９：００～午後９：００ 
（２）ボウリング室利用時間  平  日  正午～午後９：００ 
               土日祝日  午前１０：００～午後９：００ 
               （受付は午後８：００までです） 
（３）休館日         第１・第３月曜日（変更になる場合があります）  
               １２月２９日～１月３日 
（４）施設規模        ４レーン（スコアのコンピューター処理） 
 
  ※上記内容に関する問い合わせ先  
       （財）東京都勤労福祉協会事業課  
        中央区新富１－１３－１４ 労働スクエア東京内  
        電話 03-3555-2128  FAX 03-3555-3375         
 
 
 
 



平成１２年１０月２６日                連絡先            
午後３時３０分                    労働経済局農林水産部水産課  
東京都災害対策本部                   03-5320-4850 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第２０３報） 
 
     新島村・神津島村被災者の方々への臨時的・応急的雇用の場の確保について 
 
 労働経済局では、地震等で被災した新島村・神津島村の方々を対象に臨時的・応急的雇用 
の場を確保するため、緊急地域雇用特別基金を活用して、下記のとおり事業を実施します。 
 
                   記 
 
被災地海辺クリーンアップ事業 
 
 (1) 内 容 
    新島村若郷、本村、式根島及び神津島村における各地区の海岸等の清掃 
 (2) 実施期間 
    平成１２年１１月１日から同１２月２２日まで 
 (3) 雇用予定人員 
    計１５８名（延べ１，５８０人日） 
 (4) 申し込み先・募集期間                       
 
   1) 新島村若郷地区                       
     若郷漁業協同組合（東京都新島村若郷 3-1）電話 04992-5-0781    
     平成 12 年 10 月 31 日から平成 12 年 11 月 2 日まで           
                                   
   2) 新島村本村地区                       
     新島漁業協同組合（東京都新島村本村 6-7）電話 04992-5-0010    
     平成 12 年 11 月 3 日から平成 12 年 11 月 5 日まで           
                                   
   3) 新島村式根島地区                      
     式根島漁業協同組合（東京都新島村式根島 935）電話 04992-7-0006  
     平成 12 年 10 月 27 日から平成 12 年 10 月 30 日まで          
                                   
   4) 神津島村地区                        
     神津島漁業協同組合（東京都神津島村 57）電話 04992-8-0007    
     平成 12 年 10 月 30 日から平成 12 年 11 月 1 日まで           
 
 
 



平成１２年１０月２７日                  連 絡 先 
午後２時００分                      労働経済局職業能力開発部 
東京都災害対策本部                    振興課公共訓練係 
                               03-5320-4716（直通） 
 
 
           東京都災害対策本部の対応等について（第２０４報） 
 
 
       都立技術専門校平成１３年１月入校生及び平成１２年１１月からの 
       パソコン講習会の募集について 
 
 都立技術専門校では、三宅島火山活動により被災された島民の方を対象に、平成１３年１

月入校生及びパソコン講習会受講生を下記のとおり募集します。 
 
                    記 
 
 １ 平成１３年１月入校生の募集 
 
  １ 募 集 期 間   平成１２年１１月２日（木）～平成１２年１１月１７日（金） 
 
  ２ 募 集 科 目   別紙のとおり（募集定員の１割程度） 
 
  ３ 申  込  み   入校を希望される方は、東京都労働経済局職業能力開発部に 
             ご相談のうえ、住所地を管轄する公共職業安定所又は各都立技 
             術専門校に申し込んで下さい。 
 
  ４ 面接相談会日時   平成１２年１２月６日（水） 午後１時３０分から 
 
  ５ 面接相談会場所   入校を希望する技術専門校 
 
  ６ 入  校  日   平成１３年１月９日（火） 
 
 
 ２ パソコン講習会（初心者の方を対象） 
 
  １ 講習の内容     これまでの仕事で得た知識と経験を活かしながら、幅広い職 
             種に応用できるＯＡ（パソコン）に関する知識・技術を習得す 
             ることにより就職に役立てていただくための講習会です。 
 
  ２ 募 集 期 間   平成１２年１１月２日（木）～平成１２年１１月１７日（金） 
 
  ３ 申込み方法     入校を希望される方は、東京都労働経済局職業能力開発部に 



             ご相談のうえ、最寄りの各都立技術専門校に所定の「都立技術 
             専門校入校願書」にご記入し、申し込んで下さい。 
 
  ４ 講習場所・講習   （１）都立板橋技術専門校（板橋区舟渡２ー２ー１） 
     期間及び定員      平成１２年１１月２８日（火）から平成１２年１２月 
                 １４日（木）（９日間） 
                 定員２０名 
 
              （２）都立八王子技術専門校（八王子市台町１ー１１ー１） 
                 平成１２年１１月２７日（月）から平成１２年１２月 
                 １３日（水）（９日間） 
                 定員２０名 
                （時間はいずれも午前１０時４５分から午後４時３０分

まで） 
 
  ５  受講料      無 料 
 
  ６  選考方法     応募者多数の場合は、無作為抽選により受講者を決定します。 
 
 
 
 
別紙 
 
平成１３年１月入校生募集科目一覧 
＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│対  象   │  科   目     │ 技術専門校名／定員 │ 受講期間 │ 
＋－＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│ │     │ 溶      接   │ 亀戸／１６     │      │ 
│ │     ＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋      │ 
│ │     │ ＣＡＤ製図      │板橋・江戸川・府中／１５│      │ 

│ │     ＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋      │ 
│ │     │ 金属造形       │ 品川／１５     │      │ 
│ │     ＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋      │ 
│ │     │ タイル施工      │ 足立／１６     │      │  
│ │     ＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 昼間６か月│ 
│一│     │ エクステリア     │ 武蔵野／２０    │      │

│ │求職中、 ＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋        │  
│ │     │ 配       管  │ 品川／１５     │      │

│ │転職希望 ＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋         │ 
│般│     │ 電気設備管理      │ 亀戸／１６     │      │ 
│ │の方   ＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋      │ 

│  │     │ 介護サービス           │ 品川・板橋・江戸川・八王子／１５   │      │ 



│  │       │                    │ 府中／１６      │      │ 
│ │     ＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋      │ 
│ │     │ ＤＩＹアドバイザー     │ 品川／１５     │      │ 
│ │     ＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋

│ │     │ パソコン実践           │ 亀戸・武蔵野／２０、中野／４０   │ 昼間３か月│
＋－＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│ │     │ エクステリア     │ 江戸川／２０    │      │ 
│ │     ＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋

│高│     │ ビル管理       │ 亀戸・武蔵野／１６、高年齢者／１８ │ 昼間６か月│ 

│ │     ＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋

│年│ おおむね│電気設備管理      │ 八王子／１６    │      │ 
│ │     ＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋

│齢│５０歳  │ビルクリーニング    │ 足立／１５     │ 昼間３か月│ 
│ │     ＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋

│者│以上の方 │ビル設備│電気工事基礎コース│高年齢者／３０    │      │ 
│ │     │   ＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 夜間３か月│ 
│ │     │管 理│危険物取扱コース│高年齢者／３０    │      │ 
＋－＋－－－－－＋－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋ 
│   合    計  │  １５科   │   ４７５名           │ 
＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
＊下線付科目は、概ね３５歳以上の方の優先枠（定員の２／３程度）を設置している科目。 
 
パソコン初心者の方を対象とした 
＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│～三宅島火山活動により被災された島民の方のためのパソコン講習会～     │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
パソコン講習会 
受   講   生   募   集 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
 ＋－－－－－－＋ 
 │講習会概要 │ 
 ＋－－－－－－＋ 
 ★ これまでの仕事で得た知識と経験を活かしながら、幅広い職種に応用できるＯＡ（パ

ソコン）に関する知識・技術を習得することにより就職に役立てていただくための講習会で

す。 
＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│ 講習会名 │       訓  練  目  標     │訓練時間     │ 
＋－－－－－－＋－－－－－－－－－ －－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│パソコン文書│文書作成・データ集計作業に必要な      │９日間       │ 
│ 表計算  │基礎的知識と技能習得            │54 時限      │ 
＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 ★ 授業料等は無料です。 
 



 ＋－－－－－－＋ 
 │ 応募資格 │ 
 ＋－－－－－－＋ 
 ★ 三宅島火山活動により被災された島民の方 
 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 │ 訓練実施校・定員・使用ソフト・日程   │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 
 



＋－－－＋－－－－－＋－－＋－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│   │ 科目名  │募集│    │     実  施  期  間            │ 
│実施校│          │  ＋－－＋－－＋－－＋－－＋－－＋－－＋－－＋－－＋－－－－＋ 
│   │（ソフト名）  │定員│１日目│２日目│３日目│４日目│５日目│６日目│７日目│８日目│９日目│ 
＋－－－＋－－－－－＋－－＋－－＋－－＋－－ ＋－－＋－－＋－－＋－－＋－ －＋－－＋ 
│   │パソコン│ワード  │  │11／28│11／29│11／30│12/1│12/5│12/6│12／12│12／13│12／14│ 
│板橋校│講習（文書・│   │２０│  │  │  │  │   │  │  │  │   │ 
│   │表計算）│エクセル│  │(火 )│(水 )│(木 )│(金 )│(火 )│(水 )│(火 )│(水 )│（木）│ 
＋－－－＋－－－－－＋－－＋－－＋－－＋－－＋－－＋－－＋－－＋－－＋－－＋ －－＋ 
│八王子校│パソコン│ワード  │２０│11/27│11/28│12/1│12/4│12/5│12/7│12/8│12/12│12/13 │ 
│   │講習（文書│エクセル│  │(月 )│(火 )│(金 )│(月 )│(火 )│(木 )│(金 )│(火 )│(水 ) │ 
│   │表計算）│  │  │  │  │  │  │  │  │  │  │   │    
＋－－－＋－－＋－－＋－－＋－－＋－－＋－－＋－－＋－－＋－－＋－－＋－－＋－－ ＋ 



  （注）訓練時間  午前１０時 45 分 ～ 午後４時 30 分 
 
 ＋－－－－－－－＋ 
 │ 申込み方法 │ 
 ＋－－－－－－－＋ 
★ 入校を希望される方は、下記の募集期間内に、東京都労働経済局職業能力開発部にご 
相談のうえ、裏面の最寄りの各都立技術専門校に「入校願書」を提出し、申し込んでくだ

さい。(入校願書への写真の添付は不要です。) 
＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ －－－－－－－－－－－－＋ 
│申込開始日 │平成１２年１１月２日(木)│申込終了日│平成１２年１１月１７日(金)│ 
＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋ 
 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 │ 応募締切方法及び選考(抽選)方法   │ 
 ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
★ 選考は、応募者が多数の場合は、募集締切日までにお申込みいただいた方全員を対 
象に無作為抽選により受講決定させていただきます。選考結果は、各技術専門校から文書

で応募者全員にお知らせします。 
＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│  ［ 実 施 校 及 び 問 い 合 わ せ 先 ］       │ 
│                                       │ 
│  東京都労働経済局職業能力開発部振興課   ℡ 03-5320-4716        │ 
│                                        │ 
│  板橋技術専門校 板橋区舟渡２－２－１   ℡ 03-3966-4131         │ 
│                                        │ 
│  八王子技術専門校 八王子市台町１－１１－１℡ 0426-22-8201        │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 
         専 門 校 所 在 地 一 覧 
＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜技術専門校│電話番号  │ 郵便番号     住  所・もより駅       ｜ 
＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜品川      │03-3472-3411│〒140-0002 品川区東品川３－３１－６        ｜ 
｜     │      ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜      │        │京浜急行線・青物横丁 歩１０分           ｜ 
＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜大田     │03-3744-1013│〒144-0044 大田区本羽田３－４－３０         ｜ 
｜     │      ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜     │      │京浜急行線・大鳥居 歩５分             ｜ 
＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜板橋   │03-3966-4131│〒174-0041 板橋区舟渡２－２－１          ｜ 
｜     │      ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜       │       │ＪＲ埼京線・浮間舟渡 歩３分            ｜ 



＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜赤羽     │03-3909-8333│〒115-0056 北区西が丘３－７－８          ｜ 
｜     │      ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜       │      │都営三田線・板橋本町 歩１２分           ｜ 
｜        │      │ＪＲ埼京線・十条 歩１５分             ｜ 
＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜王子     │03-3912-3571│〒114-0002北区王子２－１９－１６          ｜ 
｜     │      ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜       │      │ＪＲ京浜東北線・地下鉄南北線            ｜ 
＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜高年齢者 │03-5211-2340│〒102-0072千代田区飯田橋 3-10-3シニアワーク東京 10-1｜ 
｜     │      ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜      │      │ＪＲ総武線・地下鉄有楽町線・東西線・南北線     ｜ 
｜     │       │飯田橋 歩７分                   ｜ 
＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜江戸川    │03-5607-3681│〒132-0021 江戸川区中央２－３１－２７       ｜ 
｜     │      ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜     │      │ＪＲ総武線・新小岩からバス・春江町（葛西駅）行   ｜ 
｜          │       │大杉小学校前 歩２分                ｜ 
＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜足立     │03-3605-6146│〒120-0005 足立区綾瀬５－６－１          ｜ 
｜     │      ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜       │      │地下鉄千代田線・綾瀬 歩８分            ｜ 
＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜亀戸     │03-3683-0341│〒136-0071 江東区亀戸９－６－２７         ｜ 
｜     │       ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜       │      │ＪＲ総武線・亀戸 歩１８分             ｜ 
｜       │      │都営新宿線・東大島 歩１０分            ｜ 
＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜お茶の水 │03-5530-5770│〒135-8072 江東区有明３－１ ＴＦＴビル西館５Ｆ   ｜ 
｜     │      ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜       │      │ゆりかもめ・国際展示場正門 歩２分         ｜ 
｜        │      │臨海副都心線・国際展示場 歩７分          ｜ 
＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜中野     │03-3384-9476│〒164-0013 中野区弥生町２－４１－１７       ｜ 
｜     │      ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜        │      │地下鉄丸の内線・中野新橋 歩３分          ｜ 
＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜立川     │042-522-6151│190-0021 立川市羽衣町３－２９－２６        ｜ 
｜     │      ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜       │      │ＪＲ南武線・西国立 歩８分             ｜ 
＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜八王子    │0426-22-8201│〒193-0931 八王子市台町１－１１－１          ｜ 



｜     │       ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜       │      │ＪＲ中央線・八王子 歩１８分            ｜ 
＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜武蔵野    │0422-53-6700│〒180-0022 武蔵野市境５－２７－１９        ｜ 
｜     │        ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜      │      │ＪＲ中央線・武蔵境、東小金井 １５分        ｜ 
＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜府中     │042-367-8201│〒183-0026 府中市南町４－３７－２         ｜ 
｜     │        ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
｜        │      │京王線・中河原 歩１０分              ｜ 
＋－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
都立技術専門校では、平成１３年１月入校生も併せて募集します。 
受付期間は、平成１２年１１月２日（木）～１１月１７日（金）です。 
詳細については、職業能力開発部振興課又は各技術専門校にお問い合わせください。 
 
 
 
 



平成１２年１０月２７日                     連絡先 
午後３時００分                          三宅支庁総務課 
東京都災害対策本部                        03-5320-5711 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第２０５報） 
 
     三宅島の現況調査と情報提供について 
 
  三宅島の現況調査と情報提供について、別紙のとおりお知らせします。 
 なお、この調査結果については、広く島民の方に島の現状をお知らせするために、 
「広報みやけ」及び三宅村と三宅支庁の共同ホームページ等で提供していきます。 
 
 
別紙 
 
三宅島の現況調査と情報提供について 
１ 目的 
  三宅島の現況調査を行い、その結果を島民に知らせるとともに復旧対策に活用する。 
２ 調査事項 
＋－ －－－－＋－－－－－－－－－＋－      －－＋－－－－－－＋－－－－－－ －－＋ 
│ 調査事項 │調査内容（調査方法）│実施予定日│ 担 当  │  備  考   │ 
＋－－－ －－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－ －－＋ 
│家屋等  │都道を中心にした各戸の│１１月１１日から実施中 │三宅村   │        │        
│           │ビデオ撮影及び写真撮影 │      │政策報道室 │         │ 
│       │           │       │三宅支庁等 │         │ 
＋－－－ －－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－ －－＋ 
│道路     │都道、集落部の村道、林道│１１月９日 │建設局     │         │ 
│      │（上空及び道路から被害状況調査）│      │三宅支庁  │         │ 
＋－－－ －－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－ －－＋ 
│沢     │集落部に被害を及ぼすと想定され│１１月９日 │建設局    │伊ケ谷沢、川田   │ 
│      │る渓流      │       │三宅支庁  │沢、とんび沢等  │ 
│      │（上空及び道路から被害状況調査）│       │      │         │ 
＋－－－ －－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－ －－＋ 
│港湾・空   │港の水深、荷揚場等│１０月１６日～１８日実施 │港湾局      │三池港、阿古漁  │ 
│港      │空港の状況等    │済      │三宅支庁  │港、大久保漁港、 │ 
│      │           │１０月３０日～補足調査  │      │湯の浜漁港、坪  │ 
│       │            │       │      │田漁港、伊ケ谷 │     
│       │           │      │      │漁港、三宅島空  │ 
│       │             │          │      │港         │ 
＋－－－ －－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－ －－＋ 
│水道     │水源施設、配水池、消毒施設、取│１１月６日～１０日  │三宅村    │         │ 
│       │水ポンプ施設、送導ポンプ施設等│      │      │          │ 



│         │の都道に近い施設│      │      │         │ 
＋－－－ －－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－ －－＋ 
│電気    │上空及び道路から断線状況調査│１０月２７日～  │東京電力   │         │ 
＋－－－ －－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－ －－＋ 
│         │郵便局等国関係（１０施設）│１０月３０日～１１月３日  │三宅村     │         │ 
│公共施設  │支庁等都関係（７施設）│       │教育庁   │        │ 
│       │役場等村関係（３７施設）│        │三宅支庁等 │        │ 
＋－－－ －－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－ －－＋ 
│植生等    │都道周辺の農地、坪田地先のイセ│１０月２７日～１１月１日  │三宅支庁    │※雄山山林は９月│ 
│(農地､   │エビ漁、雄山の山林、動物につい│      │      │２８日にヘリによ│ 
│ 山林、  │ては目視による  │       │      │る写真撮影済  │ 
│ 漁場）  │              │       │      │        │ 
＋ －－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－＋ 
３ 情報提供等 
 （１）写真や地図等を「広報みやけ」及び村と支庁の共同ホームページに掲載する。 
 （２）ビデオは、村役場や関係機関、報道各社等に提供する。 
 （３）家屋等の状況については、主な都営住宅の集会場等を巡回し放映する。 
 
 



平成１２年１０月３１日          連絡先  東京都土木技術研究所技術部 
午後３時４５分                   03-5683-1520 
東京都災害対策本部 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第２０６報） 
 
         三宅島火山灰のコンクリート等への活用について 
 
 建設局では、東京都土木技術研究所で三宅島火山灰の有効利用について研究を進めて 
いますが、その実験結果から、三宅島火山灰をコンクリート等の骨材として砂の代替に 
使用できることが判明したのでお知らせします。 
 
                    記 
 
１ 実験の概要 
  種々の配合条件を変えたモルタル（セメント、水、砂、火山灰）を練り混ぜ、施工 
 性を調べる試験や、曲げ強度、圧縮強度の力学試験を行いました。 
  
２ 実験の結果（詳細は別紙のとおり） 
（１） 作業性（フロー値約２３０～２７０）を確保して火山灰の量を増やすと、圧縮 
   強度はかなり出るものの、水セメント比（セメントに対する水の割合）が大きく 
   なります。 
（注） 水セメント比が大きいと、硬化後の乾燥収縮やコンクリートの中性化等、耐久 
   性の問題が大きくなります。 
（２） 特殊な薬剤（高性能減水剤）を加えることで水セメント比や流動性に問題のな 
   い状態で、モルタル等に使用する砂の半分量まで火山灰で置き換えられます。 
（３） 火山灰入りモルタルは通常のモルタルと同等以上の圧縮強度が得られます。 
 
３ 火山灰の活用 
 以上の検討から、火山灰はコンクリートやモルタルに使用する砂の代替材料として利 
用できることが判りました。 
 島内で作るコンクリート工作物は、セメント、砂、砂利など本土産材料を使用してい 
ますが、泥流対策用の堰堤や消波ブロック等に火山灰を活用することができます。 
 
４ 今後の対応 
 実際のコンクリート工作物には、施工性、強度の他に、耐久性も要求されます。土木 
技術研究所では、火山灰入りモルタルの鉄筋発錆試験や乾燥収縮試験等を実施していま 
す。現時点では耐久性上問題となる点は生じていません。 
今後さらに実用化に向けて検討を加えていきます。 
 
 
 
 



（別紙） 
 
                               平成 12 年 10 月 31 日 
                                 建  設  局 
 
              火山灰モルタルの実験概要 
 
１ 実験条件 
 （１）使用材料  三宅島火山灰：〔採取場所〕 三宅支庁前駐車場の堆積灰 
                  ９月１２日 第１回 研究所搬入試料  
                  粒度調整や含水調整を行わない自然含水状態で使用 
          セメント  ：早強ポルトランドセメント 
           砂    ：木更津産山砂 
          減 水 剤 ：コンクリート用高性能減水剤 
 （２）実験条件 
    下記に示す配合でモルタルを練り混ぜ、火山灰添加モルタルの基本物性を調査し、 
   施工性の確認と力学特性について検討しました。 
 
２ 試験項目 
 試験は、施工性の評価試験と、使用性（供用性）の評価試験について行いました。 
 （１）フロー試験       ：施工時の軟らかさを調べる試験 
 （２）曲げ・圧縮強度     ：施工後の材料の強さを調べる試験 
 
３ 試験結果 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
│灰 混│火山灰│ 砂 │減水剤│ 水 │フロー値│水セメ│圧縮強度│曲げ強度│備考 │ 
│入 率│  g │  g │  g │  g │ mm │ント比 │*)   │*)    │     │ 
│  %  │   │   │   │   │   │  % │N/平方mm│N/平方mm│    │ 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
│  0   │   0  │ 1,040│ ---- │   338│   25│   65│  32.4│  5.75│軟らかさ一定│ 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
│ 10 │ 104│  936│  ---- │  358│  260│  67│ 30.1│  6.29│ 〃 │ 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
│ 20  │  208│   832│  ---- │   366│  261│  70│ 37.1│   6.47│ 〃  │ 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
│ 30 │ 312│  728│ ----  │   378│   260│  73│  38.1│  7.04│ 〃  │ 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
│ 50 │ 520│  520│ ---- │  428│  258│  82│ 28.6│ 6.01│ 〃  │ 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
│ 30  │  312│   728│   6.2│   338│300超過│    65│  42.0│  6.73│減水剤使用│ 
 
 
 



＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
│ 50  │  520│  520│  6.2│  338│  239│  65│ 42.4│ 6.84│ 〃  │ 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
│ 100│ 1,040│    0│ 18.7│  338│  180│  65│ 46.3│ 6.12│ 〃  │ 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
*) 一週間後の強度（早強セメント使用） 

 
 火山灰を混入した場合であっても、火山灰 0％の場合と同等のフロー値や強度特性を持 
つモルタルが作れれば施工可能と見なせます。上表で網掛けの部分を比較すると、火山灰 
50％添加した場合でも、所定の施工性・使用性を確保できることが判りました。 
 
 
問い合わせ先 東京都土木技術研究所 技術部 
       03-5683-1520 



平成１２年１１月６日           連絡先 
午前９時３０分               三宅村東京事務所（保健福祉課診療所担当） 
東京都災害対策本部              03-3435-7141 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第２０７報） 
 
      三宅村歯科診療所歯科医師による歯科診療の開始について 
 
 三宅村は、東京歯科大学水道橋病院の協力を得て、１１月６日より三宅村歯科診療所歯科 
医師による歯科診療を開始します。これは、村内にて歯科診療途中で島外避難した住民への 
診療継続等を目的としたものです。 
 
 ○診療場所     東京歯科大学水道橋病院 
           東京都千代田区三崎町２－９－１８ 
           電話  ０３－３２６２－３４２１（代） 
  ※予約の際には三宅村の住民であることを告げてください。 
 ○予約受付時間 
    午前９時～午前１１時 
 ○診療時間 
    午前９時～午後４時３０分 
 ○休診日 
    日曜日、祝日、年末年始、毎月第２土曜日、２月１２日 
 ○交通のご案内 
  ・ＪＲ総武線（黄色の各駅停車）水道橋駅下車 東口改札口を出たらすぐ右横 
  ・地下鉄三田線水道橋駅下車 
   Ａ２出口を出てＪＲ中央・総武線方向まっすぐ 
  ＊駐車場はありません。公共の交通機関をご利用ください。 
 ○その他 
  ・診察を受けられる方は予約制となっていますので事前に電話予約してください。 
  ・受診の際には保険証を必ずお持ちください。 
 
 
 
 



平成１２年１１月６日                連絡先 
午後２時００分                    住宅局開発調整部住宅計画課 
東京都災害対策本部                  03-5320-4934 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第２０８報） 
 
    罹災した住宅困窮者等に対する新島村営住宅への受入れ開始について 
 
 東京都の支援を受けながら新島村が建設を進めていた、「新島・神津島近海地震」災害復 
興に係る村営住宅が間もなく完成し、罹災した住宅困窮者等の受入れをすることとなったの 
で、お知らせいたします。 
 
１ 受入れる村営住宅の概要 
  （１） （仮称）中河原住宅 新島村本村地区  戸数：１０戸 
  （２） （仮称）渡浮根住宅 新島村若郷地区  戸数：１２戸 
 
２ 受入れ対象者 
 「新島・神津島近海地震」災害により、自ら居住する住宅を滅失した村民及び居住に危険 
 な区域として避難勧告以上の指定を受け、住宅に困窮している村民 
 
３ 受入れ開始日（予定日） 
  （１） 本村地区  １１月 ８日 
  （２） 若郷地区  １１月１４日 
 
 
 



平成１２年１１月７日                連絡先 
午後２時００分                     環境局環境評価部広域監視課 
東京都災害対策本部                    03-5388-3567 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第２０９報） 
 
 
       三宅島における火山性ガスの環境測定の結果について 
            （１０月１６日～１０月２８日） 
 
 東京都では、三宅島における火山性ガスの環境濃度を把握するため、島しょ保健所三宅出 
張所に二酸化硫黄連続測定機を設置していましたが、発電・送電中止となっているため、デ 
ータを取ることができない状況にあります。 
 今回、簡易な方法を用いて島内の環境レベルを把握するための調査を行い、その結果がま 
とまりましたのでお知らせします。 
 
１ 測定内容 
 (1)測定日時 
   平成１２年１０月１６日１２時～１０月２８日１３時 
 (2)測定項目 
   二酸化硫黄、硫化水素 
 (3)測定地点 
  1）島しょ保健所三宅出張所、2）阿古漁港船客待合所、3）三池港船客待合所 
 (4)測定方法 
  1）期間平均値の測定方法 
   分子拡散式サンプラー・イオンクロマト法 
  2）期間最大値の測定方法 
   携帯式ガス検知器 
 
２ 測定結果 
 (1)二酸化硫黄 
   期間平均値は、０．０１４ｐｐｍ～０．３１７ｐｐｍの範囲にある。参考までに、 
  環境基準（１時間値の１日平均値０．０４ｐｐｍ）と比較すると、島しょ保健所三宅 
  出張所以外は、かなり高いレベルにある。 
   最大値は、５～２１ｐｐｍの範囲にあり、作業環境の暫定基準２ｐｐｍを３地点と 
  も上回っている状況が分かる。 
   期間平均値は、阿古地区が高いが、期間最大値は、三池地区が高い状況にある。 
 (2)硫化水素 
   期間最大値は、１未満～４ｐｐｍの範囲にあり、作業環境の暫定基準１０ｐｐｍ 
  を下回っている。 
 
 



 注 1) 測定位置の上部とは地上から約 150cm(三池港は約 83cm)、下部とは地上から約
40cm の高さである。 

  2) 二酸化硫黄濃度の平均値は、分子拡散式サンプラー・イオンクロマト法による測定 
    値である。 
    [分子拡散式サンプラー・イオンクロマト法]  
    多数の細孔を持つ蓋のあるプラスチック容器に吸収液を入れ、測定場所に吊してお

くと、通過たガスが吸収される。これをイオンクロマトグラフ装置で分析する。総吸

収量を測定期間の総時間数で割った値を期間平均値と表示している。 
  3) 最大値は、携帯型ガス検知器（定電位電解式）による測定期間内瞬時最大値である。 
 
    
【参考】〈二酸化硫黄の環境基準：日平均値０．０４ｐｐｍ、１時間値０．１ｐｐｍ〉 
 
 



平成１２年１１月８日 
１４時４０分 
東京都災害対策本部 
                       連絡先 
                        政策報道室広報部出版課 
                         03-5388-2235 
                                         三宅村立川事務所 
                            042-529-1051 
 
              東京都災害対策本部の対応等について（第２１０報） 
 
                    「避難後の三宅島」写真集の作成について 
 
 三宅島の方たちが避難したあとの家屋や、道路、沢、港湾などの現在の状況を島民の 
方々にお知らせするために、写真集「避難後の三宅島」を作成しました。 
 この写真集は、いつでも島の方々にご覧いただけるよう三宅村東京事務所等に備え置 
くとともに、避難している団地でも回覧いたします。 
 
１ 撮影内容 
    神着地区、伊豆地区、伊ケ谷地区、阿古地区、坪田地区の家屋、道路、沢、港湾な 
  ど ３１５点 
 
２ 撮影日時  
    平成１２年１０月１１日、25 日、２６日 
 
３ 配置場所等(９ヶ所) 
    三宅村東京事務所（港区海岸１－１３－１７） 
    三宅村立川事務所 
       （立川市緑町３２３３の２ 東京都立川地域防災センター内 ４階） 
    小学校・中学校・高校（あきる野市下代継２２１ 都立秋川高校内） 
    三宅支庁臨時連絡所（都庁第一本庁舎４１階南） 
    品川区コーシャハイム八潮南ほか 
    北区桐ヶ丘アパート 
    八王子市多摩ニュータウン上柚木団地 
    八王子市別所団地ほか 
    武蔵村山市村山アパート 
 
４ その他 
   三宅島の現地情報の写真や動画については、ホームページ（三宅島と三宅支庁の共同） 
  でも情報提供をしています。 
   URL:http://www.islands-net.metro.tokyo.jp/miyakejima/ 
 
 



 
平成１２年１１月９日                      連絡先 
午後２時００分                          三宅支庁産業課 
東京都災害対策本部                        03-5320-5721 
 
 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第２１１報） 
 
 
          三宅島の現況調査結果（農地、山林等）について 
 
 
 三宅支庁により行われた三宅島の植生等の現況調査結果について、別紙のとおりお知ら 
せします。 
 
 
 
 
（別紙） 
 
三宅島火山活動中の植生等（農地、山林）の状況 
 
平成 12 年 11 月 9 日 
三宅支庁産業課 
１ 調査目的：三宅島の現況調査を行い、その結果を島民に知らせるとともに復旧対策に 
 活用する。 
２ 調査事項：植生等（農地、山林、漁場） 
３ 調査日 ：平成 12 年 10 月 28 日  
 なお、山林調査は平成 12 年 7 月 30 日から 10 月 12 日の間の既存調査による。 
４ 調査方法：三宅島の都道周辺の目視調査 
５ 調査員 ：東京都三宅支庁産業課職員 
６ 調査結果：（漁場の調査については荒天により延期した。） 
 (1) 農地･農作物の状況 
  農地への降灰厚は全島避難時以前と変化はありませんが、農作物は三宅島全域で火山 
 性ガスにより葉や茎が褐変する被害が生じています。なお、島の北西部及び南東部は風 
 向きの関係から火山性ガスによる被害は軽微です。 
  作物別には、サツマイモ、レザーファン（シダ類）はガスに弱く、葉及び茎が褐変し 
 ているものが多くなっています。アシタバ、サトイモは葉の褐変はありますが、茎まで 
 枯れているものは少なくなっています。また、サカキ等の常緑広葉樹は、ガスによる被 
 害は比較的軽微です。 
 (2) 山林の状況 
  林道雄山環状線から上部のヤシャブシ等の天然林は、降灰により立木がすべて倒れ、 



 壊滅的状態になっています。また、林道雄山環状線周辺のスギなどの人工林は、大半が 
 降灰により幹の先端や中程で折れたり倒伏しています。これらより低地にある針葉樹は 
 火山性ガスにより葉が赤色から茶褐色に変色しています。 
  林道雄山環状線は、沢ごとに泥流が発生し路体損傷が激しくなっています。泥流は、 
 沢の河床を基岩に達するまで掘り下げています。 
 (3) 鳥獣の状況 
  都道周辺において目視で確認できた鳥獣は、カラス、スズメ、ヒヨドリ、ハクセキレ 
 イ、キセキレイ、ウグイス、カワラヒワ、コジュケイ、キジバト、トビ、ネコでした。 
 カラス、ヒヨドリのように雑食性の種は、ほとんどの調査地点で確認ができました。 
 イタチ、カエル、アカコッコについては今回の調査では確認できませんでした。 
 
 



平成１２年１１月９日                 連絡先 
午後５時００分                     三宅村東京事務所 
東京都災害対策本部                    03-3435-7141 
                            三宅村立川事務所 
                             042-529-1051 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第２１２報） 
 
     三宅村新宿総合事務所の開設並びに三宅村東京事務所 
          及び三宅村立川事務所の業務時間の変更について 
 
 三宅村では、島外避難した村民の生活の安定と利便を図るため、現在、「東京事務所」 
（港区海岸）及び「立川事務所」（立川市緑町）の２つの事務所を開設しておりますが、事 
務所間の総合調整や、実質的な村役場の本庁機能の確保が必要となってきたことから、「新 
宿総合事務所」を、下記のとおり開設いたしますので、お知らせします。 
 また、「東京事務所」及び「立川事務所」の業務時間を、下記のとおり変更いたしますの 
で、お知らせいたします。 
                   記 
１ 新宿総合事務所の開設について 
 （１） 開設年月日  平成１２年１１月１５日（水） 
 （２） 業務時間  午前８時３０分から午後５時１５分まで 
          （土日祝日は業務を行いません。）          
 （３） 業務内容 １） 事務所間の総合的な連絡調整 
          ２） 戸籍謄本（抄本）・住民票の発行 
          ３） 印鑑登録証明書の発行（登録のカードを持参した方のみ） 
          ４） 各種税証明書の発行 
          ５） 各種相談 
 （４） 場    所  東京都新宿区西新宿二丁目８番１号 
           東京都庁第一本庁舎４１階南塔 
          （電 話）０３－５３２０－７８２４（直通） 
          （ＦＡＸ）０３－５３８８－１６０３  
 
２ 東京事務所及び立川事務所の業務時間の変更について 
 （１） 変更年月日   平成１２年１１月１５日（水）から 
 （２） 業務時間（東京事務所及び立川事務所） 
   ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
   │ 変更後 │午前８時３０分から午後５時１５分まで│ 
   │     │ （土日祝日は業務を行いません。）  │ 
   ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
   │ 変更前 │午前９時００分から午後５時００分まで│ 
   │     │ （土日祝日は業務を行いません。）  │ 
   ＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 



平成１２年１１月１０日                連絡先 
午後２時００分                     港湾局離島港湾部建設課 
東京都災害対策本部                   電話 03-5320-5670 
 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第２１３報） 
 
          三宅島の港湾、漁港、空港の調査結果について 
 
 現地災害対策本部により行われた三宅島の港湾、漁港、空港の調査結果について、別 
 
紙のとおりお知らせします。 
 
 
 
（別紙） 
 
       三宅島の港湾、漁港、空港の調査結果について 
 
 三宅島の方たちが避難したあとの港湾・漁港・空港の各施設の状況について調査を実施 
いたしました。 
 各施設における被災状況の概略についてお知らせします。 
 
１．調査期間 
   平成１２年１０月１６日(月)～１０月１８日(水)及び１１月６日(月) 
 
２．調査場所及び調査結果 
 （１）湯の浜漁港 
    泥流の流入により泊地内の一部で若干水深が浅くなっています。 
 （２）大久保漁港 
    特に被害は見受けられません。 
 （３）伊ヶ谷漁港 
    泥流の流入により船揚場（施設の約１／３）及び物揚場の一部が使用不可能と 
   なっていますが、その他の部分の施設は使用可能です。 
 （４）阿古漁港 
    特に被害は見受けられません。 
 （５）坪田漁港 
    地盤沈下により漁港全体が沈下していて、満潮時には漁船の接岸がしにくい状況 
   となっています。 
 （６）三池港 
    定期船の接岸に支障のあるような被害は見受けられません。 
 （７）三宅島空港 
    泥流侵入及び泥流侵入によるフェンスの倒壊（約５２ｍ）が発生していますが、 



   滑走路、エプロン等の施設は使用可能です。 
 
３．その他 
  今回調査時の写真については、ホームページ（三宅島と三宅支庁の共同）で情報提供 
 予定です。 
  ＵＲＬ：http://www.islands-net.metro.tokyo.jp/miyakejima/ 
 
 
 



平成１２年１１月１３日           連絡先 
午後２時００分                総務局災害対策部防災計画課 
東京都災害対策本部              ０３－５３８８－２４５１ 
 
 
      東京都災害対策本部の対応等について（第２１４報） 
 
         三宅島火山活動検討委員会の開催について 
 
 
 第２回三宅島火山活動検討委員会を下記のとおり開催します。 
 
 
                   記 
 
１ 開催日時 
  平成１２年１１月１７日（金） １３時００分から 
 
２ 開催場所 
  都庁第一本庁舎北塔４２階 特別会議室Ｃ 
 
３ 検討テーマ 
 (1) 三宅島火山活動の状況について 
 (2) その他 
 
 
 
 



平成１２年１１月１３日               連絡先 
午後２時００分                    建設局道路管理部保全課 
東京都災害対策本部                    03-5320-5291 
                           建設局河川部 
                             03-5320-5414 
 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第２１５報） 
 
 
          三宅島の道路、河川の調査結果について 
 
 
  現地災害対策本部により行われた三宅島の道路、河川の調査結果について、別 
 紙のとおりお知らせします。 
 
 
 
（別紙） 
 
          三宅島の道路、河川の調査結果について 
 
 このたび、三宅島全島避難後の島内の道路及び河川の状況について、現地調査を実施し 
ました。 
 都道から見た主な被災状況の概略についてお知らせします。 
 
１．調査年月日 
   平成１２年１１月５日（日） 
 
２．調査場所及び調査結果 
   （１） 仏沢 
     道路幅員のうち約２／３が延長１５メートル程度海側に損壊しており、車両の 
    通行が困難な状況です。道路上にも土砂が堆積しています。 
   （２） 三七沢 
     山側の泥流堆積地に小さな流路が形成されています。道路上にも土砂やコンク 
    リート片が散乱しています。 
   （３） 地獄谷 
     山側の土砂が一部海側に流出しています。また、泥流が堆積しているところに 
    小さな流路が２本形成されています。 
   （４） 椎取神社 
     神社の屋根や鳥居の上端を残して泥流が堆積しています。道路上にも数十メー 
    トルにわたり土砂が堆積しています。 
   （５） 釜の尻沢 



     山側のダムを泥流が越流した痕跡があり、数棟に泥流が床下床上まで流れ込ん 
    でいます。 
   （６） 坊田沢 
     山側の村道にある橋梁が流木により閉塞されています。家屋２棟の損壊が見ら 
    れます。 
   （７） 伊ヶ谷地区 
     山側沢筋の村道が決壊しており、泥流が家屋４棟の床上に流入しています。 
   （８） 空栗橋付近 
     海側の道路擁壁が２０メートル程度決壊し、道路の一部が損壊しています。多 
    数の流木が見られます。 
   ◎ その他 
     特に、島東部及び北部のところどころの道路上では、泥流が堆積しており、舗 
    装面に凹凸が見受けられます。 
 
 
 



平成１２年１１月１４日            連絡先 
午後２時００分                 東京都環境局環境改善部環境保安課 
東京都災害対策本部               03-5388-3540 
 
     東京都災害対策本部の対応等について（第２１６報） 
 
         三宅島におけるＬＰガスの基本料の免除について 
 
 三宅島島内でＬＰガスを一般家庭に供給している３事業者は、本日、９月４日の全島一斉 
避難以後の避難世帯に対する基本使用料を徴収しないことを決めた。 
 これにより、避難島民は帰島までＬＰガスの基本料の支払いが免除されることとなった。 
 
 
                    記 
 
 １ 基本料免除を決めたＬＰガス販売事業者 
   ・三宅島農業協同組合 
   ・株式会社三宅島産興商会 
   ・有限会社宮正商店 
 
 ２ 各販売事業者が免除する対象戸数 
   ・三宅島農業協同組合………８７０戸 
   ・株式会社三宅島産興商会…８５０戸 
   ・有限会社宮正商店…………２２０戸 
 
 ３ 免除額 
   １戸あたり月１，２６０円（消費税含み） 
 
 ４ 免除の期間 
   ９月分から帰島までの間 
 
 今回の措置は、使用量にかかわらず徴収されるＬＰガス基本料について、全島避難後はＬ 
Ｐガスの使用はできない状態であり、公共料金の免除措置の状況等をふまえ、社団法人東京 
都エルピーガス協会が、３事業者との調整を行い実現したものである。 
 
 なお、長期間の避難により、基本料を免除した例は、今年の有珠山噴火では２か月、昭和 
６１年の大島噴火では１か月等がある。 
 
 



平成１２年１１月１４日               連絡先 
午後２時００分                    環境局環境評価部広域監視課 
東京都災害対策本部                  03-5388-3567 
 
 
      東京都災害対策本部の対応等について（第２１７報） 
 
 
     三宅島における火山性ガスの環境測定の結果について（その２） 
           （１０月２８日～１１月６日） 
 
 東京都では、三宅島における火山性ガスの環境濃度を把握するため、島しょ保健所三宅 
出張所に二酸化硫黄連続測定機を設置していましたが、発電・送電中止となっているため、 
データを取ることができない状況にあります。 
 今回、簡易な方法を用いて島内の環境レベルを把握するための調査を行い、その結果が 
まとまりましたのでお知らせします。 
 
１ 測定内容 
 (1)測定日時 
   平成１２年１０月２８日１２時～１１月６日１３時 
 (2)測定項目 
   二酸化硫黄、硫化水素 
 (3)測定地点 
  １）島しょ保健所三宅出張所、２）阿古漁港船客待合所、３）三池港船客待合所 
 (4)測定方法 
  １）期間平均値の測定方法 
   分子拡散式サンプラー・イオンクロマト法 
  ２）期間最大値の測定方法 
   携帯式ガス検知器 
 
２ 測定結果 
  島しょ保健所三宅出張所の二酸化硫黄濃度の期間平均値は前回の濃度を上回ったが、 
 その他は前回の濃度を下回った。 
 (1)二酸化硫黄 
   期間平均値は、０．０５２ｐｐｍ～０．１１８ｐｐｍの範囲にある。参考までに、 
  環境基準（１時間値の１日平均値０．０４ｐｐｍ）と比較すると、３地点とも上回っ 
  ている。 
   最大値は、５～７ｐｐｍの範囲にあり、作業環境の暫定基準２ｐｐｍを３地点と 
  も上回っている状況が分かる。 
 (2)硫化水素 
   期間最大値は、１未満～１ｐｐｍの範囲にあり、作業環境の暫定基準１０ｐｐｍ 
   を下回っている。 
 



＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－＋ 
｜ 測定地点   ｜ 測定機関     ｜測定｜  二酸化硫黄濃度 ｜硫化水素濃度 ｜ 
｜        ｜           ｜位置＋－－－－＋－－－－＋－－－－－－－＋
｜       ｜          ｜  ｜平均（ppm）｜最大（ppm）｜最大（ｐｐｍ）｜ 
＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－＋－－－－＋－－－－－－－＋ 
｜島しょ保健所  ｜１０月２８日１２時～｜上部｜０．０５３｜  ７ ｜  １未満  ｜ 
｜       ｜           ＋－－＋－－－－＋－－－－＋－－－－－－－＋ 
｜三宅出張所    ｜  １１月６日１２時｜下部｜０．０５２｜  ５ ｜   －－－ ｜ 
＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－＋－－－－＋－－－－－－－＋ 
｜阿古漁港船客 ｜１０月２８日１３時～｜上部｜０．１１８｜  ７ ｜  １未満  ｜ 
｜       ｜           ＋－－＋－－－－＋－－－－＋－－－－－－－＋ 
｜待合所    ｜  １１月６日１３時｜下部｜０．１１８｜  ５ ｜   －－－ ｜ 
＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－＋－－－－＋－－－－－－－＋ 
｜三池港船客  ｜１０月２８日１１時～｜上部｜ －－－｜  ７ ｜     １ ｜ 
｜       ｜           ＋－－＋－－－－＋－－－－＋－－－－－－－＋ 
｜待合所    ｜  １１月６日１２時｜下部｜０ ． ０ ８ ７｜ －－－｜   －－－ ｜ 
＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋－－＋－－－－＋－－－－＋－－－－－－－＋ 
 
 注 1) 測定位置の上部とは地上から約 150cm(三池港は約 83cm)、下部とは地上から約
40cm の高さである。 
  2) 二酸化硫黄濃度の平均値は、分子拡散式サンプラー・イオンクロマト法による測定
値である。 
  [分子拡散式サンプラー・イオンクロマト法] 
    多数の細孔を持つ蓋のあるプラスチック容器に吸収液を入れ、測定場所に吊してお

くと、通過したガスが吸収される。これをイオンクロマトグラフ装置で分析する。総吸収量

を測定期間の総時間数で割った値を期間平均値と表示している。 
  3) 最大値は、携帯型ガス検知器（定電位電解式）による測定期間内瞬時最大値である。 
 
 
【参考】 
 (1)二酸化硫黄の環境基準：日平均値０．０４ｐｐｍ、１時間値０．１ｐｐｍ 
 
 (2)前回測定結果（１０月１６日～１０月２８日） 
   １）二酸化硫黄 
     期間平均値：０．０１４ｐｐｍ～０．３１７ｐｐｍ 
     期間最大値：５～２１ｐｐｍ 
   ２）硫化水素 
     期間最大値：１未満～４ｐｐｍ 
 
 
 



平成１２年１１月１５日 
１４時００分 
東京都災害対策本部 
                                                    連絡先 
                                                      三宅村新宿総合事務所 
                                                      03-5320-7822、7823（直通） 
 
 
          東京都災害対策本部の対応等について（第２１８報） 
 
     三宅村住民説明会の開催について 
 
 三宅村は、下記のとおりの日程で住民説明会を開催しますのでお知らせします。 
                                      記 
１ 日時等 
 (1) 区  部 平成１２年１１月２５日（土）１３時３０分～１６時００分 
                東京都庁第一庁舎５階大会議場    （新宿区西新宿２－８－１） 
 (2)  多摩地区 平成１２年１１月２６日（日）１４時００分～１６時３０分 
                立川市民会館大ホール（アミューたちかわ）（立川市錦町３－３－２０） 
２ 次 第 
 (1) 三宅村長挨拶 
 (2)  三宅村議会議長挨拶 
 (3)  説 明 
    1)  三宅島の現状報告（ビデオ放映） 
    2)  講演「雄山の火山活動について」 
            講師  宮 崎  務 東京都防災専門員    
    3)  被害の現状と今後の対応について 
    4)  村役場からの連絡 
    5)  質疑応答（要望等） 
 
 



平成１２年１１月１６日            連絡先             
午後２時００分                 東京都建設局公園緑地部公園課 
東京都災害対策本部                  03-5320-5376 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第２１９報） 
 
    三宅島島民の皆様 動物園・植物園にぜひおこしください！ 
 
 東京都では、三宅島から避難されている方々に、動植物にふれあい、憩いのひとときを過 
ごしていただくため、島民の方々を下記のとおり都立動物園及び植物園へご招待します。 
 ご家族でのお出かけの場所として、また、三宅島のご親戚・お知り合いの方々との再会の 
場所として、動植物園をぜひご利用ください。 
 
                   記 
 
１ 期  間  平成１２年１１月２３日（木・祝）～１１月２６日（日）【４日間】 
 
２ 施  設  恩賜上野動物園、葛西臨海水族園、多摩動物公園 
        井の頭自然文化園、神代植物公園、夢の島熱帯植物館 
 
３ 対  象  三宅島島民の方々 
 
４ 入園料   無料（入場の際は、各施設の窓口にお申し出ください。） 
 
５ その他   各施設では、島民の方々に記念品をご用意したり、入口付近に臨時の伝言 
       板を設置します。 
        また、施設内のレストランや売店は、割引価格にてご利用いただけます。 
 
※ 期間内には各施設で以下のような催しを行います。 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│  施 設 名   │         催  し  名            │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│ 恩賜上野動物園  │ ● 特設展「トカゲの仲間たち」（両生爬虫類館）     │ 
│          │ ● 写真展「ゴリラの森の仲間たち」（西園ズーポケット） │ 
│          │ ● ガイドツアー、スポットガイド           │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│ 葛西臨海水族園  │ ● スタッフトーク「マグロあれこれ～マグロとは何か？」 │ 
｜          │   〈11月 25日(土) 15:00～15:30、本館２階〉      │ 
│          │ ● ガイドツアー、スポットガイド           │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│ 多摩動物公園   │ ● 落ち葉のプール（カンガルー前広場）         │ 
│          │ ● 作ってみよう「トナカイの角のキーホルダー」     │ 



│          │   〈11 月 26 日(日) 13:00～15:00、          │ 
│          │   ウオッチングセンター内動物ホール〉        │ 
│          │ ● ガイドツアー、スポットガイド           │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│井の頭自然文化園  │ ● 緑のクイズラリー                 │ 
│          │   〈11月 26日(日) 13:00～14:30、本園〉        │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│ 神代植物公園   │ ● 菊花大会〈11月 23日(木・祝)〉            │ 
│          │ ● セントポーリア展                 │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│ 夢の島熱帯植物館 │ ● ケナフで紙すき体験                │ 
│          │   〈11 月 23 日(木・祝)、11:00～・13:00～〉       │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 
 
 



平成１２年１１月１６日                連絡先 
午後２時００分                     環境局環境評価部広域監視課 
東京都災害対策本部                     03-5388-3567 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第２２０報） 
                     
   三宅島の雄山噴火に伴うガスの高濃度に対応した自動連続環境測定の実施 
 
 東京都では、三宅島における火山性ガスの高濃度の測定をリアルタイムで可能とする体制 
の準備を進めていましたが、この度稼働しましたので、お知らせいたします。 
 
１ 目的 
 (1) 島内のライフライン維持・復旧作業等に従事する要員の作業環境安全の確保 
 (2) 将来、島民が帰島する際の、有毒ガス面からの帰島条件の把握 
２ 測定項目 
  二酸化硫黄及び硫化水素 
３ 測定地点 
  1) 阿古今崎 
  2） 三宅島空港 
４ 測定開始時期 
  1) 阿古今崎：平成１２年１１月１５日 １６時～ 
  2） 三宅島空港：平成１２年１１月２１日 予定 
５ 測定方法 
 (1)二酸化硫黄 
   紫外線蛍光法（0.1～100ppm） 
 (2)硫化水素 
   定電位電解法（0.1～5ppm） 
６ 三宅島大気環境濃度システムの概要 
  連続自動測定機で測定されたデータを衛星通信電話により親局（現地災害対策本部、 
 都庁）に伝送し、島内の火山性ガス濃度の常時監視を行うものである。 
 電源については、気象庁（非常発電設備）の協力を得て行う。 
【参考】 
 １ 現在までの三宅島における環境濃度の把握方法の変遷 
   1)二酸化硫黄の連続自動測定（８／３１～９／１５、発電・送電中止のため停止） 
      測定結果 0.1～2ppm 
   2）検知管法による測定（９／１７～）  
   3）携帯式ガス検知器・分子拡散式サンプラー法（１０／１６～１１／１５） 
 ２ 紫外線蛍光法 
   短い波長の紫外線を照射すると、これを吸収して励起した二酸化硫黄が蛍光を発す 
  る。この蛍光強度を測定することにより、試料大気中の二酸化硫黄濃度を測定する。 
 ３ 定電位電解法 
   電解液に大気試料を通すと一定の電位に保たれた電極上でガスを電気分解し、この 



  ときに電流が発生する。発生する電流は、ガス濃度に比例することにより試料大気中 
  の硫化水素濃度を測定する。 
 
 
 



平成１２年１１月１６日            連絡先 福祉局国民健康保険部指導課 
午後２時３０分                     ０３－５３２０－４１６３ 
東京都災害対策本部     
                    
      東京都災害対策本部の対応等について（第２２１報） 
 
        三宅島、新島、神津島近海地震等に係る義援金の 
        各村における住民への配分について 
                    
 10 月 20 日に開催した「東京都義援金募集配分委員会」において、三宅島・新島・神津島
近海地震等に係る義援金を３村へ配分しました。配分を受けた３村から住民への配分方法に

ついて報告がありましたのでお知らせします。     
 
１．三宅村    
 （１）義援金第１回配分額 750,000 千円      
 （２）今回配分額     650,000 千円 
 （３）対象者 平成 12 年６月 26 日現在、三宅村に住民登録されている者。 
 （４）配分額 全住民に  １人あたり    120,000 円 
              １世帯あたり    90,000 円 
 （５）配分日程 １1 月最終週から配分予定  
 
２．新島村  
 （１）義援金第１回配分額  150,000 千円 
 （２）今回配分額      148,950 千円  
 （３）対象者 平成 12 年 7 月１日から７月 15 日現在、新島村に住民登録されている者。 
 （４）配分額 被害状況に応じて次の額とする。 
    1） 若郷地区住民  １人 130,000 円 
    2） 式根島住民   １人  50,000 円 
    3） その他の住民  １人  30,000 円 
 （５）配分日程 １１月１０日から配分 
 
３．神津島村 
    今回は、村へ直接寄せられた義援金 53,585 千円を配分。 
   都の配分した 100,000 千円については、配分計画を策定中。 
   
４．現在までに東京都に寄せられた義援金の額（第１回配分額１０億円も含む。） 
    １，２９７，９７２，１７６ 円 （１１月１０日現在） 
 
   ［現在も義援金は受け付けております。］ 
 
 



 
平成１２年１１月１７日            連絡先 
午後４時３０分                 総務局災害対策部防災計画課 
東京都災害対策本部               ０３－５３８８－２４５１ 
 
 
      東京都災害対策本部の対応等について（第２２２報） 
 
 
        三宅島火山活動検討委員会の検討結果について 
 
 
 本日行われた第２回三宅島火山活動検討委員会の検討結果は、別紙のとおりです。 
 
 
 
 
（別紙） 
 
         第２回三宅島火山活動検討委員会報告 
 
              日時：平成 12 年 11 月 17 日(金)午後１時～午後２時 50 分 
              場所：東京都庁第１本庁舎北塔 42 階特別会議室Ｃ 
 
１ 都からの報告 
 (1) 泥流の発生状況と今後の対策について 
 (2) 都道の現状及び今後の対策について 
 
２ 委員からの報告・質疑 
 (1) 火山ガスの状況 
   都道沿いでの観測結果であるが、高濃度のガスは検出されなかった。 
 (2) データの解析 
   火山活動は７、８月に比べて低いレベルであるが、山頂部で弱い動きがあった。 
 (3) 観測体制 
   山腹部の傾斜計が止まっている。今後さらに、山腹でのデータ収集等、観測体制 
  の強化が必要である。そのためには、観測機器が多数設置されている雄山環状林道 
  （はちまき道路）の通行の確保を要望する。 
   → 都道の１車線の通行は確保していく。また、林道部分の道路啓開については、 
    三宅支庁、三宅村と対応していく。 
 (4) 移動手段の確保 
   観測等の作業を効率的に行うため、漁船ではなくヘリコプターで移動する等の方 
  法が望ましい。 
   → ヘリコプターの活用については検討する。 



 (5) Ｐ３Ｃでの上空からの監視 
   火砕流、噴石に対する安全性確保のためのＰ３Ｃでの上空からの監視は、観測機 
  器整備を踏まえ、より柔軟な運用を考慮すべきではないか。 
 (6) 火山ガス濃度の作業基準 
   現行基準は、より緩やかであってもいいと考えられる。 
 (7) 低地での作業 
   沢筋など低地での作業時にどんな点に注意したらよいか。 
   → 火山ガスは沢筋など低地に滞留する性質がある。危険なときは高い方に退避 
    する必要がある。 
 
３ その他 
  次回は火山活動の状況に変化が見られる場合、あるいは、都として意見を伺う必要 
 が生じた場合に開催する。 
 
 
 



平成１２年１１月２８日                 連絡先 
午後２時００分                      環境局環境評価部広域監視

課 
東京都災害対策本部                       03-5388-3567 
                     
                     
      東京都災害対策本部の対応等について（第２２３報） 
                     
                     
   三宅島の雄山噴火に伴う高濃度ガス連続自動測定結果について（その１） 
              （１１月１５日～２６日） 
 
 東京都では、１１月１５日から三宅島において、火山性ガスの高濃度に対応した連続自動 
測定を開始いたしました。１１月２６日までの測定結果がまとまりましたので、お知らせい 
たします。 
 
１ 測定内容 
（１）測定期間 
   平成１２年１１月１５日１６時～平成１２年１１月２６日２４時 
（２）測定項目 
   二酸化硫黄及び硫化水素 
（３）測定地点 
   阿古今崎 
（４）測定方法 
  ・二酸化硫黄：紫外線蛍光法（0.1～100ppm） 
  ・硫化水素：定電位電解法（0.1～ 50ppm） 
 
２ 測定結果（詳細は別紙） 
（１）二酸化硫黄 
  １９日の平均濃度は 0.8ppm であった。１時間値の最高濃度は、１１時に 5.1ppm を示
した（５分値の最高濃度は１０時４５分に 8ppmとなった）。 
  参考までに、１９日のデータと二酸化硫黄の環境基準（１日平均値：0.04ppm、 
 １時間値：0.1ppm）とを比較してみると、１日平均値では２０倍、１時間値では 
 ５１倍を示している。 
（２）硫化水素 
  １９日の平均濃度は 0.2ppm であった。１時間値の最高濃度は、１１時に 1.3ppm を示
した（５分値の最高濃度は、１０時４５分、５０分、５５分に 2.1ppmとなった）。 
 
 １９日に濃度が高くなったのは、東北東の風となり、噴煙とともに火山性ガスが阿古今崎 
の方向へ流れたためと考えられる。 
 
３ その他 
（１）三宅島空港については、２１日以降測定開始としていたが、作業の遅れにより 



  １２月４日以降となる（現地の天候によっては、測定開始が遅れることも予想される）。 
（２）１２月４日以降、三宅支庁にも連続自動測定機を設置する予定である。 
 
 
（別紙） 
 
    測定結果（平均値、最大値、最小値）       （単位：ppm） 
＋－－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 
｜    ｜      ｜  二酸化硫黄濃度  ｜  硫化水素濃度   ｜ 
｜測定地点｜ 測定日  ＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜    ｜      ｜平均値｜最大値｜最小値｜平均値｜最大値｜最小値｜ 
｜－－－－＋－－－－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜阿古今崎｜11 月 15 日 ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ 
｜    ＋－－－－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜    ｜11 月 16 日 ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ 
｜    ＋－－－－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜    ｜11 月 17 日 ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ 
｜    ＋－－－－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜    ｜11 月 18 日 ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ 
｜    ＋－－－－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜    ｜11 月 19 日 ｜０．８｜５．１｜ ０ ｜０．２｜１．３｜ ０ ｜ 
｜    ＋－－－－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜    ｜11 月 20 日 ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ 
｜    ＋－－－－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜    ｜11 月 21 日 ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ 
｜    ＋－－－－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜    ｜11 月 22 日 ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ 
｜    ＋－－－－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜    ｜11 月 23 日 ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ 
｜    ＋－－－－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜    ｜11 月 24 日 ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ 
｜    ＋－－－－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜    ｜11 月 25 日 ｜ ０ ｜０．１｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ 
｜    ＋－－－－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜    ｜11 月 26 日 ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ ０ ｜ 
＋－－－－＋－－－－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
 ※平均値は１時間値の１日平均値。 
  最大値、最小値は１時間値のデータ。     
      
  硫化水素の測定値は、二酸化硫黄濃度の影響をうけ実際より高くなる傾向がある。 



平成１２年１１月３０日                連絡先 
午前１０時００分                   福祉局生活福祉部保護課 
東京都災害対策本部                  電話０３－５３２０－４０６１ 
 
      東京都災害対策本部の対応等について（第２２４報） 
 
      被災者生活再建支援法に基づく自然災害の認定について 
 
 
 今般の三宅島噴火災害等により、三宅村においては、被災者生活再建支援法に定める自然 
災害に該当する全壊住宅が１１戸認められたので、東京都は国（国土庁）へ報告するととも 
に、公示したのでお知らせします。 
 全壊、その他これと同等の被害を受けた世帯であって同法に定める要件に合致する場合に 
は、被災者生活再建支援金制度が適用され、申請により支援金が支給されます。 
 なお、今後その他の世帯に対する同法に定める長期避難世帯の認定については、すみやか 
に国や村と十分協議してまいります。 
 
 
（参考１） 
 
都から国への報告内容は次のとおりです。 
 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│  該当区市町村  │ 支援法 │ 支援法 │   住宅被害（世帯）   │ 
｜          ｜     ｜     ＋－－－－＋－－－－＋－－－－＋ 
│          │ 適用日 │ 適用基準│ 全 壊│ 半 壊│一部損壊│ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－＋－－－－＋－－－－＋ 
│          │     │※    │    │    │    │ 
│三宅村（みやけむら）│平成１２年│ ２号  │ １１ │ ５  │  １２│ 
│          │６月２６日│     │    │    │    │ 
│          │     │     │    │    │    │ 
＋－－－－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│公示日     平成１２年１１月２９日                  │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
※ 対象となる自然災害（被災者生活再建支援法施行令第１条第２号） 
  １０以上の世帯の住宅が全壊した区市町村における自然災害 
 
 
 
(参考２) 
 
三宅村から都に報告のあった内容は次のとおりです。 
＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 



│災害が発生した│平成１２年６月２６日                   │ 
│日及び場所  │三宅島全域                        │ 
＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│災害の原因及び│６月２６日の緊急火山情報発令後の一連の三宅島の地震及び噴火│ 
│概況     │・災害救助法適用（６月２６日）              │ 
│       │・阿古地区など危険地区に避難勧告（６月２６日）      │ 
│       │・雄山噴火、山頂から火山灰を噴出（７月８日）       │ 
│       │〔以後、火山灰を吹き上げる爆発的火山活動が繰返され、台風や│ 
│       │ 大雨等の際、泥流となって宅地や住宅内への流入が繰返されて│ 
│       │ いる。〕                         │ 
│       │                             │ 
＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│住宅に被害を受│全壊１１戸１１世帯、半壊５戸５世帯、一部損壊１２戸１２世帯│ 
│けた世帯の状況│                             │ 
＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│法の対象となる│三宅村                          │ 
│市町村名   │                             │ 
＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│その他必要な事│                             │ 
│項      │                             │ 
＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 
（参考３） 
 
          《被災者生活再建支援制度の概要》 
 
１ 対象となる自然災害 
（１）区市町村または都道府県の人口区分に応じた一定規模以上の被害が発生した区市 
  町村の区域に係る自然災害（災害救助法施行令第１条第１項第１号又は２号の被害） 
（２）10 以上の世帯の住宅が全壊する被害が発生した区市町村の区域に係る自然災害 
（３）100 以上の世帯の住宅が全壊する被害が発生した都道府県の区域に係る自然災害 
 
２ 対象世帯と支給限度額 
  自然災害により、その居住する住宅が、全壊（全焼・全流出）、その他これと同等の 
 被害を受けたと認められる世帯で、世帯全員の収入合計額と世帯主の年齢等が下表の 
 区分に該当する世帯が対象となります 
 
 
                                        
＋－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│  │ 収入合計額   │   世帯主の年齢等   │   支給限度額    │

｜  ｜         ｜             ＋－－－－－＋－－－－－－＋ 
│  │         │             │ 複数世帯│ 単数世帯 │ 



＋－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－＋ 
│(１) │５００万円以下    │世帯主の年齢は問いません │１００万円│７５万円  │ 
│   │の世帯        │             │     │      │ 
＋－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－＋ 
│(２) │５００万円超    │被災日において世帯主が 45 歳│５０万円 │３７．５万円│ 
│   │７００万円以下の世帯  │以上の世帯または要援護世帯│     │      │ 
＋－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－＋ 
│(３) │７００万円超    │被災日において世帯主が 60 歳│５０万円│３７．５万円│ 
│   │８００万円以下の世帯  │以上の世帯または要援護世帯│      │        │ 
＋－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－＋ 
 ※ 要援護世帯は、重度の知的障害者世帯、１級の精神障害者世帯、１、２級の身体障害

者世帯、母子・父子世帯、生活保護世帯など、規則に定める世帯をいいます。 
 
３ 支給対象となる経費 
  支給対象となる経費は、次のとおり「通常経費」と「特別経費」に区分されており、 
 支給限度額に応じて、各経費に充てることができる金額が異なります。 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│   （１）通常経費    ││    （２）特別経費            │ 
│①生活に通常必要な物品の購入││（１）被災世帯の居住地域または被災世帯に属す │ 
│ 費または修理費      ││   る者の特別な事情により生活に必要な物品 │ 
│  電子レンジ、電気掃除機、││   の購入費または修理費          │ 
│  たんす、食器戸棚、自転車││    ルームエアコン、ストーブ、防寒服   │ 
│  など 20 品目       ││    ベビーベッド、学習机、眼鏡、補聴器など│ 
│              ││（２）住居に移転するための交通費       │ 
│②住居の移転に通常必要な移転││（３）住宅を賃借する場合の礼金など      │ 
│ 費（引越費用）      ││（４）自然災害により負傷し、または疾病にかかっ│ 
│              ││  た場合の治療に要する医療費        │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
４ 被災者生活再建支援金支給事務の実施機関 
  全都道府県から支援金支給事務の委託を受け、被災者生活再建支援基金（財団法人 
 都道府県会館）が支給を行います。 
 
５ 支援金支給のしくみ 
＋－－－－＋  拠出・事務委託  ＋－－－＋ 申請（村・都 経由）＋－－－－－－＋ 
│都道府県│－－－－－－－－－→ │   │ ←－－－－－－－－ │      │ 
＋－－－－＋           │基 金│           │ 被 災 者│ 
＋－－－－＋           │   │           │      │ 
│国土庁 │－－－－－－－－－→ │   │ －－－－－－－－→ │      │ 
＋－－－－＋ 補助金交付           ＋－－－＋      支援金支給   ＋－－－－－－＋ 
           （支援金の１／２） 
 
 



平成１２年１１月３０日               連絡先  
１４時００分                            住宅局管理部財産管理課 
東京都災害対策本部                         03-5320-5040 
                                        住宅局開発調整部住宅計画課    
                                           03-5320-4934  
 
            東京都災害対策本部の対応について（第２２５報） 
 
    三宅島避難島民に対する都営住宅等の使用許可期間の延長について 
 
 
 避難島民に提供した都営住宅等につきましては、下記のように、使用許可期 
間を延長致します。また、近県、区市、都市基盤整備公団、東京都住宅供給公 
社に提供願っている住宅につきましても、同様の取扱をしていただけることと 
なりましたので、お知らせします。 
 
                                      記 
 １ 使用期間の更新 
    当初許可期間終了日の翌日から引き続き３か月間の使用を許可する。 
 ２ 許可対象者 
    三宅島火山活動に伴う避難者で、都営住宅等の使用を希望する者全員 
   とする。 
 ３ 使用料 
    引き続き免除する。 
 
 
 



平成１２年１２月１日             連絡先 福祉局国民健康保険部指導課 
午後２時００分                     ０３－５３２０－４１６３ 
東京都災害対策本部       
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第２２６報） 
 
 
        三宅島、新島、神津島近海地震等に係る義援金の 
       各村への第２回配分について  
 
 三宅島・新島・神津島近海地震等に係る義援金については、昨日、第２回目の配分を行い 
ましたのでお知らせします。 
 なお、３村への配分額については、10 月 20 日に開催された「東京都義援金募集配分委員
会」において、第２回目以降の配分割合が定められましたので、その割合に従っています。 
 
１．配分総額     ４億円   
 
２．３村への配分額   
   ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
   │ 村  名  │ 今回の配分額 │ 配分率 │第 1回、第 2回の配分額合計│  
   ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
   │ 三宅村   │  ３億円   │ ７５％ │   １０億５千万円  │  
   ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
   │ 新島村   │  ６千万円  │ １５％ │    ２億１千万円  │  
   ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
   │ 神津島村  │  ４千万円  │ １０％ │    １億４千万円  │  
   ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
 
３．現在までに東京都に寄せられた義援金の額（既配分額を含む。）         
     １，４９６，８１６，９４７ 円  （１１月３０日現在）         
  
 （参 考） 
  （１）第１回目の配分は、１０月２０日に行い、三宅村（７億５千万円）、新島村 
   (１億５千万円)、神津島村（１億円）の計１０億円でした。 
  （２）義援金の受付けは、現在も行っています。 
 
 



平成１２年１２月１日    連絡先 建設局河川部計画課 03-5320-5410 
午後２時００分                     03-5320-5414 
東京都災害対策本部 
 
 
     東京都災害対策本部の対応について（第２２７報） 
 
      神津島における警戒避難基準雨量の見直しについて 
                     
 「伊豆諸島土砂災害対策検討委員会『委員長：大久保 駿 （社）全国治水砂防協会理事 
長）』」は１１月３０日の第五回の検討委員会（斜面分科会）において、台風期などの降雨 
時に住民を避難させる基準雨量の目安となる「警戒避難基準雨量」等について見直しの検討 
を行い、降雨状況、土砂流出状況に基づき、基準雨量を以下のように見直すこととしました。 
 
 警戒避難基準雨量 
 ● １時間雨量   ３５㎜  （旧基準：２５㎜） 
 ● 連続雨量   １２０㎜  （旧基準：８０㎜） 
 ※ 気象庁による大雨警報は、この基準が準用されます。 
 
 なお、「降雨に伴う一時避難区域」については、現状どおりとします。 
 
 
 
 



平成１２年１２月１日 
２０時００分                            連 絡 先                  
東京都災害対策本部                         福祉局生活福祉部保護課    
                                           電話 ０３－５３２０－４０６１  
 
 
      東京都災害対策本部の対応等について（第２２８報） 
                                     
      被災者生活再建支援法に基づく長期避難世帯の認定 
      及び都の対応について              
 
 
１ 被災者生活再建支援法に基づく長期避難世帯の認定について 
    三宅島噴火災害等により三宅村の居住不能状態が継続しており、かつ、その状 
    態が引き続き長期にわたることが見込まれるため、東京都は、三宅島に居住し 
    ていた世帯を被災者生活再建支援法の長期避難世帯として認定し、国に報告す 
    るとともに公示したのでお知らせします。 
    これらの世帯であって、同法に定める要件を満たす場合には、被災者生活再建 
    支援金制度が適用され、申請により支援金が支給されます。 
 
２ 東京都の対応について 
（１）三宅村は全世帯が被災者再建支援法の長期避難世帯として認定されたが、支 
      援金は前年度収入及び年齢の要件があるため、支給対象とならない世帯が生 
      じる。 
      しかし、当該島民も、全島避難に伴い離職したり、自営業を営むことが困難 
      となるなど、収入の途を絶たれ生活に困窮している状況にある。 
      よって、同法の支援金支給対象とはならない世帯で、現に、生活に困窮して 
      いる世帯に対し、法の支援金に準じて都独自に支援金を支給するものとする。 
（２）支給対象者 
      被災者生活再建支援法による支援金の支給対象とならない世帯で、退避生活 
      により収入の途を失ったもの 
（３）支給金額 
      複数世帯：５０万円、単身世帯：３７．５万円 
     ※ 法に定める年収５００万円超、８００万円以下で、年齢等の要件に該当す 
         る世帯に支給される額に準じた額とする。 
 
 
 
 参考１ 
 
                    《被災者生活再建支援制度の概要》 
 
１ 対象となる自然災害 



（１）区市町村または都道府県の人口区分に応じた一定規模以上の被害が発生した区市 
  町村の区域に係る自然災害（災害救助法施行令第１条第１号又は２号の被害） 
（２）10 以上の世帯の住宅が全壊する被害が発生した区市町村の区域に係る自然災害 
（３）100 以上の世帯の住宅が全壊する被害が発生した都道府県の区域に係る自然災害 
 
２ 対象世帯と支給限度額 
  自然災害により、その居住する住宅が、全壊（全焼・全流出）、その他これと同等の 
 被害を受けたと認められる世帯で、世帯全員の収入合計額と世帯主の年齢等が下表の 
 区分に該当する世帯が対象となります。 
 
 ＋－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋ 
 │  │ 収入合計額         │   世帯主の年齢等       │     支給限度額    │ 
 │  │                    │                          │ 複数世帯│単数世帯 │ 
 │１│500 万円以下の世帯   │世帯主の年齢は問いません  │100 万円 │ 75 万円│ 
 │  │                    │                          │         │         │ 
 │２│500 万円超          │被災日において世帯主が 45 歳│50 万円 │37.5 万円│ 
 │  │700 万円以下の世帯   │以上の世帯または要援護世帯│         │         │ 
 │３│700 万円超           │被災日において世帯主が 60 歳│50 万円 │37.5 万円 │ 
 │  │800 万円以下の世帯   │以上の世帯または要援護世帯│         │         │ 
 ＋－＋－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－＋ 
 
  ※  要援護世帯は、重度の知的障害者世帯、１級の精神障害者世帯、 
      １、２級の身体障害者世帯、母子・父子世帯、生活保護世帯など、 
      規則に定める世帯をいいます。 
 
３ 支給対象となる経費 
  支給対象となる経費は、次のとおり「通常経費」と「特別経費」に区分されており、 
 支給限度額に応じて、各経費に充てることができる金額が異なります。             
＋－－－－－－－－－－－－－－＋＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋  
│   （１）通常経費        ││     （２）特別経費                     │ 
│１生活に通常必要な物品の購入││１被災世帯の居住地域または被災世帯に属す  │ 
│ 費または修理費            ││ る者の特別な事情により生活に必要な物品  │ 
│  電子レンジ、電気掃除機、││ の購入費または修理費                    │ 
│  たんす、食器戸棚、自転車││ ルームエアコン、ストーブ、防寒服、      │ 
│  など２０品目            ││ ベビーベッド、学習机、眼鏡、補聴器など  │ 
│                            ││２住居に移転するための交通費              │ 
│２住居の移転に通常必要な移転││３住宅を賃借する場合の礼金など            │ 
│ 費（引越費用）            ││４自然災害により負傷し、または疾病にかか  │ 
│                            ││ った場合の治療に要する医療費            │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 
４ 被災者生活再建支援金支給事務の実施機関 
  全都道府県から支援金支給事務の委託を受け、被災者生活再建支援基金（財団法人 



 都道府県会館）が支給を行います。 
 
５ 支援金支給のしくみ 
 ┌────┐                    ┌───┐                      ┌────┐  
 │都道府県│  拠出・事務委託  │      │  申 請（村・都 経由）│        │ 
 └────┘                    │基  金│                      │被 災 者│ 
 ┌────┐                    │      │                      │        │ 
 │国 土 庁│                    │      │                      │        │ 
 └────┘                    └───┘   支援金支給         └────┘  
          補助金交付（支援金の１／２) 
 
 



平成１２年１２月６日                連絡先 
午後５時３０分                    三宅村新宿総合事務所総務課 
東京都災害対策本部                   ０３－５３２０－７８２４ 
 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第２２９報） 
 
 
        被災者生活再建支援法に基づく申請受付について 
 
 
 三宅村は、被災者生活再建支援法に基づく申請受付を下記のとおり行いますのでお知ら 
せします。また、あわせて東京都支援金の申請受付窓口も設置されます。 
 なお、申請受付に際し、各世帯毎に受付場所及び日時について、あらかじめお知らせしま 
す。 
                     記 
 
１ 受付期間  平成１２年１２月１１日（月）から１２月１４日（木）まで 
 
２ 受付場所（各世帯毎に場所指定） 
 (1) 区部、島しょ及び近県等の世帯 
    東京都公文書館６階講堂（三宅村東京事務所がある施設） 
   （東京都港区海岸１－１３－１７） 
 (2) 多摩地区及び近県等の世帯 
   東京都立川地域防災センター１階体育館（三宅村立川事務所がある施設） 
   （立川市緑町３２３３－２）  ※ ２ヶ所同時に受付窓口を設置します。 
 
３ 受付時間（各世帯毎に時間指定） 
 (1)  ９時３０分から１０時３０分まで 
 (2) １１時３０分から１２時３０分まで 
 (3) １３時３０分から１４時３０分まで 
 (4) １５時００分から１６時００分まで 
 
 
 



平成１２年１２月７日                連  絡  先 
午後３時００分                   建設局 道路管理部 保全課 
東京都災害対策本部                        03-5320-5290 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第２３０報） 
 
          新島・檜山地区の仮設道路の完成について 
 
 
 新島の都道２１１号線は、平成１２年７月１５日の地震以来、度重なる落石により檜山地 
区において通行不能となっていましたが、１２月２５日に現道を迂回する延長約４５０ｍの 
仮設道路が完成します。 
 これにより新島の都道２１１号線は、若郷地区と新島本村地区を結ぶ全線で通行が可能と 
なります。 
 
 
  （参  考）  仮設道路の概要 
           延  長  約４５０ ｍ 
           幅  員     ３ ｍ 
           勾  配    １５ ％ 
 
 



平成１２年１２月８日 
午後５時００分 
東京都災害対策本部 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第２３１報） 
 
 
       三宅島島内作業等にかかる今後の進め方等について 
 
 火山観測体制の確立は、島民の帰島時期の判断、一時帰島等における安全確保等のための 
最も基礎となるものであり、これまで、都道周辺の主要な機器については整備が完了してい 
ますが、山腹の機器を早期に設置し、必要な体制の確立を図っておく必要があります。 
 また、火山ガスの放出の低下等、今後火山活動が終息した場合にも、島民が安全に帰島出 
来るようにするためには、泥流対策や道路、水道等のライフラインの復旧等を行う必要があ 
り、火山活動終息後速やかにこれらの対策を行えるよう、各作業のベースとなる都道や電力 
の機能保持等を図っておく必要があります。 
 このため、今後は、島民の島外避難が長期化することも念頭において、避難している方々 
への可能な限りの支援策を講じていくとともに、三宅島島内での必要な作業についても今後 
の作業方針等を整理し、村、都、国が一致協力して、作業の着実な実施を図ることとしまし 
た。 
 主要な点は、 
  （１）現在の火山活動の状況を踏まえ、初めて三宅島全域を危険性からカテゴリー区分 
    し、それぞれの区域での安全確保のための非常時の行動基準等を設定した。 
  （２）島内作業において、より安全性を高めるため、従来の火山対策の指針に防毒マス 
    クを装着しての作業に際しての遵守事項を新たに盛り込むこととした。 
  （３）これまで天候等により、遅れていた山腹の火山観測機器の設置について、自衛隊 
    のヘリによる集中的な運搬作戦を展開することにより、山腹への機器設置作業を本 
    格的に実施することとした。 
 
 別添のとおり、上記等を内容とする「三宅島における作業等の今後の進め方について」、 
「三宅島島内作業におけるカテゴリー区分について」、「三宅島島内作業等における火山ガ 
ス対策について」、「作業班が三宅島に入島して作業を行う場合の作業環境測定実施手順」 
について、都及び国の関係省庁において取りまとめ、関係者に周知する事としました。 
 
なお、政府非常災害対策本部（事務局：国土庁）からも同様の発表がなされます。 
 
 
 
 



平成１２年１２月８日                  連絡先 
午後５時３０分                      御蔵島村総務課 
東京都災害対策本部                    04994-8-2121（代表） 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第２３２報） 
 
          御蔵島就航の定期船航路の変更について 
 
 １２月１０日東京発の御蔵島への定期航路から下記のとおり変更になります。 
 
                   記 
 
１ 平成１２年１２月１０日～平成１３年１月１１日まで 
  平成１３年 １月３０日～平成１３年３月２０日まで 
 
 ＋－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 │曜 日│船  名  │航  路        │備  考          │ 
 ＋－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 │発│着│      │            │              │ 
 ＋－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 │日│月│すとれちあ丸│ 東京～御蔵島～八丈島 │１／３～１／１１かめりあ丸 │ 
 ＋－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 │ 月 │黒潮丸   │ 大島～御蔵島～大 島 │              │ 
 ＋－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 │月│火│すとれちあ丸│ 東京～御蔵島～八丈島 │１／３～１／１１かめりあ丸 │ 
 ＋－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 │ 水 │ゆり丸   │ 大島～御蔵島～大 島 │              │ 
 ＋－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 │水│木│すとれちあ丸│ 東京～御蔵島～八丈島 │１／３～１／１１かめりあ丸 │ 
 ＋－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 │ 木 │黒潮丸   │ 大島～御蔵島～大 島 │              │ 
 ＋－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 │ 金 │ゆり丸   │ 大島～御蔵島～大 島 │              │ 
 ＋－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 │ 土 │ゆり丸   │ 大島～御蔵島～大 島 │              │ 
 ＋－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 │土│日│すとれちあ丸│ 東京～御蔵島～八丈島 │１／３～１／１１かめりあ丸 │ 
 ＋－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 
２ 平成１３年１月１２日～平成１３年１月２９日まで 
 
 ＋－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 │曜 日│船  名  │航  路        │備  考          │ 



 ＋－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 │発│着│      │            │              │ 
 ＋－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 │ 月 │黒潮丸   │ 大島～御蔵島～大 島 │              │ 
 ＋－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 │月│火│かめりあ丸 │ 東京～御蔵島～八丈島 │１／２９すとれちあ丸    │ 
 ＋－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 │火│水│かめりあ丸 │ 東京～御蔵島～八丈島 │              │ 
 ＋－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 │ 木 │黒潮丸   │ 大島～御蔵島～大 島 │              │ 
 ＋－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 │ 金 │黒潮丸   │ 大島～御蔵島～大 島 │              │ 
 ＋－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 │金│土│かめりあ丸 │ 東京～御蔵島～八丈島 │１／２６すとれちあ丸    │ 
 ＋－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
 │土│日│かめりあ丸 │ 東京～御蔵島～八丈島 │              │ 
 ＋－－－＋－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ 
  ※御蔵島から黒潮丸に乗船の場合、各曜日とも大島での宿泊が必要となります。 
 
３ 運航時間 
 
 ＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │        │東   京   │御 蔵 島    │八 丈 島    │ 
 ｜        ＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │ すとれちあ丸 │ 発２２時３０分│ 発 ６時０５分 │ 着 ９時１５分 │ 
 ｜        ＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋         ｜ 
 │ かめりあ丸  │ 着２０時３０分│ 着１３時２５分 │ 発１０時１０分 │ 
 ＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │        │  大   島 │  御 蔵 島  │  大   島  │ 
 ｜        ＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │ ゆり丸    │ 発 ６時２０分│ 着１１時００分 │ 着１５時５０分 │ 
 ｜        ｜        ｜         ｜         ｜ 
 │        │        │ 発１１時１０分 │         │ 
 ＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │        │  大   島 │  御 蔵 島  │  大   島  │ 
 ｜        ＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 │ 黒潮丸    │ 発 ７時００分│ 着１２時００分頃│ 着１８時００分 │ 
 ｜        ｜        ｜         ｜         ｜ 
 │        │        │ 発１３時００分 │         │ 
 ＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 
 



平成１２年１２月１１日            連絡先 
午後２時００分                都立大学事務局企画調整課 
東京都災害対策本部              0426-77-1111 (内線 1020･1025･1061) 
                       労働経済局労政部就業推進課 
                        03 ｰ 5320 ｰ 4661(直通) 
 
      東京都災害対策本部の対応等について（第２３３報） 
 
    都立大学で三宅村シルバー人材センターに就業の場を提供 
 
 都立大学では、三宅島から避難されている住民の方々に対し、電子メールのアドレスの付 
与やホームページ作成場所の貸与などの支援活動を行っていますが、新たに都立大学周辺に 
避難されている三宅村シルバー人材センター会員の方々を対象に、臨時的、短期的な就業の 
場を提供いたしましたのでお知らせします。 
 
                   記 
 
１ 場  所 
   東京都立大学：八王子市南大沢一丁目(キャンパス内植栽地、緑地) 
 
２ 期  間     
   平成１２年１２月１２日から平成１３年３月３１日まで 
 
３ 人  員 
   延べ約４００名(３班に分けてローテーション就業) 
 
４ 作業内容   
   都立大学キャンパス内の植栽地、緑地の支柱撤去(400 本)、古竹伐採(500 本)、 
  草刈(1,200 平方ｍ)など 
 
５ そ の 他 
   詳細については、下記までお問い合わせください。 
 
  ◎三宅村シルバー人材センター臨時事務所 
   千代田区飯田橋３ー１０ー３ シニアワーク東京２階 
   電話 03-3239-4343(直通) FAX 03-3512-3477 
 
 ┌──────────────────────────────────┐ 
 │参考  三宅村シルバー人材センター活動状況(９月～１１月)      │ 
 │ １ 契約件数    １３件                    │ 
 │ ２ 就業実人員  １２６名(※特別会員としての就業 ５９名を含む) │ 
 │ ３ 就業延人員  ９２４名(※特別会員としての就業 ６１８名を含む)│ 
 │ ※特別会員：避難居住地区のシルバー人材センターの会員になること  │ 



 │   今後も各方面からの仕事の申し入れを期待しています。      │ 
 └──────────────────────────────────┘ 
 
 
 



平成１２年１２月１２日                  連絡先 
午後２時００分                       三宅支庁臨時連絡所 
東京都災害対策本部                     03-5320-7852（直通） 
                              三宅村新宿総合事務所 
                              03-5320-7828（直通） 
 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第２３４報） 
 
 
       三宅村住宅個別調査及び公共建築物等調査について 
 
 
１ 実施目的  個人の住宅状況を本人宛てに知らせるため、及び公共建築物の被害状 
       況を把握するため。 
 
２ 実施期間  平成 12 年 11 月 13 日～24 日 
 
３ 実施人数  ７人（三宅村 5 名、三宅支庁 1 名、教育庁三宅出張所 1 名） 
 
４ 写真総数  約 2,000 枚（１世帯あたり１枚程度） 
 
５ 調査結果  （１） 個人宅については戸別に写真を撮影した。（住民周知のため） 
 
        （２） 公共建築物については目立った被害はなかった。 
 
６ 事後経過  撮影した写真については平成 12 年 12月 1 日までにとりあえずの現像 
       を終え、平成 12 年 12 月 3 日の村民向けイベント会場にて本人に配布（一 
       部）した。 
        アルバムについては平成 12 年 12 月 15 日までに作成して、三宅村役場 
       各事務所にて本人が閲覧できるようにする予定である。 
 
７ その他   撮影写真については、本人のみの配布ないしは閲覧とする。 
 
 
 



平成１２年１２月１２日      連絡先 
午後２時００分          三宅支庁臨時連絡所 
東京都災害対策本部         03-5320-7852（直通） 
                 三宅村新宿総合事務所建設課 
                  03-5320-7828（直通） 
 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第２３５報） 
 
 
            三宅村簡易水道調査について 
 
 
１ 実施期間 平成 12 年 11 月 11 日～20 日 
 
２ 実施人数 ５人（三宅村 2 名、東京都水道局 2 名、東京都衛生局 1 名） 
 
３ 被害個所 主に被害を受けた個所については、下記のとおり。 
       水源・・・２個所（ポンプシャフト固着・大路、泥流による埋没・金層） 
       送水管・・３個所（伊ヶ谷空栗橋、三七沢、立根） 
       ポンプ場・１個所（シャフト固着・見取畑） 
 
４ 水質検査結果 現在時点での衛生局による水質検査によれば、水道水は飲料に耐え 
        る。ただし、継続的な水道水の供給が可能かという点については、再 
        度水質調査する必要がある。 
 
５ 今後の見通し 調査が終了したといっても、特に水道管の状況は地下埋設部分につ 
        いて、判断がつきにくい（神着地区など）。そのため、将来的には道路 
        復旧工事と同時に埋設管を確認の上、工事等を行う必要がある。 
 
 
 
 



平成１２年１２月１３日              連絡先 
午後３時００分                   環境局環境評価部広域監視課 
東京都災害対策本部                    03-5388-3567 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第２３６報） 
 
   三宅島の雄山噴火に伴う高濃度ガス連続自動測定結果について（その２） 
             （11 月 27 日～12 月 12 日） 
 
 東京都では、12 月 7 日から阿古今崎に加え、三宅島空港及び三宅支庁において火山性ガス
の高濃度に対応した連続自動測定を開始しました。各地点の 12 月 12 日までの測定結果がま
とまりましたので、お知らせいたします。 
 
１ 測定内容 
（１）測定地点 
   阿古今崎、三宅島空港、三宅支庁 
（２）測定期間 
   阿古今崎  平成 12 年 11 月 27 日 1 時 ～ 平成 12 年 12 月 12 日 24 時 
   三宅島空港 平成 12 年 12 月 7 日 16 時 ～ 平成 12 年 12 月 12 日 24 時 
   三宅支庁  平成 12 年 12 月 7 日 16 時 ～ 平成 12 年 12 月 12 日 24 時 
（３）測定項目 
   二酸化硫黄及び硫化水素 
（４）測定方法 
  ・二酸化硫黄：紫外線蛍光法（0.1～100ppm） 
  ・硫化水素：定電位電解法（0.1～ 50ppm） 
 
２ 測定結果（詳細は別紙） 
  阿古今崎では北東、三宅島空港では北西、三宅支庁では南よりの風の時に高濃度が検 
 出された。島内の二酸化硫黄濃度は、環境基準と比較すると高いレベルにある。 
（１）二酸化硫黄 
 期間中の１時間値の最大値は、三宅島空港の 10.2ppm であった（12 日 24 時）。 
 阿古今崎では最大 1.4ppm（7 日 17 時）、三宅支庁では 1.1ppm（10 日 2 時）を示した。 
 なお、５分値の最大値は三宅島空港の 15.3ppm であった（10 日 21 時 40 分）。 
 
（２）硫化水素 
 期間中の１時間値の最大値は、三宅島空港の 1.2ppm であった（10 日 21 時）。 
 阿古今崎では最大 0.5ppm（7 日 17 時）であったが、三宅支庁では検出されなかった。 
 なお、５分値の最大値は、三宅島空港の 2.3ppmであった（10 日 21 時 40 分）。 
 
［参考］ 
二酸化硫黄の環境基準：日平均値 0.04ppm １時間値 0.1ppm 
 



別紙 
 
    二酸化硫黄・硫化水素濃度測定結果（平均値、最大値、最小値）  (単位：ppm） 
 
＋－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－＋ 
｜測定地点｜ 阿古今崎      ｜  三宅島空港    ｜   三宅支庁    ｜ 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜測定日｜平均値｜最大値｜最小値｜平均値｜最大値｜最小値｜平均値｜最大値｜最小値｜ 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜11月 27日｜ 0(0)｜ 0(0)｜ 0(0) ｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜11月 28日｜ 0(0)｜ 0(0)｜ 0(0) ｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜11月 29日｜ 0.14｜ 1.2 ｜ 0(0)｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ 
｜   ｜(0.03)｜ (0.2)｜   ｜   ｜   ｜   ｜   ｜   ｜   ｜ 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜11月 30日｜ 0(0) ｜ 0(0)｜ 0(0)｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜12月 1日｜ 0(0) ｜ 0(0)｜ 0(0)｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜12月 2日｜ 0(0) ｜ 0.1(0)｜ 0(0)｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜12月 3日｜ ※  ｜ ※ ｜ ※ ｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜12月 4日｜ 0.1(0)｜ 1.1 ｜ 0(0)｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜12月 5日｜ 0.1(0)｜ 1.2｜ 0(0) ｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜12月 6日｜ 0(0)｜ 0(0)｜ 0(0) ｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ － ｜ 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜12月 7日｜ 0.2 ｜ 1.4 ｜ 0(0) ｜ － ｜ 0  ｜ 0  ｜－(－)｜ 0(0)｜ 0(0) ｜ 
｜   ｜ (0.1) ｜(0.5) ｜    ｜（＊）｜（＊）｜（＊）｜   ｜   ｜   ｜ 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜12月 8日｜ 0(0) ｜ 0(0) ｜ 0(0) ｜ 0.1 ｜ 1.3 ｜ 0  ｜ 0(0)｜ 0(0)｜ 0(0)｜ 
｜   ｜   ｜   ｜   ｜（＊）｜（＊）｜（＊）｜   ｜   ｜   ｜ 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜12月 9日｜ 0(0)｜ 0(0)｜ 0(0) ｜ 1.1 ｜ 7.5 ｜ 0  ｜ 0.03｜ 0.3 ｜ 0  ｜ 
｜   ｜   ｜   ｜    ｜（－）｜（＊）｜（＊）｜ (0) ｜ (0) ｜ (0) ｜ 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜12月 10日｜ 0(0)｜ 0(0) ｜ 0(0)｜ 0.8  ｜ 8.3 ｜ 0(0)｜0.1(0) ｜1.1(0) ｜0(0) ｜ 
｜   ｜   ｜    ｜   ｜ (0.1) ｜ (1.2) ｜    ｜    ｜   ｜   ｜ 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜12月 11日｜ 0(0) ｜ 0(0)｜ 0(0) ｜ -(-)｜ 7.1  ｜0.7(0)｜ 0(0) ｜ 0(0)｜ 0(0)｜ 



｜   ｜    ｜     ｜    ｜   ｜ (0.9) ｜    ｜    ｜     ｜   ｜ 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
｜12月 12日｜ 0(0) ｜ 0(0)｜ 0(0) ｜ -(-) ｜10.2 ｜ 4.2 ｜ 0(0)｜ 0(0) ｜ 0(0)｜ 
｜    ｜    ｜    ｜    ｜   ｜ (1.0)｜ (0.3) ｜    ｜    ｜   ｜ 
＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋－－－＋ 
注１） （ ）内は硫化水素濃度測定結果。（＊）は調整中 
 ２） 最大値、最小値は１時間値のデータ。平均値は１時間値の１日平均値。 
 ３） 硫化水素の測定値は、二酸化硫黄濃度の影響をうけ実際より高くなる傾向がある。 
 ４） ※印：テレメーター故障のためデータが入手できていない。 
 ５） 平均値の－印：１日の測定時間数が 18時間に満たないため、平均値を示さなかっ た。 
 
参考 
今までの測定結果（阿古今崎：11 月 15 日～11 月 26 日） ※２２３報で発表 
 二酸化硫黄が 11 月 19 日に日平均値では 0.8ppm（１時間値 5.1ppm）、11 月 29 日に日平
均 0.1ppm（1 時間値 1.2ppm）を記録している。５分値の最大値は、8ppm（19 日 10 時 45
分）を記録している。 
 
 
 



平成１２年１２月１３日              連 絡 先 
午後６時３０分                    三宅村新宿総合事務所 
東京都災害対策本部                   総合調整室  45-621 
                           東京都福祉局生活福祉部 
                            保護課    32-410 
                            （都庁代表 03-5321-1111） 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第２３７報） 
 
 
            被災者生活再建支援制度について 
 
 
 被災者生活再建支援金の今後の申請等につきましては下記のとおりですので、お知らせし 
ます。 
 
                   記 
 
１ 申請方法 
（１）申請場所 
  ○ 平成 12 年 12 月 14 日までは次の特設会場 
   三宅村立川事務所１階体育館（東京都立川地域防災センター） 
   三宅村東京事務所６階講堂（東京都公文書館） 
  ○ 平成 12 年 12 月 15 日以降は三宅村新宿総合事務所（03-5321-1111 内線 45-640） 
   ＜前日に予約してお出かけください。＞ 
（２）申請期限等 
  ○ 平成 13 年７月 25 日まで申請できます。 
  ○ 限度額の範囲内で３回に分けて請求することができます。 
 
２ 対象世帯と支給限度額 
  災害によりその居住する住宅が被害を受けたと認められる世帯で、世帯全員の平成 11 
 年の収入合計額と世帯主の年齢等が下表の区分に該当する世帯が対象になります。 
  都では、前年の収入状況から法制度の支援金が受けられない方で、現在の収入が災害 
 等で減少していて自力再建が困難な方を対象に独自の支援金を支給しています。    
 
＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│平成 11 年の    │               │支給限度額       │ 
│         │   世帯主の年齢等     ＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│収入合計額    │               │複数世帯  │単身世帯 │ 
＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│500 万円以下の世帯│世帯主の年齢は問いません。  │ 100 万円  │ 75 万円  │ 
＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│500 万円超     │被災日において世帯主が 45 歳以上│ 50 万円 │ 37.5 万円│ 



│700 万円以下の世帯│の世帯又は要援護世帯      │      │     │ 
＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│700 万円超     │被災日において世帯主が 60 歳以上│  50 万円 │ 37.5 万円│ 
│800 万円以下の世帯 │の世帯または用援護世帯    │      │     │ 
＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
│上記の支援金が受けられない世帯で、災害等により現在│  50 万円 │ 37.5 万円│ 
│の収入が減少している世帯（都の支援金制度）    │      │     │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－＋－－－－－＋ 
 
３ 支給対象となる経費                              
＋－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│   │    一 般 経 費     │    特 別 経 費        │ 
＋－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│金額│70 万円・35 万円（限度額の７割） │30 万円・15 万円（限度額の３割）    │ 
＋－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│  │1)生活に通常必要な物品の購入費ま│1)地域や世帯の事情で必要な物品の購入 │ 
│対 │ たは修理費          │ 費または修理費           │ 
│象 │  自動炊飯器、電子レンジ、  │  ルームエアコン、ストーブ、防寒服、│ 
｜経 │  ガステーブル類、電気冷蔵庫、│  ベビーベッド、学習机、眼鏡など  │ 
│費 │  電気掃除機、寝具、食堂セット│2)住居移転の交通費          │ 
│  │  など 20 品目         │3)住宅の礼金、権利金など       │ 
│  │2)住居移転費（引越費用）    │4)災害に伴う医療費（治療費、通院費等）│ 
＋－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
│請求│購入予定物品を申し出ることで、全│国 購入予定で半額まで支給される。  │ 
│ の│額、概算支給を受けられる。   │  後日、領収書を添えて報告する。  │

│方法│後日実績報告（領収書不要）する。│都 購入後、領収書を添付して請求する。│ 
＋－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋ 
  ＊ 申請の際に予定した物品を実績報告の際に別の物品に変更することも可能です。 
 
４ 申請書類 
（１）法制度の支援金の申請書類 
  ・被災者再建支援金支給申請書 
  ・支給申請内訳書（購入予定物品等を記入する。） 
  ・住民票又は外国人登録済証明書等 
  ・所得証明書 
  ・預金通帳のコピー 
（２）都の支援金をお受けになりたい方は上記に加えて 
  ・就労状況に関する申立書 
  ・支払金口座振替依頼書 
 
５ 参 考 
  平成 12 年 12 月 11 日及び 12 日の２日間で、約 600 件（内容確認・審査中）を受け付
けました。 



平成１２年１２月１４日          連絡先 
午後２時００分               建設局総務部技術管理課 03(5320)5215 
東京都災害対策本部             土木技術研究所技術部  03(5683)1520 
 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第２３８報） 
 
 
      三宅島火山灰を利用したコンクリートＬ形ブロックの試作について 
 
 
 建設局では、土木技術研究所において三宅島火山灰をコンクリートの材料として利用する

研究開発を進めています。 
 このたび火山灰を利用したコンクリート二次製品（Ｌ形ブロック）を試作しました。 
 
１．試作の概要 
通常のコンクリートは、セメント、水、砂、砕石を配合して製造しますが、砂の代わりに火

山灰を４０％用いて道路端の排水のために使用する「鉄筋コンクリートＬ形ブロック」を試

作しました。 
 
２．試作の結果 
コンクリートの配合を決めるため、砂と火山灰の割合を変えて試験練りを行いました。 
作業性を確保して、火山灰の使用量を増やすために、高性能減水剤を使用しますが、この薬

剤を多量に使用すると、コンクリートが固まるのが遅れるため、使用量を抑えて試験練りを

行ったところ、火山灰を砂の代替として４０％まで使用できることが分りました。 
以上のことから、高性能減水剤を添加することにより、通常と同様の製造技術で、火山灰を

用いたレディーミクストコンクリート（生コン）及びコンクリート二次製品の製造が可能で

あることが確認できました。 
 
３．火山灰を用いたコンクリートの活用 
  建設局が、三宅島の砂防事業や道路事業の復旧工事に使用するコンクリート量は、約１

８６千立方ｍ（約４３７千トン）と見込んでいます。 
このコンクリートに、砂の４０％を火山灰に置換えたコンクリートを使用すると、全体で 
約２２千立方ｍ（約６５千トン）の火山灰を使用することが見込まれます。 
また、三宅島火山灰をコンクリートプラントへ無償で提供できれば、通常のコンクリートと

同程度の費用で供給が可能です。 
更に、今後三宅島の復興にあたって、利用が見込まれる石積用ブロックなどのコンクリート

二次製品についても、火山灰を用いたコンクリートの活用が可能となります。 
 
４．今後の対応 
  今回のコンクリート二次製品の試作品を用い、耐久性等の確認を実施していきます。 
 
 



平成１２年１２月１４日 
１７時００分 
東京都災害対策本部 
               連 絡 先 
            （道路関係） 建設局道路管理部保全課     03-5320-5290 
            （河川関係） 建設局河川部防災課       03-5320-5430 
                    〃    計画課       03-5320-5414 
            （林道・治山関係）労働経済局農林水産部林務課 03-5320-4853 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第２３９報） 
 
         三宅島・道路の復旧及び泥流対策等について 
  
１ 道路の復旧について 
 （１）被害状況 
    １）被害箇所は、都道１６箇所、林道９路線、村道１０箇所。 
    ２）被害内容は、道路の破損、土砂堆積、路面の凹凸など。 
 （２）復旧計画の概要 
    １）火山活動観測体制の強化のための林道・村道の応急復旧 
      山腹の観測機器設置箇所までの通行を確保するため、林道雄山環状 
    線（はちまき道路）の一部を含む林道・村道の応急復旧を６路線で実施 
    しており、年内完了の予定。 
    

 ２）都道の復旧（建設局） 
      復旧作業が可能となり次第、下記の順で段階的に実施。 
 
     ・ 緊急用・工事用道路として最低限１車線を確保するための仮復旧 
      工事 
     ・ 普通車両が通行でき、本格的工事用車両としても利用できる２車 
      線道路を確保するための応急復旧工事  
     ・ 恒久的な道路を構築する本復旧工事 
  
   ３）林道・村道の復旧（労働経済局、三宅村） 

 
      復旧計画を策定中。 
 
２ 泥流対策について 
（１）被害状況 
  泥流により被害発生した沢 ２７沢 （うち、家屋被害のあった沢 ８沢） 
 
（２）対策の概要 
  作業が可能になり次第、緊急対策を実施する。 
 



 １）砂防事業（建設局） 
＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│対 策│ 対  象   │    規  模      │    備  考    │ 
＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│緊 急│・下流に集落が│１６沢  │砂防ダム１６基 │【災害関連緊急砂防事業】│ 
│対 策│あり、大きな │     │流路  1.9 ㎞ │            │ 
│   │被害が予想  │     │        │            │ 
│   │される沢   │【１ヶ年】│センサー10 箇所 │一部工事を発注済    │ 
＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│   │・上記における│２７沢  │砂防ダム約 50 基 │  【火山砂防激甚災害  │ 
│本 格│対策の充実  │     │        │             │ 
│対 策│       │     │他       │   対策特別緊急事業】│ 
│   │・９月以降、新│【５ヶ年】│流路       │平成 13 年度より新規事業│ 
│    │たに被災した沢│      │センサー    │現在、申請中      │ 
＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
 
 ２）治山事業（労働経済局）                            
＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│対 策│ 対  象  │     規  模     │   備  考     │ 
＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│緊 急│・下流に集落が│１２沢  │        │【災害関連緊急治山事業】│ 
│対 策│あり、大きな被│      │治山ダム 40 基 │            │      
│   │被害が予想され│【１ヶ年】 │        │ １２年度事業     │ 
│   │る沢          │     │        │            │ 
＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
│本 格│・上記における│１４沢  │治山ダム約 100 基 │【火山治山激甚災害   │ 
│対 策│対策の充実  │     │他        │対策特別緊急事業】   │ 
│   │・９月以降、新│【５ヶ年】│土留工      │平成 13 年度より新規事業│ 
│    │たに被災した沢│      │緑化工      │現在、申請中      │ 
＋－－－＋－－－－－－－＋－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－＋ 
 
 ３）降雨時に避難する区域（泥流危険想定区域） 
今後、降雨時に、泥流、流木等により被害の恐れがあり、 
避難が必要となる区域内の建物    概ね９００棟（全棟数概ね１８００棟） 
 ４）被災等により移転が見込まれる家屋への対応 
既に、被災した家屋や、流路設置に伴い移転が必要な家屋については、防災集 
団移転促進事業、村営住宅、砂防事業による用地取得等で対応していく。 
 
 
３ 検討体制について 
  三宅島の泥流対策及びインフラ復旧について、各所管事業の内容、スケジュール等を調

整し、復旧から復興へ向けての道筋を明らかにし、また、節目ごとの状況を公表するなど、

島民の生活再建に資するため、関係機関で構成する「三宅島泥流対策・インフラ復旧プロジ



ェクトチーム」において検討を進める。 
 【関係機関】 
  ・東京都（総務局・都市計画局・労働経済局・住宅局・建設局・港湾局・水道局） 
  ・三宅村 
  ・東京電力（株） 
  ・東日本電信電話（株） 
 
 
 



平成１２年１２月１９日        連 絡 先 
１４時３０分             （都 道）  建設局 道路管理部 保全課 
                           03-5320-5290（直通） 
                   （林 道）  労働経済局 農林水産部 林務課 
                           03-5320-4853（直通） 
                   （急傾斜地） 建設局 河川部 計画課 
                           03-5320-5414（直通） 
 
       東京都災害対策本部の対応等について（第２４０報） 
 
           神津島における道路の通行規制及び 
           急傾斜地の避難指示の解除について 
   
１ 道路の通行規制の解除 
  神津島においては、村中心部と特別養護老人ホームやゴミ焼却場を結ぶ都道及び林道 
 の通行が１２月２６日から可能となり、老人ホーム職員の通勤やゴミの処分（林道の通 
 行はゴミ収集車のみ）に利用できるようになります。 
  これは、平成１２年７月１日の地震以来、通行規制を行っていた都道２２４号線の長 
 浜から桑沢に至る３km区間の応急復旧工事が完了し、また、同時に林道天上山線の一 
 部（ゴミ焼却場まで）の応急復旧工事も完了したことに伴うものです。 
  なお、今後、都道の通行止め区間は、洞沢地区と三浦漁港地区の２箇所になりますが 
 引き続き復旧に努めてまいります。 
 
２ 急傾斜地の避難指示の解除 
  神津島村長は、避難指示を全て解除します。 
  ７月１日の神津島ついじ地区に発令されていた避難指示は、１０月１８日に一世帯（２ 
 人）を残し解除されました。避難を継続していた一世帯については、１２月２６日の応 
 急工事の完了に伴い、避難指示が解除されます。 
 
（参考）応急復旧工事の概要 
   （都  道） 
         工事区間  ３km 
         工事内容  排水ボーリング孔設置、斜面ロックボルト工、鋼製防護 
               壁設置、ガードレール設置など 
    
   （林  道） 
         工事区間  １km 
         工事内容  崩土除去、土のう設置及び法面整形 
 
   （急傾斜地） 
         工事内容  仮設防護柵の設置及び伸縮計による斜面監視体制の強化 
 



平成１２年１２月２１日                  ★連 絡 先★     
午後３時００分                       交通局北自動車営業所 
東京都災害対策本部                     電話 03-3903-6137 
 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第２４１報） 
 
 
         三宅村の皆さんへ 
         都バスに乗ってサンタに会おう！ 
 
 
 交通局北自動車営業所では、三宅村から都営桐ヶ丘団地に避難されている約２００世帯の 
方を対象に、桐ヶ丘三宅島ボランティア会と共同で、下記のとおりクリスマス会を催します。 
 なお、当日は三宅村の皆さんを貸切りバスで、無料送迎いたします。 
                    記 
 
 
１ 日  時  平成１２年１２月２３日（土） 
        １６：００～１８：００まで 
２ 場  所  都営バス北自動車営業所 
        北区神谷三丁目１０番６号 
        TEL０３－３９０３－６１３７ 
        ※隣接する下水道局神谷ポンプ所内に巨大なクリスマスツリーが設置され 
         ます。 
３ 催 し 物  サンタといっしょにビンゴゲーム大会 
        （お子さまにはサンタから、もれなくクリスマスプレゼントがあります。） 
 
 
 



平成 12 年 12 月 21 日           連絡先 
午後３時３０分             三宅村新宿総合事務所 保健福祉課 
東京都災害対策本部            電話 ０３－５３２０－７８２７ 
                    労働経済局総務部企画調査課（産業政策担当） 
                     電話 ０３－５３２０－４６６６ 
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第２４２報） 
 
 
        「三宅島民情報ネットワーク」構築について 
 
 
 三宅村では、東京都労働経済局、民間企業団体、大学などの協力を得て、パソコンとイン 
ターネットを活用した「三宅島民情報ネットワーク」の構築を目指し、本年１０月から準備 
を進めて参りました。 
 これまでに、全国の地域プロバイダーから、多くのパソコンやモデムなど、また「東京都 
立大学」、「早稲田大学」からは、メールアドレスのご提供をいただき、本日、第一弾とし 
て、５０台のパソコンを島民へ発送しますのでお知らせします。 
  
 この情報ネットワークは、１）他のメディアとあわせた当面の連絡網の整備、２）避難生 
活が長期にわたる場合の島民のつながりの維持、３）将来の三宅島復興・再建に向けた、観 
光産業、農林水産業などと東京、全国を結ぶ産業振興ネットワーク、の三つの意味で役立つ 
ものです。 
 
 これにより、１２月２１日より「パソコン貸出希望アンケート（１０月２３日、１２月５ 
日実施）」の結果を踏まえて希望者にＰＣ配布を実施いたします。 
配布計画につきましては、配布後のサポート体制がある程度期待できる地域・離島等の遠く 
離れたところを優先してまいります。 
 
 
 



平成 12 年 12 月 22 日                 連絡先 
午後３時００分                    総務局災害対策部防災計画課 
東京都災害対策本部                  03-5388-2451（直通） 
 
      東京都災害対策本部の対応等について（第２４３報） 
 
 
         新島・神津島等復興対策会議の設置について 
 
 
 三宅島火山活動及び新島・神津島近海での地震等による災害に対しては、８月 11 日、庁
内に設置した「三宅島・新島・神津島近海地震等災害対策会議」により、全庁的体制で取り

組んでまいりました。８月 29 日に災害対策本部を設置してからは、同本部のもと応急・復
旧対策を進めています。 
 こうした中、政府地震調査委員会は、去る 10 月 11 日、新島・神津島近海での一連の地震
活動がほぼ収まったとの見解を発表しました。 
 ついては、今後、災害対策本部において三宅島噴火災害対策にあたるとともに、従来の災 
害対策会議を下記のとおり改組し、取り組むこととしましたのでお知らせいたします。 
 
 
                   記 
 
１ 新たな会議の名称 
  新島・神津島等復興対策会議 
２ 目的 
  三宅島火山活動及び新島・神津島近海での地震等に伴う各島の復旧に向けた円滑か 
 つ効果的な対策を総合的に推進するとともに、島しょ町村の今後の復興を図る。 
３ 所掌事項 
 (1) 火山及び地震活動に伴う災害からの復旧対策に関すること 
   ※三宅島の復旧対策については、東京都災害対策本部が設置されている間は、同 
    本部の所掌事項とする。 
 (2) 被災した各村を含む島しょ町村の復興に関すること 
４ 組織 
 (1) 福永副知事を座長とし、次の関係局長を構成員とする。 
   教育長、政策報道室長、総務局長、財務局長、主税局長、生活文化局長、都市計 
  画局長、環境局長、福祉局長、高齢者施策推進室長、衛生局長、労働経済局長、住 
  宅局長、建設局長、港湾局長、水道局長 
 (2) 会議の所掌事務の円滑な推進のため、対策会議の下に関係部長等による幹事会を 
  置く。 
５ 第１回会議の開催 
 (1) 日時 １２月２６日（火）午後３時 30 分から 
 (2) 会場 都庁第１本庁舎９階 災害対策本部室 



平成 12 年 12 月 22 日                    連絡先 
午後３時００分                      新島村総務課 
東京都災害対策本部                      04992-5-0240（直通） 
                             神津島村総務課 
                               0492-8-0011（直通） 
 
 
      東京都災害対策本部の対応等について（第２４４報） 
 
 
         新島村及び神津島村の災害対策本部の廃止 
         及び復興本部の設置について 
 
 
 新島村及び神津島村においては、下記のとおり災害対策本部を廃止し、今後復興本部の下 
で復旧・復興対策に取り組んでいくこととしましたのでお知らせします。 
 
 
                   記 
 
 
１ 新島村災害対策本部の廃止・復興本部の設置 
  １２月２５日１２時００分 
   （災害対策本部設置 7 月 11 日 19 時 30 分） 
 
２ 神津島村災害対策本部の廃止・復興本部の設置 
  １２月２６日９時００分 
   （災害対策本部設置 7 月 1 日 16 時 20 分） 
   
参考 
 ・総理府地震調査研究推進本部地震調査委員会「一連の地震活動がほぼ収まった」 
                            （10 月 11 日発表） 
 ・新島村、若郷地区との仮設道路開通 12 月 25 日予定 
 ・神津島村、ついじ地区１世帯への避難指示解除 12 月 26 日予定 
 
 
 



平成 12 年 12 月 22 日                連 絡 先           
午後３時００分                  住宅局開発調整部民間住宅課 
東京都災害対策本部                03-5320-4950、4953（直通）  
 
 
        東京都災害対策本部の対応等について（第２４５報） 
 
         災害復興住宅資金利子補助事業の実施について 
 
 「三宅島火山活動及び新島・神津島近海地震災害」により、新島村及び神津島村において 
住宅に被害を受けた方が、住宅金融公庫の「災害復興住宅融資」を借り受けて住宅を建設・ 
購入又は補修する場合、都が 10 年間利子の補助を行い、借受者の利子負担を軽減する措置
を講じることとしました。 
 この結果、当初５年間は実質的に無利子となり、借受者の利子負担はなくなります。 
 
１ 借受者負担利率   当初 ５年間    ０％ 
            ６年～10 年間    公庫利率－１．０％ 
 
２ 本人負担利率と利子補給率（平成 12 年 12 月 22 日現在） 
  住宅金融公庫「災害復興住宅融資」（利率 年２．０％の場合） 
  ┌──────┬────────┬─────────┬─────────┐ 
  │      │当初５年    │６年～10 年    │11 年以降     │ 
  ├──────┼────────┼─────────┼─────────┤ 
  │本人負担利率│     ０％ │   １．０％  │   ２．０％  │ 
  ├──────┼────────┼─────────┼─────────┤ 
  │利子補給率 │   ２．０％ │   １．０％  │     ０％  │ 
  └──────┴────────┴─────────┴─────────┘ 
 
３ 利子補給対象額 
   住宅金融公庫「災害復興住宅融資」の借受額全額 
   ※公庫の融資額の上限 
    木造住宅の建設・購入（新築）1,700 万円、木造住宅の補修 590 万円、 
    整地資金 380 万円、土地の取得資金 770 万円、新築マンションの購入 
    1,930 万円、 
    その他 
 
４ 受付時期 
 ・平成 12 年 12 月 25 日～平成 13 年３月 30 日 
 
５ 受付場所 
 ・住宅局開発調整部民間住宅課   電話 03-5320-4951～2（直通） 
   〒163-8001 新宿区西新宿 2-8-1（都庁第二本庁舎 19 階北側） 
  ※なお、以下の村役場を経由しても申込みができます。 



   新島村役場  土木課  電話 04992-5-0240（代表） 
神津島村役場 産業課  電話 04992-8-0011（代表） 

 
６ 利子補助金の支払い 
 ・住宅金融公庫の返済を確認後、その返済口座に振り込みます。 
 
７ 三宅村については、別途ご案内いたします。 
 
 
 
 



平成１２年１２月２６日               連 絡 先   
午後２時００分                   労働経済局職業能力開発部振興課 
東京都災害対策本部                 公共訓練係 
                          03─5320─4716 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第２４６報） 
 
 
 
           都立技術専門校平成１３年４月入校生の募集について 
 
 
 
 都立技術専門校では、三宅島火山活動により被災された島民の方を対象に、平成１３年 
４月入校生を下記のとおり募集します。 
 
 
 
                       記 
 
 
 
 １ 募集期間   平成１３年１月１１日（木）～平成１３年２月２日（金）まで 
 
 ２ 募集科目   下記のとおり（募集定員の１割程度） 
 
 ３ 申込み    入校を希望される方は、東京都労働経済局職業能力開発部にご相談の 
          うえ、住所地を管轄する公共職業安定所又は各都立技術専門校に申し 
          込んで下さい。 
 
 ４ 面接相談会日時   平成１３年２月２０日（火） 午後１時３０分から 
 
 ５ 面接相談会場所   入校を希望する技術専門校 
 
 ６ 入校日        平成１３年４月５日（木） 
 
 
１ 一般コース（現在求職中の方､転職を希望する方対象） 
 
  
 ☆概ね３０歳以下方           （筆記試験） 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
│              │             │受講 │ 



│  科   目       │ 技術専門校名／定員   │   │ 
│              │             │期間 │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
│機械加工          │板橋／１５、江戸川／１５ │２年 │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
 
 ☆概ね３０歳以下で高校卒業程度の基礎学力のある方  
                     （学力検査） 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
│              │             │受講 │ 
│  科   目       │ 技術専門校名／定員   │   │ 
│              │             │期間 │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
│メカトロニクス       │江戸川／２５       │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
│自動車整備工学       │大田・江戸川・八王子／２５│   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋ ２ │ 
│自動車車体整備       │板橋／２５        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│建築住環境設計       │品川／３０        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋ 年 │ 
│エレクトロニクス      │府中／２５        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│情報工学          │品川・板橋／２５     │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
│機械製図          │大田／２５        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│テクニカルイラスト     │王子／２５        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│メカトロニクス（１年）   │八王子／２５       │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│自動車整備技術       │立川／２５        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│自動車塗装         │立川／２５        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│建築設計          │武蔵野／２５       │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│木工技術          │品川／２５        │ １ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│インテリアサービス     │品川／２５        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│電気工事          │品川・赤羽・足立・亀戸・ │   │ 
│              │武蔵野／２５       │   │ 



＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋ 年 │ 
│電子工学          │足立／２５        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│コンピュータ制御システム  │板橋／２５        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│省エネルギー電気技術    │府中／２５        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│環境分析          │江戸川／２５       │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│パソコングラフィック    │飯田橋（仮称）／２５   │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│ＯＡシステム開発      │亀戸・飯田橋（仮称）／２５│   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
  
 
 ☆高校卒業程度の基礎学力のある方   （学力検査） 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
│              │             │受講 │ 
│  科      目    │技術専門校名／定員    │   │ 
│              │             │期間 │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
│NC 金型加工         │大田／２０        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│工業彫刻デザイン加工    │大田／３０        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│建築施工管理        │品川／２０        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│建築設備          │立川／２５        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│建築設備設計        │亀戸／２５        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│建築塗装          │品川／３０        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋ １ │ 
│ビルオートメーションサービス│品川／２５        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│広告美術          │亀戸／２５        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋ 年 │ 
│サイン・ディスプレイ    │板橋／２５        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│測量設計          │赤羽／１５        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│冷凍空調          │赤羽／２５        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 



│電気機器          │立川／２５        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│情報通信設備        │府中／２５        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│和装技術          │お茶の水（有明校舎）／３０│   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
 
 ☆現在求職中の方､転職を希望する方   （筆記試験） 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
│              │             │受講 │ 
│科    目        │技術専門校名／定員    │   │ 
│              │             │期間 │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
│機械            │大田／１０、立川／１５  │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│溶      接（１年）  │武蔵野／１５       │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│木        工    │足立／２０        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋ 昼 │ 
│家電品サービス       │王子／２０        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋ 間 │ 
│電気設備システム      │八王子／３０       │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋ １ │ 
│塗        装    │足立／２０        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋ 年 │ 
│プラスチック加工      │板橋／１５        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│アパレルプランニング    │お茶の水（有明校舎）／２０│   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│ファッションパタンナー   │お茶の水（有明校舎）／３０│   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
  
 
 ☆現在求職中の方､ 転職を希望する方   （筆記試験） 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
│              │             │受講 │ 
│科    目        │技術専門校名／定員    │   │ 
│              │             │期間 │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
│溶接            │亀戸／１５・立川／３０  │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│トレース          │王子／３０        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 



│ＣＡＤ製図         │大田・足立・立川／３０  │   │ 
│              │板橋・江戸川・府中／１５ │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│金属造形          │品川／１５        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│自動販売機         │八王子／３０       │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│タイル施工         │足立／１５        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│エクステリア        │武蔵野／２０       │ ６ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│配管            │品川／１５        │ カ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│電気設備管理        │亀戸／１５        │ 月 │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│電気・通信工事       │府中／３０        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│セキュリティサービス    │府中／３０        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│グラフィック印刷      │飯田橋（仮称）／３０   │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│ＤＴＰ編集         │飯田橋（仮称）／３０   │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│カラーＤＴＰ        │赤羽／３０        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│グラフィック企画営業    │飯田橋（仮称）／３０   │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│財務管理          │板橋／３０        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   ｜ 
│貿易実務          │お茶の水（有明校舎）／３０│   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│医療事務          │飯田橋（仮称）／３０   │   │ 
│              │八王子／４０       │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│ＯＡソフト管理       │大田・立川／３０     │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│物流システム        │品川・王子／３０     │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│Ｗｅｂデザイン       │赤羽／３０        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋ ６ │ 
│ネットワーク構築      │お茶の水（有明校舎）／３０│   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋ カ │ 
│ファッションリテール    │お茶の水（有明校舎）／２０│   │ 



＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋ 月 │ 
│調理            │武蔵野／３０       │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│福祉調理          │大田／３０        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│介護サービス        │品川・板橋・江戸川・   │   │ 
│              │飯田橋（仮称）・八王子・  │   │ 
│              │府中／１５        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│ビル衛生管理        │品川・お茶の水（有明校舎）│   │ 
│              │／３０          │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│ＤＩＹアドバイザー     │品川／１５        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
│溶     接（短期）   │王子／２５        │ ３ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋ カ │ 
│パソコン実践        │亀戸・武蔵野／２０    │ 月 │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
＊パソコン実践科は、ハローワークの受講指示を受けた年齢３５歳以上（入校時点）の方が

対象。 
 
  ＊下線付科目は、概ね３５歳以上（入校時点）の方の優先枠（定員の２/３）を設置して
います｡ 
 
 
 
 ★夜間のコース             （筆記試験） 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
│              │             │受講 │ 
│科    目        │技術専門校名／定員    │   │ 
│              │             │期間 │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
│ＯＡソフト管理       │大田・立川／３０     │ ６ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－│ カ │ 
│Ｗｅｂデザイン       │赤羽・亀戸／３０     │ 月 │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
│ホワイトカラーリフレッシュ │飯田橋（仮称）／３０   │３カ月│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
 
 
２ 高年齢者コース（概ね５０歳以上の方で、現在求職中の方､転職を希望する方対象） 
 
 



 ☆現在求職中の方､ 転職を希望する方   （筆記試験） 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
│              │             │受講 │ 
│科    目        │技術専門校名／定員    │   │ 
│              │             │期間 │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
│エクステリア        │江戸川／２０       │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│ハウスサービス       │高年齢者／３０      │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│ビル管理          │亀戸・高年齢者・武蔵野  │   │ 
│              │／１５          │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋ ６ │ 
│電気機器管理        │王子／３０        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋ カ │ 
│電気設備管理        │八王子／１５       │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋ 月 │ 
│ビジネス経理        │高年齢者／３０      │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│経営管理実務        │高年齢者・府中／３０   │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│園芸            │立川／３０        │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│ホテル・レストランサービス │高年齢者／３０      │   │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
│施設警備          │大田／２０        │３カ月│ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ★夜間のコース             （筆記試験） 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
│              │              │ 期 │ 
│科      目      │技術専門校名／定員     │   │ 
│              │              │ 間 │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
│      │設備コース  │亀戸／３０  （月水金）  │   │ 
│ビル管理  ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 



│      │電気コース  │亀戸／３０  （火木）   │   │ 
＋－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
│ハウス   │内装作業コース│高年齢者／３０（月水金）  │   │ 
│      ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│サービス  │住環境コーディ│高年齢者／３０（火木）   │   │ 
│      │ネーターコース│              │ ６ │ 
＋－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│不動産実務         │赤羽／３０  （月水金）  │ カ │ 
＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│不動産調査実務       │高年齢者／３０（月水金）  │ 月 │ 
＋－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│      │経理コース  │高年齢者／３０（月水金）  │   │ 
│経理実務  ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│      │社会保険労務コース│高年齢者／３０（火木）   │   │ 
＋－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│      │法人税コース │高年齢者／３０（月水金）  │   │ 
│税務実務  ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋   │ 
│      │所得税コース │高年齢者／３０（月火木）  │   │ 
＋－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
│      │ボイラー保守 │高年齢者／３０（月水金）  │   │ 
│ビル設備  │管理コース  │              │ ３ │ 
│管  理  ＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋ カ │ 
│      │電気工事   │高年齢者／３０（火木）   │ 月 │ 
│      │実技コース  │              │   │ 
＋－－－－－－＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－＋－－－＋ 
 
  ＊ 飯田橋校（仮称）は、平成１３年４月１日開校予定です｡ 
  ＊ 校名・科目名については、変更する場合があります｡ 
 
 



平成 12 年 12 月 26 日                     問い合わせ先 
午後３時５０分                       総務局学事部学事第二課 
東京都災害対策本部                     03-5388-2570(直通) 
                              03-5388-2571(直通) 
 
 
 
    東京都災害対策本部の対応等について（第２４７報） 
 
    都内専修学校･各種学校進学者に対する授業料等納付金の減免措置について 
 
 
 都内の私立専修学校･各種学校４１校では、三宅島噴火災害、新島・神津島近海地震災害 
によって被害を受けた進学希望者に対し、授業料、入学金の減免を行います。 
 
                   記 
 
 
１ 授業料減免 
（１）対象者 
 被災時に三宅村、新島村、神津島村に住所を有し、平成 13 年 4 月に私立専修学校及び各 
 種学校へ進学を希望する者 
（２）実施学校 
  合計 ３５校 
  内訳 100％減免５校、70％減免３校、50％減免２１校、30％減免６校 
 
２ 入学金減免 
（１）対象者 
 被災時に三宅村、新島村、神津島村に住所を有し、平成 13 年 4 月に私立専修学校及び各 
 種学校へ進学を希望する者 
（２）実施学校 
  合計 ４１校 
  内訳 100％減免２５校、70％減免２校、50％減免１２校、30％減免２校 
 
３ その他 
 三宅島からの避難家族に対する雇用支援 
 臨時教職員採用 ４校 
 パート職員採用 ７校 
 
 ※上記内容に関する問い合わせ先 
  (社)東京都専修学校各種学校協会事務局 
      渋谷区代々木１－５８－１石山ビル 
   電話 03-3378-9601（直通）  Fax 03-3378-9625 



平成１２年１２月２６日                連絡先 
午後４時３０分                     総務局行政部地域振興課 
東京都災害対策本部                   03-5388-2447 
                            総務局災害対策部応急対策課  
                            03-5388-2456     
 
 
         東京都災害対策本部の対応等について（第２４８報） 
 
   
        第１回新島・神津島等復興対策会議の検討結果について 
 
 
 決定事項は下記のとおり。 
(1)各局で村の要望等を踏まえながらより一層対応に努めていく。 
(2)新島・神津島だけにとどまらず、伊豆諸島全体を視野に入れ、災害に強い島づくりのため
復旧・復興の全体的な枠組みや計画をまとめていく。 
(3)詳細は、要綱第５条に基づき設置する幹事会で検討していく。 
 
 会議配付資料 
(1) 式次第 
(2) 資料１：新島・神津島等復興対策会議設置要綱 
(3) 資料２：新島・神津島等復旧・復興対策の概要 
 
 
 
 
 
          第１回新島・神津島等復興対策会議 
 
 
日 時 平成１２年１２月２６日 午後３時３０分から 
 
場 所 都庁第一本庁舎９階 災害対策本部室 
 
 
                 次   第 
 
 
１ 座長挨拶 
 
２ 議 題 
(1) 各局の取り組み状況について 



(2) 新島村、神津島村の取り組みについて 
(3) その他 
 
［配布資料］ 
 資料１：新島・神津島等会議設置要綱 
 資料２：新島・神津島等復旧・復興対策の概要 
 
 
資料１ 
          新島・神津島等復興対策会議設置要綱 
 
 
（目 的） 
第１条  三宅島火山活動及び新島・神津島近海地震等の災害に伴う、各島の復旧に向けた円
滑かつ効果的な対策を総合的に推進するとともに、島しょ町村の今後の復興を図るため「新

島・神津島等復興対策会議」（以下、「対策会議」という。）を設置する。 
 
（所掌事務） 
第２条 対策会議の所掌事務は、次に掲げるとおりとする。 
（１）被災した各村の復旧対策に関すること 
（２）被災した各村を含め島しょ町村の復興に関すること 
 
（構 成） 
第３条 対策会議に座長を置き、副知事をもって充てる。 
２ 対策会議に副座長を置き、総務局長をもって充てる。 
３ 副座長は、座長に事故ある時は、座長の職務を代理する。 
４ 対策会議の構成員は、別表１に掲げる職にある者をもって充てる。 
５ 前項に掲げる者のほか、座長が必要と認める者を構成員に指名することができる。 
 
（会 議） 
第４条 座長は、必要に応じ対策会議を招集し、会議を主宰する。 
 
（幹事会） 
第５条 対策会議の所掌事務の円滑な推進を図り、必要な措置を審議するため、対策会議の

下に幹事会を置く。 
２ 幹事会は、幹事長及び副幹事長並びに幹事をもって構成する。 
３ 幹事長は、対策会議構成員のうちから、座長の指名する者をもって充てる。 
４ 幹事長は、幹事会を統括し、必要に応じ幹事会を召集し、会議を主宰する。 
５ 副幹事長は、幹事のうちから、幹事長が指名する者をもって充てる。 
６ 副幹事長は、幹事長に事故ある時は、幹事長の職務を代理する。 
７ 幹事は、対策会議の構成員が所属職員のうちから指名する。 
８ 幹事長は、必要と認める者を幹事会の構成員に指名することが出来る。 
 



（事務局） 
第６条 対策会議の事務局は、総務局行政部及び災害対策部とする。 
 
 
（その他） 
第７条 この要綱に定めるもののほか、対策会議の運営に関して必要な事項は、座長が  別

に定める。 
 
    附  則 
  １ この要綱は、平成１２年１２月２６日から施行する。 
  ２ この要綱の施行に伴い、「三宅島・新島・神津島近海地震等災害対策会議」は廃  止
する。 
 
 別表１ 
 
  教育長 
  政策報道室長 
  総務局長 
  財務局長 
  主税局長 
  生活文化局長 
  都市計画局長  
  環境局長  
  福祉局長 
  高齢者施策推進室長 
  衛生局長  
  労働経済局長 
  住宅局長 
  建設局長 
  港湾局長 
  水道局長 
 
 
 
 
資料２ 
                                         
平成１２年１２月２６日 
新島・神津島等復興対策会議 
 
               新島・神津島等復旧・復興対策の概要 
 
１ 各村にまたがる都の対策 



（１）観光振興キャンペーン（風評被害対策、イメージアップ、被災観光施設復旧） 
（２）磯根・漁場被災状況調査（磯根資源の被害実態及び今後の回復経過等を調査） 
（３）水産物種苗生産・配布（トコブシ、サザエを種苗生産し、被災地域に配布） 
 
２ 各村別の主な都の対策                                    

＋－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│事項│ 新 島 村  │神 津 島 村 │利  島  村 │御 蔵 島 村  │  
＋－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│生 │・安全性に配慮 │・危険斜面の地す│・前浜斜面崩落防│・林道黒崎高尾線の│  

│活 │したトンネルの │べり防止施設、 │止施設整備   │復旧       │ 
│基  │整備        │急傾斜地崩落    │         │・御蔵島港船客待合│       
│盤  │・若郷集落後背斜│防止施設の設置 │         │所復旧、防波堤整備│ 
│整 │の崩落防護施設整│・神津沢砂防  │        │、臨港道路落石防護│  
│備 │備       │設備の復旧   │        │網設置      │  
│  │・若郷漁港海岸 │・神津島港物揚場│        │         │ 
│  │護岸復旧    │改良、離岸堤  │        │         │  
│  │・新島港護岸、 │ブロック据付  │        │         │        

│  │防波堤整備   │        │        │         │  
＋－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│産 │・若郷漁港土砂崩│・三浦漁港土砂 │・漁業振興施設 │         │  
│業 │落防護施設復旧、│崩落防護擁壁設置│（蓄養施設）補修│         │  
│の │岸壁復旧、集落 │、崩落土砂浚渫、 │・利島勤労福祉 │         │   
│振 │排水施設補修  │防波堤整備   │会館外壁及び  │         │  
│興 │・築いそ（若郷） │・築いそ、漁業振興│屋上防水補修  │         │  
│  │・蓄養施設補修 │施設（天草倉庫）│        │         │  
│  │（新島・若郷漁協）、│補修漁業無線  │        │         │  
│  │漁業無線施設  │施設設置等   │        │         │  
│  │設置等     │・農業用水施設 │        │         │  
│  │        │及び農道復旧  │        │         │  
＋－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
│住 │・村営住宅建設 │・老人福祉施設 │        │         │  
│民 │経費に対する助成│(やすらぎの里) │        │         │  
│生 │（２２戸）   │修復      │        │         │  
│活 │・中小企業災害 │・村営住宅建設 │        │         │  
│再 │復旧資金融資  │経費に対する助成│        │         │ 
│建 │・生活福祉資金、│（１５戸）   │        │         │  
│  │災害援護資金の │・中小企業災害 │        │         │  
│  │貸付      │復旧資金融資  │        │         │  
│  │        │・生活福祉資金、│        │         │  
│  │        │災害援護資金の │        │         │  
│  │        │貸付      │        │         │  
＋－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－＋－－－－－－－－－＋ 
 ※ 上記の主な都の対策は、各局において既存の制度を活用し取り組んでいる事業を例と



して挙げている。なお、各村の復興策については、今後、各村と協議した上で、復興対策会

議で決定する。 
 
 
 
 



平成１２年１２月２８日           連  絡  先 
午後３時３０分               （都  道）建設局 道路管理部 保全課 
東京都災害対策本部             03-5320-5290 
                      （急傾斜地）建設局 河 川 部 防災課 
                      03-5320-5430 
 
          東京都災害対策本部の対応等について（第２４９報） 
 
                  新島・神津島の都道及び急傾斜地等の 
                  災害対策の現状と今後の対応について 
 
新島 
１．被害状況 
（１）都道の被害は、大規模な落石や路面の亀裂など１９箇所。 
（２）砂防・海岸施設の被害は、沢沿いの崖地の崩壊など５箇所。 
２．これまでの取り組み状況 
（１）若郷漁港から若郷地区までの都道は、落石の撤去等により、８月 
  １日に１車線の通行確保。 
   檜山地区の都道は、現道内での復旧が困難な状態にあるため、現 
  道を迂回する仮設道路の整備を進め、１２月２５日に開通。 
   引き続き、新しいトンネルの建設など、都道の本格的な復旧工事 
  に全力を挙げて取り組んでいく。 
（２）吉田沢（砂防）については、仮流路掘削等の応急復旧工事を実施 
  してきた。 
３．今後の災害復旧計画 
＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│  箇 所  │        復 旧 内 容         │完成予定 │ 
＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│都道２１１号線│・檜山地区 新しいトンネルの整備２，９００ｍ  │１５年度末│ 
│       │・木戸坂  新しいトンネルの整備 ４００ｍ   │１５年度末│ 
│       │・峻険坂  法枠工 ４，０００平方ｍ      │１３年度末│ 
│砂防・海岸  │・吉田沢  流路 １７０ｍ           │１３年夏 │ 
│       │・若郷、羽伏浦 護岸補強等 ２箇所       │１３年夏 │ 
＋－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
４．工事発注状況 
（１）平成１２年７月から１２月までに、１０件の工事を発注済み。 
（２）平成１３年１月以降、４件の工事を発注予定。 
 
 
 
神津島 
１．被害状況 
（１）都道の被害は、土砂崩れ、路面亀裂など３４箇所。 



（２）地すべり・急傾斜地の被害は、土砂崩れなど１０箇所。 
２．これまでの取り組み状況 
（１）都道については、空港アクセス道路や三浦漁港にいたる道路など 
  島内の生活基盤道路を優先して確保しつつ、順次、災害復旧工事を 
  実施してきた。１２月２６日に村中心部から特養ホームまでの区間 
  について一般交通開放した。 
（２）与種地区などの急傾斜地については、仮土留壁や伸縮計設置など 
  の応急復旧工事を実施するとともに、「伊豆諸島土砂災害対策検討 
  委員会」を設置し、警戒避難基準雨量の設定などを行ってきた。ま 
  た、与種地区等に発令されていた避難指示（７４世帯、２２６人） 
  は応急工事の完了に伴い、１２月２６日残された１世帯の解除を行 
  った。 
３．今後の災害復旧計画 
＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│   箇 所   │     復 旧 内 容          │完成予定 │ 
＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
│都道２２４号線  │・桑沢～長浜間 法枠工 ６，０００平方ｍ  │１３年度末│ 
│         │・洞沢     洞門 １５０ｍ       │１３年度末│ 
│         │・三浦漁港付近 法枠工 ４，０００平方ｍ  │１３年秋 │ 
│地すべり・急傾斜地│・大六殿、与種他 法枠工 ５０，０００平方ｍ│１３年度末│ 
＋－－－－－－－－－＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＋－－－－－＋ 
４．工事発注状況 
（１）平成１２年７月から１２月までに、４０件の工事を発注済み。 
（２）平成１３年１月以降、６件の工事を発注予定。      
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